浮かぶ 飛行 島 

海 野 十一 


川上 機関 大尉の 酒壜 


わが 練習 艦隊 須磨、 明 石の 二 艦 は、 欧州 訪問の 旅 を 

おえて、 いまや その 帰航の 途 にあった。 

マレ I 

印度 を 出て、 馬 来 半島と ス マトラ 島の 間の マラッカ 

海峡 を 東へ 出る と、 そこ は 馬 来 半島の 南端 シン ガポ— 

ル である。 大英 帝国が 東洋 方面 を 睨みつ ける ために 築 

いた、 最大の 軍港と 要塞と が あると ころ だ。 

その シン ガポ— ルの港 を 出る と、 それまで は 東へ 進 

むと はいえ、 ひどく 南下 航路 をと つていた のが、 ここ 


で 一転して、 ぐ— つと 北に 向く。 

そこから、 次の 寄港地の 香港まで、 ざっと 三千 キロ 

メ ー トルの 遠方で ある。 その 間の 南北に わ だか まる 大 

海洋 こそ、 南シナ海 である。 

練習 艦隊 はシ ンガポ —ルを 出てから すでに 三 昼夜、 

いま 丁度 北緯 十 度の 線 を 横ぎ ろうとし ている ところ だ 

から、 これで 南シナ海の ほぼ 中央 あたりに 達した わけ 

である。 

カレンダ— は 四月 六日で、 赤紙の 日曜日と なって い 

る。 

夜に 入つ て も 気温 は それほど 下らず、 艦 内 は 蒸 風呂 


のよう な 暑さ だ。 

この 物語 は、 二番 艦 明 石の 艦 内に おいて 始る。 —— 

天井の 低い 通路 を、 頭 をぶ つつけ そうにして 背の 高 

い 逞しい 士 官が 、 日本酒の 壜詰 を 下げて とこと こ 歩い 

しゃくどう い ろ 

て ゆく。 汐 焼した 顔 は、 赤銅色 だ。 彼 は 歩きながら、 

せき ばら い 

ェ へ ンと 咳 払 をした。 

士官 は、 ある 一 つの 私室の 前で 足 をと めた。 そして 

大きな 拳固 を ふりあげて、 こつこつと 案外 やさしく 扉 

を 叩く。 

「おう、 誰か」 

と 内側から 大きな 声が する。 


訪問の 士官 は、 ちょっと 緊張した が、 やがて 硬ば つ 

た 顔 を ほぐして、 

「俺 だ。 川上 機関 大尉 だ。 ちょっと 邪魔 をす るが いい 

i ヽ I 

力 レ」 

するとい きなり 扉が 内側に ぼかり と 開いて、 

「なんだ、 貴様 か。 いつもに 似ず、 いやに 他人行儀の 

挨拶 を やったり する もんだ から、 どうした のかと 思つ 

た。 おう、 早く 入れ」 

「まつ まつ まつ まつ」 

のつ ぼの 川上 機関 大尉 は 笑いながら、 ぬつ と 室内に 

入る。 


「おい 長 谷 部。 これ を 持って きた」 

と、 酒壜を 眼の 前へ さし 出せば、 長 谷 部 大尉 は 眼 を 

みはり、 

「や あ、 百 キロ 焼夷弾 か。 そいつ は 強勢 だ。 まあ、 そ 

れへ 掛けろ」 

長 谷 部 大尉 は、 上 は シャツ 一枚で、 狭い ベッドの 上 

に あぐらをかく。 川上 機関 大尉 は 椅子に どっかと 腰 を 

下した。 

二人 は 同期の 候補生だった。 そして 今 も 同じ 練習 艦 

明 石 乗組 だ。 

もっとも 兵科 は 違って いて、 背高の つぼの 川上 大尉 


は 機関 科に 属して おり、 長 谷 部 大尉 は 第三 分隊長で、 

砲 を 預かって いた。 

「これで やる か、 —— 」 

と 長 谷 部 大尉 は、 バスケットから 九 谷 焼の 小さい 湯 

ガラス 

呑と、 オランダで 土産に 買った 硝子の コップと をと り 

だす。 

さかな 

「ええ 肴 は  と」 

といえば、 川上 機関 大尉 は、 

「肴 は 持つ てきた」 

といいながら、 ポケットから 乾燥 豚の 缶詰 を ひっぱ 

り 出した。 


「いよう、 何から 何まで 整って いるな。 おい 川上、 今 

日 は 貴様の 誕生日 —— じ やない が、 何 か、 ああ —— つ 

まり 貴様の 祝日なん だろう」 

「うん、 まあ その 祝日と いう ことにして、 さあ 一杯 ゆ 

こう」 

「や あ、 いよいよ 焼夷弾 を 腹へ おとす か。 わつ はつ 

ばつ まつ I 

二人 は 汗 を ふきながら、 生温 かい 故国の 酒 をく みか 

わすので あった。 


南シナ海の 怪物 

しばらく すると、 二人の 若い 士官 は、 どっち も 真 赤 

にな つ てし ま つ た。 

「な あおい 長 谷 部。 貴様と 俺と は、 昔から 不思議に ど 

こ へ でもく つ つ いて 暮 すな あ」 

「うん、 そうだ。 血 は 分けて いないが、 本当の 兄弟と 

よりも、 貴様と こうやって 一緒に 暮 している 月日の 方 

が 長いね。 なんしろ 小学校 時代から だからね え」 

「これまで、 よく 貴康に 厄介 を かけた な あ」 


と、 川上 は 急に しんみり いう。 

「厄介 を かけたり、 かけられ たりさ。 これが 本当の 腐 

れ縁 だ。 はつ はつ はつ。 貴様 は 今夜 どうかし とる ぞ。 

さあ 元気 を 出せ。 持って きた 酒 を 空に してみ せろ」 

と、 長 谷 部 大尉 は、 また 酒 をな みなみと 友の コップ 

の 中に 注いで、 

「おい 川上、 そういえば 報告 を 聞いた ろうが、 明日 は 

いよいよ 海上に 面白い もの を 見られる ぞ」 

と、 話題 を かえる。 

「うん、 あの 飛行 島の ことかい」 

「そうだ、 飛行 島 だ。 こいつ はこん どの 遠洋航海 中随 


一 の 見物 だぞ」 

明日 は 見られる という 飛行 島！ 

それ は 広い 広い 海の 真只中に 作られた 飛行場だった。 

もちろん その 飛行場 は、 水面に 浮かんで いるの だった。 

沢山の 丈夫な 錨に よ つ て 海底へ つなが つ ている から、 

どんな 風浪に も びくともしない。 

大きさ は、 ドイツの 大 飛行船 ヒット ラ— 号よりも 何 

十メ— トル か 大きい というから、 東京 駅が そのまま 

載って、 まだ 両端へ 百メ ー トルず つ 出る という 長い 滑 

走路 を 造る の だそう だ。 

この 飛行 島 は、 目下 建造 中で ある。 


南北 及び 東西の 航空路の 安全 を はかる ため、 特に 南 

シナ 海の 真中に、 飛石の ように 置いた 不時着 飛行場で、 

これ さえ あれば、 その 両 航空路 は ど ん なに 安全 さ を 加 

える かしれ ない というの だ。 

そのために、 飛行 島 株式会社 というの が 出来て、 南 

シナ海 を とりまく 諸国 —— つま リ 英国が 主と なり、 仏 

国、 米国、 オランダ、 暹羅、 中国の 諸国 を 表面上の 株 

主として、 莫大な 建造 費 を 出して いるの だった。 工費 

は、 おどろく なかれ 千 五 百万 ポンドと いうから、 日本 

の 金に 直して、 約 二 億 五 千万 円と なる。 なんにしても、 

凄い ものである。 


この 大工 事 を 引きう ける 会社 をつ のった ところ、 入 

札の 結果、 それ は 英国の トレント 船渠 工場 会社に 落ち 

た。 だから 南シナ海へ のりだして 海中 作業 を やって い 

るの は 英国 系の 技師だった。 その 大工 事に、 いま 働い 

ている 人員 は 三千 人と いうお どろくべき 数に 達して い 

た。 三千 人と いえば、 その 毎日の 食料品 を 考えて みた 

だけで も 大変な 費用 だ つ た。 

いまや 世界中が おどろきの 眼 を あつめて いる この 飛 

行 島が 見られる というの だから、 わが 須磨明 石 一 一 艦に 

乗組んで いる 血の気の 多い 士官候補生 たちに とっても、 

明日と いう 日が どんなに か 待 たれて いた。 


その 時 川上 機関 大尉 は、 コップの 酒 をぐ つとの みほ 

して、 長 谷 部 大尉に さしながら、 

「おい、 貴様 は 今から 飛行 島に すっかり 呑まれて し 

まつと るよう だが、 なぜ あんなと ころに 飛行 島 を こし 

らぇ たか 知つ とる か。 どう だ、 長 谷 部」 

一 方 は 九 谷 焼で 酒 をう けながら、 

「はは あ、 また 貴様の 口頭試問が はじまつ たな。 俺 は 

飛行 島 を 少しも 気にして いないよ。 ただ 築造 中の 飛行 

島 を 見て、 ちょっと 驚きたい と 思って いるば かりさ。 

それとも 貴様 はなに か、 あの 飛行 島 を こしらえる わけ 

をく わしく 知らに や 許さん というの か、 たかが ああい 


う 馬鹿げた 無用の 不時着 場 を、 —— 」 

川上 機関 大尉 はに やりと 笑って、 

「それ 見ろ、 気にして いないなん ていって いながら、 

貴様 はちゃん と 飛行 島の こと を 考えて いる じ やない か。 

無用の 不時着 場！ (無用の) といった ね」 

「それ はそう さ。 飛行機 は、 ますます 安全な ものに な 

り、 快速に なって ゆく。 だから あんな 飛行 島 なんても 

の はいらなくなる よ。 無用の長物と は あの こと だ。 わ 

が 国で もし あれに 金 を 出す やつが いたら、 俺 は 大いに 

笑って やる つもりで いた」 

「しかしな あ 長 谷 部。 そこのと ころ をよ く 考えお かな 


いじ や、 未来の 連合艦隊 司令長官 という わけに は ゆか 

ない よ」 

「う ふ、 未来の 連合艦隊 司令長官 か、 あつ はつ はつ。 

俺が なること にな つていた つけ」 

長 谷 部 大尉 は、 酔う といつ もそう いう 気焰を あげる 

のが 癖だった。 

「それなら 一 つ 考えろ」 

「なに を 考え るんだ」 

「つまり こういう こと だ。 たかが 長 谷 部 大尉に もよ く 

わかる 無用の長物の 飛行 島 を、 なぜ、 千 五 百万 ポンド 

の 巨費 を かけて つくる のだろう か。 しかも 飛行 島 を 置 


くなら、 なにも あんな 南シナ海 などに 置かず、 大西洋 

の 真中と か、 大洋 州の 間にと か、 いくらでも もっと 役 

に 立つ ところが あるんだ」 

「うむ、 なるほど」 

長 谷 部 大尉 は、 ぎくり として 九 谷 焼 を 下に 置いた。 

そして 腕 組 をす ると、 

「なるほど ねえ、  」 

と、 もう 一度なる ほど をい つた。 

川上 機関 大尉 は、 すっかり いい 気持に なって、 盛ん 

に 酒盃を あげながら、 

「おい、 未来の 提督よ。 飛行 島の 話 は それまで だ。 こ 


の 次、 日本酒 をのむ ことがあったら、 そのと き 今の こ 

と をもう 一度 思い出して みてくれよ。 いや、 口頭試問 

はこの 辺で 打 切と して、 まあ 落第点 は可哀 そうだから、 

大 負けに 負けて 六十 点 を やる かな。 うわつ はつ はつ」 

川上 機関 大尉 は、 はじめて 腹の 底から 声 を 出して 

笑った。 


司令官に 面会 


その 翌朝の ことであった。 

長 谷 部 大尉 は、 毎朝の 日課の 点検 その他が 終る と、 

ひとりで ことことと 狭い 鉄 梯子 を 伝って 機関 部へ 下り 

ていった。 

当番 下士官が、 椅子から とびあがって、 さっと 敬礼 

をした。 

「おう。 川上 機関 大尉 はいられ るか」 

すると その 兵曹 は 直立した まま、 

「はつ、 川上 機関 大尉 は 只今 御 不在であります」 

「ほう、 どこへ 行かれた のか」 

「旗艦 須 磨へ 行かれました。 司令官の ところに おられ 


ます」 

「なに、 司令官の ところへ。  うむ、 では また あと 

から 来よう」 

長 谷 部 大尉 は、 また 元の 梯子 をの ぼって いった。 

昨夜 は 川上 機関 大尉の もちこんだ 日本酒で ひどく い 

い 気持に なり、 いいたい こと をい つて 寝て しまったが、 

今朝に なると、 なんだか 昨夜のう ちに 落し物 をした よ 

うな 気がして ならない。 

(はて、 何 かな？) 

と 思って 考えて みて、 やっとの ことで 思い当った。 

(そうだ、 川上の やつ、 なんだか いやに 影が 薄かった 


ぞ) 

そこで 友の 身の上 を 思って、 機関 部まで たずねて き 

たわけ だが、 いま も 聞けば、 彼 は 旗艦へ 行って、 司令 

官の ところに いると いう。 朝から 何の 用事 だか 知らな 

いが、 元気に やって いればな によりの ことだった。 

大尉の 足 は、 いつしか 甲板へ 出て いた。 

きょう も 熱帯の 海 は、 穏やかに ffl いでいる。 見渡せ 

ば、 果 しのない 碧 緑の 海であった。 そして 海ば かりで 

あった。 ただ 前方 二百 メ ー トル を距 てた 向こうに、 旗 

みな わ 

艦須 磨が 黒煙 を はきながら 白い 水泡 をた てて ゆく。 

ぼぼ— と、 汽艇の 響が、 右舷の 下です る。 


舷梯 下に、 汽艇が ついたら しい。 

大尉が 見て いると、 舷門に ついていた 番兵が、 さつ 

ささげ つ つ 

と捧 銃の 敬礼 をした。 誰か 下から 上って きたよう で 

ある。 

はたして 長身の 士官が 上って きた。 川上 機関 大尉で 

あった。 

「おお 川上が 帰って きた」 

長 谷 部 大尉 は それ を 見る と、 にこりと 笑って その 方 

へ 足早に 歩いて いった。 

「おい 川上。 いま 貴様 を 訪ねて いったと ころ だ」 

「よお、 長 谷 部 か。 はつ はつ はつ、 もう 酒 はない ぞ」 


「酒 はもう のまん ことにき めた。 おや、 貴様 は 一杯 機 

嫌 だな。 朝から 酒と は、 どうも 不埒 千万、 けしからん 

じ やない か」 

「はつ はつ はつ。 ここへ もう 出と るか」 と 川上 機 関大 

尉 は、 自分の 頰を 指さした。 昨日と はちがつて、 みち 

がえ るよう に 朗らか だ つ た。 

いっさん 

「司令官 をお 訪ねしたら、 『 一 盞 やれ』 と 尊い 葡萄酒 を 

下され たんだ」 

と 心 持 形 を あらため、 あと は、 

「いい 味だった よ。 はつ はつ はつ」 

と 笑に まぎらせる。 


「おい、 川上。 司令官の ところでは、 なに かいい 話で 

もあった のか。 あったら 俺に も 聞かせろ」 

「いや、 それ は 何でもない ことなんだ。 隠す わけ じ や 

ない が、 悪く 思うな。 司令官と 雑談のと きに 貴様の 話 

も 出た ぞ。 閣下 は 貴様 を 信頼して いられる。 長 谷 部の 

こと は 心配 いらぬ。 といって いられた。 彼 は 沈黙の 

鋼の 塊みたい な 男 だ。 川上 —— というと 俺の こと だ 

が、 川上と はまる で 違った 種類の 男 だ。 彼が 健在で あ 

る こと は 帝国 海軍に と つ て も 喜ばしい こと だな どと、 

大いに 聞かされ ちまった」 

「 …… 」 


長 谷 部 大尉 はなん の 感情 も あらわさない。 いきなり 

川上 機関 大尉の 手 をと つ てぐ つと 握り、 

「俺の こと はどうで もい い。 おい 川上、 ただ 俺 は 貴様 

の 武運 を 祈つ とる ぞ」 

「何つ、 —— 」 

と 川上 機関 大尉が 意外な 顔 をす る。 

「ま. つまつ まつ」 

と、 こんど は 身体の 丸い 長 谷 部 大尉が 川上 機関 大尉 

の 肩 をた たいて 哄笑した。 

丁度 そのと きだった。 

前 檣楼の 下の 桁に、 するすると 信号旗が あがった。 


さけびごえ 

下で は 当直の 大きな 叫 声 ！ 

「右舷 寄り 前方に、 飛行 島が 見える！」 

おお 飛行 島！ 

いよいよ 飛行 島が 見え だした か。 

非番の 水兵た ち は、 だ だ だっと 昇降口 を かけあがつ 

てく る。 


飛行 島 上陸 


望遠鏡 をと つて 眺める と、 水 天い ずれと も 分かちが 

たい 彼方の 空に、 一本の 煙が すっと たちのぼって いる。 

煙の 下に 焦点 を あわせて ゆく と、 なんだか マッチ 箱 

を 浮かせた ような ものが 見える。 まだまだ 飛行 島 は、 

はるか 二十 キロの 彼方 だ。 

士官候補生 は、 艦橋に 鈴な りと なって、 双眼鏡 を 眼 

にあて ている。 

「あれが 飛行 島 か。 なるほど 奇怪な 形 をして いる わ 

い」 

「あのな かに、 三千 人 もの 人が 働いて いるんだ と は、 

ちょ つ と 思えない ね」 


「誰 だ、 いまから 驚いて いるの は。 そんな ことで は 傍 

まで 行った ときには、 腰 をぬ かす ぞ」 

軍艦 須 磨と 明 石 は、 信号旗 を ひらめかしながら、 ぐ 

ん ぐん 飛行 島 さして 進んで ゆく。 

あと 三 四十 分 も すれば、 その 横につ ける ことができる 

であろう。 

艦隊 は、 前もって 打合せ をして あると おり、 あの 飛 

行 島で 二十 四時 間 を 過す ことにな つてい る。 その 間に 

士官候補生 たち はこの 最新の 海の 怪物の 見学 をす る予 

定だ つ た。 

艦 内で は、 いよいよ 繫留 用意の 号令が 出て、 係の 兵 


員 は 眼の まわる ような 忙し さ だ。 

午前 十 時 四十 八 分、 須磨明 石の 両艦は 遂に 歴史的の 

構築 中 の 飛行 島繫留 作業 を 終る！ 

物事に 動じない わが 海軍 将兵 も、 この 飛行 島の 大工 

事に は少 からず 驚いた。 

なんとい う 途方 もな い 大 構築だろう。 

地上で もこれ ほどの もの は あるまい と 思われる のに、 

波浪 狂う 海洋の 真只中の 工事で ある。 

(これが、 人間の やった 仕事だろう か？) 

と、 ただ 眼を瞠 るば かりで ある。 

士官候補生 たち もよ く 見た。 祖国 を 出る まえ 靖国 神 


社 参拝のと き 見た 東京 駅なん か、 くらべものに ならな 
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飛行 島 は U 字 型に なって いた。 

海上へ 出て いるの は、 大きな ビルディングの 寸法で 

いうと、 三階 あたりの 高さに 相当す る。 下から 見る と 

その 飛行甲板が 大きな 屋根の ように 見える。 

飛行甲板の 下 は、 太い 数十 本の 組立 鉄塔で 支えられ 

ている。 その 鉄塔 は 水面下に 没して いて 下 はよ く 見え 

ない が、 話に よると 一本 一本の その 鉄塔 は 下に 大きな 

鉄筋 コンク リ ） ^のうき を 下駄の ように 履いて いると 

いう。 つまり この 大きな 建造物 は、 海中に 宙 ぶら りに 


な つ ている 鉄筋 コンク リ —  ， r のうきに よ つ て 浮かんで 

いるので ある。 

しかし そのまま では、 風浪に 流されて しまう 心配が 

あるから、 約 三十 条の 驚く ほど 太い 鎖と 錨と でもって 

海底に 固定され ている。 

そのほか、 まだ 出来 上って いないが、 波浪に ゆれな 

いように、 鉄塔が 水面に つくと ころに は、 波浪 平衡 浮 

標 という もの をつ ける ことにな つてい るそう だし、 飛 

行 甲板の 下につ ける ことにな つ ている 専属 修繕工場 や 

住居 室 もで き 上って いない。 

それに ひきかえ、 鉄塔の 中 を 上下して いる エレべ— 


タ ー とか、 これ 等の もの を 動かす 発電 動力 室な ど は 

すっかり 完成して いて、 三千 人の 技師 職工た ちに 手足 

のように 使われて いる。 

軍艦 須 磨と 明 石が 横 づけに なった ところ は、 この 飛 

行 島の 西側で あるが、 そこ はま だ 骨ぐ みだけ しか 出来 

ていないが 桟橋に なって いて、 将来 は 四 五 万 トンの 大 

汽船 を六隻 ぐらい は 一 度に 横 づけで きる というから、 

それだけ でも 大きさの ほどが 知れる であろう。 

なにしろ ここ は 南シナ海の 真中の ことと て 軍艦 は投 

錨しょう にも、 錨 は 海底へ とどかな いので、 太い 繩で 

もって 桟橋に ゆわえつ ける のであった。 


いま 飛行 島 は、 工事 は 三分の 二 を 終った ところで 

あった。 工事 は、 まず 鉄塔が 組立 てられる と、 横に 鉄 

材の 腕が 伸び、 その 先へ だんだん 新しい 別のう きつき 

の 鉄塔が 取 付けられ、 上に は 飛行甲板が 張られる。 こ 

ういう 順序に、 中央から 始 つて 両側へ と、 骨 組の 難ェ 

事 はおし すすめられて ゆく のだった。 それが 出来 上る 

と、 甲板 上の 大きな 室が できたり、 そのほか こまごま 

した 装置が 取 付けられ たりして、 飛行 島の 内臓 や 手足 

がで きて ゆく。 その後で、 さらに 飾リ つけ そのほかの 

ぎそう 

艤装が ついて 完成す るので あった。 

工事に 従ってい るの は、 前に ものべ たように 英国の 


技師と 職工が 中心に なり、 その外の 労働者た ち は、 印 

度 人 も いれば 中国人 もい ると いう わけで、 まるで 世界 

の 人種 展覧会み たいな 奇観 を呈 していた。 

須磨、 明 石の 両艦 では、 半舷 上陸が 許される ことに 

なった。 尤も 時間が きめられ ていて、 夕刻までに は両 

舷 とも 上陸 見学 を 終る ことにな つていた。 

川上 機関 大尉 は、 午後 三時から 始る 後の方の 上陸 組 

に 入って いた。 

お昼す ぎになる と、 もう のこのこ 帰って来る 水兵が 

あった。 尤も 本当に 帰艦した わけで はなく、 指 をく わ 

えて 待ちくたびれ ている 兵員た ちに、 すこしで も 早く 


この 珍奇な 飛行 島の 様子 を 知らせて やろうと いう 友達 

思いの 心からだった。 

「おい、 早く 飛行 島の 様子 を 知らせろ」 

と、 艦 内から 旗の ない 手旗信号 を やって いる 兵が あ 

る。 

帰って きた 水兵 は、 桟橋の 上から、 これに 応じてし 

きりに これ も 手旗信号 を やって いる。 

その 信号 を 読んだ 艦 内の 水兵が 顔 をく ずして 仲間の 

者に 呶 鳴る。 

「おい、 上陸 人の 斥候 報告が あった。 上に は 食堂の す 

ばらしい のが ある ぞう。 酒 も 洋酒 だが、 なかなか うま 


いそうだ あ。 —— ああ、 なに、 うんそう か、 土産 もの 

も 売つ とる う、 写真に 絵はがき、 首 かざり、 宝石 入 指 

環、 はみがきに 靴墨。 —— ちえつ、 そんな もの は 沢山 

だ」 

怪事件 突発！ 

なにしろ こういう 絶海の 孤島 も 同じような ところで 

まっくろ になって 昼夜を分かたず、 激しい 労働に 従つ 


ている 人た ちが 三千 人 もい るので あるから、 人間の 心 

も あらくな つてい る。 だから 彼等 を なぐさめる ために 

食堂と か 酒場と か 映画館 その他の 見世物まで も あり、 

人気の わるい こと は 格別であった。 

もちろん 非番の 者に ちがいな いが、 ぐ でんぐ でんに 

酔 払ったり、 その 揚句の はてに 呶 鳴ったり 打つ 蹴る の 

激しい 暄嘩を やつ ている 者 も ある。 

まち 

まるで 裏 街みたい なと ころも ある。 

その 間 を、 帝国 軍人 はき ちんと して 通り、 皇軍の 威 

容を、 飛行 島の 連中に も 心に 痛い ほど 知らせる ことが 

できた。 


夕方の 午後 六 時に なって、 総員 帰艦 を 終った。 

総員の 点呼が はじまった。 

もちろん、 一人の こらず 皆、 帰艦して いる  と 思 

ちんじ 

いの 外、 ここに はからずも 意外な 椿事が 起った。 

「川上 機関 大尉が 見えません」 

驚くべき ことが、 副 長の もとへ 届けられた。 

「なに、 川上 機関 大尉が まだ 帰艦して いないと いうの 

か」 

副 長 もさす がに 驚きの 色 を かくす ことができ なか つ 

た。 

「もう 一 度、 手 分して 艦 内 を さがせ」 


そこで またもや 捜索と なった が、 どうしても 川上 機 

関大 尉の 姿が 見えない。 

どうした というの だろう。 

大尉の 身の まわり をして いる 杉 田 一 一等 水兵が 副 長の 

前に よびだされた。 

「川上 機関 大尉の 上陸した の を 知ってい るか」 

「はい 知って おります。 午後 三時 十分 ごろ、 自分と 一 

しょに 舷門 を 出て 行かれました」 

「うむ、 それから どうした」 

「は あ。 それから 機関 大尉と 甲板の 上まで 一 しょに あ 

がり ましたが、 そこで 私 は 機関 大尉と 別れた ので あり 


ます。 それ 以後の こと は、 私 は  私 は 知らん ので あ 

り ま T9」 

「知らない。 ふむ、 そうか」 

副 長 はさ ら に 大勢 の 兵員 を 集め て 聞いて みたが どう 

も 分からない。 

川上 機関 大尉が 帰艦して いない こと は、 長 谷 部 大尉 

の 耳に も 入らずに はいなかった。 

彼 はすぐ さま 機関室 へ とんで きた。 

「川上 機関 大尉が 帰らぬ というが 本当 か」 

それ は 遺憾ながら 本当の ことだった。 

「これ はけし からぬ。 よし、 俺が いって 探して こよう」 


長 谷 部 大尉 は、 すぐさま 艦長のと ころへ 龃 けつけ て、 

機関 大尉 を 探す ために 上陸 方 をね がい 出で た。 

すると 艦長 は、 

「司令官に お聞きす るから、 暫く 待て」 

といった。 

暫くた つて、 長 谷 部 大尉 は 艦長に よばれて いってみ 

た。 嬉し や 上陸 許可が 下りた かと 思いの外、 

「司令官 はお 許しに ならぬ。 誰一人も 上陸 はならぬ と 

いわれる。 また 一般に も、 言葉 をつつ しみ、 ことに 飛 

行 島の 方に 川上 機関 大尉の こと を 洩らすな との 厳命 だ。 

のう、 分かったろう。 分かったら、 そのまま 引取って 


くれ」 

艦長 は、 長 谷 部 大尉の 胸中 を 思い やって、 苦しそう 

にいった。 

そうい われれば、 下る より ほかない 軍律だった。 し 

かし 長 谷 部 大尉の 肚 のうち は、 煮え かえるよ うだ つ た。 

不安と 不快との 夜 はすぎ た。 遠洋航海 はじまっての 

大 椿事 だ。 

帝国 海軍の 威信に 関する こと だから、 全 艦隊 員 は 言 

葉 をつつ しめと いう ことなので、 皆の 胸中 は 一層 苦し 
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夜が 明けた。 


早速 捜索隊が 派遣 さ れる ものと 思い こんでいた 長 谷 

部 大尉 は、 それに ぜひとも 参加 を させて くれる ように 

と、 艦長のと ころへ 願い出で た。 

艦長 は、 眉 を ぴくりと 動かして、 

「捜索隊 は 出さぬ ことにな つた」 

「えつ、 それ はどうして  J 

「司令官の 命令で ある。 帰艦す る ものなら、 そのうち 

に 帰って くるだろう。 捜索隊な ど を 上へ あげて、 それ 

がた めに 脱 艦 士官が あつたな どと 知れる の はまず いと 

いわれる の だ」 

「それ は あまりに  」 


といった が、 考えて みると 司令官の 言葉に も 一理 は 

ある。 といって、 どうして 捜索隊 を 出さずに いられる 

もの か。 川上 機関 大尉 をめ ぐって、 飛行 島 上に は 何 か 

変った ことがあった のにち がいない。 このまま におけ 

ば、 午前 十 時す ぎに は、 空しく ここ を 出港して しまう 

の だ。 そんな ことにな つて はいけ ない。 

長 谷 部 大尉 は、 艦橋につつ たった まま、 眼 を 閉じて 

じ つ と 考え こんだ。 

(許さん —— と 一 旦 司令官が いわれたら、 なかなか 許 

すと はい われない) 

そのと き 大尉が 思い出し たの は、 川上 機関 大尉の 部 


屋を しらべ てみ ると いう こと だ つ た。 

彼 はすぐ さま、 その 足で 川上 機関 大尉 私室へ いって 

みた。 

すると、 その 私室の 前に は、 四 五名の 兵員が 声高に 

なに か 論争して いた。 

彼等 は 長 谷 部 大尉の 姿 を 見る と、 ぴたりと 口 を 閉じ 

て、 一 せいに 敬礼 をした。 

「お前た ち は、 何 を 騒い どるの か」 

すると 兵の 一 人が、 

「はつ、 私 は 不思議 なること を 発見いた しました。 川 

上 機関 大尉の 衣服 箱 を 検査し ましたと ころ、 軍帽 も 服 


も 靴 も、 すべて 員数が 揃ってお ります。 つまり 服装 は 

全部 ここに 揃ってい るので あります。 機関 大尉 は 

素 裸 で いられる ように 思われます」 

「なに、 服装 は 全部 揃ってい るって。 なるほど、 それ 

では 裸で いなければ ならぬ 勘定になる が、 しかし 川上 

機関 大尉 は 軍服 を 着て 舷門から 出て いったんだ ぞ。 そ 

れは杉 田 一 一等 水兵が 知つ とる」 

「おかしく はあり ますが、 本当に 揃ってい るので あり 

まして、 不思議と いう ほかない のであります」 

兵 は 自説 をく りかえ した。 

そうなる と、 長 谷 部 大尉 も、 ふ— むとう ならない わ 


けに ゆかなかった。 一たい どうした というの だろう。 

浮かぶ 飛行 島 をめ ぐる 怪事件の 幕 は、 こうして 切って 

落された。 

極東の 風雲 急なる とき、 突如と して 練習 艦隊 内に 

起った この 事件 は、 そ もい かなる 意味が あるの か。 

南シナ海の 上 は、 今日 もギラ ギラと 熱帯 の 太陽が 照 

りつけ て、 海 は 毒 を 流した ように 真青であった。 


おしゃべり 水兵 


幾度 考えて みても、 奇怪な 事件で ある。 

だが、 奇怪な の は それば かりでなかった。 

長 谷 部 大尉が、 水兵から 聞いた ところに よると、 機 

関大 尉の 服 は 一着の こらず、 ちゃんと 私室に 揃ってい 

ると いうので ある。 

それなら 機関 大尉 は、 いま 裸で いなければ ならぬ 理 

窟 になる。 

ところが、 いつも 身の まわりの 世話 をして いた 杉 田 

二等 水兵の 話に よると、 彼 は 機関 大尉に 連れられて、 

その 日の 午後 飛行 島に 上陸した が、 その 時機 関大 尉 は 


ちゃんと 海軍 将校の 服装 をして いたと いう。 

実に 奇妙な 話で ある。 この 謎 は 一 たいどう 解けば い 

いのだろう か。 

練習 艦 明 石 は、 怪事件 をのせ たま ま 夜 を 迎えた。 

い つも 夜 は 元気の いい 水兵た ちの 笑声で 賑やかな 兵 

員 室 も、 今夜に かぎつ てなん となく 重苦しい 空気に つ 

つまれて いた。 

「杉 田 は、 まだ 帰って来ない ぞ」 

と、 太っちょの 大辻 という 二等 水兵が、 士官 室の 方 

に 通ず る 入口 を 見や つ た。 

「まったく 遅い ねえ。 艦長のと ころで、 杉 田 はなに か 


申 開きので きない 始末に なって いるの じ やない かね」 

と、 同僚が あいづちをうった。 

すると 別の 水兵が、 いきなり 顔を大 辻の 方に 出して、 

「おい 大辻」 

「なんだ。 魚 崎」 

「なんだ じ やない ぜ。 貴様が 余計な おしゃべり をす る 

から、 杉 田が こんな 目にあ うんだ ぞ」 

「なんだ つて、 俺が 余計な おしや ベリ をした つて。 な 

に をい うんだ。 この 大辻 さま は、 余計な ことなん か 一 

言 もしゃべ つたこと はない ぞ」 

魚 崎 はじめ 同僚が 噴き だした。 大 辻のお しゃべり は 


艦 内の 名物 だ。 彼が 何 か を 知ったら、 それから 十分 後 

に は、 艦 内の 水兵た ちが 皆 それ を 知って しまう くらい 

だ。 

「なに をい つてい るの だ。 大辻、 貴様が いけな いんだ 

ぞ。 川上 機関 大尉の 服 は 全部 私室に 揃ってお リ ます。 

だから 機関 大尉 はい ま 素 裸で いられる ので ありますな 

どと、 余計な こと をい つた じ やない か」 

「あれえ、 —— 」 

と大辻 はぐりぐ リ眼玉 をむ いて、 

「こら 魚 崎、 そういつ たのが、 どこが いけな いんだ。 

それ は 本当の ことじ やない か。 それとも 貴様 は、 上官 


に 対し 噓を つけと でもい うの か。 次第によ つて は、 日 

頃 汁粉 を 奢って もらつ ている 貴様と いえ ども、 許さん 

ぞ。 上官に 対し 噓を つけと いうの か。 やい」 

「そんな こと はいつ とらん。 余計な こと をい うなと 

いっとる。 貴様の いった、 いま 素 裸で いられます は、 

余計な ことじ やない か。 帝国 軍人が、 いくら 暑い から 

といって、 こんな 外人の いると ころへ 来て、 不恰好な 

素 裸で いられる もの かい。 帝国 軍人の 威信に 関わる」 

「おや、 なんだか 議論が 怪しくな つたね。 さて は 貴様、 

俺に いいまかされた ことが やっと 分かつ たんだろう。 

軍服が 全部 揃ってり や、 素 裸で いるに きまつ てるじ や 


な レカ」 

「ばか をい え。 絶対に 素 裸で いられない」 

「なにが ばか だ。 服が なけり や 素 裸で いるより ほかに 

しょうが ないじ やない か」 

「へ へん、 そうじゃな いよ。 俺 は 信ずる。 すくなく と 

ふんどし 

も 襌 はしめ て いられる と」 

「ふ、 ん、 ど、 し！」 

大辻 は狒々 のように 大口 を あいて、 

「ば、 ばかつ」 

「いや、 それ は 冗談 だが、 襦袢 を 着て いられる かもし 

れ ない。 または 寝間着 を 着 とられる かもしれ ない。 い 


ろん な 場合が あるんだ。 だのに、 貴様 は あわてて、 私 

室に 軍服が そっくり 揃ってい ますから、 いま 川上 機関 

大尉 は 素 裸であります なんて こと をい つた。 とにかく 

杉 田が なかなか 艦長 室から 帰って来な いのも、 もとは 

と い えば 余計な 貴様 のおし や ベリの せいだ ぞ」 

それ を 聞いて いた 大男の 大辻 は、 突然 顔 を ゆがめて、 

「お、 俺 は、 そんなつ もりで しゃべつ たんじ やな いん 

だ。 杉 田の やつが 悲痛な 顔 をして やが るから、 俺 も 一 

しょに しらべて、 一刻も早く 川上 機関 大尉の 行方 を さ 

がし だして やろうと 思って しゃべ つたんだ。 それ だの 

に、 貴様ら は  貴様ら は  うへ つへ つへ つ」 


大辻は 涙 を ぼろぼろ 出して、 泣き だした。 

同僚 は あわてた。 大男の 大 辻が 泣く ところ を はじめ 

てみ たからで ある。 しかもなん という 奇妙な 泣 声 だろ 

う。 うへ つへ つへ つなん て、 泣 声 だか、 それとも 笑声 

だか 分かり やしない。 

「おい 大辻。 わ、 分かった 分かった」 と 魚 崎 は 立ち あ 

がって、 やさしく 大男の 肩 をな でて やった。 

「貴様の 友達 おもいの 気持 はよ く 分かつ とる。 泣くな 

まて、.' 

泣くな、 みっともな いじ やない か。 布袋 さまみ たいな 

貴様が 泣く と、 襌 のない のよりも、 もっと みっともな 

ぃぞ」 


どっと 一 座 は 爆笑した。 

大辻 も、 それに つりこまれて、 涙に ぬれた 顔 を あげ 

ながら、 にっこり 笑った。 

飛行 島 を 出港 

同僚た ちが 心配して いた 杉 田 二等 水兵 は、 その 夜更 

十一 一時 近くに なって はじめて 帰された。 

彼が、 ただ 一 つ 残された ハンモック を 天井に 釣り は 


じめ た 時、 その 隣で 寝て いた 魚 崎ゃ大 辻が 眼 を さまし 

た。 

「おう、 杉 田、 帰って きた か。 みんなが 心配して いた 

ぞ」 

「杉 田、 俺のお しゃべり のせいで、 貴様が 引 張られた 

ん だとい つて、 みんなが 俺 をい じめ やが つた。 そんな 

こと はない な あ、 杉 田」 

が、 杉 田 は、 なにも 口 を 開こうと はしなかった。 

「おい 杉 田。 どうしたんだ。 艦長に 対して どう 御 返事 

をした の だ」 

杉 田 は ハンモックの 中に もぐりこんだ。 そして 顔 を 


僚友の 方へ ちょ つ とだけ 向けて、 

「おい 皆。 どうもす まん。 俺の 気の つけよう が 十分 

じ やな かったん だ。 しかし 皆、 どうか 信じて いて くれ。 

俺 だって 帝国 軍人 だ。 卑怯な こと はせん。 よく それ を 

覚えて いて くれ。  もう 俺 は 寝る」 

そういって 杉 田 二等兵 は、 毛布の なかに 顔 をう ずめ 

てし ま つ た。 

僚友た ち も、 それ をみ ると、 やや 安堵して 自分の ハ 

ン モック にかえって いった。 

しかし この 事件に ついて 何 かの 疑い を かけられ てい 

る 杉 田 二等 水兵 は、 今宵 はたして 安らかに 眠れる であ 
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ろう 力 

練習 艦 明 石に とって、 記録すべき 不祥事 件の 夜 は、 

やがて 明け はなれた。 

「総員 起し」 の 喇叭が、 艦の 隅から 隅へ とひび くので 

あった。 水兵た ち は、 また 元気に 甲板 上 を、 そうして 

狭い 艦 内 を とびまわる。 平生と は、 なんの 変った こと 

もない 風景であった。 

午前 十 時、 練習 艦隊 はいよ いよ 飛行 島の 繫留 をと い 

て 出港と きまった。 その 用意の ため、 練習 艦 明 石 は、 

早朝から 忙しかった。 

当直 将校 は 長 谷 部 大尉 だ つ た。 


「川上の やつ はどうしたろう」 

大尉 は、 前 艦橋で 飛行 島の 方 を 睨みつ けながら、 胸 

の 中 をぐ つと つ いてく る 憂鬱 をお さえつけ た。 

一人の 下士官が 艦橋に 上って 来て、 とこと こと 大尉 

の 方に 歩みよ つた。 

長 谷 部 大尉 は、 それと 見る ょリ、 

「おう、 御苦労。 どうだった」 

「はいつ。 やはり 駄目で ありました。 川上 機関 大尉 は、 

今朝に いたる もま だ 帰艦して おられません」 

「うむ、 そうか」 

あと は 黙って、 大尉 は 飛行 島の 方へ また 顔 を 向けな 


おした。 

下士官 は 敬礼 をす ると、 帰って いった。 

(まだ 帰って来ない) 

大尉 は 口の なかで つぶやいた。 

出港 は、 間近に せまって いる。 幼い ときから、 一 しょ 

に 学び 一し よに 遊んで きた 川上 を、 この 南シナ海の 真 

中に 残して ゆく の は、 実につ らい ことだった。 

それ も 捜索した あげく、 見つからなかった というの 

なら 諦め もつ くが、 飛行 島 を 眼の 前にしながら、 上陸 

厳禁と いう 艦長の 命令 は、 あまり にもつら いこと だつ 

た。 だが、 軍規 は、 あくまで 厳粛で なければ ならない。 


長 谷 部 大尉の 眼に は、 涙 一滴 浮かんで いないが、 胸の 

中 は、 はりさけん ばかりであった。 

前 艦橋に 艦長が 出て こられた。 

いよいよ 出港 だ。 

唰 嘵 たる 喇叭が 艦上に ひびきわたった。 

桁に は、 するすると 信号旗が あがった。 

「出港 用意！」 

伝令 は 号笛 を ふきながら、 各 甲板 や 艦 内へ ふれて い 

る。 

艦首へ 急ぐ もの、 艦尾へ 走る もの。 やがて、 飛行 島 

へ つないで いた 太い 舫 索が 解かれた。 


機関 は 先 ほどから 廻って いる。 

そのうちに、 飛行 島の 鉄 桁が 横にう ごきだした。 艦 

尾 は 白く 泡立って いる。 小さい 波が、 後に ひろがって 

ゆく。 

練習 艦 明 石 は、 飛行 島 を 離れた の だ！ 

一番 艦の 須磨 はと 見れば、 もうかな り 先へ 進んで い 

る。 

ららら らら。 ひゆ— つ。 

飛行 島の 上から は、 さかんに 帽子 を ふる、 手 を ふる _ 

白人 も 黒人 も、 顔の 黄い ろい 東洋人 も —— 。 

ららら らら。 ひゆ ー つ。 


飛行 島の 最上 甲板に は、 飛行 島 建設 団長の リット 少 

将の 見送る 顔 も 見える。 

桁に は、 また 新たに 信号旗が するすると あがった。 

「出港に 際し、 リット 少将に 対し、 深甚なる 敬意 を 表 

す」 

白髪 紅顔の リット 少将 は、 にっこり として また 挙手 

の 礼 を 送った。 

飛行 島の 信号 鉄塔の 上に も、 安全なる 航海 を 祈る と 

いう 旗が あがった。 

飛行 島に 働いて いる 連中 は、 仕事 を やめて、 盛んに 

手 を ふり、 口笛 を ふく。 


前 艦橋につつ たって、 長 谷 部 大尉 は 双眼鏡 を 眼に あ 

てて、 この 盛大なる 見送りの 人々 を じっと 眺めて いた 

顔、 顔！ 数百 数千の 顔 を 一人 も 見落すまい と！ 

鉄 桁の 間、 起重機の 上、 各 甲板、 共 楽 街の 屋根、 ァ 

パ ー トの窓 —— どこに も 顔、 また 顔の 鈴な リだ。 

その 中から 大尉 は 心に 念ずる ただ 一 つの 顔 を さがし 

出そうと して、 一生懸命であった。 大尉の 念ずる 顔と 

はいう まで もな く、 川上 機関 大尉の あの 凛々 しい 顔で 

あった。 

長 谷 部 大尉 は、 双眼鏡 を 眼に あてた まま、 彫像の よ 

うに 動かない。 その 鏡 中には、 さだめし 数えつ くせな 


いほ どの 顔が 動いて いる ことだろう。 

「うむ、 I 」 

とつぜん 長 谷 部 大尉が うなった。 双眼鏡 を もつ 大尉 

の 手が、 ぶるぶると ふるえた。 彼 はいそが しく、 双眼 

鏡の ピント を あわせた。 —— 

飛行 島の 第三 甲板に ある 労働者 アバ— トの、 はしか 

ら 三つ 目の 窓に、 鈴な りの 男女の 肩 越しに、 頭に 繃帯 

を 巻いた 東洋人の 顔が こっち を 見て いた。 

大尉の 胸 は、 にわかに 高鳴った。 

彼 は 穴の あく ほど、 その 東洋人の 顔 をみ つめた。 そ 

しても つと はっきり 見たい と 思って、 ピント を 合わせ 


なおした が、 そのと たんに、 窓から 消えさった。 

それから は、 いくど 双眼鏡 を 向けて みても、 もうふ 

たたび その 顔 は 入って こなかった ので ある。 

「ああ  」 

と 長 谷 部 大尉 は 双眼鏡 をお ろして、 嘆息した。 

(あの 頭に 繃帯して、 こっち を視 いていた 男 は、 川上 

の 顔の ように 思った が、 気の 迷いだった ろうか) 

まさか 川上 機関 大尉が、 あのような 労働者 アバ ー ト 

の 男女の 中に まじって いると は、 ちょっと 考えられな 

ヽ o 

レ 

「  どうも 分からない」 


大尉 は 吐き だすよう に 独 言 を いった 


兌監 一に、 

ftft 上 ノ 


軍艦 明 石 は、 ぐんぐん 船 あし を 早めて ゆく。 

南方に 遠ざかる 飛行 島 を、 長 谷 部 大尉 は 胸 も はリさ 

ける 思いで、 じっと見 送った。 

川上 機関 大尉の 失踪 事件 は、 こうして、 未解決の ま 

ま、 よくない 帳簿の 上に 永く 記録 せられる ことにな つ 


たの だ。 

飛行 島の 影 は、 謎 を 包んだ まま、 ずんずん 小さくな つ 

て ゆく。 もうなん とも 手の 出しよう がない。 

そのと きで あ つ た。 

「当直 将校！」 

大きな 水兵が ばた ばた と龃 けて きて、 さっと 挙手の 

礼 をした。 大辻 二等 水兵だった。 彼の 顔に は、 ただな 

らぬ 緊張の 色が 浮かんで いる。 

「おう、 なに か」 

「杉 田 二等 水兵の 姿が 見えません。 私 はしゃべ りたく 

ない のであります が、 当直 将校に はおと どけして おき 


ます」 

「なんだ、 そのいい 方 は —— 」 と 大尉 はたしな めて、 

「杉 田が いないの か。 杉 田と いえば 川上の 世話 をして 

いた 水兵だろう」 

「はつ、 そうであります」 

「そうか、 杉 田が 姿を消し たか」 

大尉 はさて はと 思った が、 顔色に は 出さず、 

「すぐ 行く から、 お前 は 先へ 分隊へ 行って おれ」 

「ははつ、 先へ 参ります。 しかし …… 」 

大辻は 体 を かたくして、 

「当直 将校。 私が しゃべつ たこと は、 ないしょに ねが 


いたいので あります」 

「なぜか」 

「ははつ、 私 はい ま、 村の 鎮守 さまに 願 を かけまして、 

向こう 一 年間 絶対にし やべ らんと 誓った ところで あり 

ます。 であり ますから、 私が しゃべつ たという こと は、 

お忘れね がいたい のであります」 

「変な こと をい いだした ね。 それほど にいう のなら、 

お前の いうと おりに しょう。 さあ、 早く 先へ 行って お 

れ」 

「あ、 ありがたいで あります」 

大辻 は、 やれやれと 胸 を なでおろしながら、 昇降口 


の 方へ 龃け ていった。 

長 谷 部 大尉 は 副 長に、 この 新たな 事件 を 伝える と、 

すぐ その 足で、 杉 田 二等 水兵の 分隊へ 行った。 

そこで は 分隊長 以下が 集って、 憂 わしげ な 面 持で、 

一 枚の 紙 切 を 読んで いると ころだった。 

「杉 田 一 一等 水兵が 姿を消した そうだな」 

と 長 谷 部 大尉 は、 分隊長に 声をかけた。 

「おお 当直 将校。 そういう 妙な 噂が 立った ので、 いま 

杉 田の 衣囊を とりよせて 調べて みると、 ほら、 こうい 

う 遺書が でて きました」 

「えつ、 遺書？ どれ、  」 


と 長 谷 部 大尉が 手に とってみ ると、 なるほど 用箋 一 

枚に、 何 か、 かんたんに 書きつ けて ある。 

それ を 読む と、 

「杉 田ハ 決心 シマ シタ。 飛行 島 二 川上 機関 大尉 ノ 行方 

ヲタシ カメル タメ 脱艦ヲ イタ シ マス。 再 ビ生キ テ皆サ 

マ 二 ォ目ニ 力 カレ ナイ コトト 覚悟 ヲ シティ マス。 シカ 

シ御 安心 下 サイ。 杉田ハ 決シテ 卑怯 ナフ ル マイ ヲ致シ 

マ セン。 郷里 ノ 方へ ハ、 海 二 墜チテ 死 ンダト ダケ ォ伝 

ェクダ サイ」 

とうとう やった な —— と、 長 谷 部 大尉 は 思った。 

杉 田 二等 水兵 は、 ついに 機関 大尉の 行方 を 案じて、 


脱 艦した ので ある。 脱 艦 事件と いう もの は、 外国の 軍 

艦に あっても、 わが 帝国 軍艦に は 例の ない こと だ。 そ 

れ はたい へん 重い罪と して ある。 杉 田 は、 その 重い罪 

である こと を 十分 承知で、 死の 覚悟 を もって 脱 艦した 

ので ある。 その 目的 は、 川上 機関 大尉の 行方 を、 たし 

かめる ためだと いうの だ。 ああなん という 悲壮な 決心 

であろう か。 

長 谷 部 大尉 は その 遺書 を 手に した まま、 分隊長 はじ 

め 一 同の 顔 をぐ るりと 見 まわした。 誰もみ な 沈痛な 顔 

をして いて、 一語 も 発する 者がなかった。 

「本当に 脱 艦した ものだろう か。 脱 艦した とすれば、 


どこから どういう 屈に 脱 艦した ものだろう か」 

と、 長 谷 部 大尉 は、 誰に 問う ともなく そういった。 

「遺憾ながら、 私 はなん にも 知らない のです」 

分隊長 は 首 を ふった。 

「あの —— 、 杉 田 は、 艦 側から、 海中に とびこん だの 

であります」 

と、 誰かう しろの 方で 大声で 叫んだ 者が あった。 

「なに、 艦 側から？ よく 知ってい るのう。 おい、 誰 

か。 もっと 前へ 出て 話 をせ よ」 

分隊長 は のびあがって、 このお どろくべき ニュ ー ス 

を 報道した 者の 姿 を さがした。 


「はつ、 —— 」 

と 答え はした が、 その 先生 は 急に 頭 を かいて、 こそ 

こそ 逃げ出そう とする。 その 姿 を 見る と、 外ならぬ 大 

辻 二等 水兵だった。 

「なんだ、 大辻じ やない か。 早く こっちへ 出て 当直 将 

校の 前で 話せ」 

大辻は もじもじしながら 長 谷 部 大尉の 前に 出て きた。 

「はは あ、 お前 か。 I 」 

長 谷 部 大尉 は 呆れた。 村の 鎮守 さまに おしや ベリ を 

しない 誓 をた てた といった 例の 大男で ある。 杉 田の 脱 

艦した こと を 自分が しゃべつ たこと は、 ないしょ にし 


ておいて くれと、 さんざん 頼んで いった その 大辻 二等 

水兵だった から、 これが 呆れずに いられよ うか。 

大辻 は、 ふだんから 赤い 顔 を 一 層 赤く しながら、 い 

まに も 泣き出しそう である。 

「わ、 私が しゃべらな いといけ ません か」 

「あた リま えだ」 

長 谷 部 大尉 は 一 喝 した。 

「杉 田の 脱 艦に ついて 要領よ く、 ありのまま にしゃべ 

れ、 村の 鎮守 さまの 方 は、 あとから 俺が あやまって や 

る」 

「うへ つ、 —— 」 と 大辻は 眼 を 白黒 させ、 


「 —— では 申し上げ ますが、 杉 田 はい ま 申し ましたと 

ぉリ、 午前 十 時 二十 分、 艦 側から 海中に とびこん だの 

であります」 

「ふむ —— それから」 

あ C び 

「杉 田 は 水中 深く もぐりこみました。 彼 はもと 鮑と 

り を 業と していた ので、 なかなかう まいので あります _ 

かれこれ 三分 ほど ももぐ つ ていたでありましょう か、 

やがて 彼 はしず かに 海面に 顔 だけ を 出して、 泳ぎ だし 

ました」 

「ばかに 話が くわしい が、 一体 それ はどうして 分かつ 

た」 


「それ は —— それ はつ まり 見張 人が 見張って いたので 

あります」 

「なに、 見張 人？ 誰が そんな 脱 艦 を 見張って いたの 

か。  はは あ、 貴様 だな」 

長 谷 部 大尉 は、 かつと 両眼 をむ いて 大辻を 睨みつ け 

た。 

「 …… 」 

大辻は それに 対して 返事が できなかった。 ただ 両眼 

から、 豆の ような 大粒の 涙 を、 ぼろん ぼろん と 落し は 

じめ た。 

「黙って ちゃ 分からぬ。 なぜ 答えない の だ」 


「うへ つへ つへ つ」 

と 大辻は 奇妙な 泣 声 を あげながら、 

「そう おっしゃ います けれど、 杉 田の あの 苦しい 胸中 

も 考えて やって 下さい。 あ、 あいつ は 海へ とびこむ 前 

に、 手 を あわせて、 この 私 を 拝みました。 どうぞ この 

俺に 川上 機関 大尉の 後 を 追わせて くれ。 もし 機関 大尉 

が 生きて いられたら、 きっと 連れ戻る。 もし 死んで い 

られ たら、 俺 も その 場で 死ぬ る 覚悟 だ。 機関 大尉の 先 

途を 見と どけないで 俺の つとめが すむ と 思う か。 どう 

か 俺 を 男に して くれ。 それに 俺に は、 いやな 疑いが か 

かってい るの だ。 俺が 川上 機関 大尉の 行動 を 知ってい 


ていわない ように 思われて いる。 俺 は 知らないの だ。 

たとえ それ を 察して いても、 川上 機関 大尉 は 自分の 命 

も 名 も 捨てて 行かれた の だ。 それ を どうして いえる も 

のか。 俺 は 貴様みたい におし や ベリ 病に かかって はお 

らん。 —— あわ わ、 しまった。 とにかく そういって 杉 

田 は 泣いて 私に 見張 を 頼んだ のであります。 わ、 私 も 

泣きました。 それで 見張に 立ちました。 涙が あとから 

あとから 湧いて、 見張 をしても よく 見えませんでした _ 

私 は 覚悟して います。 どうか 厳罰に 処 してく ださい」 

はなみず 

一 座 はし— んと水 をう つたよう。 誰か 痍 をす する 

者が ある。 


眼 を 真 赤に している 者が ある。 

「よお し、 よく しゃべった。 おい 大辻、 俺と 一し よに 

艦長 室へ こい」 

そう い つ た 長 谷 部 大尉の 眼 も 赤 か つ た。 

川上 機関 大尉の 秘密 

波間に、 杉 田 二等 水兵の 首が 一 つ、 ぼつん と ただよつ 

ている。 


南海の 太陽 は、 いま 彼の 顔に 灼けつ くように 照って 

いる。 

彼 は 海面に 波紋 をた てぬ ように 静かに 静かに 泳いで 

いる。 クロ ー ルゃ、 抜 手に くらべる と はなやか ではな 

リょ うわの し 

いが、 この 水府 流の 両輪 伸 こそ は 遠泳に はもって こい 

の 泳法 だ。 

杉 田 二等 水兵 は、 飛行 島 目 ざして 必死 だ。 

「うむ、 もう 一 息！」 

この 南シナ海に は、 無数の 人 喰 鮫が 棲んで いる。 そ 

れに、 下から ぱくりと やられる と、 もうお しまいだ。 

「川上 機関 大尉。 私が そこへ 泳ぎつ くまで、 どうか 生 


きていて 下さい。 杉 田 はきつ とお 助けし ます」 

杉 田 二等 水兵に は、 誰に もい えない、 一 つの 秘密が 

あった。 飛行 島へ 川上 機関 大尉と 一し よに 上陸して、 

共 楽 街の 前で 左右に 別れる 時、 機関 大尉から 重大なる 

用事 をい い つけられた。 

それ は 帰艦の 前に、 その 共 楽 街に ある 広 珍と いう 中 

華 料理店に 立ち寄って、 一 つの 荷物 を うけとって 帰れ。 

そして 帰ったら、 俺の 室に 持って行って その 荷物 を あ 

けて おいて くれ。 これ は その 広 珍と いう 中華料理 店で 

荷物 を 渡しても らう 時の 合 札 だとい つて、 ボ— ル 紙の 

とさか 

札 を 杉 田に 渡した。 その 札に は、 白い 羽と 赤い 鶏冠 を 


もった 矮鶏の 絵が 描いて あった。 

杉 田 二等 水兵 は、 その 命 をう けて、 別れよう とする 

と、 川上 機関 大尉 はなに を 思った か 彼の 傍へ つかつか 

と 近づいて、 ぐっと 手 を 握りし めながら、 

「杉 田、 では 頼んだ ぞ。 それからもう 一 つ 大事な こと 

だ。 その 荷物 を うけとって 帰艦す るまで、 どんな こと 

があって も、 俺が 命令した という こと をし やべ つち や 

いかん ぞ」 

妙な 命令 だと 思った が、 杉 田 は 承知し ましたと 答え 

た。 

「じゃあ、 ここで 別れる。 時間まで は ゆっくり 遊んで 


来い。 気をつけて ゆけ」 

そういって 機関 大尉 は、 またぐ つと 力を入れて 杉 田 

の 手 を 握った のであった。 

機関 大尉 は 共 楽 術 を 奥の 方へ すたすたと 歩いて いつ 

た。 そして ある 店舗の かげに、 姿を消して しまった。 

これが 機関 大尉 を 見た 最後だった ので ある。 

杉 田 は、 共 楽 街 を 散歩す る 非番の 労働者 やその 家族 

たちと 肩 をなら ベて 歩き まわった。 そして 手 まねで 

にくまんじゅう 

もって、 甘い ココア を 飲んだり、 肉饅頭 を 食べたり、 

それから 映画館に 入ったり して 時間 いっぱいに 遊び ま 

わった。 そして 帰りぎ わに 川上 機関 大尉の いいつけ ど 


おり 広 珍に 寄って、 矮鶏の 合 札と ひきかえに、 一 つの 

荷物 をう けと つ て 帰艦した の だ つ た。 

彼 はすぐ とその 足で、 荷物 を 川上 機関 大尉の 室に 

もって 入った。 

荷物 はすぐ に 開けと いう 命令 だ。 

杉 田 は、 この 荷物の 中に 一体なに が 入って いるの か 

知らなかった。 彼 は 早く 中の 品物 をみたかった。 さつ 

そく 包紙 を やぶって みると、 その 中 はまた 紙 包に なつ 

ていた。 なんの ために、 そう 厳重に して あるの だろう 

かと 怪しみながら、 二重 三重の 包紙 を やぶって、 やつ 

と 待ちに 待った 品物が、 杉 田 二等 水兵の 眼の 前に 出て 


きた。 それ を 見た 時、 彼 は 驚きの あまり、 思わず あつ 

と 叫んだ。 

品物 は 一 たい 何であった ろうか。 

白い 機関 大尉の 軍服、 軍帽、 短剣、 靴、 襦袢 その他 

の ものであった。 

「これ はどうし たんだろう」 

杉 田 二等 水兵 は、 自分の 眼 を 疑った。 調べて みると、 

これ はたし かに 川上 機関 大尉の 着て いった 服装 だ。 実 

に 不可解な こと だ。 

杉 田 は その 時、 包の 中に 一枚の 紙 切が 入って いるの 

を 見つけた。 彼 は 思わず 胸 をお どらせ て、 それ を 開い 


た。 

はたして それ は、 川上 機関 大尉の 筆蹟で 認められ 

た 杉 田に あてた 手紙であった。 

その 文句 は 次の ようであった。 

「 —— 杉 田。 驚 カナ イデ、 ョ クコノ 手紙 ヲ読 ンデク レ。 

二) コノ 荷物 ノ 中身 ガ何デ アツ タカ 誰ニモ イウナ。 

(二) コノ 品物 ハス グ チャン トシ マツ テク レ。 

(三) コノ 手紙 ハス グ焼 キス テロ。 ソシ テオ 前 ハ俺ノ 

行動 二 ツイ テ、 昼間 飛行 島デ 別レテ カラ 後 ノコ トハ、 

スべ テ ミナ 忘レル ノダ。 ォ前ガ 秘密 ヲョ ク守ル コトヲ 

信 ズル。 タッシ ャデク ラセ。 川上」 


これ は 遺書 だ。 まさに 川上 機関 大尉の 遺書で ある。 

杉 田 二等 水兵 は、 腰 をぬ かさんば かりに 驚いた。 

なぜ 川上 機関 大尉 は、 こんな こと をす るの か、 彼に 

は 何にも 分からな か つ た。 

しかし その 次の 瞬間、 杉 田 は 自分が いいつけられた 

重大な 命令 を 思いだ した。 わけ は 分からな いが、 ぐず 

ぐずして いて は、 いいつけに 背く ことになる。 あの 立 

派な 機関 大尉が、 まちがつ たこと を 命ずる はず はない。 

こう なれば、 その 遺書に 命ぜられた とおり を 即時 やる 

より ほかない。 

そう 決心した 杉 田 二等 水兵 は、 いまにも めりこみ そ 


うな 気持 を ひった てて、 いいつけ どおりに 品物の 始末 

をしたり、 その 惜しい 手紙 を 焼きす てたり した。 

さて これから 一 たいどうな るの だ。 

それから 後、 艦長に 呼ばれたり、 長 谷 部 大尉に 調べ 

られ たリ、 いろいろな ことがあ つたが、 最後まで 川上 

機関 大尉の いいつけ を 頑固に 守リ 通した のだった。 だ 

が 彼の 胸中 は、 もう はりさける ようであった。 

彼 も 若い 血の みなぎる 人間 だ。 この 上の 我慢 はとて 

もで きなかった。 遂に 決心 をして、 大尉の あと を 追い 

脱 艦 をす る ことと なった。  

いま 彼 は、 目 ざす 飛行 島に 見事 泳ぎつ いたのだった。 


彼 は 監視 員の 眼 をの がれる ために、 遠方から 得意の 

もぐり をつ づけて、 橋 構の 間 を 分けて 入り、 かな リ奥 

の 方の 橋 構まで 進んで、 やっと 水中から 顔 を 出した の 

であった。 

橋 構 鉄塔に はい のぼると、 彼 は 胴に まきつけ てきた 

用意の 白い ズボンの 水 を 絞って はいた。 腹から 上 は 裸 

だった。 何しろ ここ は 暑い ところで、 こうした 半裸体 

の 労働者が 多い ので、 これで 十分な のだった。 

起重機の が らが ら とい う 音 だ の 、 圧搾空気の 鉄槌 の 

やか ま 

かたかた かたと 喧しい 響 だの、 大きな ポンプの 轟々 

と 廻る 音 だのが、 頭の 上に はげしく 嚙 みあって いる。 


どこかで ひゆ— つと 号笛が 鳴る のが 聞え る。 自分が 忍 

びこん だのが 見つかつ たので はない かと、 ひやり とし 

た。 

鉄塔の かげに かくれて いたが、 追ってく る 人 もない 

ような ので、 杉 田 二等 水兵 は、 そこ を 出て、 そろ リそ 

ろリと 甲板の 方へ よじのぼって いった。 こういう こと 

なら、 水兵さん だけに 得意な ものである。 

彼 はやが て 川上 機関 大尉の 荷物 を うけとった 広 珍 料 

理店 前に やって来た。 

そこで、 彼 はしば らく ためらった 後、 思い切って 店 

内へ 足 を 踏み こんだ。 


広 珍 料理店 


飛行 島に 泳ぎつ いた 杉 田 二等 水兵 は、 その 足です ぐ 

共 楽 街の 広 珍 料理店に とびこんだ。 

昨日、 機関 大尉の 荷物 を 受取った あの 料理店で ある。 

この 杉 田 二等 水兵の 姿と いうの がたい へんだった。 

腰から 下に 白 ズボン を はいたき り、 そして 胴中から 上 

はなに 一 つまと つてい ない 赤裸だった。 しかし 潮風に 


やけた 体 は 赤銅色で、 肩から 二の 腕へ かけて 隆々 たる 

筋肉が もりあがつ ている という、 見る からにた くまし 

い 体格であった。 

このと き、 店内に は、 客 は 一人 も おらず、 白い 詰 襟 

うちわ 

の 上下 服 を 着た 中国人 ボ— ィが 五六 名、 団扇 をつ かつ 

て睡 そうな 顔 をして いると ころだった。 そこへ 杉 田 二 

等 水兵がぬ つと 入って きた もの だから、 一同 はび つく 

おもちゃ 

りして、 玩具の 人形の ように 椅子から とびあがった。 

しかし 杉 田の 半裸体 姿 を 見る と、 な あんだと いう 顔 を 

うちわ 

して、 又 椅子に つき 団扇 をば たり ばたり。 

「おい、 ちょっと たずねる が、 昨日 俺が ここへ 来た こ 


と を 覚えて いるだろう お」 

と、 杉 田 二等 水兵 は、 おもいきり 大きな 声で 叫んだ。 

「 …… 」 

中国人 ボ— ィ たち はきよ とんと して、 互の 顔 を 見合 

うば かリ。 日本語 なんか、 ちっとも 分からな いという 

風 だ。 

日本語の ほか 知らない 杉 田 二等 水兵 は、 はたと 困つ 

ちま つ た。 

「誰か 日本語の 分かる 者 はいない のか。 二 ツボン、 日 

本 だぞ」 

杉 田 二等 水兵の はげしい 権 幕に 恐れて か、 中国人 


ボ ー ィは 一人 立ち 二人 立ちして、 だんだん 杉 田の 前に 

集って きた。 そしてべ ちゃべ ちゃ しゃべって は、 いぶ 

かしそう な 顔 をして いる。 

「おい、 どこかへ 行って 日本語の 分かる やつ を 引 張つ 

てこい。 一たい、 日本語が 分からな いなんて、 けし か 

らん ぞ」 

と、 きめつけ たが、 もちろん、 通じる わけがない。 

そのうちに、 一人の ボ— ィが 奥へ かけこんだ。 

誰か 探しに いったん だろうと 思って いると、 果して 

奥から 別の 人間 を 引 張って きた。 それ は 胸に エプロン 

をし め、 片手に 肉 切 庖丁 を 握った 料理人 風の 男だった 


「おい、 お前 は 日本語が 分かる のか」 

かの 料理人 は、 耳に 手 を あてて 杉 田の 方 を 見ながら 

眼 を ぱちぱ ちゃつ ていたが、 やがて にゃにゃ 笑う と、 

いきなり 杉 田の 手 をに ぎり、 

「ああ  ああ、 こに ち は」 

杉 田 は 突然 「今日は」 と 挨拶 をされ て、 百万の 味方 

を 得た ように 喜んだ。 そして 料理人の 手 を ぎゅっと 

握って ふった。 

「ああ —— ああ、 わたし 耳、 ためた め、 大きい 声き こ 

える、 小さい 声き こえない。 わたし 耳、 ためた め ある 

よ」 


なんだ、 この 料理人 は 耳が遠い のか。 

杉 田 は、 やむ を 得ず、 号令 を かける ような 声で、 

「きのう この 店に 大きな 紙 包 を あずけて い つた 川上 機 

関大 尉 は、 どこに いられる か 知らん か。 皆に も 聞いて 

くれ」 

「ためた め、 あなた 声、 小さい。 もっとも つと 大きい 

声 するよろし いな」 

「なんだ。 声の 大きい 方 じ や、 艦 内で ひけ を とらぬ の 

に、 あれで もま だ 小さい というの か」 

杉 田 二等 水兵 は、 又 料理人の 耳に 口をつけ、 割れる 

ような 大声で、 同じ こと をく りかえ した。 


すると 料理人 は、 はじめて 合点 合点 をして うなずき 

傍に にゃにゃ 笑って いる 中国人 ボ— ィに、 なに か 早口 

でたず ねる 様子だった が、 又 杉 田の 方 を 向いて、 

「 —— 川上 大尉、 誰も 知らない。 あなた、 誰 あるか」 

「俺 か。 俺 は 大日 本 帝国の 水兵で、 杉 田と いうんだ」 

「すいへい。 すきた あるか。 ちょと まつよろ しい」 

料理人 は、 また ボ— ィと 早口で 話し合い、 

「すいへい、 すきた。 なに 用 あるか。 につ ぼん 軍艦 出 

た。 すいへい おる、 おかしい あるよ」 

「だから いっている じ やない か。 川上 機関 大尉 を さが 

しに ひとりで やって来 たんだ」 


「川上 大尉、 誰も 知らない」 

「じゃあ、 誰が あの 荷物 を ここへ あずけて いったの か。 

その 人に 会わせて くれ」 

耳の 遠い 料理人 は、 また ボ— ィと 相談 を はじめた。 

時々 杉 田 を じろじろ見る。 やがて、 料理人 は、 

「それで は、 あの 荷物 もってき た 人に 会わせる。 その 

代り、 何 かくれる よろしい な」 

「何 かくれろ というの か」 

こんな こと もあろう かと 思って、 杉 田 は 腰に さげて 

きた 巾着から、 五十 銭 銀貨 を 六 枚 だして、 料理人の 掌 

にの せて やった。 


料理人 は大 よろこびで、 それ をボ ー ィ たちと 分け 

あった。 そして そのうちの 一人、 やけに 背の ひよ ろ 高 

ぃボ— ィを 指さし、 

「張、 あんない する。 あなた、 ついて ゆく よろしい な」 

「そうか、 案内して くれる か。 それ はありが たい」 

杉 田 二等 水兵 は、 それ をき いて、 にわかに 元 気づい 

た。 これで こそ、 この 飛行 島へ 来た 甲斐が あつたと い 

う もの だ。 

しかし 中国人 ボ— ィ、 張 は、 はたして 川上 機関 大尉 

の 服 を あずけた 主 を 本当に 知っている のであろう か。 


陸し い 合宿所 


張と いう 中国人 ボ— ィは、 杉 田 を 手招きして、 先に 

立った。 

杉 田 は その後に ついて 店 を 出た。 張 は 共 楽 街の 大通 

を すたすたと 歩いて いった。 活動写真 館の 小屋が ある。 

のぞき 

視 屋台が ある。 餅みたい な もの を 焼いて 売って いる 

店が ある。 ぴ ー ぴ— じ やん じ やん やかましい 楽器 を 鳴 

らして いる 見世物 も ある。 すべて 昨日 見物に 歩いた と 


きと 同じ 風景 だ。 その 間 を 非番の 各国 人が、 酒に 酔つ 

て、 ふらふら 歩いて いる。 

一 つの 街角の ような ところで、 張 は 階下に つづく 階 

段 を 指さした。 そして 先に 立って ことことと 下りて ゆ 

杉 田 二等 水兵 も、 それに つづいて 急な 階段 を 下って 

行った が、 下りて みると、 そこ は ごみ ごみした 住宅街 

といった ような ところ。 むっと 臭気が 鼻 をつ く。 労働 

者の 宿泊す ると Y  J ろら しい。 

「こっちへ こっちへ」 

とで もい いたげ に、 張 は 指さして は、 ずんずん 先に 


立つ。 一たい どこへ つれて ゆく のか しらないが、 早く 

機関 大尉の 服 を 預けに きた 主に あいたい もの だ。 その 

人に き けば 、 きっと 機関 大尉の 消息が 知れる であろう。 

すると 張 は、 一 つの 扉の 前に 立ち 停った。 

「ここ だ。 いま 呼んで みるから 待て」 

と、 でもい いたげ な 身ぶ り をした。 

荒 けずりの 荷物 箱の 板 を 釘で うちつけ たような お 粗 

末な 扉 だ。 その 小屋に は、 どういう もの か、 窓が あい 

ていない。 入口に は 数字で もって、 室の 番号が 書いて 

ある だけ だ。 うすきみ がわる い。 

張が 扉 を ことことと 叩く と、 扉に 小さな 窓が あ いた。 


その 小さな 窓から、 人間の 眼が 一 つの ぞいた。 張が そ 

の 眼に 向かって、 なに か 早口で しゃべる と、 窓 はまた 

元の ようにば たりと しま つ た。 

しばらく 待つ うちに、 扉が ぎい と 内側へ 開いた。 

張 は 杉 田 二等 水兵に、 さあ 入れと 手 まねで 扉のう ち 

を 指さした。 室のう ち は 真暗 だ。 入口に 近い 板の間に、 

胴中から 壊れた ウイ スキ ー の壜が 転がって いる。 そし 

てぶ— んと 強い 酒の 句い が、 杉 田の 鼻 をつ いた。 

(これ は 油断の ならぬ 場所 だぞ) 

と、 杉 田 は 入り かけて 躊躇して いると、 いきなり 後 

からい やという ほど 前へ つきとばされた。 張が 不意に 


力 いっぱい つきとば したの だ。 

「あつ、 —— 」 

という 間 もない。 杉 田 は ど ー んと扉 もろとも 室内に 

転げ こんだ。 

「う— む！」 

転げ こんだ 拍子に、 杉 田 は 大きな 箱の ような ものの 

む T 」 うずね 

角で、 いやというほど 向 脛 をう ちつけ、 どたん と 床に 

氟れ た。 

だま 

「しまった。 欺 しゃがつ たな」 

杉 田 は 痛手 を こらえ よろよろと 起き あがる と、 いま 

入って きた 入口の 扉の 方へ 突進した。 


扉のと ころに は、 さっきの ボ— ィが 立って いた。 そ 

のボ— ィの 手に は、 いつの 間に か ピストルが 握られて 

いて、 きらり と 光った。 

「近 よれば、 ぶつ 放す ぞ」 

といわん ばかりで ある。 

「う— む、 こいつが …… 」 

いか リ しんとう 

杉 田 一 一等 水兵 は、 怒 心頭 に 発し、 顔 を 朱 盆の ように 

赤く して、 中国人 ボ— ィを 一 撃の もとに —— と 思った 

が、 そのと き 彼の 後で、 

「わつ はつ はつ はつ」 

われがね 

と、 破鐘の ように 笑う 者が あった。 


「何者？」 

杉 田が、 はっとして 後 を ふり 向く と、 その 薄暗い 室 

のまん 中に、 空箱 を 椅子に して ふんぞりかえつ ている 

髪の 赤い 大男！ 腰から 上 は 申し わけば かりの シャツ 

を まとい、 たくましい 腕に はでつ かい 妙な 入墨 をして 

いる、 見る からに 悪相で、 一癖 も 二 癖 も あるよう な 白 

人 だ。 

その 横に は、 これ も 眼 玉の 青い 唇の 真 赤な 白人の 若 

い 女が、 ぺたリ とくつつ いていて、 前の 卓子に は、 酒 

壜ゃ コップが ごちゃごちゃ 並んで いた。 

「野郎、 おとなしく せんか。 あばれる と、 これ だ ぞ！」 


と、 かの 入墨の 大男 は、 どこで 仕入れて きたの か、 

流暢な べらんめえ 言葉で 呶鳴 ると、 傍 から、 長い 黒 

いもの をと つて 小脇に かかえた。 見れば、 それ はァメ 

リカで ギャングの 使う 軽機関銃 であ つ た。 

杉 田 は 仁王 立に なって、 この 白人 を 睨みつ けた。 

「おい、 日本の 水兵、 川上と いう 士官が、 この 飛行 島 

へ 入り こんだ そうだな。 なぜ 入り こんだ のか、 白状し 

ろ。 そいつ を 白状 すれば、 この ョコ ハマ • ジャック さ 

まが、 手前の 一 命 だけ は 助けて やら あ。 さあ、 いえ」 

ョコ ハマ. ジャックと は、 あだ 名な のであろう。 横 

浜に いたごろ つきに 違ハ ない。 


「 …… 」 

杉 田 二等 水兵 は、 かたく 口 をむ すんで、 返事 をし よ 

うと はしない。 彼 はい まにして、 さっき 広 珍 料理店で 

川上 機関 大尉 を さがしに きた わけ を 話した こと を 悔い 

た。 とうとう この 悪漢 どもに、 うまく 利用され てし 

まった の だ。 

「こんなに いって やる のに、 手前 は 返事 を しないな。 

ようし、 いわなき や、 自分で いいたくなる ようにして 

やら あ。 覚悟 しゃがれ」 

ジャック は、 のつ そり 腰掛から 立ち あがった。 そし 

て 太い腕 を さすりながら、 杉 田の 前に 近づいて、 上 か 


ら 睨みお ろした。 仁王 さまが 人間 を 睨みつ けて いるよ 

うな 形 だ つ た。 

「この 野郎！」 

と、 ジャック は 大喝 一声、 大きな 拳固 を かため 杉 田 

の 頤を覘 つてが— んと 猛烈な アツ パ ー • カット を —— 0 

「え— い！」 

同時に 鋭い 気合が、 杉 田の 口 をつ いて 出た。 

懸声 もろとも、 杉 田が けしとん だかと 思う と、 そう 

ではなく、 どた— んと 大きな 物音が して、 酒壜 もろと 

も 卓子 を ひ つ くりかえして しま つたの は ジャックの 巨 

体だった。 まるで 爆撃機の プロ ぺ ラ— が 廻った ように、 


もん どり うって、 その 卓子の 上に 叩きつ けられた の だ。 

「う— む」 

と、 大男 はうな つた。 それまで はよ かった けれど、 

これ を 見て 驚いた の は、 室内の 乱暴な 白人の 手下 ども 

五六 人 だ。 やがて われに かえると 親分の 一 大事とば か 

り、 どっと 杉 田に とびかかつ てきた。 

こうな つて は 仕方がない。 杉 田 も 立派な 帝国 軍人 だ。 

侮辱 をう けて 黙って いられない。 腕に 覚の 柔道で、 と 

びこんで くる やつ を 腰 車に かけて なげとばし、 つづい 

て 拳固 を つきだす 奴の 手 を 逆にと つ て 背負い なげにと、 

阿修羅の ように 力戦 奮闘した。 が、 いくら 強いと いつ 


て もこ ちら は 一 人、 相手 は 大勢の 命 しらず の 乱暴者 だ。 

杉 田 はとうとう 大勢に 組み伏せられた 上、 手錠 を はめ 

られ てし まった。 そして 傍の 鉄の 柱に、 胴中 をぐ るぐ 

る 巻に された。 

「さあ どう だ。 よくも ひどい 目にあわせ たな。 もう 手 

むかい 出来め え。 さあ、 こうして おいて、 いやで も 川 

上と いう 士官の 秘密 をし やべ らせ、 団長 へ 売り つ ける 

んだ。 はつ はつ はつ、 手前 は 福の 神 だよ。 福の 神が、 

そんな 食い つきそうな 顔 をす るな よ」 

ジャック はにくに くしげ にいい 放って、 いま は 自由 

のきかない 杉 田 一 一等 水兵の 顔をぴ しりび しりと ひっぱ 


たいた。 

杉 田 は 歯 をく いしば つて じっと、 こらえた。 

無念の なみだが きらり と頰 をった つ た。 

飛行 島の 大 秘密 

ここ 建設工事 中の 飛行 島の 最上 甲板で あつ た。 

白髪 赭顔の、 飛行 島 建設 団長 リット 少将と、 もう 一 

人、 涼しそう なへ ルメット 帽を かぶって 白 麻の 背広の 


ふとった 紳士と が、 同じように 双眼鏡 を 眼に あてて は 

るか 北の方の 水平線 を 眺めて いる。 そのうちに、 リツ 

ト 少将 は、 双眼鏡から 眼 を 放し、 軽く 笑って、 

「どうです。 ハ パノフさん。 とうとう なにも 知らずに 

帰つ て ゆき ましたよ」 

「いや あ、 私 も ひやひやして いたんだ が、 うまく ゆき 

ましたね え」 

と、 ハ パノフと 呼ばれた ヘルメットの 紳士 も、 はれ 

ばれと 笑った。 

二人が いまし も 見送った 北方の 水平線に は、 ニ条の 

煙 を あげた 一 一隻の 軍艦が 小さく 見える。 


いうまでもなく、 わが 帝国 海軍の 練習 艦隊、 明 石と 

須 磨の 二 艦だった。 

二人の 会話に は、 どう 考えても わが 練習 艦隊にたい 

する 好意的な 意味が 発見され なかった。 一 たいどうし 

たわけだろう。 

「さあ、 ハ パノフさん。 明 石、 須磨 はもう 大丈夫 ひつ 

かえして きません よ。 では 船室へ いって、 おちついて 

お 話 をしょう じゃありません か」 

「そうです ね。 もう 大丈夫で しょうね。 どうも 私 は 日 

本 軍人が 傍へ くると、 火の ついた ダイナマイトに 近づ 

いたよう で、 虫が すかんで すよ」 


「まあ、 こっちへ いらっしゃい」 

リット 少将 は、 ハ パノフ 氏 を 案内して、 その 最上 甲 

板に 建てて ある 「鋼鉄の 宮殿」 とよ ばれる 大きな 四角 

い 塔のう ちへ 入った。 

そこ は リット 少将 を はじめ、 主だった 英人 技師の 宿 

泊 所であった。 中 は、 一流の ホテルの ように、 豪華な 

ものだった。 

二人 は、 赤い 絨毯 を しきつめた 大広間の 真中に、 籐 

椅子 を 向かい あわせて 腰 を 下した。 

「いかがで すか、 ハ パノフさん。 この 飛行 島 を ごらん 

になった 上から は、 貴下のお 国で も 日本に 対してす ぐ 


さま 硬い 決心 をして くださる でしよう ね」 

「そうです ねえ、  -」 

とハ パノフ 氏 は 言葉 を 濁して、 卓上の 函 から 葉巻 煙 

草 をと つ て 口に くわえた。 

この ハ パノフ 氏と いうの は 誰あろう。 これ ぞ 赤き コ 

ミン テ ルンの 国、 ソビエト 連邦の 密使であって、 元 海 

軍 人民委員 長と いう 海軍大臣と 軍令部 長と を 一 しょに 

したよう な 要職に いた 軍人であった。 

お ぼっか 

「ハ パノフさん。 なんだか 覚束ない 御 返事です ねえ。 

私 は 貴下が すぐさま われわれの 気持に 賛同して くださ 

る ものと 思って いた。 いや 別に われわれ は、 それ を 強 


いて やって くれと ぺ コ ぺ コ頭を 下げて おたのみ する わ 

けで はない。 実は、 われわれの 方より、 貴下のお 国の 

方が よほど 得 をす る わけで してね、 なにも われわれ は 

—— 」 

「いや、 待って ください」 とハ パノフ 氏 は 煙草 を 指さ 

きで ふリ まわしながら、 

「そう おっしゃるなら、 私 も 申し あげたい こと を 申し 

ますが、 実のところ をい えば、 私 はもつ と 大きな 期待 

を もって この 飛行 島 を 見に きました。 ところが 残念に 

も、 私 は 期待 を うらぎられた。 なるほど 飛行 島 は 実に 

大きいです。 大きい のに は 驚きました。 しかし これが 


軍事上の 値う ち はどう かとい うと、 あまり 大した こと 

はない。 なにもかも 申します が、 こんな 飛行 島 を 一 つ、 

シン ガポ— ルと 香港との 中間の 海上に つくって みても、 

一 たいどれ 位の 値う ちがあります か。 それ は、 前進に 

も 中継に も、 いい 根拠地に なります。 しかし 日本軍の 

爆撃 隊は 実に 勇敢です ぞ。 やろうと 思えば、 こんな 飛 

行 島 一 つぶつつ ぶす の は 訳 はない」 

それ を 聞く と、 リット 少将 は、 

「あつまつ まつ まつ」 

とさ もお かしい というよ うに、 天井 を 向いて 笑いだ 

した。 


「リット 閣下、 なにが おかしい のです。 日本軍の 爆撃 

隊が 弱い とお 思いです か。 日中戦争 において、 英国 艦 

艇は 日本軍の 作戦 を 大いに 邪魔 をした。 あれ は 日本軍 

をみ くびって であろうが、 日本軍 はそんな に 弱くない _ 

—— 」 

「あつ はつ はつ はつ」 と リット 少将 はなお も 腹 を かか 

えて 笑い つづけた が、 そこで 急に 真面目な 顔つきに 

なって、 

「いやたい へん 失礼しました。 笑う つもり じ やな かつ 

たが、 どうもつ い 笑つ ちまった。 その わけ は、 すぐ 分 

かります。 ねえ ハ パノフさん。 貴下 —— や、 貴下のお 


国で は、 この 飛行 島 を 一たい なんだ と 思って いるので 

す 力」 

「えつ。 それ は 分かって いるじゃありません か。 飛行 

島と いうの は 海中に 作った 飛行機の 発着 場なん でしよ 

う。 それにち がいあります まい」 

「大きに、 そのと おりです。 誰でもそう 思います よ。 

日本の 練習 艦隊 も、 そう 思って 帰って いった。 ところ 

がです。 わが 飛行 島 は、 そんな 生やさし いもので はな 

い」 

そういって リット 少将 は、 にやり と 人の わるい 笑 を 

口辺にう かべた。 


「ええつ、 すると この 飛行 島 は、 なんです」 

「ねえ ハ パノフさん。 驚いて はいけ ません よ。 この 飛 

行 島 は、 ぼんやり この 地点に 根 を はやして いるので は 

ない。 時速 三十 五 ノットで もって 移動が できる のです 

よ」 

「なに、 飛行 島が 三十 五 ノットで 走る」 

ハ パノフ 氏 は、 おどろきの 眼 をみ はった。 


世界の 大 陰謀 


「こんなに 大きな 飛行 島が 三十 五 ノットで 走る なんて、 

そんなば かな ことがある ものです か。 三十 五 ノットと 

いえば、 大型 駆逐艦 か 甲 級 巡洋艦の 速力 だ」 

と、 ハ パノフ 氏 は 信用し ない。 

「いや、 ところが ちゃんと 三十 五 ノットで 移動で きる 

のです。 日本海 軍の 一 万噸 巡洋艦で も追龃 ける ことが 

できます よ。  いや、 まだ 驚く ことがある。 これ は 

極秘 中の 極秘で あるが、 この 飛行 島に は 最新式の ハン 

ドレ！ ぺ ー ジ超 重爆撃機 II そいつ は 四千 馬力で、 

十五 噸の 爆弾 を 積める が、 その 超 重爆撃機 を 八十 機 積 


むこと になって いる。 だから この 飛行 島 は、 見かけ ど 

おりの 飛行 島で はなく、 世界最大の 航空母艦なん です。 

どうです、 これで 驚きません か」 

「ほほう、 それ は 初耳 だ。 —— でも まさか 超 重爆が こ 

の 短い 飛行 島 甲板から 飛び だすと は、 常識 上 考えられ 

ません よ」 

「それ は 御 心配に は 及ばん。 飛行甲板 は、 戦車の 無限 

軌道 式に なって いて、 猛烈な スピ— ド でもって 飛行機 

の 飛び だす 方向と 逆に 動く のです。 だから 飛行甲板 を 

走りき るまでに は、 甲板の 長さの 幾 層 倍 かの 長い 滑走 

路を 走った と 同じ ことになる。 これ だけ 申せば もうお 


分かりの とおり、 どんな 重い 重爆 だって 楽に とびだせ 

ますよ。 どうです。 驚いた でしよう、 ハ パノフさん」 

ハ パノフ は、 上着の ポケットから ハンカチ を だして、 

しきりに 額の 汗 をぬ ぐ つ ている。 

飛行 島が、 実は 世界最大の 超 航空母艦 だとい うこと 

が やっとの みこめて、 肚の 底から びっくりして いるの 

であった。 なんというた いへんな もの を 造った 英国 海 

軍であろう。 

「まだ 驚かす ことがあ るんだ が、 そいつ はま あいずれ 

後の ことにしましょう」 

「えつ、 まだ 驚く ことがあ るんで すか」 


「あつ はつ はつ はつ。 この 飛行 島 一隻が ありさえ すれ 

ば、 極東の ライオン も、 だまって ひっこむ より 仕方が 

ないで しょう」 と 暗に、 日本 を 押し かえす 力が ある こ 

と を ほのめかし、 

「しかし こんな 恐し い 超 航空母艦 である こと は、 当分 

のうち 絶対 秘密に してお かねば なりません。 もしも 日 

本に 知れる ような ことがあれば、 あの 東洋の 無茶 者 は、 

どんな 乱暴 を はたらく かしれ ない。 だから この 飛行 島 

では、 ただ 一人の 日本人 も 使って いない。 ハ パノフ さ 

ん。 貴下に うちあけ たこの 飛行 島の 秘密 は、 大したお 

土産でしょう。 さあ、 今 こそ 貴下の 国 は、 私の 国と 手 


を 握る ときです。 そして 日本 をお さえつけ なければ な 

らん」 

そういって リット 少将 は、 ハ パノフ 氏の 耳許に 口 を 

もってゆ くと、 なに か 小声で ささやいた。 それ を 聞い 

ていた ハ パノフの 顔色が、 緊張の ために 紙の ように 白 

くな つた。 

「おお リット 閣下。 ここで 私の 決心 もき まりました。 

スタ ー リン 議長に たいし、 出来るだけの 説明 をし ま 

しょう」 

「いや、 ぜひ われわれの 軍事同盟 をつ くりあげ ねばな 

りません。 ねえ、 お 互に ユダヤ人の 血 を ひいて いる 兄 


弟ではありません か。 われわれ ユダヤ人 は、 ソ連に お 

いても、 わが 大英 帝国に おいても、 また 米国に おいて 

も、 銀行 を ひとり 占に している。 その 大きな 金の 力に 

よって、 政治 を 動かす こと もで きる し、 新聞 や 映画な 

どで われわれの 敵 を やっつける こと もで きる し、 もち 

ろん 軍隊 を 動かして 戦争 をさせる こと もで きる。 ュダ 

ャ 人の 国と いうの はない が、 われわれ は 世界の 大国の 

うしろに 隠れて いて、 それ を あやつる ことができ るん 

だ。 一 つ 握手して、 まず 第一に 東洋に おいて われわれ 

に 反対す る 日本 をぶ つ つぶさなければ なりません」 

恐 るべき 反日の 言葉が 、 ユダヤ 系の 英国人の リット 


少将の 口から 洩れた。 

「そうです。 日本 はわれら の 国 ソ連に とっても 大敵で 

す。 日本 は コミンテルンの 敵です。 一昨年から、 コミ 

ンテ ルンの 大会に おいて、 日本 をぶ つ つぶす こと を 決 

議し、 そのために 中国 をまず 赤化して かかろう とした 

のです。 日本 は 建国 以来 二 千 六 百年に なり、 万世一系 

の 天皇 をいた だいて いるので、 なかなか 亡ぼす のに 骨 

が 折れます。 それでも 数年 前まで は、 われわれの 計画 

がう まくい つて、 国内に は 議論が わかれた リ、 国民が 

へんな 歌 をうた つたり、 妙な 服 や 化粧に 夢中に なった 

りして、 ぐにゃぐにゃ にな つ ていたん だが、 近頃に な つ 


て 日中戦争が 起ったり、 ドイツ や イタ リャ などと 防共 

協定 を 結ぶ ようにな つてから は、 生れ かわった ような 

強い 国民に なった。 だから、 私 は 日本と いう 国 は、 実 

に 恐し い 国 だと 思う。 日本 を やっつける ために、 われ 

われ はもつ ともつ と 空軍 を 強く し、 戦車 や 潜水艦 をう 

んと 造リ、 また 日本国民の 心が ぐにゃぐにゃになる よ 

うな 宣伝 や、 それから だら しのない 遊びな ど を 日本に 

流行らせなければ ならん  とま あ、 そんな 風に 考え 

でい るので す」 

ハ パノフ 氏 はそう いって、 大きな 口 を 結んだ。 

ここ 南シナ海の 真只中の 飛行 島に おいて、 語る は英 


国人 リット 少将と ソ連 人ハ パノフ 氏であった。 

恐るべき ユダヤ人の 大 陰謀で はない か。 

ああ わが 東洋の 君主国 日本に は、 誰 一人、 この 大陰 

謀 を 知る 者 はない のであろう か。 …… 


変な ぺ ンキ 塗工 


その 時であった。 

英国 士官の 服 をき た 一 人の 英 人が、 手に 一 枚の 紙片 


を 握り、 顔の 色 を かえて、 リット 少将の いる 塔の 方へ 

甲板 を 小 走りに やって きた。 

塔の 入口に 龃 けこもう としたと き、 いきなり 英 国士 

官の 頭の 上に がたん と 音が してな にか 硬い ものが 落ち 

てきた。 —— 見る とそれ は ペンキが べたべた ついてい 

る § 毛であった。 

「おや」 

まま しら 

と 思って 上 を 見る と、 塔の 屋上に たてた 檣 によ じ 

のぼって、 ペンキ 塗 を やって いた 中国人ら しい ペンキ 

ェが、 その 刷毛 をと りおと したの だった。 


と、 中国人 は 檣から するすると 下りて きて 士官の 前 

にべ こべ こ 頭 を さげた。 ぺ ン キエ は どこで 怪我した の 

か、 頭部に は 繃帯 をぐ るぐ るまい ていた。 

「気をつけろ」 

英国 士官 は むっとして、 刷毛の 方へ 手 をのば した ぺ 

ン キエの 顔 を、 靴で もって 力ま かせに 蹴とば した。 

「あつ、 —— 」 

中国人 は 尻餅 をつ いた。 鼻柱 を 足蹴に された と 見え 

赤い 血が たらたらと 口から 頤の方 を 染めた。 

英国 士官 は それ を 尻目に、 塔の 中へ かけこんだ。 

あとに 残った 中国人の ペン キエ は、 後に まわして い 


た 片手 をい そいで 顔の 前に もっていった。 その 手に は 

一枚の 紙片が 握られて いた。 彼 は その上に かかれた 英 

文 をい そいで 読みく だした。 

そして 直ちに その 紙片 を、 塔の 入口に 近く 眼に つき 

やすいと ころへ 捨てた。 そして 自分 は、 その 場へ ぶつ 

たおれて、 血 だらけの 顔 をお さえながら、 苦しそう な 

息 を 肩で ついた。 

一 旦 塔の 中に 入った 士官が、 真青に なって ひきかえ 

してきた。 彼 は 入口のと ころで、 すばやく 落ちて いる 

紙片 を 見つけた。 

「ああ、 よかった。 ここに 落ちて いた」 


士官 は 紙片 を ひろいあげ ると、 うさん 臭い 眼つ きで、 

ペン キエの 中国人の 方 を 見た。 中国人 は、 顔 中 血 だら 

けにして、 うん うんうな りながら そこにへ たばって い 

る。 それ を 見る と、 士官 は 安心して、 紙片 を 握った ま 

ま 塔の 中に 引返して いった。 

広間に は リット 少将が、 お待ち かねであった。 ハバ 

ノフ氏 は、 遠慮 を もとめられ たもの か、 そこに はもう 

姿がなかった。 

「おお、 ス ミス 中尉。 一体 どうしたんだ」 

「はつ、 少将 閣下」 

と、 ス ミス 中尉と よばれた 若い 士官 は その 場に 直立 


不動の 姿勢 をと つ て、 

「 —— 只今、 本島の 通信 班から 緊急 報告が まいり まし 

た。 それにより ますと、 今し がた、 本島 内から 意味 不 

明の 怪 電波 を 発射した ものが あった そうです。 どうか 

これ を ごらん 下さい」 

「なに、 怪 電波 を 発射した つて」 

リット 少将 も、 さすがに ちょっと 顔 を 硬 ばらせて、 

ス ミス 中尉の さしだした 紙片 を 穴の あくように 見つめ 

た。 

「 —— なるほど。 秘密 通信ら しい もの を 出した 者が あ 

ると いう。 そして わが 通信 班の 送信機 を 全部 しらべた 


が、 どれ も そんな 電波 を 発射 しないと いうの か。 何者 

の 仕業 か。 ふ ー む」 

リット 少将の 眉に は、 さっと 不安の 色が ただよった。 

「おい、 ス ミス 中尉。 飛行 島で 働いて いる 連中の 身 も 

と は、 あれほど 厳重に やって あつたのに、 これ を 見る 

と、 誰か スパイ を はたらい ている 奴が あるんだ ぞ。 お 

前、 すぐ 警務 班長 を 呼んでくれ。 そして、 飛行 島内 を 

大 捜索す るんだ。 この 秘密 通信 は、 どうせ 短波 だから、 

スパイ は 背中に か つげる くらいの 小さな 機械 を 使って 

いるのに ちがいない。 そういう ものに 気をつけて 至急 

大 捜査 だ」 


ス ミス 中尉が 塔 を 出て ゆく と、 それと 入れち がいに、 

どやどやと 乱れた 足音が して、 広間へ 入って きた もの 

が ある。 

それ は 何者で あつたか。 

警務 班長の マツ トン 中佐が 先頭に たち、 あとに はョ 

コ ハマ. ジャック などの 荒 くれ 男が 四、 五 人つ きした 

がい、 その 一行の 真中に は、 半裸体の まま 両手に 手錠 

を かけられた わが 勇士、 杉 田 二等 水兵が ひった てられ 

ている のだった。 

「少将 閣下、 日本の 水兵が、 この 飛行 島に 入り こんで 

いるの を 捉えて きました。 ョコ ハマ • ジャック などの 


手柄です」 

「なんだ、 日本の 水兵が 入り こんでいた というの か。 

ふ ー む、 この 男 か」 

リット 少将 は、 杉 田の 日焼した 逞しい 顔 を じろ じろ 

と 見つめ、 

「なぜ 君 は、 飛行 島に 残って いたので すか」 

通訳の 下士官が、 少将の 言葉 を 杉 田 一 一等 水兵に 伝え 

た。 

「 …… 」 

杉 田 はもう 観念して いた。 囚れの 身と なって は 一 

言 も 答える ベ き 必要 はな い。 


「ほう、 手 ごわい のう」 と 少将 は 不機嫌に なって、 

「君た ちの 仲間 はいく 人い るの かね」 

杉 田 二等 水兵 は、 相 変らず 黙って いる。 

リット 少将 は、 じろ りと 杉 田の 方 を 見てから、 にわ 

つくりわらい 

かに 作 笑 をし、 

「わし は 日本に いくど も 行った ことがある。 日本の 海 

軍 士官と も 親交が あるんだ。 日英 海軍 は 昔から 師弟 関 

係に ある。 だから わし は、 君 を 侮辱す るつ もり はない。 

しかし ここ はわし の 支配す る 飛行 島 だ。 なにごと も 正 

直にい つて もらわねば ならん。 そうする ことが、 日英 

海軍の あいだに 横たわ つ ている 誤解 をな くす る ことに 


もなる の だ。 ねえ、 分かる だろう。 —— 君 は なぜ 飛行 

島に 来たの かね」 

杉 田 二等 水兵 は、 むっとした。 日中戦争のと きも、 

英国 海軍 はたびた び 眼に あまる 邪魔 をした ではない か。 

なにが 誤解 だ。 なにが 師弟 関係 だ。 世界大戦 のとき 英 

国 海軍に 力 を あわせ、 印度 その他の 英国 領土 を 守った 

り、 運送船 を 保護した りして、 恩 こそ 与えて あるが、 

こ つちが 恩に なった こと はない の だ。 こんな 癩に さわ 

る 話な ど 聞きとう もない。 その上、 侮辱 を 加えられた 

り、 調べられた りする くらいなら、 死んだ 方が まし だ。 

こうな つて は 川上 機関 大尉 を 探す こと は、 まず 百 中 九 


十九まで むずかしい。 

彼 は 遂に 死のうと 決心した。 帝国 軍人 は 恥 を 知る。 

こい つらの 慰み ものになる くらいなら 死んだ 方が まし 

だ。 

「くそつ、  」 

杉 田 は 隙 をう かがい、 体 を ひねって、 彼 をお さえて 

いる 無頼漢 を その 場に ふりとば した。 そして 相手の ひ 

るむ 隙に、 さっと 入口から 甲板の 上へ とびだした。 

英人 たち はび つくりして、 あと を 追い かけた。 この 

騒ぎに ひきかえして 来た ス ミス 中尉 も、 一し よに なつ 

て 追い かけた。 


杉 田 二等 水兵 は、 うしろに 手錠 を はめられた まま、 

死に ものぐるいで 甲板 を 走る。 彼 は 海中に とびこむ つ 

もり だ。 

ス ミス 中尉 は、 たまり かねて か、 ピストル を 右手に 

もちなお すと、 杉 田の 背後め がけて 覘を さだめた。 

「こら、 待て。 撃つ ちゃな らん」 

と リット 少将が 叫んだ。 しかし 時 すでにお そかった。 

だ だ ー ん。 

銃声 は 轟然と、 あたりに ひびいた。 

「あつ、 —— 」 

舷の 端へ もう 一歩と いうと ころで、 杉 田 はもん どり 


うって 転んだ。 そして そのまま 甲板 を 越えて、 杉 田の 

姿 は 消えた。 

まっさかさまに 海中へ —— 。 

そうなる と 手錠 を はめられた 杉 田 二等 水兵 は、 泳ぐ 

こと もで きないで 溺死す る ほかない であろう。 死 は 目 

前にあった。 —— 

が、 そのと き 不思議な 運命が、 彼の 身の上に ふって 

わいた。 

海中へ ひたむきに 墜落して ゆく 杉 田の 体が、 途中で 

ぴたりと 停った ので ある。 不思議な ことが 起った。 

だが、 それ は 不思議ではなかった。 落ち ゆく 杉 田の 


体 を、 むず と 抱きと めた 者が いるの だ。 それ は 一たい 

誰であった ろう。 

それ は 外で もない。 頭に ぐるぐ る 繃帯 をした ペンキ 

塗の 中国人であった。 リット 少将と ハ パノフ 氏の 密談 

する 塔の 屋上で、 檣に ペンキ を 塗って いた あの 怪中 

国人であった。 

彼 は なぜ、 命が けの 冒険 をして まで 杉 田 二等 水兵 を 

抱きと めた のだろう。 

諸君！ まことに 不思議な 怪 中国人で はない か！ 


軍艦 明 石 


練習 艦隊 須磨明 石の 二 艦 は、 針路 を 北々 東に とって、 

暗夜の 南シナ海 を 航行して ゆく。 

もう 夜 はかなり ふけて いて、 さっき 午後 十一 時の 時 

鐘が 鳴り ひびいた。 

非番の 水兵た ち は、 梁に つりわた した ハンモックの 

中に、 ぐっすり 眠って いた。 

た だ 機関 だ けが 、 ごとん ごとん と 絶 間な く 力強 い 音 

をた てて いる。 


明後日、 香港に つくまで は、 こうして 機関 は 鳴りつ 

づけて いるだろう。 

が、 二番 艦 明 石の 艦長 室で は、 加賀 大佐が、 きちん 

と 机に 向か つて いられた。 

机上に は、 十 枚ば かりの 同じ 形の 紙片が 積み かさね 

てあつた。 艦長 は その 一 番 上の 一 枚に 見入って いるの 

だった。 

「ふ— む、 —— 」 

軽い 吐息が、 洩れた。 

一たい 艦長 は、 なに を 考えて いるの だろう。 

そのと き 入口の 扉が こつこつと 鳴った。 


「おう」 

やがて 扉が 開いた。 

扉の 外に 直立不動の 姿勢で 立って いたの は 第三 分隊 

長長 谷 部 大尉 だ つ た。 

「さっきお 電話で、 私の 願 をお 聞き いれ 下す つて あり 

がとう ごさいました。 そこで 早速 伺い ましたが …… 

入っても お 差支えありません か」 

と、 長 谷 部 大尉 はすこし 間の わるそう な 顔 をして い 

る。 

というの は、 さっき 大尉 は、 艦長へ こんな 風に 電話 

をした のであった。 


(艦長、 お寝み になって いません ければ、 御迷惑で も 

しばらく 私の 相手に な つ てくだ さいません か) 

すると 艦長 はおち ついた 口調で、 

(よろしい。 いつでも やって来 たまえ) 

とこた えられた。 

大尉 は 大いに 楽な 気持で 艦長の もと をたず ねたので 

あるが、 扉 を 開けて みると、 艦長 は 形 を 崩し もせず、 

厳然と 事務机に 向かって いられる ので ある。 

大尉 は、 艦長と 一杯の むつ もりで、 片手に 日本酒の 

一 升壜を ぶらさげて いるので あった。 

「さあ、 こっちへ 入りた まえ」 


艦長 は、 しずかに こたえた。 

「はつ、 —— 」 

と 大尉 は 嬉しそうな 顔 をした ものの、 まだ 具合が わ 

るいの か、 

「ありがとう ございま すが、 私、 ちょっと 出直して ま 

レ リま す」 

一 升壜を 置いて 出直して こようと 思った。 

「まあ、 いい じ やない か。 今夜 はばかに 遠慮し とる 

じ やない か。 さあ、 入れ。 久しぶりで 気焰 をき かせて 

貰う かな」 

艦長 は 笑いながら、 腰かけから 悠然と 立つ と、 机の 


ところ を 離れて、 室の 隅に ある 籐椅子の 方へ 歩いて 

いった。 

「は あ、 失礼し ます」 

長 谷 部 大尉 は 思いきって、 籐椅子の 一 つに 腰をおろ 

して、 一 升壜を 卓子の 上に 置いた。 

「ほほう、 相 変らず 仲の よい 友達 を 連れてい るね」 

艦長 はに こりと された。 

「ははつ、 —— 」 大尉 は 坊主 刈の 頭へ ちょ つと 手 を もつ 

ていって、 

「失礼であります が、 一 杯い かがであります か」 

「うむ、 丁度い いところ じ や。 では 一杯 もらおう」 


「えつ、 それ はかた じけ ない ことで —— 」 

と、 長 谷 部 大尉 は、 素早い モ ー シ ヨンで、 隠しから 

二つの コップ をつ かみ 出す と、 卓子の 上に 置いた。 そ 

して 一升 壜を とって、 艦長の コップに、 なみなみと 黄 

金 い ろの 液体 を 注 いだので あった。 

一たい この 深夜、 長 谷 部 大尉 はどうした 気持で、 艦 

長のと ころへ 一 升壜 など を 持ち こんだ のであろう か。 


極秘 


「私 はさつ き 自分の 部屋で、 ちび りちび り やって いた 

のです」 

と 長 谷 部 大尉 は、 酌 をしながら ぼつぼつ 語り だした。 

「ところが ふと、 例の 川上 機関 大尉の 言葉 を 思いだ し 

たという わけです」 

「^ふん、  」 

「あいつ も、 私に 劣らず 変り 者で ございま すね。 川上 

が 失踪す る その 前夜、 やはり 一 升壜を さげて 私のと こ 

ろへ やって まいりまして、 酒 をのみ ました。 そのと き 

川上が いいます ことに、 この つぎ 日本酒 をのんだ とき、 


今夜 俺の いった 言葉 を 思い出し てく れ —— と いうので 

す。 そこで 思い出し ましたよ。 その 日 彼が 残して いつ 

た 言葉 を —— 」 

「ふむ、 I 」 

「その 言葉 は、 今日に 至って 思い あたり ましたが、 そ 

の 日 は 一向 気がつきませんでした。 川上 はこん な こと 

をい いました。 『貴様に もよ くわ かる 無用の長物の 飛 

行 島 を、 なぜ 千 五 百万 ポンドの 巨費 を かけて つくる の 

だろう か。 しかも 飛行 島 を 置くなら、 なにも あんな 南 

シナ 海な どに 置かず、 大西洋の 真中と か、 大洋 州の 間 

にと か、 いくらでも もっと 役に立つ ところが あるで は 


ないか』 —— といつ たんです。 艦長」 

「うむ、 なるほど」 

艦長 は 言葉 も すくなく、 しずかに コップ を 唇に もつ 

ていった。 

長 谷 部 大尉の 方 は、 これ は 血走った 眼 をして、 実に 

真剣な 色が 見える。 

「 —— そこで 私 は 今夜、 そういった 川上の 腹の 中 を 読 

みとる ことが 出来た のです。 艦長、 川上 は、 重大な 決 

意 を 固めて あの 飛行 島に 単身 忍び こんでい るのに 違い 

ありませ ぬ。 艦長。 私の この 考え を どう 思われます か 

—— 」 


そういって 長 谷 部 大尉 は、 艦長の コップに、 また 酒 

を満々 と 注いだ。 

「なるほどな あ、  」 

「ふだんから 仲よ しだった からい うのでありません が、 

彼奴 は 実に 珍しく えらい 男です。 そういう こと を 本当 

にやって のける 男です。 しかも 寸分の 間違 もな くやる 

という 恐し い 男です。 川上 は 必ず 飛行 島 に 忍び こんで 

います。 そして わが 帝国の ために 命 を あの 飛行 島で 捨 

てようと している のです。 われわれ はそう いう 彼の 壮 

挙を よそに このまま 日本へ 帰る こと はでき ません」 

艦長 はこれ を 聞く と、 


「では どうしょう というの か」 

はじめて 強い 質問 を こころみた。 

「練習 艦隊 は 万難を排して、 もう 一 度 飛行 島に かえる 

のです。 そして 川上の 行方 を さがす と共に、 いやしく 

も 日本に 対する 陰謀 を 発見す るなら、 そのと き は 容赦 

なく 飛行 島 を 撃沈して しまう。 いまのう ちに 片 づけて 

しまう 方が、 いろいろな 点から 考えて どの位 上分別 か 

わかりません。 脱 艦 者の 汚名 を 着せられた 川上 も、 そ 

こで はじめて 救われる のです。 艦長、 どうか 練習 艦隊 

を 飛行 島へ 即刻 ひきかえす ことに 賛成して 下さい ませ 

んか」 


と、 長 谷 部 大尉 はま ごころ を 面に あらわして、 加賀 

大佐 を 説いた。 

練習 艦隊 を 即刻 引き かえす！ 

場合によったら、 直ちに 飛行 島 を 撃沈して しまう！ 

なんという 大胆な 考えだろう。 

実に 乱暴に も 聞え るが、 考えて 考えぬ いて、 国の た 

めに よしと きまったら、 どんな 思いき つたこと でも 直 

ちに 実行に うつさないで はいられない 長 谷 部 大尉の 性 

分と して は、 至極 尤もな ことに 相違なかった。 

艦長 加賀 大佐 は、 つと 籐椅子から 立った。 そして 事 

務 机の 方へ 歩いて いったが、 机上に 重ねられた 同じ 形 


の 十 枚ば かりの 紙片 を 手に とる と、 引返して きた。 

「長 谷 部 大尉。 これ を 読んで 見た まえ」 

「え つ ？」 

大尉に は 合点が ゆかな か つ た。 

その 紙片 は 十数 通の 無線電信の 受信 紙で あ つ た。 

大尉 は 一 番 上の 受信 紙の、 片仮名 文字の 電文 を 口の 

中で 読みく だした。 

「ヒコ ー トウ ノコ ー ジ ハオ モイ ノホカ ハヤ クデ キア ガ 

ルコト ガワ カツ タタ ブン 三シ ュ ゥ カン ノ ノチト ォモヮ 

レル。 ホン ジ ツー 一 〇 イン チノ タイ ホウ 八 モン ヲッ ンデ 

ィル コトヲ ハッケン シタ。 力 ワカ ミ」 


力 ワカ ミ —— の 四 字 を 読んで、 長 谷 部 大尉 は 思わず 

あっと 叫んだ。 


消えた 無電 


「 飛行 島 の 工事 は 思いの ほか 早く 出来 あが る ことが わ 

かった。 多分 三 週間の のちと 思われる。 本日 二十 イン 

チの 大砲 八 門 を 積んで いる こと を 発見した。 川上」 

受信 時間 をみ ると 今日の 午後 十 時 着と な つてい る。 


なんという 驚くべき 電文 だ。 

長 谷 部 大尉 は、 紙片 を 手に した まま、 「う ー む」 とう 

なった。 

「そうでし たか。 艦長、 川上の 奴が もうこれ 程の 役 を 

つとめて いたと は、 知りませんでした。 そうと わかれ 

ば、 さきほどから 申し上げた 言葉 も、 この 際 ひとまず 

ひ つ こめます」 

艦長 は、 大尉の 前の コップに、 手ず から 酒 を 注いで 

やりながら、 

「川上の こと は、 いっか 君に 話したい と 思い、 わし は 

すでに 司令官の おゆるし を 得て あつたの だ。 司令官 も 


よく 諒解せられ、 明日に でもな つたら、 頃 を 見て 話 を 

してやれと いわれた。 —— な あ、 長 谷 部 大尉。 これ は 

艦隊の 主だった 者の 間に だけ 打合せの あった ことで あ 

るが、 実は 飛行 島の 秘密 を さぐる ため、 川上 機関 大尉 

に 特命 を 出した の だ。 彼 は 帝国 軍人た る 者の 無上の 栄 

誉 だと 感涙に むせんで 司令官の 前 を 去った そうだ。 川 

上と して は どんなに 君に いいたかった かしれ ない が、 

極秘の 命令 だから、 彼 は 堅く 護って、 何もい わないで 

出かけた の だ。 長 谷 部、 川上 を 恨むな」 

「ええ、 誰が 恨みましょう。 しかし …… 」 

「しかし  どうした」 


「川上の 奴 は 武運の いい 男です な！」 

長 谷 部 大尉 は、 そういいながら、 羨し そうに、 太い 

自分の 腕 をな でまわした。 

「うむ、 そうじゃろう。 だが 君の いうと おりなに ごと 

も 運 もの じ や。 運 もの じ やから、 いつまた 思い も かけ 

ぬ 大きな 武運が 転がり こんで くる かもし れんの だ。 わ 

しとても 同じ 思い じ や」 

艦長 加賀 大佐 も、 また 瞳 を 若々 しく 輝かせた。 

「そうだ、 長 谷 部 大尉。 もう 一 つ 下の 電文 も 読んで み 

たまえ」 

「はつ、 そうであります か」 


その 電文に は、 どんな 通信が のって いたであろう か。 

長 谷 部 大尉 は、 受信 紙 をみ つめて、 呆然と しながら、 

「いや あ、 私 もち かごろ 焼が 廻った ことが わかり まし 

た。 杉 田 二等 水兵に も、 先んじられて しまったんだ」 

と 無念そう に 唇 をかん だ。 

その 電文に は、 

「スギ タニス ィヒコ ） ^ゥ ニック。 マ モナ クョコ ハマ 

ジャック トイ ゥヮル モノ ニツカ マッタ。 力 ワカ ミ」 

とあった。 

「艦長。 これから 川上 機関 大尉と 連絡して、 どんな こ 

と をお やりになる つもりで すか」 


艦長 は 尤もな 質問 だとい う 風に うなずいて、 

「すべ て 今後の 川上からの 通信に 待つ ことにして いる。 

川上 は 命の つづく かぎり、 飛行 島の 秘密 を 知らせて よ 

こす 害 だ。 情況に よって は、 或いは 君が 喜びそう な 新 

しい 帝国 海軍の 行動が はじまる かもしれ ない。 それ ま 

では 鋭気 を やしないながら、 飛行 島の 様子 を 通じて 相 

手 国の 出よう をに らんで いなければ ならぬ。 しかし わ 

しの 見る ところでは、 一般に 考えられて いると ころと 

はちがつて、 目下の 事態 は 刻々 悪い 方へ 動きつつ ある 

ように 思う」 

「ええつ、 悪い 方へ？」 


長 谷 部 大尉 は、 思わず 短剣の 柄 を 力 いっぱいぎ ゆ つ 

と 握りし めた。 

南シナ海の 波浪 は、 誰知らぬ 間に、 刻一刻 荒くな つ 

て ゆきつ つ あるの だ。 

そのと き 入口の 扉が こつこつと 鳴った。 

「おう、 入れ」 

すると 扉が 開いて、 思いがけなく 副 長が 入って 来た。 

その 手に は 一 枚の 受信 紙 を 持って —— 。 

長 谷 部 大尉 は 直ちに 直立して、 挙手の 礼 を ささげた。 

「只今 これ を 受信いた しました」 

さしだす 紙片 を 艦長 は 手に とって、 読み下した。 


「コ ンャハ ン ドレ ぺ イジ チヨ ウジ ュ ゥバ クゲキ キ五ダ 

イト ウチヤ クシ タ。 トウ サイ パク ダン ハ —— トツ ゼン 

キ ケンセ マル、 ム セン キ カイ ハッケン セラ レタ …… 」 

艦長の 顔色が 変った。 

「うむ、 『今夜 ハン ドレペ イジ 超 重爆撃機 五 台 到着した。 

搭載 爆弾 は —— 』 のと ころで 本文が 切れて いる。 それ 

から 先 は 本文ではなくて 警報 だ。 『突然 危険 迫る。 無 

線 機械 発見 せられた …… 』 と あるから、 さて は 川上 も 

その 場で 捉 まって しまった か。 ざ、 残念 だ」 

艦長 室 の 三人の 士官 は、 無念そう に 互の 眼と 眼 を 見 

合わせた。 


大任 を 帯びて 飛行 島に 渡った 川上 機関 大尉 も、 遂に 

使命 半ばに して 斃れ てし まった のであろう か。 

途中で 切れた 無線電信 は、 そ も 如何なる 波瀾が 飛行 

島に 巻きお こ つたこと を ものがたる のであろう か。 


不思議な 看護人 


話 は、 すこし 前に もどる。 

杉 田 二等 水兵が 自殺 を 決心して、 手錠 を はめられた 


まま 飛行 島の 甲板から 海中に とびこもうと 走る うち、 

うしろから ス ミス 中尉が ピストル を 撃った こと は、 み 

なさん 御存じの とおりで ある。 

杉 田 一 一等 水兵の 体 はもん どり うって 海中へ 墜 ちて ゆ 

くう ち、 不意に 下の 甲板から、 その 体 を うけとめた 不 

思議な 中国人の ぺ ンキ屋 さんがあった こと も、 よく 憶 

えて いられる であろう。 

杉 田 二等 水兵 は、 あれから 一たい どうな つたので あ 

ろう ガ 

なぜ その 中国人の ペン キエ は、 命が けの 冒険まで し 

て、 杉 田 二等 水兵の 体 を うけとめた のであろう か。 


もともと その ペン キエ は、 怪しい 奴であった。 飛行 

島 建設 団長の リット 少将が 起き伏し している 「鋼鉄の 

宮殿」 の 塔の 上で、 いつまでも 同じと ころば かり 塗つ 

ていた。 そして ス ミス 中尉が 持って いる 秘密 電報の 文 

面 を そっと 読んで、 あと は 知らぬ顔 をして いた。 まつ 

たく 変な ペン キエだった。 だが その 正体の いよいよ わ 

かる 時が 来た。 

杉 田 二等 水兵 は、 何分の 間 か、 それとも 何十 分に も 

なる か、 とにかく 相当の 時間 夢うつつ の 状態の 中 を さ 

まようた 後、 ふと 気がついた。 

「う 1 ん」 


彼 はうな りながら、 自分の 声に びっくりした。 気が 

つくと、 全身の 痛み を 激しく 感じ 出した。 

彼の 頭の 中には、 ョコ ハマ • ジャックの 憎々 しい 形 

相 や、 一 癖 も 二 癖 も あるよう な リット 少将の ぶくぶく 

たるんだ 顔な どが 浮かんだ。 何く そと 思って、 立ち 

上った —— つもりで あつたが、 

「しずかに、 しずかに」 

と 制する 低い 人の 声に 眼 を あいて みれば、 自分 は 見 

たこと もない 薄暗い 室の 隅に 寝て いるので あった。 

誰か しらぬ が 二 本の 手が、 杉 田の 肩 を やわらかく 下 

にお さえつけ ている ではない か。 


低い 声 は、 杉 田の 頭の 上で 二度三度と くりかえされ 

た。 

彼 はい われる ままに 静かに 手足 を 伸ばした。 

一 たい 何人であろう。 

「どうもす まんです。 いつの 間に 私 はどうして こんな 

ところに 来たので すか。 教えて ください」 

すると 低い 声 は 軽く 笑って、 

「そんな こと は 後でい い。 また 出血 をす ると 困る から 

なにも 考えないで、 もう 暫く じっとして いたまえ」 

とや さしくい つた。 

杉 田 は ぼんやりした 頭の 中で、 ふと その 声音に 聞 耳 


をた てた。 それ はたし かに、 どこかで 聞き おぼえの あ 

る 声だった。 しかも 懐かしい 日本語！ あのような 声 

で 話した 人 は …… ？ 

「だ、 誰です、 あなた は …… 」 

「しずかに してい なきやい けない というのに。 お前 さ 

ん の 言葉が 誰か の 耳に 入る と、 そのと き はもう どうに 

も 助り つ こない ぜ」 

「あつ！ そういう 声 は —— ああ 川上 機関 大尉 だ。 か、 

川上 …… 」 

杉 田 はわめ いた。 そして 自分の 肩 をお さえて いる 手 

を ふりはらって、 がば と 起き あがった。 


と 同時に、 彼の 枕許に うずくま つていた やさしい 声 

の 主と、 ばったり 顔 を 合わした。 それ は 外ならぬ 怪し 

い 中国人の ぺ ン キエの 姿であった。 

「おおあな たが」 

杉 田 はそう 叫ぶ と、 傷の 痛み も 忘れて、 その 胸に し つ 

かり 抱きついた。 

「おお 杉 田。 お前 はよ くやって 来たな」 

まぎれ もない 川上 機関 大尉の 声だった。 

「す、 杉 田 は、 う、 う、 嬉しいです。 も、 もう 死んで 

も、 ほ、 本望 だつ」 

あと は 涙に 曇って 聞き とれな い。 


「な、 泣くな 杉 田 —— 。 お前が 来て くれて、 俺 も 嬉し 

ぃぞ」 

中国人の ぺ ン キエに 変装した 川上 機関 大尉と 半裸の 

杉 田 二等 水兵と は、 薄暗い 室の 隅に しっかりと 抱き 

あった まま、 はりさけ そうな 胸 をお さえて むせび 泣い 

た。 

すわ 曝露？ 


怪しい ぺ ン キエの 謎 は 解けた。 

密命を 帯び た わが 川上 機関 大尉 は、 巧みに 変装して、 

リット 少将の 身辺 を ひそかに うかが つていた ので あつ 

た。 

彼が いつも 片手に ぶら下げ ている ぺ ンキを 入れた 缶 

の 底に は、 精巧 をき わめた 短波 無線電信 機が かくされ 

てあつた ので ある。 

彼 は 苦心に 苦心 をして、 いろいろな こと を 探った。 

そして、 たえず 暗号 無電で、 軍艦 明 石の 無電 班と 連絡 

をと つていた のであった。 

彼 は 杉 田 一 一等 水兵の 到着に 早くから 気が ついていた。 


上官の 身の上 を 案じて ひそかに 南シナ海 を 泳ぎ わた つ 

てきた 部下の 情 を 知って、 どんなに 嬉しく 思った こと 

だろう。 が 同時に また 苦しく もあった の だ。 なぜなら、 

自分 ひとりで さえ 隠れる のに 骨が折れ るのに、 日本語 

しか わからない 杉 田が 来たので は、 とうてい 永く 秘密 

にして おける もので はない。 これ は 困った ことにな つ 

たと 思った。 果せる かな、 それ は 意外に も 早く やって 

来たの だ。 

「おい 杉 田。 もう 泣くな。 いま 俺た ちのうし ろに は、 

敵の 眼が 数百と なく 迫って いるの だ。 わが 帝国の ため 

を 甲 3 えば 泣いて いると きじ やない。 涙 を 拭って、 すぐ 


さま 敵と 闘わねば ならない の だ。 —— ほら、 誰か こつ 

ちへ やつ てく る」 

「えつ、 —— 」 

「黙って いろ。 動くな。 どんな ことが 起っても 動い 

ちゃな らん」 

高い 声で しゃ ベリながら、 どやどやと こっちへ やつ 

てく る 人の 足音。 

「どうしても、 この 付近 だ。 わが 英国 製の 方向探知器 

に 狂い はな いんだ」 

「よし、 そんなら 部屋 を 壊しても いいから、 徹底的に 

しらべ あげろ」 


「こんど は、 こっち だ こっち だ」 

早口の 英語が、 すぐ 傍まで 来た。 

ここ は 何 かの 物置ら しい。 

隙 だらけの 入口の 板戸 をと おして、 強い 手 さげ 電灯 

の 光が いたい ほど 明るく さしこんで くる。 

「ここが 臭い ぞ」 

「開けて みろ」 

「なんだ、 この 部屋 は —— 」 

扉が ぎ— いと 開く 音が した。 

それに つづいて、 数個の 眩しい 電灯が 室内 を 照らし 

つけた。 


「な あんだ、 ここ は 殺した 牛 や 豚の 置 場 じ やない か」 

奥に 寝て いた 杉 田 二等 水兵 は、 ここが そんな 場所 だ 

と はま だ 気がつかない。 あたりに は累々 と、 殺された 

家畜の 首がない 体が 横たわって いるので あった。 

突然 だ だ だ ー んと、 ピストルが 鳴った。 

杉 田 は あっと 叫ぼうと した 声 を、 のどの 奥に のみこ 

んだ。 

(とうとう 見つかつ たか) と 思った 時、 

「誰もい やしないよ。 いればい まの ピストルの 音に お 

どろいて、 跳ね だしてく る箬 だ」 

「さあ、 先へ 急ごう ぜ」 


乱暴な 捜索が あった ものである。 ピストル を 放って 

何の 手 ごた え もない ところから、 一 行 は 安心して そこ 

を 出て いった。 

二人 は、 ほっと 吐 息をついた。 

しばらく してから、 川上 機関 大尉 は 隅からの つ そり 

立ち あがって、 杉 田 二等 水兵の 寝て いると ころへ やつ 

てきた。 

「おい 杉 田。 大丈夫 か」 

「はつ、 私 は 大丈夫で あります。 機関 大尉 はいかが で 

あります か」 

「な あに、 どこも やられ はしない。 ときに 杉 田。 俺 は 


時間が 来たから、 ちょっと 外へ 出て、 艦隊へ 無電 をう つ 

てく る。 俺が かえって くるまで そこに じっと 寝て いる 

の だぞ。 ここ はちよ つと 普通の 人間に は 踏み こめない 

ところ だから、 安全な 場所 だ」 

杉 田 はすこし 心細く 感じた が、 何事 も 国家の ためだ 

と 思い、 機関 大尉の 出て ゆく 男らしい 後 姿 を 見送った。 

すると 一 旦 外に 出かけた 彼 は、 なに を 思いだ した か、 

つかつかと 室内へ 戻って きた。 そして 杉 田の 耳許に 口 

を つける と、 

「おい 杉 田、 万一お 前が 捕らえられる ような ことが 

あったら、 そのと きは官 姓名 を はっきり 名乗った がい 


ぃぞ。 もう 向こうに はわ かってい るの だ。 そうすれば 

殺される 心配がない。 そういう ことに なれば 俺 はきつ 

とお 前 を 救い出しに ゆく から、 さっきみ たいに、 自殺 

しょうな どと 考えて はいけ ない ぞ。 皇国の ため、 どん 

な 苦しい 目にあっても 生きて いろ。 いい か」 

そういうと、 川上 機関 大尉 は ペンキの 入った 缶 をぶ 

ら 下げて、 外へ 出て いってし まった。 

血路 


ペン キエの 機関 大尉 は、 暗がりの 中 をと ことこと 歩 

いていった。 

あたりの 様子 をう かがいながら、 狭い 廊下の 角 をい 

くつ か 曲った。 そして やがて 迪リ ついた の は、 飛行 島 

の舷 だった。 深夜の 海面に は 祖国の 夜 を 思い出され 

るよう な 月影が きらきら とうつ つていた。 

川上 機関 大尉 は、 あたりに 人 気のないの を 見す ます 

と、 ペンキの 缶の 底 を ひらいて、 ニ条の 針金 を ひっぱ 

ものば さみ 

り だした。 その 針金の 先につ いている 小さい 物 挟 を、 

舷の梁 上に 留める と、 針金 は 短波 を 送る ための アン テ 


ナ となった。 

そこで 彼 は、 小さな 受話器 を 耳に かけ、 同じく 缶の 

底に とりつけて ある 電鍵を こっこつ 叩いて、 軍艦 明 石 

の 無電 班 を 呼んだ。 

相手 は、 待って いました とば かりにす ぐ 出て きて、 

暗号化した モ— ルス 符号で 応答し てきた。 

機関 大尉 は 溜めて おいた 重大な 報告 を 一 つ 一 っ電鍵 

を 握る 指先に こめて 打ち はじめた。 

その 時、 頭の 上で、 ご そりと 人の 気配が した。 

彼 は、 はっと 驚いて 上 を 見た。 梁の 上に ピストルが 

きらきらと 光って、 その 口が こっち を 向いて いた。 


「はつ はつ はつ。 日本の スパイ 君。 君 はとうとう 秘密 

のお 仕事 を 始めから すっかり 見せて くれたね。 さあ 手 

を あげ るんだ。 こら、 なぜ あげない の だ。 あげない か _ 

撃つ ぞ」 

だ だ ー ん。 

梁の 上から、 銃声が とどろいた。 

た ま 

ピストルの 弾丸 は、 川上 機関 大尉の 抱えて いた ペン 

キの 缶に あたった。 

缶 は、 あっとい う 間もなく 舷を 越えて 下に ころげ 落ち 

た。 

とたんに ひらりと 身を飜 して、 逃げ だした。 


「待て、 スパイ」 

梁 上から は、 英国 士官が とびおりた。 そして 警笛 を 

ぴりぴりと 吹いた。 

それに 応じて、 どやどやと 龃け よってく る 搜査隊 の 

入りみ だれた 足音！ 

「ちえつ、 しまった」 

と 機関 大尉 は 舌う ちしながら、 足音と 反対の 方へ、 

狭い 通路 を走リ だした。 

「こら、 待たん か」 

ぱぱ— ん、 だ だ ー ん。 

銃声 は 背後 間近に 鳴り ひびく。 


ひゆ— ん、 ひゆ ー んと 弾丸 は 機関 大尉の 耳 もと を 掠 

める が、 運よく 当らない。 

が、 そのうちに 彼 は、 通路の 両方から 挟まれて しまつ 

た。 

「ええい、 逃げる だけ 逃げて みょう。 攻勢 防禦 だ」 

と 人数の 少ぃ 方の 通路 を 見き わめる と、 猛然 矢の よ 

うに 突入した。 

敵の ひるむ ところ を、 よしきた とば かり 猛進して、 

相手 を 投げとば し、 敵の 体 をの リ 越えて 走り続け たが、 

とうとう 袋小路の 中に とびこんで しまった。 そこから 

みち 

先は路 がない。 ただ 行 当リを さえぎつ ている 塀 は、 そ 


う 高く はな い。 

「よし 来た」 

彼 は 咄嗟に、 つつ ー つと 走って 弾み をつ ける と、 機 

械 体操の 要領で、 えいと 叫んで 塀に とびついた。 

下 は 海 —— かと 思った が、 そうではなくて 一段 だけ 

狭い 甲板であった。 暑 くるしい 夜 を そこに 涼んで いた 

らしい 一 人の 苦力が びっくりして とびおきた。 

川上 機関 大尉 はえい つと 懸 声して、 塀 を 向こうに と 

び 越えた。 と 同時にう わ— つと いう 叫が 下にお ちて 

いった かと 思う と、 やが て ど ぼ— ん と 大きな 水 音が 遥 

か 海面から 聞え てきた。 


そのと き 追跡 隊が おいついて 塀に よじのぼった。 

「あつ、 あそこに！ とうとう とびこみ やが つたんだ」 

呼 笛が 高く 吹かれた。 人々 は 集って きた。 泡 だつ 波 

紋を 目が け て 探照灯が 何条 も 照ら した。 

その 真中に 浮かびで た 人間の 頭。 

だ だ だ— ん、 ばばば— んと はげしい 銃声が 波紋 の 中 

の 人間に 集中され た。 

海面 はとび こむ 弾丸の ためにし ぶき を あげた。 やが 

て 人間の 頭 は、 その 下に 沈んで しまった。 

「あつ はつ はつ、 大骨を 折らせ やが つた」 

追跡 隊の 人々 は、 面白そう に 笑いあった。 


ああ、 川上 機関 大尉 は 壮途 半ばに して 遂に 南海の 藻 

屑と 消え去って しまったの であろう か。 その 謎 を 包ん 

だま ま、 波紋 は どこまでも どこまでも ひろがって ゆく _ 

だが、 波紋が 消えて しまう ころ、 その 謎 もまた とけ 

るであろう。 

無電 は 飛ぶ 

(突然 危険 迫る。 無線 機械 発見 せられた —— ) 


という 悲壮な 秘密 無線電信 を 最後と して、 わが 練習 

艦隊と 川上 機関 大尉との 連絡 は、 ぶつりと 切れて し 

まった。 

月光 ひとり 明るい 南シナ海の 夜であった。 軍艦 須磨 

明 石の 二 艦 は、 この 驚き をのせ たま ま、 あいかわらず 

北へ 北へ と 航進を 続けて いた。 

飛行 島に 忍び こんでい た 川上 機関 大尉 はどうな つ た 

か —— 憂いの 色につつ まれた 二番 艦 明 石の 艦長 室で は、 

艦長 加賀 大佐と 副 長と、 それから 川上 機関 大尉の 仲よ 

しで ある 長 谷 部 大尉との 三人が、 黙りこくって、 じつ 

と 時計の 針のう ごき を 見つめて いる。 


「副 長 —— 」 

と、 突然 加賀 大佐が 叫んだ。 

「は あ。 お呼びに なりました か」 

「うむ。 —— どうじ や、 旗艦からの 報告が たいへん 遅 

いで はない か」 

「だいぶん 遅う ございますな。 ちょっと 無電 室へ 様子 

を 見に 行つ てまい りましょう」 

そういって 副 長 は、 籐椅子から 腰 を あげる と、 艦長 

室 を 出て い つた。 

あとに は 艦長と 長 谷 部 大尉の 二人き り、 しかし 二人 

とも 一 語 も 発しようと はしな か つ た。 


これより 先、 川上 機関 大尉の 発した 例の 悲壮なる 尻 

切 無電が 入る と、 加賀 大佐 は 直ちに 旗艦 須 磨の 艦隊 司 

令 官大羽 中将の もと へ 知らせた ので あ つ た。 

艦隊 司令官から は、 「すこし 考える ことがあ るから、 

暫く 待って おれ」 と 返電が あった。 それからもう 二十 

分 あまりの 時間が すぎた のに 旗艦から は 何にもい つ て 

こない。 

XXX 

だが 艦隊 司令官 は、 いたずらに 考え こんでい るので 

はなかった。 

旗艦の 上で は 幕僚 会議が 開かれた。 そして 遂に 艦隊 


司令官の 決意と なった。 

旗艦 須 磨の 無電 室 は、 その 次の 瞬間から 俄かに 活潑 

になった。 

当直の 通信 兵 は、 送受信 機の 前に 前屈みと なって、 

しきりに 電鍵 をた たきつ づけて いた。 そして 耳に かけ 

た 受話器の 中から 聞え てく る 返電 を、 紙の 上に すばや 

く 書きと つて は、 次々 に 伝令に 手渡して いた。 

その 受信 紙の 片隅に は、 どの 一 枚に も 「連合艦隊 発」 

の 五 文字が 赤 鉛筆で 走り 書され てあつた。 それでみ る 

と、 須磨 は、 多分 太平洋の どこかに いる 連合艦隊の 旗 

艦武 蔵と、 通信 を 交わして いるものら しかった。 


一たい なにごと にっき、 連合艦隊と 打 合わす 必要が 

あつたの であろう か。 

そのうちに、 この 無電 連絡 は 終った。 

旗艦 須 磨の 通信 兵 は、 電 鍵から 手 を 放した。 しかし 

彼の 耳に 懸 つてい る 受信器に は、 しきりに 連合艦隊の 

旗艦 武 蔵が ホ型十 一一 一 号 潜水艦 を 呼ん で い る 呼 出 符号が 

聞え ていた。 

モ ー ルス 符号 は トン、 ッ—、 トン、 トン、 ッ ー …… 

と 絶 間な く 虫の ような 鳴 声 をた てて いた。 相手の ホ型 

十三 号 はどうし ている のか、 なかなか 出て こない。 

そのうちに、 違った 音色の 無電が、 微かな 応答 信号 


をう ち はじめた。 

「ホ潜 十三、 ホ潜 十三、 …… 」 

戦艦 武 蔵が 呼んで いた 相手が いよいよ 現れた の だつ 

た。 

そこで 連合艦隊の 無電が、 さらに スピ— ドを 加えて 

また 鳴リ だした。 こんど は 長文の 暗号 電信であった。 

ホ型 十三 号 潜水艦 は、 いま どこの 海面に 浮き あが つ て 

いるので あろう か。 双方の アンテナから 発する 無電 は、 

刻々 と 熱度 を 加えて いった。 まるで 美しい 音楽の よう 

だ。 やがて その 交信 ははた とと 絶えた。 

代って、 再び 練習 艦隊 旗艦 須 磨が 呼び だされた。 


通信 兵 は、 再び 部署に ついて、 送信機の 電 鍵に 手 を 

かけた。 

「練習 艦隊 旗艦 須磨は ， 」 , 」 にあり！」 

すると、 すぐさま 本文が 被 さって きた。 

「連合艦隊 は、 貴 艦の 要請に よりて、 只今 ホ型 十三 号 

潜水艦に 出動 を 命じたり」 

すわ 潜水艦の 出動！ 

ホ型 潜水艦と いえば、 わが 帝国 海軍が 持つ 最 優秀の 

潜水艦だった。 連合艦隊 は、 潜水艦に、 そ もい かなる 

こと を 命じた のであろう か。 それよりも、 練習 艦隊 司 

令 官大羽 中将 は 何事 を 連合艦隊 宛に 頼んだ のであろう 


こちら は 元の 軍艦 明 石の 艦長 室で ある。 

一旦 出て いった 副 長が、 電文 を かきつけた 紙片 を 手 

にして、 急ぎ 帰って きた。 長 谷 部 大尉 は、 また 椅子 か 

ら 立ち あがって、 副 長に 注目した。 

「副 長、 どうした」 

と、 艦長 加賀 大佐 は 平常に 似 あわず、 せきこんで 声 

を かけた。 

「はい、 艦長。 連合艦隊 はわれ われの ために 潜水艦 を 

出動 させました。 これが その 電文です」 


「そうか —— どれ」 

加賀 大佐 は 副 長の 手から 紙片 を うけとる と、 その上 

に 忙しく 眼 を 走らせ、 う ー むとうな つた。 

「まず、 こういうと ころだろう な あ」 

加賀 大佐 は 通信 長 を 呼出し、 ホ型 十三 号 潜水艦との 

連絡 を 手 落な くと るよう に 命じた。 

ホ型 十三 号 潜水艦 は、 一たい これから いかなる 行動 

にう つろうと する のであろう か。 

飛行 島の 欠陥？ 


飛行 島の 夜 は 明け はなれた。 

熱帯 地方の 海 は、 毎日 同じ 原色版の 絵 ハガキ を 見る 

ような 晴天が つづく。 今日 も 朝から、 空 は 紺碧に 澄み、 

海面 は 油 を 流した ように ffl いで ぎらぎら 輝く。 

飛行 島 建設 団長 リット 少将 は、 たいへん 早 起で あつ 

た。 提督 は 起きる とすぐ 最上 甲板の 「鋼鉄の 宮殿」 を 

すっかり あけはなち、 特別に 造らせた 豪華な 専用 プ— 

ルに とびこみ、 海豚の ように 見事に 泳ぎ まわる。 それ 

がすむ と、 一時間ば かり 書類 を 見て、 それから やっと 


軽い 朝食 をと るの が 習慣に なって いた。 

「いや あ、 お 早いです な」 

と 声をかけながら、 白 麻の 背広に ふとった 体 を 包ん 

だ 紳士が、 甲板の 方から 入って きた。 それ は 外ならぬ 

ソ連の ハバ ノ フ 特使で あつ た。 

「や あお 早う、 ハ パノフさん。 私 は 煙草が 吸いた く 

なって、 それで 朝早く 眼が 覚める のです よ。 眠って い 

る 間 は、 煙草 を 吸う わけに ゆかない ですから ねえ」 

「いや 私 は、 第一 腹が へる ので、 眼が 覚めます わい。 

どっち も 意地の きたない 話です ね。 あつ はつ はつ。 I 

I ときに ちょ つと ここにお 邪魔 をして い いです か」 


と、 ハ パノフ 特使 は 傍の 籐椅子 を 指さした。 

「さあ どうぞ。 いま セィ ロンの 紅茶 をい いっけました 

から、 一 しょに やりましょう」 

と リット 少将 は 上機嫌で ある。 

ハ パノフ 特使 は 籐椅子 を リット 少将の 方へ ひきよせ 

ると、 

「ねえ、 リット 少将。 —— 」 

と改 つた 口調で、 上 眼 をつ かう。 

「おお 何 か 御用 件でした か。 それ は 失礼しました。 ど 

ぅぞぉ つし や つ てくだ さい」 

「 —— 実は、 昨日 貴官 からお 話の あった 英ソ 両国 間の 


協定の ことです が、 国の 方へ 相談して みたので す」 

「ほほう、 それ は それ は。 お 国で はどうい う 御意 見で 

すかね」 

「それが どうも、 申し上げに くいが、 ちと 冴えない 返 

事でして ね。 要点 をい いますと、 日中戦争 以後、 英国 

が 日本に 対して 非常に 遠慮 をす るよう にな つたので、 

あまり 頼みに ならぬ と 不満の 色が 濃い のです」 

「なに、 日本に 対して わが 大英 帝国が 遠慮ぶ かくな つ 

たという 非難が あるので すか。 それ はそう 見える かも 

しれません。 いや、 そう 見える ように、 わざとつ とめ 

ている の だとい つた 方が いいでしょう。 それ も 相手 を 


油断させる ためなん です。 です が、 実は、 われ 等 は 極 

東に おいて 絶対的 優勢の 地位に 立とうと、 戦備に 忙し 

いのです。 わが 大英 帝国 は、 東洋 殊に 中国大陸 を 植民 

地に するとい う 方針 を 一歩 も 緩めて はいない。 これ ま 

で 中国に 数 億 ポンドの 大金 を 出して いるので すよ。 そ 

のよう な 大金が どうして そのまま 捨てられましょう」 

と リット 少将の 言葉 は、 次第に 火の ように 熱して き 

た。 日本人が 聞いたら 誰でもび つくりす るに ちがいな 

い 恐し い 言葉 だ。 

「駄目です、 駄目です。 貴官の 国の 戦備 はま だな つて 

いません。 本当に それ を やる つもりなら、 なぜ もっと 


極東に 兵力 を あつめな い のです」 

と ソ連の 密使 ハ パノフ 氏 は 叫ぶ。 

それ を 聞く と リット 少将 は、 むっとした 顔 付に に 

なって、 

「ハ パノフさん こそ 何 をい います か。 われ 等 は 十分に 

それ を やって いる。 だから 昨日 も 説明した では ありま 

せんか。 いま 建設 中の この 飛行 島な ど は、 世界の どこ 

にもない 秘密の 大 航空母艦 である。 しかも それ を南シ 

ナ 海に 造って いると いうの は、 何 を 目標に している か 

よく わか つ ている ではありません か」 

「いや リツ ト 少将。 貴官は y J の 飛行 島が たいへん 御自 


慢 のよう だが、 今朝 わが国の 専門家から 来た 返事に よ 

ると、 どうも 頗る インチキ もの だとい うこと です よ」 

「なに インチキ だ。 この 飛行 島が インチキ だとい うの 

です 力」 

と リット 少将 は、 怒の 色 を あらわして、 椅子から すつ 

くと 立ち あがった。 

そのと き 可愛らしい 中国服の 少女が、 紅茶 器 を 銀の 

盆に のせて、 部屋に 入って きた。 


良 寸^ S ハ 

お 文 ム HE ハ 


「おお 梨花、 そこへ 置いて おけば いいよ」 

と、 リット 少将 は 額の 汗 を ふきながら、 やさしく 中 

国 服の 少女に いった。 梨花 は 福 建 省 生れの 美しい 少女 

で、 少将の 犬のお 気に入りの 女給 仕 だ。 

「では、 ここに  」 

と、 梨花 は 紅茶 器の 盆 を 卓子の 上に おくと、 その ま 

ま 客間 を 出て い つた。 

「じ、 実に 怪しからん。 この 飛行 島が インチキと は」 

リット 少将の 眼が ふたたび、 三角に とがった。 


「私が インチキと いったの ではない。 私の 国の 専門家 

がそう い つたので す」 

「なに を インチキ というの だ。 いいた まえ。 私 は 建設 

団長と して、 貴君の 説明 を 要求す る」 

「では  」 とハ パノフ 氏は大 熊の ように 落着き は 

ら つ て、 

「さしあたり 飛行甲板の ことです よ」 

「 飛行甲板が どうしたと いうんで す」 

「そう 貴官 のように 怒 つ て は 困る。 まあ 私の いう こと 

をお ききなさい。 いいです かね。 飛行甲板から 重爆が 

とびだす のに、 滑走路が 短す ぎる から、 甲板 は 戦車の 


無限軌道 式に なって いて、 そいつ は 飛行機の とびだす 

方向と 逆に 動く とかいい ましたね」 

「そのと おりです」 

「いや それが インチキ だとい うのです。 甲板が 無限 軌 

道で 後方へ 動いても、 飛行機の 翼 は そのために 前方 か 

ら 空気の 圧力 を 余計に 受ける わけで はない。 だから、 

とびだし やすく はならない というの です。 結局 そんな 

ものが あっても なくても 同じ こと だ。 インチキ だとい 

う 証明 は、 これで も 十分 だとい うのです。 さあ どうで 

す 力」 

「な あんだ、 そんな ことです か。 それ は 一 を 知って 二 


を 知らぬ からの ことです。 後方に 動く 無限軌道の 甲板 

スタ. I 卜 

は 十分 役に立ちます。 停って いる 飛行機が、 出発 を始 

めた からといって、 摩擦 や エンジンの 性能 上す ぐ 全速 

力 を 出せる ものではありません。 ですから 無限軌道の 

上で 全速力 を 出せる まで 準備 滑走 を やる のです。 飛行 

島の 外から 見て いると それまで は 飛行機が 甲板の 同じ 

出発点の 位置で プロべ ラ— を 廻して いるよう に 見える 

でしよう。 そして 全速力に 達した ところで、 無限軌道 

を ぴたりと 停める のです。 すると 飛行機 は 猛烈な 勢い 

でもって 飛行 島の 上 を 滑走して 進みます。 そして 全甲 

板 を 走りき る ころに はう まく 浮き あがる のです。 どう 


です。 ザ， 

「いや、 私が インチキ だとい つたわけ ではない のです。 

くれぐれも 誤解の ないように。 私に はよ くわ かりませ 

ん から、 また それ をい つて やりましょう。 専門家が ま 

た 何 か 意見 をい つてく るか もしれ ません。 私と して は 

この 飛行 島が インチキ でない こと を 祈って います。 い 

や、 貴官を 怒らした ようで 恐縮です」 

と、 ハ パノフ 氏 は 掌 を かえした ように、 しきりに リツ 

ト 少将の 機嫌 を とりだした ものである。 

「わかって くだされば、 私 はいいの です」 と リット 少 

将も 言葉 を 和らげ、 


「とにかく この 飛行 島 は 世界に はじめて 現れた もの だ 

から、 誰し も 性能 をうた がいた くなる の は 無理 ありま 

せん。 私と して は、 この 飛行 島が 完成した 上で、 試 運 

転す ると ころ を 黙って 見て くださいと いいたい。 その 

時に この 浮かぶ 飛行 島が どんな 目覚しい 働き をす るか、 

まず 腰 をぬ かさない ように 見物して いただき たいと 申 

したい。 しかし 貴国との 共同 作戦 をき める の は、 試 運 

転の 時で はもう 遅い。 敵の 日本 艦隊 は、 かなわな いと 

知っても 決して ぐずぐずして はいません からね。 その 

前に、 貴国と わが 英国と は 手 を 握って、 共同戦線 を 張 

ら なければ、 この 戦争 は 大勝 利 を 得る という わけに は 


いかないでしょう。 もっとも わが 軍 は、 単独で 日本と 

戦っても 勿論 十分 勝つ 自信 はあります がね。 しかし 貴 

国 もどう せ 日本に 対して 立つ のなら、 わが国と 一 しょ 

に 立 つ た 方が お 互に 利益です からね」 

おど 

リット 少将 は、 嚇 したりす かしたり して、 ハ パノフ 

ろうか い 

氏 を 口説きお とすのに 大車輪の 態だった。 老獪と は、 

こういう ところ をい うのだろう。 

しかし ハ パノフ 氏 は、 更に 役者が 一枚上と 見えて、 

嚇 されても すかされても、 一 向 感じない ような 顔 をし 

ていた。 リット 少将 は、 心中 じりじりと あせって くる 

ばかりであった。 


そこで 少将 は、 急に 思い出し たという 風に、 銀 盆の 

上の 紅茶 器 をと りよせ、 すこし 冷え かかった セィ ロン 

茶 を 注ぐ と、 ハ パノフ 氏の 前にす すめた。 

「セィ ロン 茶です か。 なかなか いい 香 だ」 とハ パノフ 

氏 は 犬の ように 鼻 をなら して、 茶碗 を 口のと ころへ 

持って いった。 

「お 気に入ったら、 まだあります よ」 

「ええ 気に入り ましたね。 大英 帝国 は、 世界中い たる 

ところ 物産に めぐまれた 熱帯の 領土 を 持って いますね。 

まったく 羨ましい ことです。 しかるに わが国 は、 いつ 

も 氷に 閉ざされ ている。 せめて 一 つで もい いから、 冬 


にも 凍らない 港が 欲しい と 思う。 いかがで すな。 大英 

帝国 はわが ソ連の ため、 アフリカ あたりに 植民地 をす 

こし 分けて くれません か」 

「あつ はつ はつ、 なに を 冗談 おっしゃる。 冬で も 凍ら 

ない 港なら、 東洋に いくらでも あるではありません か。 

大連、 仁 川、 函館、 横 浜、 神 戸な ど、 悪くありません 

よ。 なにもかも、 貴国の 決心 一 つです」 

と、 リット 少将 は、 うまく 相手の 話 を はぐら かした。 

「しかし 大英 帝国 は I 」 

と、 なお もハ パノフ 氏が 突 込もうと すると、 

「おおそう だ、 ハ パノフさん。 昨夜 捕虜に した 日本海 


軍の 水兵 を あなたに 見せましょう か。 さあ、 これから 

御 案内し ますよ」 

と、 リット 少将 は 椅子から 立ち あがった。 

この 巨弾 は、 少将の 思った とおり、 ハ パノフ 氏の 好 

奇心 をたい へんう ごかした。 

「ああ、 昨日 貴官の 前から 逃げ だした 杉 田と かいう 日 

本の 水兵が、 また 捕まった のです か。 それ は 一 つ、 ぜ 

ひ 見せて いただきたい」 

ハ パノフ 氏 は 無礼に も、 まるで 見世物 を 見る ような 

口の ききかた をした。 

杉 田 二等 水兵と いえば、 川上 機関 大尉に 助けられて 


倉庫の 中に 身 を ひそめて いた はずだった。 彼 は 探し出 

されて また 捕らえられたら しいが、 なぜ またお めお め 

と 敵の 手に 落ちて しまった ものだろう か。 

「さあ、 私に ついて、 こっちへ いらっしゃい」 

リット 少将 はハ パノフ 氏 をうな がして、 客間から 奥 

に 通ず る 扉 を 押して 入つ て ゆく。 

眩 ましき 捕 t 男 


杉 田 二等 水兵 は、 飛行 島の 最上 甲板に ある 「鋼鉄の 

宮殿」 の 一室の 豪華な 寝台の 上に 寝かされ ていた。 

そこ は リット 少将の 居室から へだたる ことわず か 六 

部屋 目の 近 さに あった。 

彼 はすつ かり 体 を 清められ、 そして ス ミス 中尉の ピ 

ス トルに 撃 たれた 胸部 は、 白い 繃帯で もって 一面に ぐ 

るぐ る 捲き つけられ ていた。 

枕許に は、 英 人の ドクトルが 容態 をみ まもり、 その 

ほか 二人の 英国 生れの 金髪の 看護婦が つきそって いた。 

また その 広い 部屋の 隅に は、 やはり 白い 長上 衣 を 着 

たもう 一人の 白人の 男が いた。 彼に はこの 白い 長上 衣 


がー 向 似合って いなかった。 それ も 道理、 この 白人の 

男 こそ は、 この 飛行 島の 無頼漢 ョコ ハマ. ジャックな 

の だ。 ジャックが こんなと ころに 詰めている わけ は、 

読者 諸君 もす でに お気づきの とおり、 日本語し かわか 

ら ない 杉 田 二等 水兵の 通訳 をす るた めだった。 ジャッ 

クは 永い こと 横 浜に 暮 していて、 べらんめえ 調の 歯 切 

の いい 日本語 —— というよりも 東京 弁と いうか ハ マ 言 

葉と いうか を 上手に しゃべ つた。 

だが この 新来の 通訳 先生 は、 手 もちぶ さたの 態で、 

ぼんやりと 杉 田 水兵の 枕許に ある 美しい 花の 活けて あ 

る 瓶 をみ たり、 そして また 若い 看護婦の 顔 を 穴の あく 


ほど じろじろ見たり していた。 それ も 道理、 彼の 用事 

は 一向 出て こない の だ。 というの は、 寝台の 上に 横た 

わって いる 杉 田 二等 水兵が、 まるで 黙った きりで、 何 

を 話しかけて もうん とも すん ともい わない からで ある _ 

ジャック は、 さっきから 怪しい 手つきば かり を 繰 返 

している。 彼 は 右手 を ポケットへ 持って いって は、 そ 

こから 何 か を 引 張り だそうと して は、 急に 気が つ いた 

ように はっと 手 を 元へ かえす ので ある。 その ポケット 

の 中には、 煙草の 箱が 入って いた。 煙草 を 吸いたくて 

手が ひとりでに ポケットに ゆく が、 この 病室で は 煙草 

を 吸って はいけ ない というき つ いお 達し を 急に 思いだ 


して は 手 を 戻す のであった。 

「ああ 辛い。 とんだ 貧乏籤 を ひいた もの だ。 あの 日本 

の 小 猿め、 早くく たばつ ちまえば いい もの を。 そうす 

れば俺 はこの 部屋から 出て い つ ていい ことになるから 

な あ」 

などと 小さい 声で つぶやいて は、 ちえつ と 舌打ち を 

する 

寝台の 上で は、 杉 田 二等 水兵が 相 変らず 黙りこくつ 

ている。 

看護婦が スプ— ンで 強壮剤 をす くって 口のと ころへ 

持って いって やる と、 杉 田 は 切なそう にぎろ りと 眼 玉 


をう ごかして は、 仕方がない というよ うな 顔で もって 

口 を 開ける。 そこ を 見 はからって、 看護婦 は その 黄色 

い 液体 を 杉 田の 口の 中に 流し こむ。 

杉 田 は、 眼 をと じた まま、 それ を 苦そう にの む。 

「どうも 変な 日本人ね。 このお 薬と きたら、 とても 甘 

いのに ねえ」 

「ほんと だ わね。 日本人たら、 甘い 時には あんな 風に 

顔をしかめる 習慣 かしらと 思った けれど、 そんな こと 

な いわねえ」 

傷ついた 体 を 敵の 手に ゆだねて いなければ ならぬ 杉 

田の 胸中が わからない のか、 看護婦た ち は 勝手な こと 


ばかり しゃべつ ている。 —— 杉 田のと じた 二つの 瞼の 

間から、 どっと 涙が 湧いて きて、 頰の上 を ころころと 

走り だした。 

彼 は、 はりさける ような 思い を じっと こらえた。 が 

あふれ 出る 口惜し 涙 はどうす る こと も 出来な か つ た。 

彼 は、 生きて 恥ずかしめ を 受ける より、 舌 を 嚙んで 

死んで しまいたかった の だ。 

しかし 彼 は 死ぬ わけに ゆかなかった。 彼 は 川上 機関 

大尉から 別れ 際にい い 渡された 言葉に そむく ことが 出 

来なかった。 

(決して 死ん じ やならぬ。 お前が 捕まっても、 きっと 


救いに いって やる。 死ぬ ではない ぞ) 

杉 田 は、 その 命令 を かたく 守って、 我慢して いるの 

だった。 その 苦し さは、 また 格別 だ。 死ぬ ことの 方が、 

生きる より はるかに 楽な こと を、 杉 田 は つくづくと 感 

じた。 

そこへ 扉が あいて、 リット 少将が ハ パノフ 氏 をした 

がえ て 入って きた。 

ドクトル を はじめ、 室内に いた 一同 はすつ くと 立つ 

て、 うやうやしく 敬礼 をした。 

「どうじ やね。 日本の 水兵 は、 連の こと を 白状した か」 

「いえ、 何にも 返事 をし ませぬ。 医者に は、 こういう 


訊問 は 得意でありません」 

と ドクトル は 頭 を ふった。 

すると 隅に いた ョコ ハ マ • ジャックが のつ そり 進み 

出て、 

「この 日本の 小 猿め は、 しぶとい 奴です よ。 かまう こ 

とはありません よ。 素 裸に して、 皮の 鞭で 百 か 二百 

か ひっぱたいて やれば、 すぐに 白状して しま いますよ」 

「そういう 乱暴 は 許されない。 そんな こと を すれば、 

私 はこの 水兵の 生命 を うけあう わけに は ゆかない」 

と ドクトルが 反対した。 

リット 少将 は、 賛成と も 反対と もい わず、 寝台の 上 


に 歯 をく いしば つ ている 杉 田 一 一等 水兵の 顔 を じ つ と 見 

下して いた。 


重傷の 水兵 


「ジャック。 水兵 杉 田に、 私が 見舞に 来たと いえ」 

リット 少将 は おもむろに 口 を 開いた。 

「へえい」 

と 答えて ョコ ハマ. ジャック は、 僧々 しく 幅の 広、，， 


肩 を ゆすぶ つ て 寝台に 近づ いた。 

「こら、 杉 田 水兵。 飛行 島の 団長 さま リット 閣下が お 

いでに なった ぞ。 眼 を あけて、 御 挨拶 を 申し あげる の 

だ」 

杉 田 はなに も 答えなかった。 ただ 太い 眉が ぴくりと 

動いた だけで、 とじつ づけて いる 瞼 を あけよう ともし 

ない。 

「太い 奴 だ。 こら 杉 田、 眼 を あけろ というのに。 —— _ 

こんなに いっても あけない な。 うん、 じゃあい つまで 

もそう していろ。 こうして やる ぞ」 

と 手 を さしのば して、 杉 田の 顔 を つかみかかろうと 


する の を、 ドクトル は 横 合から さしとめた。 

「患者に 手 を かけて はならぬ。 私 は 主治医 だ」 

「なに を、 —— 」 

「おい ジャック。 もういい、 やめろ」 

と、 リット 少将 は ジャック をと めた。 

ドクトル は その 方 を 向いて、 

「リット 少将。 このような 乱暴が くりかえされ るので 

あります と、 私 はこの 患者の 生命 を 保証す る こと はで 

きませ ぬ」 

「いや わかって いる。 ジャック、 お前 はすこし 手荒い 

ぞ。 ちと jf 一 (め I 


「なにが 手荒い ものです か。 私 は 昨日、 この 日本の 小 

猿め に 床の 上に 叩きつ けられた ものです。 そのと き 腰 

骨 をい やと いう ほど 打ち つけて、 しばらく は 息 もで き 

ない ほどでした。 その 仇 を とらな くち や、 ョコ ハマ. 

ジャック さまの  」 

「こら 黙れ。 この 上 乱暴す ると、 飛行 島の 潜水 作業の 

方へ 廻す ぞ」 

と リット 少将が きめつけ ると、 ジャック はたち まち 

顔色 を かえて、 

「あつ、 そいつば かり は 御免です。 潜水 作業 は あっし 

の 性分に 合わな いんだ。 この 前 十分に 懲りました よ。 


あんな 深いと ころに 推進 装置 をと りつけ るの は —— 」 

「おい、 飛行 島の 秘密 を しゃべつ ちゃなら ぬ。 貴様 は 

何とい うわから ない 奴 だ」 

「ほい、 また 叱られた か」 

ジャック は 両手 を ポケットに いれて、 肩をすくめた。 

その 時 あわただしく 扉 を あけて、 ス ミス 中尉が 入つ 

てきた。 

「おお リット 少将。 至急、 御 報告す る ことがあります」 

「ス ミス 中尉 か。 何 ごと だ」 

「今し がた、 飛行 島の 左舷 近くに、 昨夜 海中に とびこ 

んだ ところ を 射殺しました 日本の スパイ 士官ら しい 死 


体が 浮かんで いるの を 発見いた しまして、 引 揚げて あ 

リ ます。 ごらんになります か」 

「なに、 あの 川上 機関 大尉の 死体が 発見され たという 

のか」 

と リット 少将 は 眼 を 輝かした。 

「そのと おりで ございます。 それで、 いかがいた しま 

しょうか」 

「死体が 見つからなかった ときには、 川上の 行方 を も 

う 一 度 厳重に 探さなければ ならぬ と 思って、 いま も そ 

れを 考えて いたの じ や。 万事 思う壺で、 満足 じ や」 

川上 機関 大尉の 死体が 発見され たと は、 全く 一  大事 


であった。 

英語 を 知らない 杉 田 二等 水兵 は、 別にお どろき もせ 

ず 寝て いたが、 もし それ を 知る ことが 出来て いたら、 

どんなに 歎いた ことであろう。 

「おい、 ス ミス 中尉。 その 死体 はたし かに 川上 機 関大 

尉に ちがいな いかね」 

何 を 考えた か、 リツ ト 少将が 突然 思 いがけ ない 質問 

を 放った。 

「なんとお つ しゃいます」 

と 中尉 は 自分の 耳 をうた がうよう に、 少将の 方 を 注 

目した。 
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「リット 少将。 昨夜 も 御 報告 申し上げました ように、 

川上 機関 大尉 を 中甲板 舷側に 追いつめました 時、 彼 は 

苦し まぎれに、 塀 を 越えて 海中に とびこんだ のです。 

それ を 上から さんざん 撃ちまくった のです。 さっき 東 

ふなばた  た ま 

側の 舷 近くの 海面で 発見した 死体に は、 弾丸が 二十 

何 発 も 命中して いました し、 これに 間違いありません」 


「そうか。 弾丸 は 捜査 隊員の もっていた 銃から 出た も 

のに 相違ない か」 

「そうであります。 うち 一 発 は、 すぐ 取 出せ ましたの 

で 改めてみ ましたが、 たしかに こっちの 機関銃の 弾丸 

でありました」 

「じ や、 その 死体 を 見よう じ やない か」 

リット 少将 は、 ス ミス 中尉に 案内 させて、 舷 ちかい 

甲板の 隅に 寝かして ある 死体 を 見た。 それ は ほとんど 

裸に 近い 東洋人であった。 たしかに 二十 何 発の 命中弾 

の あと を かぞえる ことができる。 

「念のため、 水兵 杉 田に これ を 見せて みろ。 彼が どん 


な 顔 をす るか、 それによ つて、 真偽の ほどが 確かめら 

れ るだろう」 

どこまでも 考え深い リット 少将 は、 ス ミス 中尉に 眼 

くばせ をした。 

杉 田 水兵 は、 いきなり 背の 高い 患者 運搬 車に のせら 

れ たので 面 喰った。 二人の 看護婦が その 手 押 車に つい 

て、 甲板へ と 出た。 それから エレべ— タ— によって、 

何 階 か 下に 下って いった。 

「俺 を どうす る つもり だ」 

と 杉 田 一 一等 水兵 は 叫んだ。 

すると、 待って いました とば かりに、 ョコ ハマ- 


ジャックが 寄って きて、 看護婦の とめる の もき かず、 

杉 田の 肩 を こづ いた。 

「さあ、 とうとう もの をい つたな。 貴様 は 勝手な 奴 だ。 

だが いい 気味 だ。 いまび つくりす る もの を 見せて やる 

ぞ」 

「び つ くりす る もの つ て 何 だ！」 

「う ふん、 驚くな、 いい か。 貴様が 杖と も 柱と も 頼む 

川上 機関 大尉の 死体 だ」 

「ええつ、 な、 な、 何 だって？」 

「あつ はつ はつ、 いよいよ 貴様 も、 木から 落ちた 猿と 

同じ ことにな つたよ。 ざまをみろ」 


ジャック は 憎々 しげに いい 放った。 杉 田 二等 水兵 は 

はらわた  おもい 

腸 を 断 たれる 思であった。 ああ、 わが 川上 機 関大 

尉 も 遂に 悲壮な 最期 をと げられ たか、 —— 車 は、 観念 

まなこ 

の 眼 をと じた 杉 田 をのせ ていよ いよ 現場に ついた。 

すると リット 少将から 意 を ふくめられた ジャックが、 

杉 田の そば へよ つ てきて、 

「さあ 杉 田 水兵、 ここに ころがつ ている 死体 を 見ろ。 

お前の 上官 だ。 川上 機関 大尉 だ」 

と、 杉 田の 肩 をつつ いた。 

杉 田 は、 寝台の 上で、 思い悩んだ。 会いたい、 見た 

なきがら 

い。 いや とびつきたい 程の 思で あるが、 上官の 亡骸に、 


生きて 相 見える こと は 部下と して 忍びない ものが あつ 

た。 

「おい、 杉 田、 お前 は 大尉に 会いたくない のか？」 

と ジャック は あざ笑いながら うながした。 

杉 田 二等 水兵 は、 遂に 心 を 決したら しく、 体 を 動か 

した。 二人の 看護婦 は、 それ をう しろから 抱きお こし 

た。 

傍に 並ぶ リット 少将 はじめ みんなの 眼 は、 杉 田の 顔 

の 上に 吸いつ けられた ようにな つていた。 あたり は 

し ー んと水 をう つたよう に 静まり かえった。 

死体の 上に かけられ てあつた 布が さっと 取り除かれ 


た。 

「さあ どう だ」 

と 同時に、 

「う— む、 —— 」 

杉 田 水兵 は 両眼 を かつと 開いて、 死体の 顔 を じっと 

見つめた。 リット 少将 はぐつ と 唾 をのみ こんで 息 を こ 

らした。 その 次の 瞬間、 杉 田の 眼から 涙が ぼたぼた 湧 

いてきた。 彼 は、 

「ああ 川上 機関 大尉！」 

と、 上ず つた 声で 叫ぶ と、 両手で 顔 を 隠して、 おい 

おいと 泣き だした。 


「うむ、 やっぱり 川上だった」 

と、 リット 少将 は、 「力 ワカ ミ」 という 名 を 呼ぶ 杉 田 

の 声 を 聞いて、 そう つぶやいた。 

「どうです、 閣下。 杉 田 は、 あのよう に 涙 を 流して 泣 

レてレ ます」 

と、 中尉 は 得意そう に 相槌 をう つた。 

杉 田 は、 いつまでも 声 を あげて 泣きつ づけて いた。 

ああ、 われらの 川上 機関 大尉 は、 武運った なく、 遂 

に 冷たい 亡骸と なり 果てて しまったの であろう か。 I 

諸君！ 


嬉しい ことに は、 事実 は 全くの 反対で あつたの だ。 

杉 田 二等 水兵 は、 嬉し 泣きして いるので あった。 その 

死体 は、 見 も 知らぬ 中国人で あつたの だ。 

「川上 機関 大尉 は、 どこかに 必ず 生きて いる！」 

そう 思う と、 嬉し涙が、 あとからあとからと 湧いて 

停らない。 それ を リット 少将た ち は、 悲しみの あまり 

泣く の だと 誤った。 

日本 兵 は 嬉しい 時には 泣く けれど、 悲しい 時には 一 

滴の 涙 を も 出さぬ ように 修養して いるの を 知らな か つ 

たの だ。 

ああ 川上 機関 大尉！ と 叫んだ の は、 杉 田が 早く も 


この 場の 空気 を 感づき、 自分が 上官の 首実検に 使われ 

ているな と 知って、 一世一代の 大 芝居 をう つたので 

あった。 

日本の 一 水兵の 作戦 は 十分 効 を 奏した。 そして リツ 

ト 少将 以下の 飛行 島の 幹部 は、 すっかり 騙されて し 

まった。 

(これでい い。 川上 機関 大尉の 捜索隊 は、 これで 解散 

になる だろう) 

と、 杉 田 は 泣きながら、 上官の 武運 を 祈った。 

飛行 島の 幹部 連 は、 すっかり 安心して しまった。 

それにしても 一たい 川上 機関 大尉 は、 どうして あの 


難 を 免れた のだろう。 それ はいずれ 彼が 再び 諸君の 前 

に 現れる とき 明らかと なる であろう。 

南シナ海に ようやく 風が 出て、 波浪が 高くな つてき 

た。 この 時、 連合艦隊から 重大 命令 をう けた、 わが 最 

新 潜水艦 ホ型 十三 号 は 一 路 飛行 島に 近づきつ つあった _ 


哨戒 艦 現る 

半 かけの 月 は 水平線の 彼方に 落ち、 南シナ海 は 今や 


まつ 黒な 闇に つ つまれて いる。 

昼間の、 あの 焼けつ くような 暑さ は、 もう どこへ や 

ら 潮気 を ふくんだ 夜風が、 刃物の ように 冷たい。 

風が つのって きたらし く、 波頭が 白く 光る。 それが 

わが 潜水艦 ホ型 十三 号の 艦橋に 立つ 当直 下士官の 眼に 

も、 はっきり わかった。 

艦 は 今、 鯨の ような 体 を 半ば 波間に 現し、 針路 を 西 

へ さき 

南西に とって、 全速力で 航行 中だった。 舳を晈 む 波が、 

白い 歯 を むきだした まま、 艦橋にまで 躍り あがって く 

る。 

当直 下士官 は、 すっかり 雨合羽に 全身 をつつ み、 胴 


中 を 鉄索に しばりつけて、 すっくと 立って いる。 

頭巾の 廂 から ぼたぼたと 潮の しずくが 垂れる。 する 

と 風が 下から どっと 吹き あげ、 霧の ようになって 顔 を 

うつ。 それでも、 いささか も ひるむ 気色な く、 墨 をな 

がした ような 前方の 深い 闇 を、 じっとに らんで いる。 

そのうちに 風 は 雨 を 含んで ますますつ のリ、 舳を越 

えて ど ど つ と 崩れ かかる 波浪 はます ますた けりく るう _ 

艦 体 は、 前に 後に、 左に 右に と ゆれながら、 海面 を 縫つ 

て 難航 を 続けた。 

しばらくして、 ジジジ …… と 電話の ベルが 鳴った。 

下士官 は 右手 をのば して 電話機 をと りあげた。 


「は あ、 艦橋 当直」 

「こっち は 艦長 だ。 どうだん 野 一等 兵曹、 あと 三十 

浬で 飛行 島に ぶっかる 害 だが、 西南西に あたって、 な 

にか 光 は 見えぬ か」 

「はい、 なにも 見えません。 只今 艦橋 は 豪雨と 烈風に 

さらされ、 全然 遠方の 監視が できません」 

「そうか。 苦しいだ ろうが、 大いに 頑張って くれ。 な 

にか 見えたら すぐ 知らせよ」 

「はつ、 畏まりました」 

それから 十分 ほど 過ぎた。 

雨脚が 急に 衰え、 雲が 高くな つ たようで ある。 


艦橋に 立つ 入 野 一等 兵曹 は、 行 手に あたって、 ほの 

明るい 光の かたまり を 見出した。 夜光の 羅針儀の 蓋 を 

とってみ ると、 その 光物 は 正に 西南西の 線 上に あった。 

「おお、 あれ こそ 飛行 島に ちがいない」 

入 野 は 直ちに 電話機 をと つ て、 

「艦長へ 報告、 西南西に あたって、 光 を 放って いる も 

のが 見えます」 

「見えた か。 よし、 見失わぬ ように 監視 をつ づけて い 

よ」 

「はい、 承知いた しました」 

電話が 切れる と 間もなく、 艦橋の 下の 昇降口が あい 


て、 そこから 艦長の 丸顔が 現れた。 あとに は 先任将校 

が 続いての ぼって くる。 狭い 艦橋の 上 は、 芋 を 洗うよ 

うにお 互の 体が ぶっかった。 

「おお、 あれ だな」 

と 艦長 水 原 少佐が、 入 野のと ころへ よってき て、 白 

い 手袋 を はめた 手 を あげた。 

「そうであります。 望遠鏡で みます と、 飛行 島の 甲板 

上に 点つ ている 灯が 点々 と 見えます」 

「そうか。 まだ 気がつかない のか、 一向 警戒 をして い 

る 様子が 見えない ね。 しかし、 もう 向こうの 哨戒 圏内 

に 入った とみなければ ならぬ」 


と、 艦長の 声が 終る か 終らない うちに、 突然 右舷 は 

るかの 海面から びか— りと 探照灯が 一 本、 真青の 光 を 

あげて 流れ出た。 

「艦長、 哨戒 艦の ようです」 

と 副 長が 叫んだ。 

「うむ、 距離 はいくら、 速力 は、 針路 は —— 」 

「はい。 —— 観測 当直、 右舷に 見 ゆる 哨戒 艦 を 測れ」 

すると 観測 当直が、 すぐさま 測って 大声で 返事 をし 

た。 

そのうち にも 探照灯 は 一 本から 二 本に なり 三本に な 

り、 しきりに 海面 を 照射した。 おそろしい ものである 


わが ホ型 十三 号 潜水艦が、 風雨の 中に この 海面に まぎ 

れ こんだ の を、 たちまち 勘づいた ので ある。 

いくたび か 探照灯 はわが 潜水艦の 傍 を すりぬけ たが、 

幸いに も 発見され なかった。 しかし このまま では 早 か 

れ晚 かれ、 この 艦橋 や 半ば 海面に あらわれ ている 艦 体 

が、 あの 探照灯の 眩しい 光の 中に 照らし 出されずに は 

いないであろう。 それ はもう 時間の問題であった。 

それ を 知って か 知らで か、 水雷 長 はま だ 潜航 命令 を 

発して はおらぬ。 

「艦長、 飛行 島が しきりに 灯火 を 消して います ぞ」 

入 野が 呶 鳴った。 


「うむ、 分かった。 それで は —— 」 と 叫ぶな リ 艦長 は 

副 長に 耳う ちした。 

五 秒、 十 秒、 十五 秒 …… 。 哨戒 艦の 探照灯 は、 よう 

やく こっちの 方向 を 嗅ぎつ けたら しく、 どれ もこれ も 

近くへ 集って きた。 

もし その 光のう ちに、 捕らえられて しまう と、 次の 

瞬間、 敵の 砲弾 は おそろしい 唸 を あげて わが 頭上に 落 

ちて くる ものと 覚悟し なければ ならない。 

そのと き 艦長 は 叫んだ。 

「艦載機 一 号、 出動 用意！」 

突如 発せられた 命令 を、 伝令 兵 は 伝声管に よって、 


艦 内へ 伝えた 


空襲警報 


艦載機 一 号の 操縦 者 は、 柳 下 航空 兵曹長だった。 命 

令の 出た ときには、 すでに 空曹 長の 用意 は 全部 整って 

いた。 

「柳 下 空曹 長です。 一 号 機の 出発 用意よ ろしい」 

すると 艦橋の 艦長 は、 わざわざ 伝声管に とりついて、 


重任の 柳 下 航空 兵曹長に、 こまごまと 任務に ついて 訓 

令す ると ころが あ つ た。 

「 —— 分かった な」 

「はい」 

と 空曹 長 は 早口に 復誦した。 

「よろしい、 出発。 武運 を 祈る」 

「はつ、 では 行って まいります」 

と、 空曹 長 は 隣の 家へ でも、 出掛ける ような 気軽 さ 

で、 愛機の 席に ついた。 

命令一下、 艦橋の 下に 隠れて いた 扉が、 ぱっと 左右 

に 開く と、 パネ 仕掛の ように カタパルトが 顔 を 出し、 


その 次の 瞬間、 轟然た る 音響 もろとも 風 を 切って ぱっ 

と 外に とびだした 軽快な 一 台の 艦載 飛行機！ それ こ 

そ 柳 下 空曹 長の 操縦す る 一 号 機であった。 

暗澹たる 空中に、 母艦 を とびだした 艦載機の 爆音が 

遠ざかって 行った。 

「柳 下、 しっかり やれ。 頼む ぞ」 

誰かが 叫んだ。 

艦長 以下 幕僚た ちはい ずれ も 見えない 空 を 仰ぎ、 暗 

の 空に とびだし ていった 勇士の 前途に 幸 多 かれと 祈つ 

た。 

その 途端 —— 


艦橋が、 真昼の ように 輝いた。 

哨戒 艦の 探照灯が、 とうとう わが 潜水艦 を さぐり あ 

てた ので ある。 

艦橋に 立つ 艦長 以下の 群像 は、 濃い かげに 区切られ 

て、 くっきりと 照らし だされた。 —— 探照灯 は、 もう 

釘 づけに なって 艦橋から 放れない。 

「う ふ。 とうとうお 眼に とまった か」 
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と、 艦長 は にっこりと 微笑み、 

「よし、 では 急ぎ 潜航 用意。 総員 艦 内に 下れ！」 

と、 号令した。 艦 は 直ちに 潜航 作業に うつった。 

たまもの 

艦長が 一 声 叫べば、 あと は 日頃の 猛 訓練の 賜 で、 


作業 は 水ぎ わ だって きびきびと はかどる のであった。 

僅か 三十 秒 後、 艦 はもう しずしずと 波間に 沈下し つ 

つあった。 

それから 一分の 後、 艦橋 もな にも、 すっかり 海面 か 

ら 消え去った。 あとに はほんの すこしの 水泡が 浮いて 

いる だけ —— その 水泡 もまた たく 間に、 波浪に のまれ 

て、 見え なくなった。 

なんというす ばらしい 潜水艦であろう。 

闇の 中には 柳 下 機の 爆音 も 聞えず、 吹きつ のる 烈風 

の 声、 波浪の 音の みすごかった。 ああ わが 艦載機の 行 

方 は いず， J? 


こちら は、 飛行 島であった。 

むくろ 

恐るべき スパイ 川上 機関 大尉 は、 今 は 冷たい 骸と 

なって 横たわって いるし、 もう 一人の 杉 田 二等 水兵 は 

重傷で、 病室に 監禁して ある。 まず これで 連日の 心配 

の 種 は、 すっかり なくなった。 今夜 は 枕 を 高く してね 

むられ る わい と、 飛行 島の 建設 団長 リット 少将 以下、 

賓客の ハ パノフ 氏に いたる まで、 いずれも いい 気持に 

なって ぐっすり 寝 こんでいた ところであった。 そこへ 

俄かに 空襲警報、 寝 耳に 水と は、 まさに この ことで あつ 

たろう。 


それ は 飛行 島 はじま つ てはじめての 空襲警報 だ つ た。 

しかし、 まさか ここまで 日本の 飛行機 はやって 来 ま 

い。 万一 来る ような ことがあっても、 途中に は 幾 段に 

も 防空 監視 哨を こしらえて あるから、 それに 見つかつ 

て、 香港 あたりの 空軍が 渡り合う だろう くらいに 考え、 

防空 訓練 は 実は 大して 身 を 入れて や つてい なかった の 

であった。 

だから、 さあ 怪しい 潜水 艦隊と 渡洋 爆撃 隊が 飛行 島 

へ 攻めて きたと いう ことが、 島内 各部へ 伝わる と、 上 

を 下への 大騒ぎと なった。 灯火管制 班が 出動して 電灯 

を 次から 次と 消させて ゆく が、 なかなか うまく ゆかな 
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それでも 兵員が つ い ている ところ は あらまし 消し 終 

え、 大事な ところ だけ は、 ほぼ 闇の 中につつ まれた。 

この 報告 は 直ちに リット 少将のと ころへ もたらされ 

た。 少将 はさす がに 英 海軍の 猛将 だけに 狼狽の 色 も 見 

せず、 昼間と 同じく きちんと 服装 をと とのえ、 「鋼鉄の 

宮殿」 の 階上 を 占める 司令塔から、 じっと 外の 様子 を 

眺めて いた。 

無線 室の 怪 


「リット 団長 閣下、 飛行 島の 主要部 は、 すっかり 灯火 

管制 下にあります」 

と、 担任 士官が 報告 をす ると、 少将 はに こりと もせ 

ず、 窓の 外 を 指さし、 

「あれが 完全 管制 だと は、 なんという 情ない こと だ」 

と、 檣 の 上な どに まだ 消しの こされた 灯火 を 指さした。 

「わし は 目が 見えない こと はない ぞ。 いいから 配電盤 

のと ころで、 電灯 線へ 流れ こむ 電流 は 全部 切って しま 

え」 


「はつ、 だが、 それ は 危険であります。 閣下」 

と 担任 士 官は、 顔色 を かえて リット 少将の 言葉 を さ 

えぎ つ た。 

「なんじ や、 危険 じ やと？ 一たい なにが 危険な の 

じ や」 

リット 少将 はけ わしく いいかえした。 

「つまり その、 そう やれば 灯火管制の 方 は 完全で あり 

ましょうが、 要所要所 を 固めて いる 者 達の 活動が 出来 

なくなる ばかりでなく、 悪性の 労働者が、 暗闇 を 幸い、 

どんな 悪い こと を はじめる かわかり ません。 私の 心配 

なの は、 この 点であります」 


「ばか 奴！」 と リット 少将 は、 あらあらしく 叱りとば 

した。 

「それが 灯火管制の 最中に、 責任 ある 者の いう ことか。 

なんでも よい。 敵機に、 この 飛行 島の 梁 一本で も 壊さ 

れて たまる もの か。 命令 じ や。 電灯 線への 送電 を 即時 

中止せ い」 

「はまつ、  」 

一言 もなかった。 担任 士官 は、 すごすごと 少将の 前 

を 退いた。 

それから 数 分の のち、 電灯 線への 電流 はすべ て 止め 

られ た。 ここに はじめて 飛行 島 は、 完全に 闇の 中に 包 


まれて しま つ た。 

不意う ちの 送電 中止に、 飛行 島の あちこち では 大ま 

ご つきで あ つ た。 

臆病な 白人の 細君た ちの 中には、 暗黒と 敵襲との 二 

重の 恐し さに 悲鳴 を あげて 泣き叫び、 寝床の 中に もぐ 

りこむ やら、 ぶるぶる 慄 えながら かけまわる やら、 大 

騒が はじまった。 

「日本の 潜水艦が、 すっかり 飛行 島の まわ リ をと リま 

いてし ま つたつ てよ」 

「それよりも 大変な ことが 起きた のよ。 海底 牢獄に 閉 

じこめ てあつた 囚人 を、 誰かが 行って 解放して しまつ 


たそうよ」 

「あつ、 皆さん、 しずかに！ 爆音が きこえる。 日本 

の 飛行隊が いよいよ 攻めて きた。 ああ どうしょう。 あ 

なた あ、 —— 」 

そういう 騒の 最中に、 真 暗な 無線 室 の 外 を、 ど ど どつ 

と 靴音 を ひびかせて 通りす ぎる 一 団が ある。 なに かわ 

めいてい るが、 暴徒 だか 監視 隊 だか、 さっぱり わから 

ない。 その 中に、 

「無線 室 は どこ だ あ」 

と、 呶 鳴って 歩いて いる 者が ある。 

「無線 室 はこ こだが、 お前 は 誰 だ あ」 


と 応じた 声が あった。 と 同時に さっと 懐中電灯 がい 

きなり 照らしつ けられた。 

その 光の 中に 現れた の は、 あまり 背の 高くない 下士 

官 であった。 どうした のか、 制帽 を 耳のと ころまで 被 

り、 服の 上に ひっかけ ている 雨合羽 は 襟 を 立てて いた。 

「飛行 班の ゴ ルドン 兵曹 だ。 班長から の 至急 電報 を 頼 

みに きた。 早くと おして くれ」 

「なんだ ゴ ルドン だって？ そんな 名前の 兵曹が いた 

かな あ」 

「うむ」 とゴ ルドン はうな つたが、 「貴様、 俺 をから か 

う 気 か。 よし、 そんなら 貴様の こと を 班長に 報告して 


やる」 

「ちょつ、 気の 短い 奴 だ。 別に 疑った わけ じ やない。 

さあ、 早く こっちへ 入れば いい じ やない か」 

と、 番兵 は 折れて 出る 外はなかった。 

ゴ ルドンと 名乗る 兵曹 は、 急 足で 無線 室 へと びこん 

だ。 

その あと を 見送った 番兵 同志の 話 —— 

「鼻息の あら い 野郎 じ やない か」 

「うん、 失敬 千万な 奴 だ。 雨合羽な ど 着 こんで、 雨な 

ん かちっと も 降って いない じ やない か」 

全く そのと おりであった。 飛行 島 付近 は、 風 は 強く 


雲 は 早かった が、 雨 はすこし も 降って いなかつ たので 

ある。 

「考えて みると、 あいつ はどう も、 変な 野郎 だぜ」 

といって いると ころへ、 ゴ ルドン 兵曹 の はいって 

行った 奥の 方から、 ぱんぱん ばんと、 銃声が 聞え た。 

「あつ、 —— 」 

と、 い いざ ま 電灯 を その 方へ 向けた 途端に、 ひゆ— つ 

と 唸 を 生じて とんで きた 銃丸が、 電灯に 命中した。 が 

ちゃんと いう 響。 と 同時に 番兵 は あっとい つて その 場 

へ ひっくりかえった。 そこへ 奥から 龃け てきた 何者と 

もしれ ぬ 人物が、 番兵の 頭 を とびこえて、 風の ように 


立ち去って しまった。 

「な、 なにごと じ や」 

と、 もう 一人の 番兵が、 暗闇の 中で わめいた。 

それに 少し 遅れて、 奥の 方から どやどや とびだして 

きた 手提 電灯の いくつ。 

「おい、 雨合羽 を 着た 男が こっちへ 逃げた のだろう」 

番兵 は 眼 を ぱちくり させながら いった。 

「ええ、 今一 人 誰か 出て ゆきました。 なに、 あれ は 

くせもの 

曲者です か。 でも、 ゴ ルドン 兵曹 だとい つてい ました 

よ、 飛行 班の …… 」 

「ばか、 何 をい つちよ る。 ゴ ルドン なんて 兵曹が 飛行 


島の どこに いる。 あいつの ために 危く 無線 機械 を こわ 

される ところだった。 いや、 こっちが 気がつか なけれ 

ば、 その 前に 俺た ち は 皆、 ぱんぱん ばんと やられち ま 

うと ころ だ つ た」 

「すると、 今の 曲者 は、 一たい 何者 だ。 あの 川上と か 

杉 田と かいう 日本軍 人 はう まく 捕ま つたと いう じ やな 
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「あの ほかに、 まだ 日本人 スパイが はいりこん だの だ 

な」 

「そんな 害 はない よ。 ここで 働いて いる 奴 は、 国籍 を 

厳重に 洗って ある 箬だ。 —— それにしても 変 だね。 お 


お、 誰か 早くい つて、 団長 閣下へ 報告 をして こい」 

突如、 怪人物 現る。 無線 室 を 狙った ゴ ルドン 兵曹と 

は 一 たい 何者か。 

これ ぞ 余人で ない。 われ 等の 川上 機関 大尉が、 ふた 

たび 姿 を あらわした のであった。 

杉 田 二等 水兵が 信じた 如く、 機関 大尉 は 果して 生き 

ていたの だ。 そうして 飛行 島の 耳 ともいうべき、 通信 

連絡の 大元 である 無線 室 を 襲撃した の だ。 

無線 室 襲撃に は 失敗した けれども、 今や 祖国の ため 

に 何か大 仕事 を 企てつつ ある こと は、 疑う 余地 はない。 

それにしても、 死んだ 害の 機関 大尉が、 どうして 生 


きていた のだろう。 

実に 不思議 だ。 不思議 だが 事実で ある。 

これ は 諸君の 最も 知りたい ところで あろうが、 その 

前に 私 は、 まず 飛行 島の 各所に 起った 奇々 怪々 の 事件 

を 紹介し なければ ならない。 


決死の 偵察 


「ああ、 ひどい 目にあわせ やが つた」 


と、 倉庫 係の 事務員で ケリ— というの が、 暗がりの 

中 を、 しきりに 自分の 頰を さすりながら、 仲間の 溜り 

場所へ 帰って きた。 それ は 事務所に つづいた 休憩室 兼 

娯楽室であった。 

「 一 たいどう したんだ」 

と、 仲間が、 ケリ— のま わりへ よってき て 聞く。 

「とにかく 驚いた ぜ。 僕 だから、 こうして 元気に か 

えって きた ものの、 君達 だったら 今頃 は 冷たくな つて 

いたか も 知れない」 

「勝手な 熱 を ふくの は 後から にせい。 一 たいどん な 目 

にあって きたの だい」 


という わけで、 事務員 ケリ— が 顔をしかめながら 説 

明した ところに よると、 こういう ことであった。 

先 ほど 発せられた 空襲警報 により、 ケリ— は、 倉庫 

にし まって ある 火 を ひき やすい 薬品 類に もしもの こと 

があって はと 思い、 勇敢に も ひとりで 見 まわりに でか 

けたので あった。 

倉庫 は 一 つ 一 つ 錠 を はずし、 中にはい つて 危ぃ 薬品 

の 上に は ズック を かけた リ、 下の 棚に うつしかえたり 

して、 安全な ように 直して いった。 ところが 第 六 倉庫 

の 前へ 来て みると、 外そうと 思った 錠前が すでに はず 

れ ている ではない か。 いや、 錠前 は、 なに か金鎚 みた 


いなもので 叩きつ ぶされ ていたで はない か。 

「変 だな、 —— 」 

と 思って、 扉に 手 を かけよう とした 途端に、 扉 は 内 

側から さっと 開いて、 中から 出た たくましい 手が、 ぴ 

しゃりと 顔 をう つた。 あつ、 なんという 乱暴な やつ だ 

と、 思う 間 もなかった。 

倉庫の 中から とびだした 黒い 影 は、 まず ケリ— の 手 

提 電灯 を 叩き 落し、 かたい 拳で 頤を 突き上げ たの だ。 

ケリ— は そのまま 後へ ひつく リ かえり、 しばらく 気 を 

失って いたのであった。 

あとでよ うやく 気がついて、 頤を なでながら 起き あ 


がった ときには、 もはや 乱暴者の 姿 も 見えず、 倉庫の 

扉が 開き つ ばな しにな つ ている ばか リだ つ た。 

「あいつ は、 この 倉庫で なに をして いたのだろう」 

と、 ケリ— は 痛 さ を こらえ、 手提 電灯 を 持ちな おす 

と、 倉庫の 中に 入って みた。 

ところが 倉庫の 中 は 別になん の 変った ところ もない 

妙な こ ともあれば ある もの だと 思った。 始終 を 聞いた 

仲間の 者 達 は、 ケリ— の 間 抜 さ 加減 を 笑いながら、 

「_ —— しかし ケリ ー よ。 なに か 盗まれた ものが あるに 

ちがいない ぜ。 いまにき つと 貴様 は 出し入れ 帖の 上で 

団長 閣下に あやまる ことになる ぜ。 ふ ふ ふ ふ」 


「何 だ つ て  」 

と ケリ— が頤 をお さえながら、 その 方へ つめよる と 

一 座 はまた どっと 爆笑した。 
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その 頃であった。 飛行 島の 「鋼鉄の 宮殿」 に 近いと 

ころから、 突然 ぱっと 火が 燃え あがった。 それが 一箇 

所ではな く、 三角形に 三 箇所 も 一度に 燃え あがった の 

だ。 そのため 上甲板 は 大騒ぎと なった。 

警鐘が 乱打され る。 消火 班 は、 日本の 飛行機が 焼 夷 

弾 を 落した のかと 勘ち がいして、 かけつける。 

ところが 近よ つてみ ると、 そこら 一面に、 石油が ま 


いてあって、 それが 炎々 と 燃え あがって いるので あつ 

た。 

「誰 だい、 こんなと ころに 油なん かこ ぼして いったの 

ま」 

と 消しに かかった。 すると また 別な ところに、 三箇 

所、 同じように 三角形に 燃え だした のであった。 

「あれ、 変 だぞ」 

「これ じ や、 日本の 飛行機に 飛行 島の 所在 を 知らせる 

ような もの じ やない か」 

「ひょっとすると、 スパイの 仕業 かもしれ ない ぞ」 

「なに、 スパイ？」 


スパイと いう 声に、 騒ぎ はいよ いよ 大きくな つて 

いった。 

その 最中に、 突然、 飛行 島 上から、 数 条の照 空 灯が、 

暗い 大空に 向け、 ぱぱ— つと 竜の ようにの ぼって いつ 

た。 

「あつ、 敵機 だ」 

「どこ だ」 

「あれ あれ、 あそこ だ」 

「おや、 なに か 黒い もの を 落した ぞ」 

その 時、 

だ だ だ ー ん、 だ だん、 だ だ だ ー ん。 


突如と して 鼓膜 を つんざく ような 烈しい 砲声が 起つ 

た。 高射砲が 飛行機め がけて 火蓋 を 切った の だ。 

だ だ だん、 がんがん がん。 

あっちから もこつ ちから も、 高射砲 は 砲弾 を 撃ち あ 

げた。 そのため 約 千 五 百メ— トルから 二 千メ— トルの 

あたりが、 まるで 両国の 大 川開きの 花火の ようだった。 

ところが、 その 次の 瞬間であった。 甲板の すぐ 真上 

に、 ばらばら ばらと 弾ける ような 音が して、 眼 も くら 

むような マグネシウムの 大光団 が 現れた。 その 光団は 

しずしずと 風に あおられて 流れる 様子 だ。 飛行甲板の 

上 は、 真昼の ように 照らし 出された。 日本の 飛行機が、 


光 弾 を 放った のだった。 

照 空 灯 は、 幾 条も幾 条もー つと ころへ 集って きた。 

二 千メ— トル 以上の 上空 を とんで いる 日本 機の 翼に、 

照 空 灯が 二重 三重 四重に 釘 づけに なって いる。 

「誰か あれ を 飛行機で 追い かける 者 はいない か」 

と、 司令塔の 上で は リット 少将が せきこんで 叫んで 

いた。 が、 誰も これに 応ずる 者はなかった。 無理 もな 

い。 味方の 砲撃の 間 を 縫って、 日本 機 を 追い かける の 

は、 自殺 行為と 選ぶ ところがない ではない か。 

日本 機 は、 癩に さわる ほど 悠々 と 二 千メ— トルの 高 

空 をぐ るぐ る まわって いた。 高射砲 弾 はばつ ぱっと 花 


傘 を ひらいた ように、 日本 機の 前後左右に 炸裂す る。 

こんど こそ は 砲弾が 命中して、 機体 はば らば らに とび 

散った かと 思われる。 がしば らくす ると 煙の 横から、 

日本 機 は悠々 と 白い 腹 を くっきりと 現す ので あ つ た。 

一方 飛行 島 上の 怪しい 火事 騒ぎ は、 ともかくも おさ 

まった。 高射砲 弾の 炸裂す る 数 も、 なんだか すくなく 

なって きた。 なぜか 日本 機 は、 光 弾 を 落した きりで、 

ほかに 一 発の 爆弾 も 落さなかった の だ。 

ひとところ 

一 所に 釘 づけされ たように なって いた 照 空 灯が、 

右に 左に 活潑に 首 を ふりう ごかし はじめた。 監視 中の 

日本 機 は どこへ 行った か、 急に 姿 を 隠して しまったの 


である 


怪しき 記号 

日本 機の 姿が 見え なくなって しまう と、 飛行 島の 

人々 は、 ほっと 息をついて、 おた がいの 顔 を 見合わせ 

た。 

「あれ はや はり 日本の 飛行機だった のかな あ」 

「もちろん、 日本の 飛行機で なければ、 どこの 国の 飛 


行 機が あんな 風に 大胆に やってくる もの か」 

「そうだ、 やっぱり 日本の 飛行機 だよ。 あのと き、 怪 

しい 男が 無線 室 を 襲ったり、 それから 数 箇所に 火の手 

が あがったりした ではない か。 この 飛行 島に 日本の ス 

パイが 忍び こんでいて、 あの 飛行機と 何 か 連絡が あつ 

たのではないだろう か」 

全く そのと おりであった。 無線 室 を 襲って 失敗した 

の も 川上 機関 大尉で あつたし、 最上 甲板に 油 を 流して 

火 をつ けたの もまた 川上 機関 大尉の 仕業だった の だ。 

川上 機関 大尉 は、 空襲と 聞く より 早く、 油 類 倉庫に 

忍び こみ、 石油の 入った 缶と ペンキの 缶 を 持ち だして 


いたの だ。 油 を 流して 火 をつ けた こと は、 飛行 島の 

人々 を さわがせた。 しかし 人 さわがせの ためだけ では 

なかった と は、 後に なって はじめて 分かった。 

それにしても 川上 機関 大尉 は あの 夜 監視 隊員に 追跡 

された 時、 どうして 危難 をまぬ かれた のだろう。 そし 

て、 どうして、 又い つの まに、 似ても つかぬ 半裸体の 

中国人と 入れ 替 つたの だろう。 

それ は 一 応 不思議に 思える が、 実はなん でもない こ 

とだった の だ。 諸君 は 彼が 監視 隊に 追い つめられ、 や 

むな く 中甲板の 高い 塀 を 越して 舷に 出た とき、 そこに 

寝て いた 半裸体の 中国人 労働者が あわてて 起き あが つ 


たこと を 覚えて いるだろう。 彼の 労働者 は 暑 くるしい 

夜 を そこに 寝ころんで 涼んで いたの だ。 そこへ 川上 機 

関大 尉が 頭の 上から 降って きたので びっくりして、 立 

ち あがった の だ。 その 拍子に 足 を ふみはずして 海中に 

墜 ちていつ たのが 運の つきであった。 下の 暗い 海面に 

ドボ— ン という 水 音 を 聞いた 川上 機関 大尉 は、 とっさ 

に 身 を ひるがえして、 傍に 積み あげて ある 鉄材の かげ 

にかくれ たので ある。 

と は 知らぬ 監視 隊員 は、 泡立つ 水面の 中心に 向かつ 

て 機関銃 を 乱射した。 彼の 中国人 労働者 は 哀れに も 川 

上 機関 大尉の 身替 とな つ て あえない 最期 を 遂げた ので 


ある。 

この 機転が、 それから どんなに 監視 隊員の 眼 を くら 

ました か、 又 杉 田 二等 水兵が リット 少将の 面前で 首 実 

検 した 屍が、 誰の もので あつたか は、 最早 語る まで も 

ないで あろう。 

それにしても 一 身 を 国に 捧げて 正しい 道 を 歩く 者に 

は、 こうした 天の 助が ある こと を 思わぬ わけに は ゆか 

ない。 

XXX 

大分 時 は 過ぎた がま だ 夜 は 明けない。 飛行 島の 無線 

室へ は、 付近 航行 中の 英 艦隊より 無電が 入った。 


r II 只今、 駆逐 機 六機ヲ シテ、 怪 飛行機 ヲ 追跡 セシ 

メ タリ」 

という 電文であった。 

リット 少将の 喜んだ こと は ひととおり でない。 

「もう 大丈夫 だ。 そうむ ざむ ざと この 飛行 島が 脅 か さ 

れて たまる もの か」 

と、 両手 をう しろに 組んで、 檻に 入った 狼の ように 

司令塔の 中 を 歩き まわる のであった。 

そのと きス ミス 中尉が 少将に 近づいて、 

「閣下、 只今 甲板の 上に、 怪しげな もの を 発見いた し 

ました」 


「なんじ や、 怪しげなる ものと は …… 」 

「はつ、 それ はなん とも 実に 不可解な 記号が、 甲板の 

上い つ ぱいに 書きつ けて あるので ございます」 

「不可解な 記号？ 誰が そんな もの を 書いた のか」 

「いいえ、 それが 誰が 書いた とも 分からない のでして。 

 ああ 御覧く ださい、 ここから も 見えます」 

とス ミス 中尉 は、 司令塔の 小 窓から 下 を 指さした。 

「なに、 ここから 見える というの か」 

リット 少将 は 驚いて、 司令塔から 下 を 見お ろした。 

「あつ、 あれ か。 なるほど、 これ は 奇怪 じ や」 

リット 少将の 眼に うつった の は、 丁度 探照灯で 照ら 


しだされた 白い 飛行甲板の 上に、 「〇〇><△」 と、 なん 

とも 訳の 分からない 記号が 書きつ けて ある。 その 記号 

の 大きさと いったら、 傍へ よってみ ると、 多分 十メ— 

トル 平方 もあろう か。 それが 墨 くろぐろと 書きつ けて 

あるで はない か。 

「ふ— む」 と 少将 はうな つた。 

「とにかく 不穏な 記号と 認める。 犯人 を 即刻 捕らえろ 

そやつ の 手に は、 きっと あの 黒 ペンキが ついてい るに 

ち カレな レ」 

少将 は 命令 を 発した。 ス ミス 中尉 はかし こまって、 

監視 隊 本部へ 龃 足で 出て いった。 


甲板の 上の 怪 記号が 、 探照灯に 照らし だ されたり、 

そして また その まわりに 監視 隊が ぞろぞろ 集って きた 

りする の を、 司令塔に ちかい 物 かげから、 意味 ありげ 

に にゃにゃ 笑って いる 半裸体の 東洋人が あった。 

それ こそ 先程からの 大 活躍 を 続けて いた 川上 機 関大 

尉であった。 もちろん あの 怪 記号 も、 彼が やった 仕事 

であった。 右手に は 黒 ペンキが まだ そのままに べっと 

リ とついて いる。 その 黒 ペンキに 汚れた手が、 今お た 

ずね の 目印に なって いる こと を、 彼 は 知ってい るので 

あろう か。 

それにしても、 彼 は なぜ こんな 冒険 をして 訳の 分か 


ら ない 丸 や 三角 を 甲板の 上に 書きつ けたので あろう か。 

「おお 梨花、 I J 

突然 彼の 眼の 前 を、 ちょこちょこと 足早にと おりす 

ぎる 可憐な 中国 少女 を 認めて、 大尉 は 声をかけた。 梨 

花 は 思わず、 はっと 竦んで 美しい 眉 をよ せ、 

「え、 どなたで すの」 

「梨花よ、 僕 だ」 

「おおあな たは …… 」 

「これ、 しずかに。 どう だね、 杉 田の 容態 は」 

少女 は、 このと き 急に 悲しげに 眼 を 伏せて、 

「どうもよ くありません のよ。 だって なかなか 食事 を 


おとりに ならない し、 それにい つも あなたの ことば か 

リ 気にして 考え こんで いら つし や るんで す もの」 

川上 機関 大尉 は、 暗然と 涙 をのんだ。 

「しかし あなた さまが 御 健在と 知ったら、 杉 田さん は 

どんなに 力が つく かしれ ません わ。 杉 田さん に 知らせ 

てあげて はいけ ない のです か」 

「うむ、 —— 」 と 川上 機関 大尉 は、 腕 を こまぬ いて 考 

えこんだ が、 ふと 何 か 思いつい たという 風に、 そっと 

梨花に 耳う ち をした。 

「な あ、 よい か。 うまくた のむ ぞ」 

梨花 はこのと き はじめて にっこり 笑った。 そして 元 


いそぎあし 

来た 方へ 急 足 で 引返して いった。 


迫り 来る 敵機 


大胆に も 飛行 島の 夜間 偵察 をお えた 柳 下 航空 兵曹長 

は、 艦載機 一号 を 操縦して 暗の 中 を 東へ 東へ とびつつ 

あった。 たよりになる の は、 夜光の 羅針儀と 高度計と 

距離計と だけで ある。 東へ すすめば、 本 艦が ひそかに 

待ち うけてい る 海面へ 出られる はずだった。 しかし こ 


の 暗い、 だ だっぴろ い 海面で、 果して 本 艦に うまく ひ 

ろい あげられる であろう か。 

だが 柳 下 空曹 長 は、 無類と びきり 強い心の 持主 だ つ 

た。 過ぐ る 日中戦争で、 七 機の 敵 飛行機 を 撃墜して い 

る。 

彼が 敵機 を 見つけて 一 度 これ を 撃墜そうと 決心した 

ら、 どんな ことがあっても 撃墜さずに はおかない。 他 

の 敵機が 横 合から とび 出して こようが、 高射砲 や 高 射 

機関銃 陣地に 近づこう が、 また 地上と すれすれの 低空 

飛行に なろう が、 どこまでも 追って 追って 追い まくる。 

彼 は 敵の 息の根 をと める まで は、 あくまで 追跡の 手 を 


ゆるめな いので ある。 

そういう ねばり 強い 男であった から、 前方が 暗につ 

つまれて 見えず とも、 また 海面が いかに 広く とも、 一 

向平 気で とびつ づける のであった。 

それ は ともかく、 彼 はま だ、 英国 艦隊が 放った 駆逐 

機 六 機が 自分 を 追跡 中で ある こと は 知らなかった。 

英国 艦隊 は、 すでに 聴音機で もって 柳 下 機の 進む 方 

向 や 高さ を ちゃんと しらべ て、 出動の 駆逐 機隊に 知ら 

せて あつたの だ。 

そのころ、 わが ホ型 十三 号 潜水艦 は、 風雨 はや や 治 

りかけ たが、 まだ 意地 わるく 荒れ狂う 波浪に もまれな 


がら、 じっと 海面に 浮かんで いた。 艦橋に は 四 五 人の 

人影が うごめい ている。 

「まだ 柳 下 機の 消息 はない か」 

と、 頤紐 をし つかり かけた 水 原 艦長が、 心配そう に 

先任将校 を ふりかえった。 

「は あ、 まだ 本 艦の 聴音機に は 感じない ようです」 

「うむ、 そうか」 

あと は 誰も 黙って、 何も 見えない 夜空 を にらむ ばか 

リ であった。 

それから 五分ば かりたって、 艦橋 当直の 入 野 一等兵 

曹の 声、 


「副 長。 只今 聴音機に 飛行機の 爆音が 入りました」 

「なに、 入った か」 副 長 は 水 原 少佐の 方 を 向いて、 

「艦長、 聴音機が 爆音 をつ かまえました」 

「そうか。 それ はよ かった。 結果 は どんな 工合 か」 

と、 艦長 は 聴音 手の 傍へ 歩 をう つす。 

すると 聴音 手 は、 なぜか 息 を ふうふう 切って は、 丙 

号 聴音機 を やけに ぐるぐ る 廻して いるので あった。 

はざま 

「おい 間。 どうした」 

と、 艦長 は、 つと 聴音 手に すりよった。 

「あ、 艦長」 

と 間 一等 水兵 はちよ つと 口ごもつ たが、 次に とびだ 


してきた の は 意外な 報告！ 

「艦長。 爆音が 二方 面から 聞え ます。 西北西から 聞え 

ますの は 弱く、 東南から 聞え ますの は 相当 強く ありま 

す」 

「なに、 二方 面から —— 」 

この 奇妙な 報告に、 艦橋に つめていた 乗組員 は 

ぎよ つ とした。 

艦長 はじ つ とうなず き、 

「わかった。 弱い 爆音の 方 は 柳 下 機であろう。 もう 一 

つの 東南から 来る の は 油断が ならん ぞ。 機 数 はわから 

んか」 


「すくなくとも 四 機、 あるいは それ 以上で はない かと 

思われます」 

訓練され た 兵員 は、 それほど 能力の ない 器械 を 時に 

その 能力 以上に 使いこなす。 事実、 間 聴音 手の 判断 は、 

ちゃんと 命中して いたので ある。 それ こそ 柳 下 機に 迫 

りくる 英国 駆逐 機 六 機の 爆音で あつ た。 

「距離 は 見当が つかんだ ろうな」 

「はつ、 不明であります」 

柳 下 機が 早く ゴ— ルに 入る か、 それとも 英国 駆逐 機 

隊 がそれ より 早く わが 潜水艦の 頭上に あらわれ るか。 

いずれに もせよ、 柳 下 機の 着水して 無事 艦 内に 収容 


せられる こと は、 非常に むずかしい ことと なった。 

空爆 下の 着 艦 

黒 一 色の 夜空 を 見 あげ、 しばし 考え こんでいた 艦長 

水 原 少佐 は、 このと き 重大なる 決心 をした ものと みえ 

右手 を 伸ばす と、 はっしと 艦橋 をう つた。 

「発火 信号、 用意。 赤 星 三 点！」 

ああなん という 思い切つ た 命令 であろう。 


敵の 駆逐 機隊 は、 頭上に 迫りつつ あるの だ。 だから 

いま 発火 信号 をす る こと は、 柳 下 機に 本 艦の ありか を 

知らせる ことに はなる が、 同時に 相手に、 日本の 潜水 

艦が ここにお ります ぞと、 知らせる ような ものである _ 

そんな こと を すれば、 ホ型 十三 号 自身、 駆逐 機隊 から 

爆弾 を 落される こと は 明らかで はない か。 

しかも 水 原 艦長 は、 決然と して 発火 信号の 用意 を 命 

じたので ある。 

やがて 奥の 方から、 信号 兵の 声で、 

「発火 信号、 赤 星 三 点、 用意よ ろし」 

と、 はっきり 返事が あった。 


「うむ。 II 発射！」 

ど— ん、 ぱぱ ぱっと、 赤 星 三 点！ きらきら 光りな 

がら、 風に 流れて ゆく。 

艦長 以下、 この 発火 信号が もたらす 効果い かにと、 

石像の ように 艦橋に 突立って いる。 

「聴音 班 報告。 柳 下 機 は 近づきました」 

「うむ」 

と濫長 は、 うなる。 

伝声管が 鳴って、 当直 入 野 一 等 兵曹が かけよる。 

「艦長、 無電 班 報告。 英 海軍 駆逐 機隊の 無電 交信 を 傍 

受 せり。 方向 は、 東南東、 距離 不明 なれ ども、 極めて 


接近せ る ものと 認む」 

発信 符号 を しらべ て あるから、 無電の 主 は 何者 だと、 

すぐに 分かる の だ。 

これ を 聞いて 水 原 少佐 は、 唇 をかん だ。 

しかし はじめの 決意 はすこし も 変らなかった。 

「艦長。 監視 班 報告。 左舷 十 度、 高度 五 百メ— トルに 

艦載機の 前部 灯が 見えます」 

おお 柳 下 機 だ。 いよいよ 戻って きたの だ。 

「信号灯 点火、 本 艦の 位置 を 示せ」 

号令と ともに、 艦首と 艦尾に、 青 灯と 赤 灯と がつ い 

た。 


「艦載機 帰艦 用意 —— 探照灯、 左舷 着水 海面 を 照らせ」 

艦 内 は 号令 を 伝える 声と、 作業に かけまわる 水兵た 

ちの 靴音 やかけ 声で、 火事場の ような 騒であった。 

前 檣から は、 青白い 探照灯が さ つ と 波立 つ 海面 を 照 

らしつ けた。 

もうこう なって は 何もかも むきだし だ。 英国 機 はも 

う 頭上に 来て いるか も 知れない。 が、 今 はそんな こと 

を 心配して いる 場合で はない。 

艦長 水 原 少佐 は 厳然と かまえて いる。 いざと いう 時 

に びくともしない 沈勇ぶ り は、 さすがに たのもしい 限 

り だ。 


爆音 は、 もう そこへ 近づいた。 

ばしゃ— つと いう 水 音に 続いて、 ど ど ど ど ど ど。 

探照灯に 照らし 出された 海面へ 叩きつ ける ような フ 

口 ー トの 響。 

おお まぎれ もな く 柳 下 機 だ。 

機 は 水面 を  一 二度 弾んで から、 プロペラ ー をぶ りぶ 

りぶ りと 廻転 させつつ、 たくみに 本 艦に 接近して くる。 

飛行 班員 は 総員 波に あらわれて いる 甲板 上で 大 活動 

を 始めた。 起重機の 腕 はしず かに 横に 伸びて ゆく。 そ 

の 上に よじのぼ つ て 繫留索 を 操って いる 水兵が ある。 

いずれも 人間業と も 思えない 敏捷 さ だ。 


海面 を 滑って 来た 柳 下 機が、 起重機の 腕の 下 をく ぐ 

ろうとした 時、 繫留索 はたく みに 飛行機 をく いとめた。 

水上 機 は 波間より 浮き あが つ た。 

飛行 幅に 飛行服の 柳 下 空曹 長 の 姿が 見える。 

起重機 はぐ— つ と 動きだした。 

艦橋の 上で は 艦長 以下が 固唾をのんで この 繫留 作業 

の 模様 をみ つめている。 

このと き 艦橋 当直 下士官が 叫んだ。 

「艦長、 聴音 班 報告です」 

「おう、 —— 」 

「敵機 襲来。 その 数 六 機。 いずれも 本 艦 頭上に あり。 


「本 艦 頭上 か。 よし」 

次 は 急降下爆撃と おいでな さる か。 

「作業、 急げ！」 

甲板 上で は、 飛行 班の 指揮者が 呶 鳴って いる。 

と、 その 時 左舷の 方に あたって、 眼 も くらむ ような 

大 閃光と 同時に 艦橋 も 檣 も 火の 海！ 

だ だ だ— ん、 がが が— ん。 

ひゆう ひゆう ひゆう。 ざ ざ ざ ざ つ 。 

天 も 海 も ひ つ くりかえる ような 大 音響 だ。 

「空爆 だ！」 


「作業、 急げ！」 

「総員、 波に 気をつけ！」 

大きな うねりが、 艦尾から 滝の ように 襲い かかって 

きた。 

艦橋 も 檣 も 起重機 も、 そして 艦載機 も、 その 激浪に 

のまれて しまった かと 思われた。 二 千 トンの 潜水艦が、 

木の葉の ように ゆれる。 

「作業、 急げ！」 

この 騒ぎの 中に 落ち つ いた 号令が たのもしく 聞え た。 

水 原 少佐 は 全身 ずぶぬれ になった こと も 知らぬ 気に 

繫留 作業 をみ つめている。 


いま 爆弾 を 落した 敵機 群が どこに いるの か、 知らぬ 

といった 顔であった。 

がらがら がら、 がらがら がらと、 鎖 は 甲板 を 走る。 

号笛が ぴ いびいと 鳴る。 

「よし、 うまくいった。 そこで  一、 二、 三」 

ついに 艦載機 はう まく 格納庫に 入った。 

鉄扉 は 左右から 固く とじられた。 

たたた たたつ と、 作業 をお えて 甲板 を 走って かえる 

飛行 班の 兵員た ち。 

天佑で あつたか、 爆撃 下の 難 作業 は 見事に 成功した 

のだった。 


艦長 は、 はじめて にこりと 笑って、 爆音 しきりにき 

こえる 暗 空 を 見上げた。 そして、 「急ぎ 潜航 用意、 総員 

艦 内に 下れ！」 

と 号令した。 

まことに 水ぎ わ 立った 引 楊であった。 

甲板から も、 艦橋から も、 人影が 消えた。 艦 はすで 

に 波間に ぐんぐん 沈下し つ つ ある。 

嚇 かしの ように、 こんど は 艦首 はるか 向こうに 爆弾 

が 落ちて、 はげしい 閃光と、 見上げる ように 背の 高い 

水柱と、 硝煙と 大 音響と 波浪が 起きた けれど、 わが 潜 

水 艦 はまる で それに 気がつか ないかの ように、 黒 鯨の 


ような その 大きな 艦 体 を しずかに しずかに 波間に 没し 

さった のであった。 

壊れた 窓 硝子 

飛行 島の 鋼鉄 宮殿の 中。 

そこ は 重傷の 杉 田 一 一等 水兵が ベ ッドに 横たわつ てい 

る 病室で あつたが、 入口の 扉 を 背に、 可憐な 梨花が し 

くしく 泣いて いる。 


「梨花。 こんなた いへんな こと をし でかして、 お前 ど 

う 詫びます か」 

と、 かんかん になって 怒って いるの は、 白人の 看護 

まどガラス 

婦 だった。 見れば、 病室の 大きな 窓 硝子が 二 枚 も、 め 

ちゃめち やに 壊れて いる。 

床の 上に は、 雑巾 棒が ながながと 横たわつ ている。 

白人 看護婦に 叱りつ けられて、 梨花 は 声 を あげて 泣 

き だした。 

杉 田 二等 水兵 は ベッドに 寝た まま、 枕から 頭 を もた 

げ、 

「おいおい、 いい加減 にして 喧嘩 はやめに しろ。 —— 


といった つて、 俺の 日本語 は 一向 相手に 通じ やしない。 

どうも こい つ は 弱った」 

と、 また 頭 を 枕の 上に どしんと おいて、 眼 をつ むつ 

た。 

「この 硝子 は 高 いんです よ。 お前なん かが 一年 働い 

たって、 一 一年 働いた つ て、 買える ような 硝子 じ やなく つ 

てよ」 

と、 白人の 看護婦 は、 にくにくしげ に 梨花 を にらみ 

つけた。 どうやら、 まだまだ 小言が 足りない といった 

様子 だ。 

「あ、 そうだ」 


杉 田 二等 水兵 はまた 枕から 頭 を もたげた。 そして 両 

手 を 出して、 手真似 を はじめた。 

はじめ 白人 看護婦 を 指して 右の 人 さし 指 を 一 本た て、 

こんど は 梨花 を 指して 左の 人 さし 指 を 一 本立てた。 そ 

して それ を 向かい あわせに もってき て、 ぴ よこび よこ 

さげ、 両方の 指が しきりに お辞儀 をして いるよう な 型 

を やつ て 見せた。 

梨花 は、 顔 を あげて、 杉 田 二等 水兵の 指 芝居 をな が 

めて いる。 白人 看護婦の 方 は、 腕ぐ み をした まま、 ち 

らと 見て、 

(わかって いるよ、 わかって いるよ) 


と、 頤を しゃくって みせた。 

杉 田 二等 水兵 は、 尚 仲直り を させよう として、 自分 

の 両手 をが つちり 握り あわせて、 しきりに 上下に ふつ 

てみ せた。 

「梨花、 さっきお 前が たのみに いった 硝子 屋は、 まだ 

来ない じ やない か」 

そういった 白人 看護婦の 話から 察する と、 梨花 はも 

うかな リ前 にこの 窓 硝子 を 破った ものら しかった。 硝 

子屋に 至急 壊れた 窓 硝子 を 入れ かえるよ うに 命じ て あ 

る ものら し い。 

「じ や。 もう 一せ 又、 さいそくして まいりましょう か」 


「そうお し。 早くな おしてお いて くれなければ、 あた 

しが ドクトルに 吒られ ちまう じ やない の」 

梨花が、 かしこまって、 扉から 出ようと した 時、 こ 

の 扉の 外から ノックの 音が あった。 

白人 看護婦 は、 はっと 胸 をお さえて 扉の 方 を 向いた。 

と 扉が あいて 入って きたの は、 大きな 硝子 板 を 抱え 

た 中国人の 硝子 屋 だった。 

「まあび つくりした。 硝子 屋 かい。 ずいぶん 前にた の 

ん だのに、 来る のが 遅い ねえ」 

「へえへ えどう も 相す みません。 すぐに 入れ かえます 

よ、 美しい お 嬢 さま」 


美しい お 嬢 さまと 呼ばれて、 看護婦 はま あ —— とう 

れ しそうに 眼 を 天井に つりあげる。 

とたんに、 が しゃんと 大きな 音。 

「き やつ、 —— 」 

中国人の 硝子 屋が、 硝子 板の さきで もって、 看護婦 

の そば にあった 大きな 花活を 床の 上に つ き 落し て 壊し 

てし まった。 水が ざあっと 看護婦の 白い 制服に ひっか 

かって、 たいへんな ことにな つた。 

「あつ、 あつ、 あつ、 これ このと ぉリ、 私、 いくらで 

も 弁償し ます。 お嬢さん、 ゆるして ください」 

中国人の 硝子 屋 はしき りと あやまる。 


看護婦 は、 あまりの ことに 呆れて 声 もで ない という 

風で あつたが、 やがてつ かっかと 中国人の そばに 寄る 

と 見る まに、 平手で 彼の 頰を ぴしゃりと ひっぱたいて、 

すたすたと 部屋 を 出て い つ てし ま つ た。 

中国人の 硝子 屋は、 怒る か 泣く かする かと おもいの 

ほか、 にやと 笑った。 意外、 流暢な 日本語で、 

「う ふ ふ ふ、 俺の 頰っぺ た をう つたん じ や、 手の 方が 

いたかったろう」 

といった。 ベッドの 上の 杉 田 二等 水兵 は、 あっと 

い つたき り 眼 を 皿の ようにして 怪 中国人の 顔 をみ つめ 

たの も 尤もであった。 


この 怪しい 硝子 屋の 正体 は、 そ もな に 者であろう I 

I いうまでもなく、 さきに 梨花と しめし 合わせて おい 

た われ 等の 勇士 川上 機関 大尉の 巧みな 変装で あつたの 

だ。 

「おお、 あなた は。 —— 」 

とべ ッドの 上に おきあがろう とする 感激の 杉 田 一 一等 

水兵！ 

川上 機関 大尉 は、 それ を 制して、 硝子 板 を そこへ お 

くと、 いそいで 杉 田の 枕辺に かけよった。 

梨花 はけ なげに も、 扉の 外に 立って、 見張に あたる。 

窓 硝子 は、 彼女が あやまって 壊した ので はなく、 これ 


ぞ 川上 機関 大尉の い い つけに よ つ てわざと 壊した ので 

あった。 


再会 


「ああ 上官！」 

と 杉 田 は 胸が せまつ て あと はいえない。 

川上 機関 大尉 は 部下の 手 をぐ つと 握って、 

「杉 田、 よく 辛抱して いたな。 それでこそ、 真の 日本 


男児 だ。 銃剣 をと つて、 敵陣 地に おどりこむ ばかりが 

勇士で はない。 報国の 大事 業の ため、 しのぶべ から ざ 

る 恥 をし のび、 苦痛に こらえて いるお 前 も、 また 立派 

な 勇士 だ。 しかし 梨花に きけば、 お前 はこの ごろ 食事 

も あま リ とらぬ という ことじ やない か。 そんな こと を 

して 体 を 弱らせて おいて は、 いざと いう 時に 思いき つ 

た 働きが できな いで はない か」 

川上 は 部下 を 励ました リ 叱ったり した。 これに はさ 

すがの 杉 田 二等 水兵 も 一 言 もない。 

「川上 機関 大尉。 私が 悪う ございました。 これから は 

体 を 大切に いたします。 そして どんな ことがあっても 


望 を 捨てず、 ご 奉公の 折の 来る の を 待ちます。 申し わ 

け ありませ ぬ」 

病床から、 杉 田 は 川上 機関 大尉の 手 をお しいた だい 

た。 

「うむ、 よくいった。 ここ は 敵地 だ。 焦るな。 体力 を 

やしなえ。 そして 機会が いたった とき は、 俺と 一し よ 

に 死んでくれ」 

「はい、 —— 」 

「杉 田 二等 水兵。 もう 長話 はでき ぬが、 この 飛行 島 も 

いよいよ 近く 動きだす ぞ」 

「えつ、 飛行 島が うごきだします か」 


「そうだ。 試運転 を はじめる よう だ。 貴様 もよ く 気 を 

くばって おれ、 いよいよ 手 を 借りる とき は、 梨花に た 

のんで お前に 伝える からな」 

「はい、 よく 分かりました」 

このと き 梨花が、 扉 を ことことと 叩いた。 誰か 来る 

との 知らせで ある。 

川上 機関 大尉 は、 もう 一 度 病床の 杉 田の 手 を 握りし 

め、 

「さあ、 誰か 来た。 気づかれるな。 俺の 硝子 入 替えの 

腕前 を そこで 見物し とれ」 

「上官 は 硝子の 入 替えに も 御 堪能であります か。 私 は 


おどろきました」 

「う ふ、 II」 

川上 機関 大尉 は、 杉 田の そば を はなれる とまた 元の 

中国人の 硝子 屋 にかえって、 ぬからぬ 顔で 壊れた 窓硝 

子の パテ を はがしに かかった。 

扉 を あけて 入って きたの は、 さきの 看護婦と リット 

少将の 二人だった。 

「なんだ マリ ー。 これば つかりの 窓 硝子なん か 何でも 

ないじ やない か、 どんどん 入 替えさせる がいい。 しか 

し 硝子 は 丈夫な 硬質 硝子で ない と、 本 艦が 二十 インチ 

の 主砲 を どんと 一 発 放った 時 は、 ばらばらに 粉砕して 


しまう からな」 

川上 機関 大尉の 眼が きらり と 光った。 

一 一十 インチの 主砲！ 

リ ッ ト 少将が つ い 不用意 の 言葉 を もら したの だ。 杉 

田 は 英語が わからな いし、 硝子 屋は 中国人で、 大した 

こと はない と 思って いたの かも 知れない。 

川上 機関 大尉 は、 どこで 修業して きたの か、 ものな 

れた 手つきで、 どんどん 窓 硝子の 取替え 作業 をす すめ 

ていった。 

XXX 

こっち は、 危 いところ で 英国 駆逐 機隊の 爆弾 を 避け 


る ことができた 潜水艦 ホ型 十三 号の 艦 内であった。 

艦 は 巧みなる 潜航 をつ づけ、 北東へ ずんずん 脱出し 

て ゆく うち、 いつしか 夜 は ほのぼのと 明け放れた。 

柳 下 航空 兵曹長 は、 目 ざめ ると ともに、 昨夜の 死の 

偵察 のとき に、 空中から 飛行 島 を 撮影した 沢山な 写真 

が、 どんな 風に とれて いるか 気になって たまらな かつ 

た。 

そこで 彼 は、 服装 をと とのえ ると、 すたすたと 写真 

室の 方へ 歩いて いった。 

「おう、 昨夜の 写真 はでき ている か」 

と、 空曹 長が 外から 声をかけ ると、 中から は、 仲よ 


しの 西條 兵曹長の 声で、 

「おう、 今、 できた。 しずかに 入って こい」 

「なに、 もうで きとる か。 いやに 勿体ぶるな。 それな 

ら なに をお いても 第 一 番に俺 様に 見せ なきやい かん 

じ やない か」 

と ふざけながら 室内へ 威勢よ くと びこん だが、 足 を 

踏み いれる こと 僅か  一 二 歩で (しまった！) と 思った。 

同時に、 はっと 挙手の 敬礼 をした。 —— 

無理 もない。 室内に は、 すでに 艦長 水 原 少佐 以下の 

幹部 士官が 集って いて、 いき をのむ ようにして、 つぎ 

はぎ だらけの 卓子 かけよりも 大きい 空中 撮影 写真に 見 


入 つ ている ところで あ つ た。 

柳 下 空曹 長 は、 うらめし そうに 西 條の方 を 見れば、 

西 條の眼 は、 「それみ たこと か。 だから 『しずかに 入つ 

てこい！』 といった ではない か」 

といた ずらそう に 笑つ ている。 

艦長 は ほほえみながら、 柳 下の 方 を 向いて、 

「おお、 どう だ。 元気 は 回復した か」 と 思いやりの あ 

る 言葉 を かけ、 それから 柳 下のと つ てきた 空中 撮影 写 

真 を 指さしながら、 

「これ を 見よ。 お前の 奮闘の 甲斐あって、 この 写真に 

川上 機関 大尉の 生死に 関する 重大な 手がかりが 現れて 


おる」 

「は つ 」 

「肉眼で は、 煙幕 その他に さえぎられて 見えなかった 

ので あろうが、 写真に はちゃん と 現れて いるの だ。 こ 

れだ、 甲板の 上に 黒々 と 書かれて いる この 記号 だ。 『〇 

〇><△』  見える だろう」 

「は あ、 見えます。 不思議で すな あ。 昨夜 はどうい う 

もの か、 みとめる ことができませんで したが」 

「うむ。 それ はさつ きいった とおり だ。 この 記号 こそ 

は、 通信 機の ない ときの 制 式 組合 暗号 だ。 で 川上 機関 

大尉 は 生きて いる ぞ。 しかも この 記号の 意味 は、 す こ 


ぶる 重大 だ。 それ を 解読して みると、 『八日 夜、 試運転 

ヲ スル』 となる。 飛行 島 はいよ いよ 仮面 を はいで、 大 

航空母艦 として 洋上 を航 進す るの だ。 われわれ は、 ど 

んな 困難 をし のんでも、 その 試運転 を 監視せ ねばなら 

ない。 帝国 海軍に とっての 一 大 脅威 だ！」 

八日の 夜と いえば、 あます ところもう 三 昼夜し かな 

い。 三 昼夜 後に は、 この 恐るべき 洋上の 怪物が 波浪 を 

蹴って うごきだす ところが 見られる の だ。 その 壮絶な 

る 光景 をお もうて、 一 同 は、 思わず 武者ぶ るい をした _ 

水 原 少佐 は、 無電 班に 命じて、 この 写真 を 即刻 連合 

艦隊 旗艦 へ 電送す るよう 命じた。 


南シナ海の 空気 は、 次第に 重く るし さ を 加えた。 

きわま 

進退 谷 る！ 

杉 田 二等 水兵の 病室で は、 中国人の 硝子 屋に 変装し 

ている 川上 機関 大尉が、 器用な 手つきで 窓 硝子の 入替 

え を つづけて いる。 

室内で は、 リット 少将が、 看護婦 マリ ー の 怒ったり 

わめいた りする の をし きりに なだめて いる。 


梨花 は 扉の そとに 小さくな つてい る。 

杉 田 二等 水兵 は、 上官の 正体が 見破られ はしない か 

と、 ベッドの 中で はら はらして いる。 しかし 川上 機関 

大尉 はおち つき はらって、 窓枠に 硝子 板 を はめて、 パ 

テを つめている。 

そこへ 龃 けこんで きたの が、 ス ミス 中尉であった。 

ス ミス 中尉が 龃 けこんで くる 時には、 きっと 一大事が 

起って いるものと 考えて よい。 リット 少将 は、 また か 

というよ うな 顔 をして、 看護婦の 肩から 手 を はなした。 

「閣下、 一 大事で ございます」 

「どうもそう らしい ね。 労働者が さわぎ だした とで も 


いうの か」 

「いえ。 そんな ことではありません、 香港 経由の 東京 

電報です。 これ を ごらんく ださい」 

と、 ス ミス 中尉 は リット 少将の 前に、 数枚の 紙片 を 

さしだした。 

窓枠に のぼって いる 川上 機関 大尉の 眼が ぎよろ りと 

うごく。 

「う— む、 —— 」 

と リット 少将 は 紙片 を 見つめた まま、 ひくい うめき 

に 似た 驚きの 声 を あげた。 

「横 須賀 軍港 付近に お いて 英国 水兵 殺害 さる。 加害者 


は 日本 少年。 —— ふ ー む、 なんという 野蛮な 国だろう」 

と、 少将 は 自分の 国の ずる さや 野蛮 さは 棚に あげて、 

つぶやいた。 

次の 一 枚の 電文に は、 その 事件が くわしく しるされ 

ていた。 

それによ ると、 横 浜 港に 入港して いた 英国 巡洋艦 ピ 

ラ ミツ ド 号の 一 水兵が、 横須賀 軍港 近くの 小高い 丘で、 

桜 井元 夫と いう 中学生に 刺し殺され たと いうので あつ 

た。 

その 少年の 告白に よれば —— 

水兵が 要塞 地帯の 写真 をと つていた ので、 注意す る 


と、 水兵 は、 はじめ ぎょっとした 様子で あつたが、 あ 

たりに 人通りの ない の を 見す ますと、 ナイフ を 揮って 

襲い かかって 来た。 そこで 少年 は 必死に 逃げた が、 遂 

に 崖のと ころに 追い つめられて 絶体絶命 となった ので、 

己むな く 習い 覚えた 柔道の 手で ナイフ を 奪いと り ざま、 

相手 をつ きとば した。 その 時運 悪く ナイフで 急所 をつ 

いた。 —— というの であった。 

が、 理由 は ともかく、 光栄 ある 英国 海軍の 水兵が、 

日本人の 手に よって 殺害され たという こと は、 由々 し 

き 一 大事 だとい うのであった。 

日英 関係の けわしい 折 柄、 英国が、 これ を 国交 上の 


大 問題と してと りあげた の は、 尤もな ことであった。 

今から ちょうど 百年 前、 英国 は 中国 を 相手に 阿片 戦 

争 をお こした が、 この 時た つた 一 人の 英人 宣教師が 殺 

された の を 口実と して、 あの 香港 を 奪いと つて 今日に 

およんで いるので ある。 英領 埃 及に おいてし かり、 英 

領 印度に おいてし かり、 英領 アフリカ 植民地に おいて 

もまた 同様であった。 英国の これまで 他国 を 奪いと る 

ときに 用いた 手段 は、 いつも これであった。 

リット 少将 は、 電文 をよ みながら、 奇異な 叫 声 を あ 

げたが、 やがて、 うす 気味 悪い 笑 を 口の あたりに 浮か 

ベ ると、 


「ふ— ん、 いよいよ 面白くな つて 来た ぞ。 この 分で は、 

意外に 早く、 飛行 島の 威力 をし めす 時が 来る かも 知れ 

ぬ」 

つぶやく ように いうと、 東京 電報 をス ミス 中尉に か 

えし、 ベッドに 横たわる 杉 田 二等 水兵の 方 をぐ つとに 

ら みつけた。 

その 時 川上 機関 大尉 は、 すっかり 窓 硝子の 入 替え を 

おわって、 下にお リた。 そしてな にくわぬ 顔 をして、 

リット 少将と ス ミス 中尉の 間 を すりぬけ、 いまや 扉に 

手 を かけよう とした 時、 ス ミス 中尉 は 腕 を 伸ばして、 

「あ、 待て！」 


と 大喝 一 声、 川上 機関 大尉の 腕 をね じり あげた。 

「あ 痛、 たたた、  -」 

と、 川上 は 顔 を 伏せて わざと 痛そう に 悲鳴 を あげる 

と、 ス ミス 中尉 は 威た け 高に なって、 

「貴様 だ な 、 昨夜 飛行甲板 の 上 いっぱいに、 ペンキで 

いたずら 書 を やった の は」 

「そんな こと を  」 

「黙れ。 貴様の 手首に くっつい ている 黒 ペンキが、 な 

にも かも 白状して いる ぞ。 なぜ あんな こと を やった。 

これ、 こっちへ 顔 を 見せろ」 

といった が、 その 時ス ミス 中尉の 心臓 は どきっとと 


まりそう にな つ た。 

「あつ、 貴様 はこの 前の 怪 中国人！」 

中尉 は、 リット 少将に 眼く ばせ すると 同時に、 非常 

呼 集の 笛 を ひょうひょうと 吹いた。 

それに 応じて、 廊下に どやどやと 入りみ だれた 靴音 

が 近づ いてきた。 警備隊 員が 銃 を も つ て龃 けつけ る 音 

だ。 

いま はこれ までと、 川上 機関 大尉 は 観念した。 この 

敵 をな ぐり 殺す ことな ど は、 さしてむ つかしい ことで 

はない が、 自分に はもう すこし 果 さなければ ならぬ 重 

大 任務が ある。 ここ は 一刻も早く 逃げる こと だ。 


だが 警備隊 員 はすで に 入口に せまって いる。 ほかに 

出口 はない。 リット 少将 もス ミス 中尉 も ピストル を 

持って いるだろう。 とすると 遂に 袋の 鼠と なりはてた 

のか。 

(捨身 だ！) 

と つ さに 肚を きめた 川上 機関 大尉 は、 

「えい！」 

と 叫んで 身 を しずめた。 

「う— む」 

ス ミス 中尉 は脾腹 をお さえ、 その 場に 倒れた。 川上 

あてみ 

磯 関大 尉 得意の 当 身で あ つ た。 


リット 少将 はさす がに 武将 だ、 いちはやく ベッドの 

うしろに 隠れて、 ピストル を 乱射す る。 入口から は、 

遂に わ— つと 警備隊 員が 銃剣 を きらめかして とびこん 

できた。 

「杉 田、 起き あがつ ちゃい かん ぞ！」 

と、 川上 大尉 は 大声で 叫んで 室の 真中に 仁王 立ちと 

なった。 彼の 手に は、 窓 硝子 を 挟んで きた 二 枚の 板片 

が 握られて いるば かりで、 他に 弾丸 や 銃剣 を ふせぐ ベ 

き 道具 はなに 一 つもち あわして いない。 

ああ われらの 大 勇士 川上 機関 大尉の 運命 やい かに？ 


離れ 業 


われ 等の 大勇 士 川上 機関 大尉が 危 い！ 

重大 命令 をう けて 秘密の 飛行 島に 忍び こみ、 幾度 か 

危ぃ 目に 遭いながら も、 今まで は 武運に めぐまれて、 

どうにか きりぬけて 来た 彼  その 彼に も 最後の 日 は 

ついに 来たの か。 思えば 無念で はない か。 

あと 二日で、 飛行 島 は、 試運転 を やろうと いうので 

ある。 そして、 どこかに 隠されて ある 二十 インチ 砲が、 


大空に む つ くりと 恐し い 姿 を 現す ところが 見られる と 

いうので ある。 

わが 日 東 帝国の ため、 いよいよ これから 本当の 腕 を 

ふるって 貰わねば ならぬ という 時、 部下 思いの 川上 機 

関大 尉 は、 杉 田 二等 水兵 を 見舞った ばかりに、 変装 を 

見破られて しまったの である。 

飛行 島 建設 団長 リット 少将と 警備隊 員 は、 彼 を、 ぐ 

るりと 取りまい て 銃口 をつ きつけた。 

機関 大尉 は、 とっさに 強敵 ス ミス 中尉 を、 突き倒し 

たが、 敵 は 多勢、 味方 は 一 人、 しかも 敵の 人数 は 刻々 

ふえる ばかりで ある。 最早 どうす る こと も 出来ない。 


機関 大尉 は、 つ いに 部屋の 真中に 身う ごき もなら ず、 

突立った ままであった。 

「杉 田、 貴様 は 起きるな よ」 

この 期に およんでも、 自分の 身 を 心配す る 前に、 部 

下の 杉 田の こと をし きりに 気づかつ ている。 

「上官！」 

と、 杉 田 は ベッドの 上で、 歯 を ばりばりと かみあわ 

せて 悲痛な 思 だ。 いくら 起きるな と 命令しても、 いま 

自分の 前で 上官が 射殺されようと している の だ。 

「杉 田、 俺の ことなら 心配す るな。 俺 は 大丈夫 だ！」 

「でも、  」 


早口に 叫ぶ 川上 機関 大尉、 上官の 自信 ある 言葉 を か 

え つ て 心配す る 杉 田 一 一等 水兵。 

一 秒、 一一 秒、 三 秒 ：：： 

(もう、 こちらの もの だ) リット 少将 はじめ 警備隊 員 

が、 そう 思った の も 無理はなかった。 

沈勇なる 川上 機関 大尉 は、 その 相手の 心の ちょっと 

した ゆるみの 瞬間 を 狙 つていた のだった。 

「ええい！」 

と 一 声、 室内の 空気 を 破る すごい 気合が 聞え たかと 

思う と、 驚くべき ことが 起って いた。 彼の 体 を 弾丸の 

ごとく 縮め、 硝子 窓の 真中め がけて ぶつ つけたので 


あった。 いや、 ぶつつ けたので はなくて、 その 大きな 

窓 硝子 を 全身で もつ てうち やぶり、 外 へ とびだして 

行った のであった。 

力ち、 ぺん 力ら 力ら 力ら 

ひどい 音 だ。 その 音が、 リット 少将の 耳に はいった 

時 は、 機関 大尉 は、 硝子の 破片 もろとも、 窓の 外へ お 

どり 越えて いたのであった。 

一 一枚の 板片 —— 彼が 両手に しっかと 持って いた その 

板片 は、 この 大 冒険に あたって、 彼の 顔面が じかに 窓 

硝子に 当つ て大 怪我 をす るの を 安全に ふせいだ ので 

あった。 


機関 学校 時代、 機械 体操に かけて は 級 中に 鳴り ひび 

いた 川上 機関 大尉で あれば こそでき た 離れ 業であった。 

「ああ！」 

「おお！」 

さすがの リット 少将 も、 また 警備隊 員 達 も、 この 早 

業に すっかり 胆を つぶして しまって、 藁人形の ように 

窓 硝子の 穴 を 呆然と みつめる ばかりで あ つ た。 

杉 田 二等 水兵 は、 胸が す— つと した。 そして、 

「おお！」 と、 思わずう なった。 こんな 痛快な ことが 

またとあろう か。 もう 死んだ ものと 諦めた 刹那に、 

ぱっと 生き かえった ので ある。 死中に 活を 求める。 こ 


れ こそ 日本に のみ 伝わる 武芸の 神秘であった。 

「おい、 お前た ち、 なに をして いる。 早く 追え！」 

リット 少将の、 われ 鐘の ような 怒声に、 警備隊 員た 

ち は、 やっと われに かえった。 

「あつ、 向こうへ 飛びお りた ぞ」 

「I 力すな」 

すぐさま 二手に わかれて 川上 機関 大尉の あと を 追い 

かけた。 が、 機関 大尉が、 いつまでも 追って 来る 彼等 

を 待って いる はずはなかった。 

窓枠の 上に のぼり、 こわれた 窓から 外 を 恐る恐る 視 

いた 警備隊 員の 顔と、 一方 外から、 大廻 をして 破れた 


窓 を 見上げた 警備隊 員 の 顔と が、 上から と 下から とく 

すぐった く 視線 をぶ つ つけ、 

「ちえつ、 逃げられ たか」 

「恐し く はしつ こい 奴め だ」 

と、 つぶやきながら 横 を 向いて しまった。 飛行 島の 

アンテナ 線に とまって いた 阿呆 鳥の 群が、 このと き 白 

い 糞 を 下にお として、 藍 をと かした ような 大空にば つ 

と 飛び立った。 


懸賞の 首 


自室に 戻った リット 少将の、 怒った顔 こそ、 この 飛 

行 島が できて からこの 方の 大見 物であった。 

「ばかめ、 ばかめ、 犬ば かめ！」 

自分自身 を 罵る ように 呶鳴リ 散らしながら、 絨毯の 

上 を ど すんど すん と 歩き まわる ので あ つ た。 

「相手 は、 たった 一人で はない か。 たった 一人の 東洋 

人 を 捕らえ かねて、 島内が まるで 蜂の巣 をつつ いたよ 

うに 騒ぎ まわって いると は、 一たい 何たる ざま だ。 

リット、 お前 は、 何のた めに、 大勢の すぐれた 部下 を 


率いて いるの だ」 

日頃から、 われ こそ、 大英 帝国の 名誉 を 傷つけ ぬ 名 

将と、 自負して いる リット 少将と して は、 この 無念 さ 

は、 無理から ぬ ことであった。 

「このまま では、 捨てお けん。 いかなる 犠牲 を 払って 

も、 奴 を ひつ 捕らえる の だ。 そして 八つ ざき にして や 

るの だ」 

そこへ、 リット 少将お 気に入りの ス ミス 中尉が、 姿 

を あらわした。 

「閣下、 さきほど は 不体裁な ところ をお 目に かけ まし 

て 申し わけあ リ ません」 


「おお ス ミス 中尉 か。 君 は 武芸に かけて はたい へん 自 

信が あるよう な こと をい つていた が、 東洋人に はきき 

めがないら しいね」 

「恐れ入りました。 それにしても、 どこに どうして 生 

きていた のか、 死んだ とば かリ 思い こんで いた 川上が、 

生きて いて、 甲板に 妙な もの を 書いたり、 火 をつ けた 

り、 又 硝子 屋 などにば けて、 島内 を 騒がせて いようと 

は 夢にも 思いませんでした」 

中尉 は、 先刻、 脾腹 をした たか 突かれて 眼 を まわし 

たので、 この ことにつ きこれ 以上、 話 をす るの は 損 だ 

と 思った。 そこで、 


「閣下、 これから あの 川上に 対する 処置 は、 いかがな 

さいます か」 

「そのこと だて」 

と リット 少将 は、 また 苦虫 を かみつぶし たような 顔 

になり、 

「もう 試運転まで あと 二日し かないと いうのに、 あの 

川上 を、 このまま にして置く こと はでき ない。 そうだ _ 

これから 島内 大 捜索 を 命令しょう。 それに は大 懸賞に 

限る。 川上 を 生 捕に した 者に は 二 千 ポンド 二 ポンド 

は 現在 約 十七 円 位) の 賞金 を 与える。 また 川上 を 殺し 

た 者に は、 一 千 ポンド を 与える。 どう だ、 これなら 顔 


の 黄い ろい 労働者た ち も、 よろこんで 川上 を 追い まわ 

すに ちがいない ではない か」 

「二 千 ポンドに 一 千 ポンドで すか」 

「そうだ、 賞金が 少 いとで もい うの か」 

「そうです。 川上が あと 一 一日 間に 捕らえられなければ、 

この 飛行 島 は 試運転 を 思いとどまらなければ なり ませ 

ん。 

今朝 も 聞き ましたが、 横須賀 軍港 付近に おいて、 わ 

が 水兵が 日本の 少年の 手に よ つ て 殺害され た 大事 件 か 

ら、 英日 両国の 間 は 急に 悪くな り、 いつ どんな 事が 起 

るか もしれ ない 様子 だとい うではありません か。 わが 


飛行 島の ために は、 又とない 機会が いま 来ようと して 

いる わけです。 

ところがです、 その 前に 彼が 飛行 島の 秘密 を 探って、 

本国へ 知らせたら どういう ことになります か。 油断の 

ならぬ 日本海 軍の ことです から、 何 を はじめる か 分か 

ら ないで はありません か」 

「わしに も それく らいの こと は、 ちゃんと 分かって い 

るよ、 そう くどくど しゃべら なくと も、  それで ど 

うだと いうんだ」 

少将 閣下 は、 たたみかけて 叫んだ。 

「もちろん 閣下に もお 分かりの ことと 思います が、 と 


にかく そういう わけで、 ここ 二日のう ちに 川上 を 捕ら 

えて、 殺して しまわねば なりません。 それ を 間違いな 

くやる ために は、 賞金 を うんと 奮発して 労働者 達 を 総 

動員す る y J とが 大切です。 あ の 大豪 川上に 向かう 者 は、 

一 つし かない 自分の 命 を 捨てて かからね ばなら ぬので 

す。 賞金 は、 命 を 捨てさせ るに 十分な ほど 慾 心 を もえ 

たたせ る 金額でなくて はいけ ません。 二 千 ポンドに 一 

千 ポンドな どと は、 この 飛行 島 建設費の 何 万 分の 一 … 

〜」 

「もういい。 分かった。 もういうな」 

リット 少将 は 口に くわえて いた 葉巻 を 思わずぶ つり 


と嚙 みき つ て、 

「よお し、 二 万 ポンドに 一万 ポンド！ どう だ、 これ 

なら 文句 はなかろう」 

賞金 は 一 躍 十倍に はねあが つ た。 

「えつ、 二 万 ポンドに 一万 ポンド！ そいつ はす ばら 

しい」 

と、 ス ミス 中尉 は 思わず 靴の 裏で、 床の 上 を どんと 

蹴った。 


力 ワカ ミ 騒ぎ 


かくして 飛行 島の 大 捜索が はじまった。 

川上 機関 大尉の 首に かけられた 賞金 はお どろくな か 

れ、 一 一万 ポンドに 一 万 ポンド！ 

この 告示が、 島内 隈なく 貼り だされる と、 人心 は 鼎 

のように わきたった。 どの 告示板の 前に も、 黒山の よ 

うな 人だかりだった。 

「賞金 二 万 ポンド だって？ うわ— つ、 おつ そろし い 

大金 だな」 

「それだけ 貰える と、 故郷へ とんで かえって、 山 や 川 


の ある 広い 土地 を 買いと り、 それから 美しい お 姫 さま 

を娶 つて、 俺 は 世界一 の 幸福な 王様に なれる よ。 う 

わ— つ、 気が 変にな りそう だ」 

「おお、 俺 も 気が 変にな りそう だ。 誰か 俺の 体 をお さ 

えていて くんな、 俺が 暴れ だすと いけない から …… 」 

と、 たいへんな 騒が はじまった。 

告示板に は、 川上 機関 大尉の 写真 こそ 出て いなかつ 

たが、 その 人相 や 背の 高さ、 それから 皮膚の 色 や 服装 

など もく わしく 記されて いたので、 飛行 島の 人た ち は、 

それ を いそがしく ノ ー 卜に とったり、 文字の 読めない 

連中 は、 人に 読んで もらった りして、 めいめい 川上 機 


関大 尉の 顔 を いろいろに 想像して、 胸の 中に おさめた。 

それから さきが、 またたい へんであった。 

飛行 島の 人た ち は、 もうこれ までのよ うに、 甲板 や 

通路の 上 を、 のんきに 大手 を ふって 歩け なくなった。 

向こうから来る 人影が あれば、 彼奴 こそお 尋 者の 力 ヮ 

カミ ではない かと 思い、 いざと い えば 相手 の 上に おど 

りか かろうと、 泥棒 猫の ような 変な 恰好で すれちがう 

のであった。 

いや、 こっちが 向こう を 狙って いるば かりで はない。 

向こう もまた、 こ つちが 一 一万 ポンドで はない かしらと 

思い、 実に 怪しげな 物腰で、 そろり そろり と 横む き 歩 


きで 近づく。 

こうして 近づいて、 お 互 さまに 力 ワカ ミ でなかった 

と 分かった とき、 彼等 はき まって、 チ エツと 舌 打 をし 

た。 相手の 大きな 舌 打が 自分に 聞え ると、 お 互にが つ 

かりして すれちがう。 歩行者 は、 こうして 人に 行き 会 

うたび に、 心 を 疲らせた。 まことに、 ふきだし たくな 

るよう な 騒であった。 

リ ッ ト 少将に と つて、 二 万 ポンドの 大 懸賞金 を 放り 

ださねば なら なくなつ たこと は大 悲劇で あつたが、 そ 

の大 懸賞金 を 追い かける 飛行 島の 人々 の 血走った 眼の 

色な ど は、 およそ 大 喜劇と いう ほかない。 


いや、 その 大 喜劇 は、 その 夕方に なっても つと はげ 

しくな つた。 

それ は 夕刻 六 時までに 「力 ワカ ミ大 懸賞 捜索 本部」 

へ 引かれて 来た 重大 犯人 川上の 数が なんと 七十 何 名と 

いう 夥しい 数に 達した ことであった。 

川上 機関 大尉が 七十 何 名 も い る？ 

当の 川上 機関 大尉が これ を 聞いたら、 どんな 顔 をす 

るであろう か。 

いや、 その 七十 何 名の 中に、 本物の 川上 機関 大尉が 

まじって いるか もしれ ない の だ。 そして、 夥しい この 

力 ワカ ミ 集団 を 見て 苦笑 をして いるか もしれ ない。 


もし その 中に 本物の 川上 機関 大尉が まじって いたら、 

やがて 苦笑 だけで はす まなくな るだろう。 ス ミス 中尉 

は、 こんど 川上 機関 大尉 を ひっとらえたら、 すぐ 殺し 

てし まわねば ならぬ とい つ ている ではない か。 

さあ、 七十 何 名の 囚人の 中に 本物の 川上 機関 大尉が 

まじ つ ている かどう か  

「おい、 もうこ こ は 締切った ぞ。 力 ワカ ミを 持って く 

るなら、 明日の 朝に して くれ。 室の 中 は 力 ワカ ミで満 

員 だ。 連れてき たって、 入り きれやし ない ぞ」 

と、 一人の 捜索 本部の 役員が 室の 外にお しょせ てい 

る 人々 に 向かって 呶 鳴って いると、 そこへ また 一人 少 


しとん まらし いのが やって来て、 

「わ— い、 こり やす ごい や。 ことによると、 力 ワカ ミ 

というの は 『東洋人』 という 日本語 かもしれ ない ぞ。 

だって 七十 何 名の 力 ワカ ミは、 誰が なんとい つても 多 

すぎら あ」 

「なに をい つてい るんだ、 貴様。 それよりも 早く 奥へ 

い つ て 手伝って こい」 

「え、 奥へ いって、 一たい なに を 手伝う のかね」 

「なに をって？ 分かって いる じ やない か。 七十 何 名 

の 力 ワカ ミの 中から、 本物の 力 ワカ ミを 選り だすんだ」 

「ああなる ほど 籤引 かい」 


「籤引？ あきれた 奴 だ、 選り だすんだ」 

「ふふん、 選り だすと いっても、 モルモットの 中から 

鼠 を 探す ときの ように、 そんなに 簡単に 選り だせる か 

ね」 

「無駄口 を 叩かないで、 早く 奥へ いってみ ろよ。 面白 

いから」 

飛行 島の ワイ ワイ 連中に とって は、 いかにも 面白い 

慰み ごと かもしれ ない が、 川上 機関 大尉に とって は、 

それ は 死ぬ か 生きる かの 重大問題であった。 


鑑定 場 

一 人の 力 ワカ ミと、 それ を 捕らえて きた 殊勲 者と は 

別々 に 鑑定 委員の 前に よびだされる ことと なった。 

力 ワカ ミ はいずれ も 後手に 縛られ、 頸の まわりに 番 

きれ 

号 を 書いた 赤い 巾 を まきつけ てあつた。 まるで 猫の 

頸つ 玉の よう だ。 半裸体の も おれば、 洋服 を 着て いる 

の もい る。 

殊勲 者の 方 は、 同じ 番号の ついた 青 札 を 手に 持って 

いた。 そして 彼等 はお 互に、 自分の 捕らえた 力 ワカ ミ 


こそ 本物で、 貴様の 捕らえた の は 偽物 だ なぞと、 罵り 

あっていた。 

「お— い、 青 札の 第一 号 はいる か。 いたら、 こっちへ 

入れ」 

と 鑑定 委員 は呶 鳴る。 

「へ ー い」 

入って きた 第一 号 は、 印度人であった。 

「貴様 は どこで あの 偽物の 力 ワカ ミを引 張って きたん 

だ」 

「に、 偽物？ じょ、 冗談 はよ してく ださい」 

と 印度人 は 顔 を 真 赤に 染めて、 


「わしの 引 張って きたの が 本物の 力 ワカ ミ でな けり や、 

この 飛行 島に は 本物の 力 ワカ ミは 一 人 も いないつ てこ 

とです よ」 

「じゃあ、 どこから 引 張って きた か、 早くい え」 

「いいです かね。 わし は 今日、 鋼鉄 宮殿の 下で 昼寝 を 

してい たんです よ。 そこ へがら がらがら どし— ん です。 

びっくりして 上 を 見る と、 窓 硝子が めちゃめちゃ にこ 

われて、 一 人の 男 —— つまり あの 力 ワカ ミが —— とび 

だしてき たんです。 これが 二 万 ポンドの 懸賞 犯人と は、 

わし も 凄い 運に つきあたつ たもの だと 思い、 すぐさま 

追い かけ ましたよ、 そうして 大 格闘の 末、 やっと 捕ら 


えたんで す。 さあ、 これ だけい えば、 いくらなんでも 

お分かり になった でしよう」 

と、 印度人 は 眼 をぎ よろ つかせて、 べらべら としゃ 

ベり たてた。 

「よし！ それだけ いえば よく 分かる よ。 この 太い 

おお ぼら 

大 法螺 ふきめ。 おい、 警備隊 員、 こいつの 背中に 鞭 を 

百ば かり くれて、 甲板から 海中へ つきおとせ」 

「なに をい うんです。 いまい つたと おり、 あれが 本物 

の 力 ワカ ミ …… 」 

「だまれ。 この 大ぅ そっきめ。 貴様 は 力 ワカ ミが窓 か 

ら 逃げ だした とき、 二 万 ポンドの 懸賞 犯人 だからと 思 


い、 すぐ 追つ かけた といった ね」 

「そうです とも。 わし は  」 

「ばか！ 窓から 逃げ だした ときには、 まだ 懸賞の 話 

はきめ ていなかった わい。 これで もま だ 白い の 黒い の 

と ほざきお るか」 

「うへ ー」 

という わけで、 途中まで 本物の 川上 機関 大尉 かと 

あわれ 

思った 捕物 第一 号 も、 哀 たちまち 偽物で ある ことが 

露見した。 

こういう 面倒な 取調が、 次から 次へ と つづいて いつ 

た。 たいへんな 手間であった。 


恐怖の 命令 

力 ワカ ミ 容疑者 連の 取調の 方 は、 ずっと 慎重に とり 

はこばれ ていた。 

この 方の 鑑定 委員 は 八 名の 中国人が あたって いた。 

取調の 箇条 は 五つあった。 それ は、 いずれも 日本 通 

と 自称す る 八 名の 中国人 委員が、 智恵 をし ぼ つ て 考え 

だした もので、 それによ ると、 この 飛行 島に は、 川上 


以外に 一人の 日本人 もい ない 害 だから、 一人の 日本人 

を さがし 出せば、 それが 川上 だとい うのであった。 

では、 その 日本人 を 探し出す 五つの 箇条と は、 一た 

いどん な ことで あつたか。 —— 赤札の 第 一 号の 力 ワカ 

ミ氏 は、 ばかに 鄭重に 風呂場へ みちびかれた。 

すこし 面 喰いながら 風呂に 入る と、 男が きて しきり 

に 体 を 洗って くれる。 このと き 彼 は、 天井の 節穴が き 

ら き ら うごく ような 気がした。 

(人の 眼？) 

と 思った が、 男 は、 彼の 足首 を 握って、 念い りに 洗 

うのであった。 そのと き 男 は、 しきりに 彼の 足の指 I 


I ことに 足の 拇指と 第一 一指との 間の 隙間 を じろ じろ と 

ながめて いたよう である。 

風呂から 上って 外へ 出る と、 ちゃんと 小 ざつ ばりし 

た タオルの ガウンが おいてあって、 これ を 体に まとつ 

た。 それから 食堂であった。 

入口に 委員が いて、 彼の 赤札 第一 号に、 口 を あいて 

は あ— と 大きな 息 を はいて みてくれ という。 彼が そう 

すると、 委員 は 変な 顔 をして、 第一 号の 口中の 臭 を、 

すん すん と 嗅いで いた。 

それが すむ と、 食卓に 坐ら された。 大きな 丼に、 う 

まそう な蒿 麦が いっぱい 入って いる。 それ を 食べろ と 


いうので、 傍に あった 長い 箸 —— それ は 日本の 箸の 二 

倍 も 長い やつだった —— をと りあげて、 ぬるぬる 逃げ 

まわる 薔麦を 食べた。 

それが すむ と、 これ を 読んで みよと、 何だか 日本 文 

字 を 書いた 紙片 を もってき た。 第一 号 は それ を 見せら 

れた とき、 

「わしに は さっぱり わからぬ」 

と、 あつさり 断った。 

そこ を 出る と、 また 卓子 を 前に ひかえた 中国人 委員 

がいて、 

「貴様 は 落第 だ。 かえって よろしい」 


と、 横柄な 口 をき いた。 

こうして 第一 号 は 放免され たのだった。 

第二 号 以下 も、 同じような 取調が つづけられた。 

これ だけの 取調の なかに、 五つの 箇条が 巧みに 調べ 

あげられ たの だ。 

まず 第一 に、 裸に したの は、 衣服に ついた 所持品し 

らべ のた めだった。 

風呂に 入れた の は、 体 を 検査す るた めだった。 足の 

拇指と 第二 指との 間の 隙 をみ た。 日本人 だと、 幼い と 

きに 下駄 を 履いた ので、 ここのと ころが 鼻緒の ため 丸 

く 透いて いる。 それから 膝頭が 曲って いるの は、 幼い 


とき 畳に 坐った ため。 風呂に 入って 顔の 洗い 方 も、 日 

本人 は タオル を 動かす けれど、 中国人 は タオルよりも 

顔の 方 を 動かす。 

次 は 食堂で あるが、 は あ ー と 息 を はかせた の は、 日 

本人と 中国人の 口臭が ちがう というの であった。 

食堂に 入って、 薷麦を 食べさせ たが、 中国人と 日本 

人と では、 箸の 使い方が ちがう。 中国人 は 箸の 一 番端 

を 持って、 掌 を 上向きに して 舊麦を はさむ。 日本人 は 

そうしない。 

それから 最後に サ イタ、 サ イタ、 サ クラ ガサ イタと 

日本の 片仮名 を 読ませる。 日本人なら すらすら 読む だ 


ろうとい う 委員の 考え だが、 誰が そんな もの を 読んで 

日本人た る こと を 自分で さらけだす やつが ある もの か _ 

中国人 委員の 考え だした この 悠長な 試験 を、 七十 何 

名 かの 力 ワカ ミ 連に こころみ るの だから、 なかなか 時 

間が かかった。 とうとう その 夜 も 明け、 その 翌日まで 

かかった。 そのころ はまた、 第二 日 目の 力 ワカ ミ 召し 

つれの 訴が 大勢お しかけて きたので、 その 夥しい 人間 

の 群 をみ ると、 試験 委員 は 脳貧血 をお こしそう になつ 

た。 これ をい ちいち 丁寧に やって いたので は、 自分た 

ちの 体が たまらぬ と 思った ので、 それから 後 は、 どん 

どん 手間 を はぶいて 簡単に やる ことにした。 


こうして やっと 三日 目の 朝まで かかって、 ようやく 

終った。 取調べた 力 ワカ ミの 容疑者 総数 は みんなで 百 

二十 七 名。 その 結果、 一たい どうな つたであろう か。 

リット 少将 は、 鋼鉄の 宮殿の 中 を、 いらだたしそう 

に 歩き まわりながら、 ス ミス 中尉の 報告 を まちわびて 

いる。 

「一たい、 いつまで 調べて いるの か。 あいつ は 若い 癖 

して、 いやに 気が 永くて いかん わい。 —— といって、 

外に 手腕の ある 奴、 信用のお ける 奴 はいない し、 困つ 

たもの だ」 

いわし 

そうい つ ている ところへ、 ス ミス 中尉が、 眼 を 鰯 の 


ように 赤く して 入つ てきた。 

「ああ 少将 閣下。 調が やっと 一 通り 片 づきまして ご 

ざ います」 

「ふ— ん、 片づ いたか、 一 通り？」 

と、 腹の 立って いると ころ を 皮肉の 一言で やっとお 

さえ つけ、 

「 —— で、 結果 はどうな つた か」 

「はい、 ほんとの 力 ワカ ミと 思われる 者 を 選び だし ま 

したから、 閣下に 見て いただこうと 思います。 お— い 

こっちへ 連れて こい」 

とス ミス 中尉が、 隣室に 向かって 叫べば、 


「おう、 —— 」 

とこた えて、 大勢の 試験 委員が 網 尻 をと つて 引立て 

てきた の は、 後手に くくられた 七 名の 東洋人！ 

「な あんだ、 この 中の どれが 力 ワカ ミか」 

と、 リット 少将 は 呆れた。 

ス ミス 中尉 は、 澄ました もので、 

「ここまで は、 力 ワカ ミ らしき 者 を 選り だし ましたが 

これ 以上 区別が つきません。 あと は 閣下のお 智恵 によ 

リ まして、 御 判別 を あおぎた いと 考えます」 

ス ミス 中尉 は、 今まで 数回 川上 機関 大尉に 出くわし 

ている ので あるが、 いつも 巧みな 変装 姿だった ので、 


素顔 を 知らない。 事実、 見分けが つき かねてい るの 

だった。 

なるほど、 どれ も、 見れば 見る ほど、 この間の 硝子 

屋 によく 似て いる。 

「なんじ や、 わしに この 七 名の 中から、 本物の 力 ワカ 

ミを 選び だ せとい うの か」 

リット 少将と て、 同じ ことであった。 

少将 は、 奥に ひっこんだ 眼 をぎ よろ りと 光らせな が 

ら 何事 かしば らく 考え こんでい たが、 

「ちょっと 耳を貸せ、 ス ミス 中尉」 

中尉 は、 はっと 答えて、 少将の 前に 頭 を さしだした 


少将 は、 二言 三 言、 なに かしら 囁いた。 

ス ミス 中尉の 顔色が、 このと き 蒼白に かわった。 

それ も 道理であった。 少将 は、 賞金 はどうす るつ も 

りなの か、 「七 名の 中から 一名 をと るに 及ばぬ。 七 名 

とも 残らず 射殺して しまえ」 と、 常にな き 断乎たる 命 

令 をい い 放った のであった。 

ああ 何たる 非道！ 射殺される ことにな つた 罪な き 

あわれ 

七 名の 運命 こそ、 哀 ではない か。 

いや 諸君、 それよりも 気が かりなの は、 この 七 名の 

中に、 本物の 川上 機関 大尉が いて、 彼等と 運命 を 共に 

したので は あるまい か。 もし、 そうだったら 帝国の 安 


危に かかわる 重大 使命 はどうなる というの だ 


闇夜の 試運転 


予定から ちょうど 二十 四時 間 も 遅れて、 海の 大 怪物 

浮かぶ 飛行 島 は、 いよいよ その 巨体 を ゆるがせつつ、 

しずかに 海面 を すべりだした。 

墨 をな がした ような 闇夜 だ つ た。 

ああなん たる 壮観であろう か！ 


これが もし 昼間で あったら、 飛行 島の 乗組員た ち は、 

手の まい 足の ふむ ところ を しらない ほど、 狂喜 乱舞し 

たこと だろう。 

だが、 昼間の 航行 は、 絶対に 禁物であった。 そんな 

こと を すれば、 たちまち 世界の 注意 は、 この 飛行 島の 

うえに あつまり、 今後 極秘の 行動 をと る こと は、 はな 

はだ むずかしい ことになるで あろうし、 また 飛行 島が 

隠し もっている 意外な 武器 も 明るみに 出て、 その 攻撃 

力が 少 からず 殺が れて しまう であろう。 試運転 は 闇夜 

にかぎ るの だ。 

いま 島内の 乗組員、 住民 達 は、 みな 眼 を さまして き 


き 耳 をた てて いるの だった。 

そうであろう、 耳 をす ませば、 遠い 地 鳴の ような 音 

がゴ ー ッと響 いて 来る ので ある。 内燃機関が y J のよう 

に はげしい 音 をた てた の は、 今夜が はじめて のこと 

だった。 

飛行 島 は、 いまや 海上 を 航行して いるの だ。 いくら 

堅固に つくられて あると はいえ、 さすがに 鋼鉄の 梁 も 

壁 も、 気味 わるく かすかに 震動す るので あった。 

「あつ、 あれ は 何の 音 だ」 

「いやに 不気味な 音 じ やない か。 おや 変 だぞ、 部屋が 

傾く よう だぜ」 


部屋が 傾く ので はない、 飛行 島が 傾く のであった。 

波浪 ははげ しく 飛行 島舳 部の 支柱 を嚙ん でい る。 住民 

たちの 多く は、 部屋が 傾く の を 知って、 飛行 島が 航行 

している の に 気づ かないの であった。 

「おつ、 飛行機 だ」 

「 一 たいどうした のだろう」 

「今夜 はどう やら 演習ら し ぃぞ」 

と、 下 甲板から 顔 を 出した 労働者が いった。 

「おや、 あの 灯 はなんだ。 うむ、 飛行 島の まわ リ をぐ 

るつ と 取 巻いて いる。 軍艦の 灯 じ やない か」 

というの も 当っていた。 


試運転 中の 飛行 島の 空 は、 六十 余 機の 戦闘機と 偵察 

機と に まもられ、 また その 周囲 は、 三十 隻の 駆逐艦と 

十五 隻の 潜水艦に よって、 一 一重 三重に 警戒され ている 

のであった。 

空から なりと、 海面から なりと、 一 機の 敵 飛行機で 

あれ、 一隻の 怪 ジャンク であれ、 向こうから 近づけば、 

どんな ことがあっても 生かして は 帰さぬ 決心であった。 

飛行 島の 秘密 は、 あくまで 守らねば ならない。 

闇夜の 海面 を 圧する 轟々 たる 爆音 は、 護衛の 飛行 団 

が 発する エンジンの 響であった。 

飛行 島の 周囲に、 ちらちら する 灯火 は、 護衛 駆逐艦 


の 標識灯であった。 

また 護衛の 潜水艦 は、 飛行 島の 前方の 海面 下 を 警戒 

し つづけて いる。 

この 三 段 構の 警戒 網 を 突破し 得る 不敵の 曲者 は、 よ 

もや あり 得ない ものと 信ぜられた。 

建設 団長の リット 少将 は、 いまや この 飛行 島の 艦長 

然として、 はじめて 司令塔に 入った ので ある。 この 司 

令 塔の 内部 こそ、 およそ 近代科学の 驚異であった。 

一言で いいあらわせば、 人間の 脳の 組織 を 顕微鏡 下 

で 見た とで もい うより ほかな い であろう。 

飛行 島の 甲板、 砲塔、 格納庫、 機関 部、 操縦 室、 監 


視所、 弾薬庫、 各 士官 室、 無電 室、 その他 ありと あら 

ゆる 島内の 要所から、 この 司令塔 内へ 向かって、 幾 十 

万、 幾 百万の 電線が 集って いるので あった。 

それ は 通信 線 も あれば、 点火 装置 も あれば、 速度 調 

整 装置、 照準 装置、 そのほか 飛行 島の すべての 働きが 

電流 仕掛で 司令塔 内より 至極 手軽に 動かされる ように 

なって いた。 そういう 設備の 末の 端が 円形の ジャック 

孔 となって、 まるで 電話 交換台の 展覧会と いうか、 蜂 

の 巣 を 壁 いっぱいに 貼りつ けたと いうか、 司令塔の 壁 

と いう 壁 を あますところなく 占領して いた。 

その 間に、 幾 段 もの 縞模様と なって、 丸形の 計器 や 


水平 形の 計器な どが、 ずらり と 並んで いた。 それ 等 は 

すべて 夜光 式に なって いて、 たとえ 司令塔の 電灯が 消 

えても、 ちゃんと 計器の 指針が どこ を 指して いるかが 

分かる ように 造られて あった。 

「速度、 十五 ノット か。 よし、 この辺で、 もう 五ノッ 

ト 上げて みい」 

リット 少将 は、 飛行 島の 速度 を、 さらに 注意ぶ かく 

上げる こと を 命じた。 

二十 ノットに 速度 を 上げよ と、 電話 は 機関 部に とど 

いた。 

「おう、 二十 ノット」 


命令 は、 伝声管 や 高声 器で もって、 半裸体で 働いて 

いる 部員に 伝えられて ゆく。 

「二十 ノット。 よろしい、 いま 重油の 弁 を あける よ」 

弁 を 預かって いた 面長な 男が、 大きな ハンドル をし 

ず かに まわしながら、 計器の 針の 動く の を じっとみつ 

めて いる。 と、 突然、 

「おや、 お前 は 誰 だ」 

そこへ 監督に やって きた 機関 大尉 フランクが、 うし 

ろから 呼びかけた。 

面長な 東洋人 は、 フランクの 声が 聞えない ふり をし 

て、 なお もしず かに ハンドル を まわして いた。 


「ええ、 二十 ノット、 出ました」 

彼 は 落着いた 語調で、 伝声管の 中に 報告 を ふきこん 

だ。 

諸君、 この ものしずかな 東洋人 は、 一 たい 何者で あつ 

たろう か。 


怪 東洋人 

ま つ 暗な 南シナ海の 夜で あ つ た。 


文明の 怪物 ともいうべき 飛行 島 は、 いま 波濤 を 蹴つ 

て、 南へ 南へ と 移動して ゆく。 

飛行 島の 前後左右 は、 それ を まもる 艦艇が ぐるつ と 

とりまき、 一片の 浮 木 も 飛行 島に 近づけまい としてい 

る。 

空に は、 空軍の 精鋭が、 かたい 編隊 を くんで、 もし 

空から 近よ る 敵機 あらば、 何 国の ものた る をと わず、 

一 撃の もとに 撃ちお として くれようと、 ごうごうと 飛 

び つづけて いる。 

飛行 島 は、 だんだんに スピ— ドを 上げて いって、 い 

まや 時速 一 一十 ノット！ 


夜間の ことと て、 わずかに もれる 光に、 舷側の 白い 

波浪 や 艦尾に 沸く おびただしい 水沫、 それから 艦 内 を 

ゆるがす 振動 音な どが 乗組員た ちの 耳目 をう ば つてい 

るに すぎない が、 昼間 だったら、 まさに 言語に 絶す る 

壮観であった に違いない。 

飛行 島 を 動かして いる 機関 部の 諸 エンジン は、 す こ 

ぶる 好調であった。 これで ゆけば、 最大 スピ— ドの三 

十五 ノット を 出す こと も、 さほど 難しく はな かろうと 

思われた。 

ここ は その 飛行 島の 機関 部 —— 

重油の ノ弁 を 巧みに 開いて、 飛行 島の スピ ー ドを今 


二十 ノットに 上げた ばかりの 機関 部員 は、 面長の 東洋 

人であった。 

(二十 ノット、 出ました) 

と、 伝声管の なかに おとした 音声 も、 どっしり とお 

ちついて いる。 まことに 頼もしい 機関 部員 だ。 

それ を 傍から 見下して いる 機関 大尉 フランクの 顔 は、 

これ はまた 反対に、 非常に 険しい。 彼の 右手 は、 ビス 

トルの サック を 探って いるで はない か。 

東洋人に は フランクの こうした 様子が 見えない のか、 

彼 は 顔色 一 つかえないで、 じっと メ— トルの 面 を 見 

守って いる。 


「エンジン は つづいて 好調」 

かの 東洋人 は、 憎い ほど ものしずかな 調子で、 だが 

歯 ぎれ のよ い 英語で、 伝声管から 司令塔 へ 報告す る。 

「おい！ 貴様 は 誰 だ？」 

フランク は 憤り を こらえ かねて 呶 鳴りつ けた。 が、 

東洋人 は、 びくともしない。 いや、 自分の ことと 思つ 

ていない のか、 

「は あ、 は あ、 リット 少将 閣下です か。 エンジンの 調 

子 は 見込よりも むしろ 実際の 方が ずっとよ ろしい よう 

であります。  は あ、 どの エンジンに つきましても、 

すでに 検査 をお えました。 さすが 大英 帝国の 機械 だけ 


あります。 —— は あ、 は あ、 承知いた しました。 なお 

細心の 注意 をお こたらず、 身命 を 賭して、 エンジン を 

おあずかりい たします。 どうか 御 安心く ださい」 

これ を 聞いて いた 機関 大尉 フランクの 顔と い つたら 

なかった。 まず 真 赤に なり、 眼 をと び 出す ほど 見開い 

て、 やがて 蒼白に なって いった。 

司令官 リット 少将と、 なれなれしく 会話 を とりかわ 

している この 東洋人 は、 一たい 何者であろう か。 

フランク 大尉 は 今まで 見た こと もない 男が、 自分が 

受け もっている 機関 部で、 何の 不思議 もな く 働いて い 

るのに、 まず あっけに とられ、 次の 瞬間 頭が くらくら 


とする ほど 驚いた。 

それにしても、 いつも ここにい る 部員た ち、 殊に、 

彼が 最も 信頼して いる ケント 兵曹 は、 今 どこへ 行って、 

何 をして いるの か。 

彼 は、 飛行 島に とって 最も 恐るべき ことが、 目前に 

起って いる こと を 感じる と、 最早 ためらうべき 時で な 

いと、 ずっしりと 重い ピストル を 握りな おして、 東洋 

人の 頭に ぴたりと 銃口 を 向けた。 

「こら」 その 声 はふる え を 帯びて いた。 

「貴様 は 何者 だ。 命が 惜しかったら、 いまから 十かぞ 

える 間に 姓名 を 名のれ。 その 間に 名のらなかったら、 


おれ は 機関 部 第二 分隊長の 実力 を もって、 貴様 を 射殺 

する」 

ピストル を 握った フランク 分隊長の 右手 は、 わな わ 

なと ふるえて いた。 

いうまでもなく、 この 東洋人 こそ、 われらの 大 勇士 

川上 機関 大尉の 変装 姿で あ つ た の だ。 

川上 機関 大尉 現る！ 


おお 川上 機関 大尉！ 

どこに どうしていた のか、 川上 機関 大尉 は、 再び、 

われらの 前に 現れた の だ。 

そもそも 飛行 島の 秘密 を 探る 命令が 川上 大尉に く 

だった の は、 もちろん 彼が、 飛行 島 を 動かす エンジン 

などの 諸 機械に くわしい ところ を 見 こまれた からで あ 

るが、 しかし 理由 はた だ それだけ ではない。 彼の 鋭い 

頭の 働きと、 底知れぬ 大胆 さと、 そしてい かなる 死地 

にあっても、 くそおちつきに おちついて 物事 を 考える。 

そして、 よしと なったら どんな ことで もやり 通さずに 

はおかない 恐るべき 実行力 を 見 こまれた からであった。 


一たい 人間と いう もの は、 その 相手から 思いき つた 

大胆な こと を やられる と、 却って 気 をの まれて しまつ 

て、 なにも 手 だしが できない ものである。 これが 死地 

にあって 敵と 闘う ときの 最上の 極意で ある。 わが 川上 

機関 大尉 は、 この 尊い 極意 をち や んと 心得て いたの だ。 

フランク 大尉 は ピストルの 引金に 手 を かけた。 

「覚悟 はよ いか。 一から 十まで 数えお われば、 この 引 

金 を ひくの だぞ。 さあ 数える ぞ、 ーィ、 ニゥ、 三ィ、 

…：- J 

数え 出した フランク 大尉の 緊張に ひきつつ て ゆく 真 

青な 顔。 


だが 見よ、 どうした というの だ。 川上 機関 大尉 は、 

死が 数秒の 後に 迫って いると いうのに、 エンジンの 前 

の ハンドル を 懸命に あやつり、 メ— トルの 指針 をい ち 

いち 直して ゆく 操作ぶ りの あざやか さ！ まるで 目前 

の 仕事に 身 も 魂 も 打ち こんでいる 真剣 そのものの 姿で 

はない か。 フランク 大尉 は、 その 凄じい 気魄に たじた 

じと なった が、 必死に こらえて、 

「 —— 五ッ、 六ゥ、 …… 」 

のこる はわず か、 あと 四つの 数 だ！ 

ピル トルの 引金 を 握りし めた 右手から 油汗が にじみ 

出した。 


轟々 たる エンジンの 唸 は、 室内 を ゆりうごかして、 

一 段と ものすごい。 

なな や  こ 

「 —— 七、 八ァ、 九ノ …… 」 

あつ、 のこりの 数 は、 もうあと 一 つ！ 

そのと き 突然、 高声 器が 大きな 声 を 発した。 

「二十 五 ノットに、 スピ— ドを 上げい！」 

司令塔からの 号令 だ。 

「はい、 二十 五 ノットに 上げ まあす」 

川上 機関 大尉 は、 一 秒のお くれ もな く、 伝声管の な 

かに 復誦した。 そして ただちに 給油 弁 を 開く ために、 

ハ ン ドル をぐ るぐ る 廻し はじめた。 


とお 

(十 ォ！) 

と、 最後の 数字 を かぞえよ うとして、 フランク 大尉 

は、 それ を 喉の 奥に のみこんだ。 すっかり 気 を 奪われ 

たのであろう。 ピストルの 銃口 だけ は、 川上 機関 大尉 

の 方に 向いて いるが、 引金に あたって いる 指に はもう 

力が はいって いない。 

気が 臆した フランク 分隊長 は、 こう なれば もう 銅像 

みた いなもの だった。 

「はい、 二十 五 ノット、 よろしい。 エンジン はいずれ 

も 快調です。 異常 変動、 全くみ とめられず！」 

川上 機関 大尉の 声 は、 いよいよ 冴えた。 


その 声が フランク 大尉の 鼓膜 をう つと、 彼 は 反射的 

に ピストルの 引金 を ぎゅっと 握リ しめた。 

とお 

(十 ォ！) 

その 瞬間、 

「あつ、 分隊長！ な、 なに をな さるんで す」 


フランク 分隊長の 話 


左手の 通路から、 おどりこんで きたの は、 ケント 兵 


曹だ つ た。 

「あつ、 あぶない」 

と 叫ぶ の も 口のう ち、 彼 は フランク 大尉と 川上 機関 

大尉との 間に、 すばやく 立ち ふさがった。 

「おい、 退け。 なに をす るんだ」 

「フランク 大尉、 あなた こそ、 何 をな さるんで す」 

「ケ ント 兵曹。 のかん か！」 

「お待ち 下さい。 —— まちがい があって はなり ませ 

ん」 

「なに、 まちがい？ 何の まちがいだ」 

「ああ、 御存じな いのです か。 いまわが 飛行 島 は 試 運 


転 中で、 それにつ きまして、 リット 少将 閣下 は、 わが 

機関 部が 最善の 成績 を 上げる ようにと 訓令せられ まし 

た」 

「そんな こと は、 よく 分かって いる」 

「ところが、 さっき この 第 四 ディ— ゼル • エンジン 班 

の 一 人の 部員が 急に めまいが してぶ つ 倒れ ましたが、 

それに つづいて たおれる 者 続出、 今では 十六 七 名と い 

う 多数に のぼ つ ております」 

「そ、 そんな ことがある もの か。 俺 は、 そんな 報告に 

接して おらぬ ぞ」 

「あれ、 フランク 大尉 は 御存じなかった のです か」 


ケント 兵曹 は、 あきれ 顔で 大尉の 顔 を 見上げた。 

「_  で、 でも、 そんな ことがあろう はずが ありませ 

ん。 機関 部 は 上 を 下への 大 騒動で ありました。 上官に 

その 報告が 行って いない なんて ：：： 」 

フランク 大尉 は、 それ を 聞く と、 何 を 思い出し たか 

「そうだ。 ふむ、 あれ かもしれ ぬ」 

「えつ、 なんと おっしゃ います」 

「うむ。 実は 今から 三十 分 ほど 前、 リット 少将の 副官 

から 電話が かかって きて、 『飛行 島の 三十 六 基の ェン 

ジンのう ち、 調子の 合わない ものが 一 一三 あるら しく、 

司令塔の メ ） ^ル をみ ている と、 あると ころへ 来る と 


変な 乱調子が 起る。 だから、 貴官 はすぐ さま、 三十 六 

基の エンジンの 仕様書と 試験 表と を 各 班から あつめて、 

すぐ こっちへ 持って こい』 という 命令 だ。 そこで 俺 は、 

あと を ゼリ— 中尉に たのんで、 さっそく 仕様書と 試験 

表 を あつめに 出かけた の だ」 

「おや、 そんな ことがあ リ ました か。 その ゼリ ー 中尉 

が、 真 先にぶ つ 倒れた のです が、 御存じで しょうな」 

「いや、 知らない。 その 報告 も 受けて いない」 と、 フ 

ランク 大尉 はつよ く かぶ リを ふった。 

「俺 は、 試験 部へ 行って、 リット 少将 閣下が 命令 せら 

れ たもの を 集める のに 夢中に なって いた。 ところが そ 


の 仕様書 はすぐ 集った が、 試験 表の 方が なかなか 揃わ 

ない。 それに 手間 どって、 試験 部の 責任者 を呶 鳴りつ 

けたり している うちに、 時間 は どんどん 廻って、 二三 

十分 かかって しまった」 

「では、 大尉 は、 ずっと 試験 部に おられた のです ね」 

ケント 兵曹 は、 やっと 話が のみこめ たという 風 だつ 

た。 

「そうだ。 試験 部の、 机の 引出 をみ な 引き出して、 やつ 

と 試験 表 を 三十 通まで みつけた が、 あとの 六 通が 見 あ 

たらない。 あまり 遅れても と 思って、 足りない ままで、 

副官の 前へ 持って 出た がと たんに 大恥を かいた？」 


「大 恥と は 何です？」 

「うむ。 副官 はそんな 電話 を かけて そんな 命令 を 出し 

た覚 がない といわれ るの だ」 

「そり や、 変です ね」 

「変 だ。 まったく 変 だ。 とにかく 副官に 笑われて、 こ 

こへ かえって きたの だ。 重大な 試運転の 真 最中に、 誰 

か 副官の 声色 をつ かって、 俺 を 一 ぱいく わせた のかと 

むかつ 腹 をた てて ここへ 帰って くると、 ほら、 そこに 

いる 怪しい 東洋人が 眼に うつった ではない か」 

「あ、 な ー る ほど。 それでよ く 分かりました」 

ケント 兵曹 は、 そういつ てから、 はじめて、 東洋人 


が ， J の 機関 部 へ きた わけ を 次のように 話した。 

「この 男 は、 第 六 班から、 応援に よこした 機関 部員で 

すよ。 フィリッピ ン 人で、 カラ モ という 男です。 なか 

なかよく 働きます。 三人 分ぐ らいの 持 場 を、 彼 一人で 

ひきうけて いますが、 少しも まちがわないです。 こう 

いう 事故が 起った 際に は あつらえ 向の 男です」 

フランク 大尉 は、 うなずきながら 聞いて いたが、 眼 

をぎ よろ りと 光ら せた かと 思う と 急に 声 を 落して、 

「だが、 怪しい 奴 じ やない か。 おい ケント 兵曹。 殊に 

よると、 あいつ は 例の 日本 将校 力 ワカ ミじ やない かね 

え」 


ピストルの 監視 下に 


「力 ワカ ミで すつ て？」 

と、 ケント 兵曹 は あきれ 顔 をして といかえした。 

「フランク 大尉。 監視 隊は七 名 もの 力 ワカ ミを 捕らえ、 

リット 少将の 命令で みな 殺して しま つたそう です よ。 

いや、 これ は 上官の 方が よく 御存じの はずです が」 

「それ はそう だった が、 でも ケント 兵曹。 あの 横顔 を 


見ろ、 どっか 力 ワカ ミ に似てい る じ やない か」 

フランク 大尉 はしばし 思案 顔で あつたが、 何事 か 決 

心した ものと みえ、 

「うむ、 やっぱり 力 ワカ ミ に違いない。 万一 違って い 

た 時 は 俺が 責任 を とれば よ いの だ」 

といい ざま、 一 旦 しまった ピストル を、 ふたたび サッ 

クの 中から だして、 さっと 川上の 頭 を 狙った。 

「あつ、 なに をせられ ます」 

r ケント 兵曹。 退け、 俺 は 飛行 島の 秘密 を まもらねば 

ならぬ」 

ふたたび 怒れる 獅子の ようになった フランク 大尉 は、 


ピストル をつ きつけた まま、 

「おい 力 ワカ ミ。 仮面 を ぬげ」 と 叫んだ。 

「分隊長。 待って ください」 

ケント 兵曹 も 必死だった。 

「飛行 島 は 只今、 試運転 中で ある こと をお 忘れない よ 

うに。 もし この 東洋人 を 傷つけ たら、 この 大切な 第 四 

エンジンの 持 場 はどうなります。 いや、 重大な 飛行 島 

の航進 はどうなります。 あとに、 代りの 部員 を もって 

こようと しても、 どこの 班で も、 人員が 足りな いで 困つ 

ている 際です ぞ。 分隊長」 

これに は、 フランク 大尉 も、 一言 もなかった。 


「 —— はい、 只今、 三十 ノット 出ました。 エンジン は 

いずれも 快調。 油 量 速度 五 五 • 六。 乱調子の 傾向 はみ 

とめられません」 

フィリッピ ン 人力 ラモ —— ではない わが 川上 機 関大 

尉 は、 傍に 立つ フランク 大尉と ケント 兵曹と を 全然 気 

にして いない ものの 如く、 相 変らず エンジンの 操作に 

当っていた。 

機関 大尉の 明鏡の ような 頭に は、 事の 成 行 はは じめ 

から わかって いたの だ。 その 悠々 たる おちつきぶ リを 

見よ。 赤銅色の 頰には 不敵に も、 誇ら かな 勝利の 微笑 

さえ 浮かんだ ではない か。 


速力 三十 ノット。 

もうす こしで、 飛行 島 は 最大 速力 を 出す ところ だ。 

飛行 島 の 心臓部 である エンジン は 快調 を つづけて い 

る。 何とい う 頼もし さ。 大英 帝国が、 平和の 飛行場と 

して 建造した 飛行 島が、 超大 航空母艦 として、 真にお 

どろくべき 実力 を もっている こと は、 最早、 疑う 余地 

はなくな つ た。 

「う— む」 ケント 兵曹 はうな つた。 飛行 島の 大事 を 思 

うて、 フランク 分隊長 をと めはした ものの、 もし これ 

が 本物の 力 ワカ ミ であったら、 このまま にしておく こ 

と は 出来ない。 


といって、 今、 この 男 を 射殺す ると、 あと はどうな 

る。 第 四 エンジン は、 誰が うごかす の だ。 飛行 島の 試 

運転 はどうな るの だ。 その 時の リット 少将の 驚きと 怒 

…… はじめから 何もかも リット 少将に 報告して おけば 

よかった もの を、 機関 部の 不名誉と 責任 問題に なると 

思って、 部内で こっそり 後始末 をしょう としたの がい 

けなかった。 今と なって は、 リット 少将に 報告す る こ 

とさえ 恐し いが、 何に しても 飛行 島の 運命に かかわる 

置. 一 乂  Mfz いこ。 

重 ブ 着卢 

(そうだ！) 

と ケント 兵曹 は、 とっさに 決心して、 


「フランク 大尉。 もうこう なった 以上、 恥 をし のんで 

何もかも リット 少将 閣下に、 報告して その 指揮 を 仰い 

だ 方が 上分別です ぞ」 

「なに、 リット 少将 閣下に —— 」 

フランク 分隊長 は、 きっと 顔 を こわばらせた。 

が、 とっさに 決心す ると、 ピストル を ケント 兵曹に 

わたして、 東洋人 カラ モを 監視せ しめ、 自分 は 電話 を 

かけに いった。 

それから ものの 五分 間 ほどして、 フランク 大尉 はふ 

たたび 第 四 エンジン 室に かえって きた。 彼の 顔 はさら 

に 大きな 興奮に 青ざめて いた。 


「どうしました。 フランク 分隊長」 

と、 ケント 兵曹 は 聞いた。 

しかし フランク 大尉 は、 何もい わずに ケント 兵曹の 

手から ピストル を もぎと つた。 

「もし フランク 分隊長。 リット 少将 閣下 は、 一たい ど 

うおつ しゃ つたので すか」 

ケント 兵曹 は、 かさねて 聞いた。 

フランク 大尉 は、 それに 答えよう ともせず、 石像の 

ようにつ つたった まま、 変装の 川上 機関 大尉に しっか 

リ 銃口 を 向けて いる。 

そのと き 司令塔から は、 また 次の 命令が 川上 機 関大 


尉のと ころへ 伝わって きた。 

「最大 速力 三十 五 ノットへ —— 」 

「はい、 最大 速力 三十 五 ノットへ」 

川上 機関 大尉 は、 また あざやかな 手つきで、 ェンジ 

ンの 廻転 数 を 上げた。 それ を 後から フランク 大尉 は、 

いまいま しそうに にらみつけ ている。 一たい、 どうし 

たという の だ。 

彼 は リット 少将に、 何 をい われて きたので あろう か。 

川上 機関 大尉 は、 相 変らず フランク を 嘲笑す るよう 

におち つき はらって、 エンジン の 操作 を つづける ので 

あった。 ああ、 それにしても 何とい う 奇妙な 事実で あ 


ろう。 彼 は フランク 大尉の ピストルの 監視 下にあって、 

敵国の ために 最も 重大な 役 ゎリを 懸命に 果してい るの 

であった。 

試運転 成功 

こちら は 司令塔の 中で ある。 リット 少将 は 一 分 も 隙 

のない 軍装に 身 を かため、 すこぶる 満悦の 面 持で あつ 

た。 


「副官、 すばらし いのう。 飛行 島 は 設計 以上の 出来ば 

え じ や」 

飛行 島 建設 団 首脳部 は、 いつの 間に やら、 大航 空母 

艦 飛行 島 司令官お よび 幕僚と な つていた。 

「リット 閣下の おっしゃる とおりです。 この 上 は、 飛 

行 島の 威力 を ひた 隠しに 隠して、 他日 〇〇 国と 戦い を 

まじえます ときに、 敵の 度 肝 を 奪って やりたい もので 

すね」 

副官 はそう いって、 やがて 〇〇 国 攻略の 海戦に、 こ 

の 飛行 島 を 参加 させ、 〇〇 湾 付近で 大手 柄 をた てるで 

あろうと ころ を 想像して、 にやり とほく そ 笑んだ。 


「そうです、 そのこと です。 飛行 島の 秘密 を あくまで 

隠しお おす ことです が —— 」 

と、 突然 口 を はさんだ 青年 士官が あった。 それ は 外 

ならぬ リット 少将お 気に入りの ス ミス 中尉であった。 

川上 機関 大尉の 拳固の 固さ を しみじみと 知っている あ 

のス ミス 中尉であった。 

「ああ、 私 は それが 心配で なりません。 いまこの 飛行 

島に 働いて いる 技師と 労働者 は、 その 数が 三千 人に の 

ぼり ます。 印度人 あり、 中国人 あり、 フィリッピ ン人 

あり、 暹羅人 あり、 それから また ソ連 人、 アメリカ人、 

フランス 人、 わが 英人 など、 およそ 世界 各国の 人種 を 


あつめつ くして いる 観が あります。 やがて この 飛行 島 

それぞれ 

の 工事が おわ リ、 彼等が 夫々 故国に かえった 暁に は ど 

うなりましょう か。 この 飛行 島の 秘密 は、 いやで も洩 

れて しまいます。 この 工事 は、 はじめ からこの 点に 手 

ぬかりが あつたよ うです。 すべて 英 人と 印度人 だけで 

はじめる ベ きでした」 

「なに をい うか。 ス ミス 中尉」 と リット 少将 はかる く 

いましめて、 

「そんな こと は 心配ない、 今から そういう こと を 問題 

にして、 つまらぬ 騒 をお こさせて はならぬ」 

「です が、 閣下。 私 はほんと うに 心配な のです」 


「これ、 もうよ した まえ、 そんな 話 は  」 

と 副官が たしなめ たが、 ス ミス 中尉 は、 ひっこんで 

いなかった。 

「だが、 これほど 重大問題 を、 このまま にして おいて 

よいで しょうか。 ことに わが 飛行 島の 試運転 は、 いま 

上々 の 成績で もつ て 終了しょう としてい るで はあり ま 

せんか。 ここで 当然、 考えて おかねば ならぬ 大 問題で 

す」 

と、 ス ミス 中尉 は、 若い に 似合わず 頑固だった。 

リット 少将の 眼が、 ぎろ りと 動いて、 副官の 視線と 

ぶっかった。 


副官 は、 あわてて ス ミス 中尉の 肩 をお さえ、 

「おい、 もうよ せとい うのに …… 。 な あに、 彼等 は 飛 

行 島め ごく 一  部分 だけ を 知っている のにす ぎない。 だ 

か ら 秘密が 洩れる といっても、 飛行 島 全体の 秘密が む 

き だしに わかる というの ではない。 それに、 彼等に は、 

相当の 金 をつ かませて、 かたく 口 止 をす るつ もり だ。 

だから 心配 は 少しもない」 

「そうです かな あ。 私に は 合点 出来ません ね。 それに 

あの 杉 田 水兵なん かも、 まだ あの ままに して あるで は 

ありま せんか。 川上 機関 大尉 を片 づけて しまった 後に、 

あれ だけ 生かして おいて 一 たいどうす るつ もりです」 


すると 少将 は、 にやり と 笑い、 

「君 は 杉 田 水兵 を 殺した が つ て 仕方がな いよう だが、 

あれ はわけ が あるの だ」 

「は あ、 わけと 申します と、 …… 」 

「さきに われわれ は 川上 機関 大尉の 容疑者 を 数名 射殺 

したが、 万一 あの 容疑者の ほかに ほんとうの 川上 機関 

大尉が のこ つ ていたと き はどうな るだろう」 

「おお、 閣下 は、 まだ 川上が 生きて いると おっしゃる 

のです か」 

「いや、 たとえ 話 をして いるの じ や。 万一 川上が 生き 

ていても じ や、 杉 田 さえ 生かして おけば、 彼 はきつ と 


杉 田の 身の上 を 心配して、 病室 付近に 現れる だろう。 

そこ を 捕らえれば、 一番て つと リ 早いで はない か。 つ 

まり 杉 田 は、 川上 を 釣り だすた めの 囵な のじ や」 

「驚き ましたね、 川上が 死んだ のに、 画 を 飼って おく 

なんて …… 凡そ 馬鹿らしい 話ではありません か」 

と、 川上 捜査に 先頭 をき つて 働いた ス ミス 中尉 だけ 

に、 その 不満 は、 尤もだった。 

もしいた ずら 好きの 神様が あって、 この 若い 中尉 を、 

第 四 エンジン 室に 引 張って いって、 そこに 働いて いる 

東洋人 カラ モを 見せて やったら どんな 顔 をす るで あろ 

うか。 リット 少将 は、 さすがに 人の 上に たつ だけ あつ 


て、 英国人ら しい 深い 注意の 持主だった。 

このため、 司令塔の うちが、 ちょっと 白けた。 リツ 

ト 少将 は それ を まぎらす ため か、 潮風の ふきこむ 窓 か 

ら首を 出して、 暗い 外 をの ぞいた。 

点呼 命令 

全速 三十 五 ノットの 烈風が ふきこむ。 

暗い 海面から は、 生温 かい 海水が 滝の ように 甲板の 


上に ふ つ てく る。 

よく 見る と、 赤、 青、 黄、 いろ とりどりの 標識灯が 

飛行 島の 艦 形 を あらわし ている。 

護衛の 飛行隊 は、 ずっと 前方に 出て いってい るよう 

だ。 

両舷の 彼方に は、 駆逐艦の 灯火が 見える。 天候の せ 

いか、 それとも 飛行 島の あおりをくって か、 駆逐艦 は 

大分 動揺して いるよう だ。 

囂々 たる 機械 音が、 闇と 海面と を 圧して いた。 

飛行 島の 警衛 は、 完全の ようであった。 

いま は 試運転 中で は ある けれど、 このような 大袈裟 


な 陣形が、 やがて 飛行 島の 渡洋 攻撃のと きに も 採用 さ 

れ るので はなかろう か。 

リット 少将 は、 艦隊 司令官に なった ような 気で、 大 

得意であった。 

その 時、 副官が、 リット 少将の 背後に 近づいて 声 を 

かけた。 

「閣下、 警備 飛行 団長から、 祝電が まいりました」 

「ほう、 祝電が」 

「飛行 島の 竣工と、 無事なる 試運転 を 祝す —— という 

のであります」 

「無事なる 試運転 か。 そうじゃ、 この 分なら 試運転 も 


まず 無事 に 終り そうじゃな」 

その 通りであった。 いま 試運転が 終ろうと いうのに、 

ただの 一 回 も、 非常 警報の 警笛 をき かない。 彼の 重任 

は、 紙 を 一枚 一枚め くりとる ように、 軽くな つてく る 

のであった。 このかたい 護衛の 網 を 破って、 うかがい 

寄る 曲者が あろうと はどうしても 思えな か つたからで 

ある。 

「閣下、 また 祝電が まいりました」 

「ほう、 すこし 気が 早す ぎる よう だが、 こんど は 誰か 

らか」 

「警備 艦隊 司令官 からです」 


「おおそう か。 いよいよ ほんとうに、 試運転 は 無事 終 

了ら しい。 これ は 思いがけない 幸運だった。 外国の ス 

パイ 艦艇 は 一隻 も 近 よらなかった し、 これで わし は、 

世界中の 眼 をう まく 騙しお おせた という わけ かな。 

あつ はつ はつ」 

リット 少将 は、 心から、 安堵の 色 をみ せる ようにな つ 

た。 

「では、 艦 内 検閲 点呼 を 命令せ い。 これで 試運転 は 無 

事 終了と いう ことにしよう。 警備隊の 方へ も、 同様に 

しらせる がいい」 

「はい、 かしこまりました。 全 艦お よび 警備隊に、 検 


閲 点呼 を 命じます」 

副官 は、 通信 班に 通ず る 伝声管の ところへ かけつけ 

た。 

号令 は、 全 艦隊に ひろがった。 

全速力 航 進の もとにお ける 検閲 点呼 は、 もっとも 重 

大な 意味が あった。 乗組員な リ 機関な りが、 どんな ェ 

合に はたらいて いるかが、 もっとも 明らかに 知れる の 

である。 

この 検閲 点呼が すむ と、 飛行 島 を はじめ 全 警備隊 は、 

速力 を ゆるめ、 方向 を 百八十度 転じて、 夜 明までに 元 

の 位置に かえる ことにな つていた。 


おそらく 近海の 寝坊の 漁夫 は、 試運転から かえって 

前夜と 同じ 場所に やすんで いる 飛行 島 を 見て、 それが 

シン ガポ— ルの 近くまで 航行した などと は、 夢にも 気 

がっかない であろう。 

検閲 点呼の 号令 は、 もちろん、 飛行 島に もっとも 近 

い 護衛艦 である 警備 潜水 艦隊に も 通達され た。 

それ はリ リ—、 口— ズ、 パン ジ—、 ォブコ 二 力、 シ 

クラ メン という、 花の 名のつ いた 警備 第 六 潜水 艦隊に 

おける 出来 ごとだった。 

旗艦 リリ— 号 は、 後続の 僚艦 四隻に 直々、 検閲 点呼 

の 号令 を 無電で しらせた。 


各 艦で は、 その しらせ をう ける と、 いちはやく 水兵 

を 檣の 上に かけあがらせて、 藍色 灯 をつ けさせた。 

しるし  しんが：：' 

この 藍色 灯 は、 検閲 点呼の 標 であった。 殿 艦の シ 

クラ メン では、 ジャック という 水兵が ちょうど 当番で 

あつたので、 命令一下、 藍色 灯 を 片手に ぶらさげ るが 

ましら 

早い か、 猿の ように 梯子 づたいに 檣の 上へ とんとん 

とかけ 上 つ たもので ある。 

彼 は、 なんの 苦 もな く 藍色 灯 を 檣に つけた。 潜水艦 

の 檣なん て、 ほんの 申し わけの ように 低い もので あつ 

たが、 彼 は それ を 下りよう として、 おやといぶ かった。 

「おや、 本 艦 は 殿 艦の はず だとお もった が、 ちがった 


力な」 


椿事 また 椿事 

彼 は、 檣の 上で、 たしかに この シクラメン 号の 後に 

ついて 来る 他の 艦艇の 気配 を 感じた のであった。 

他の 艦艇の 気配！ 

いくら 闇夜で あっても、 後続 艦が ある とないと は、 

すぐ 分かる。 後続 艦が あれば、 第一 波の 騒 方が ちがう。 


そいつ は 耳で 聞き わける の だ。 それから、 また ェンジ 

ンの 音が かすかに 聞え るし、 逆風のと き は、 むっとし 

た 熱気 さえ 感じる の だ。 

水兵 ジャック は、 今た しかに これ を 感じた。 殿艦シ 

クラ メン 号の 後に、 いつ 他の 艦艇が ついた のであろう。 

彼 は 檣 を 下りて 艦橋に とびこむ と、 すぐ この 話 を 班 

長の 兵曹に した。 

「班長、 おかしい ではありません か。 本 艦 は 殿 艦で あ 

るのに、 あとに、 もう 一 つ 殿 艦が ついて きます」 

「なんだ、 本 艦の あとに ついて くる 艦が あると いうの 

かい。 そんな 馬鹿な ことがあって たまる かい。 貴様、 


寝ぼけて いるんだろう」 

「まったくで すよ。 私 はちゃん と 二つの 大きな 眼 を あ 

いてい ますし、 二つの 大きな 耳 をお つたて ています よ 

この 眼で 見、 この 耳で 聞いた のです」 

ふくろう 

「何 をい つて やが る。 この 梟 野郎め が —— 」 

班長 は、 てんでう けつけ ない。 

梟 野郎め といわれて、 水兵 ジャック は むっとした。 

「ねえ 班長。 今まで 私が うそ を 力 ナリヤの 糞 ほど も 

いった ことがありました かい。 班長、 もし、 それが う 

そだったら、 私 は 班長に —— 」 

「班長に、 なんだ と」 


「ええ、 あのう 班長に、 私が お 守に している ビク トリ 

ャ女皇 のつ いている 金貨 を あげます よ」 

「おお あの 金貨 か。 これ はう めえ 話 だ。 ようし、 班員 

あつまれ。 検閲 点呼 は あとまわしで、 まず 金貨の 方 か 

ら片 をつ ける。 探照灯 を 用意。 本 艦の 後方 を 照らせ。 

早く やれ！」 

こんなと きに、 探照灯 をう つかりつ けて いいの かど 

うかと 思った 水兵 もあった よう だが、 なにしろ 班長の 

命令な ので、 それ を やらないで ぐずぐずして いると、 

いつ 鉄拳が とぶ かもしれ ない。 それよりも、 なんでも 

いいから つけて しまえと いうので、 艦橋に あった 探 照 


灯 函の扉 を ひらいて、 さっそく 電気 を 入れ、 ぴ ちんと 

スィッチ を ひねった。 

青白い 閃光 は、 ぱっと 波浪の 上に ながれた。 そのと 

き、 彼等 は 見た、 まったく 驚くべき もの を！ 

それ は 何であった か？ 

見た こと もない 鼠色の 艦艇 だ。 

そびえ 立つ その 艦橋に は、 妙な 外国 文字が ついてい 

た。 その 傍に 十三と いう 数字が 書きつ けて あるの が 読 

めた。 

「おお 十三！」 

恐怖の 叫 声が おこった。 


「たいへん だ。 あれ は 日本の 軍艦 だ」 

「ええつ、 日本の 軍艦 だって？」 

もう 金貨の 賭 もなん にもなかった。 

班長 はび つくりして、 司令塔に かけこんだ。 

「艦長、 本 艦の すぐ 後に、 日本の 軍艦が ついて まいり 

ます」 

「なんだ と。 日本の 軍艦？」 

「そうです。 数字 は 不吉の 十三 号です」 

「そうか。 さて は 日本の 軍艦が もぐりこん でいた のか。 

これ はたい へんだ。 おい 通信 兵、 全 艦隊へ 急報し ろ。 

飛行 島へ は あとまわしで いい。 あの 怪 軍艦 をに がして 


はならぬ」 

たちまち 全 艦隊 は ひっくりかえる ような 騒に なった。 

非常 警報 は、 ついに 高く 鳴り ひびいた。 

探照灯 は、 何十 条と しれず、 シクラメン 号の 後方 海 

面へ 集注 せられた。 

飛行隊 は 前進 行動 を 中止して、 旋回 飛行に うつった。 

光 弾が 三つ 四つ 五つと 機上から なげ 落された。 

暗黒だった 海面 一帯 は、 ものの 三分と たたない うち 

に、 まるで 真昼の ような 明るさに なった。 

リット 少将の 驚き はどうで あ つたろう。 

このと き 飛行 島 は、 警備隊との かねての 打合せに よ 


り、 進路 を 九十 度 西に 転じ、 急速 力で 逃げ だした。 駆 

逐 艦の 一部と 潜水艦の 全部が、 飛行 島の 周囲 をぐ るつ 

ととり まいて、 守 を かたくした。 

「潜水艦 だ。 ほら、 いっか 現れた ホ型 十三 号と いう 日 

本 海軍が 誇 る 最新 型 の やつ だ」 

「うん、 あれ か。 早く 撃沈して しまわな いと、 飛行 島 

にもし もの ことがあ つて は」 

「な あに、 怪 潜水艦の いた 海面 は、 すっかり 取 巻いた 

から、 もう 心配な しだ。 味方 は 飛行機と 潜水艦と で 百 

隻 あまり もい る じ やない か」 

「どうかな。 闇夜の こと だし、 相手 はなに しろこの 前 


も 手 を 焼いた 日本海 軍の 潜水艦 だぜ」 

光 弾 は ひっきりなしに 空中から 投下され る。 

駆逐艦 は、 警戒 海面の まわり をぐ るぐ る まわって、 

命令が あれば 直ちに 爆雷 を なげ こむ 用意が でき ている。 

攻撃 機 は、 空中から しきりと 怪 潜水艦の 姿 を さがし 

ている。 

リット 少将 は、 日本 潜水艦 現る との 報に、 愕然と 顔 

色 を かえた。 

「ふ— ん、 そうか」 

と大 歎息して、 

「さっき 警備隊が 祝電 をよ こした が、 こい っは危 いと 


思った のじ や。 こっちから 警備のお 礼 電報 を だすの は 

わか つ ている が、 警備隊の 方から 祝電 をよ こすなん て、 

警備に 身が はいって いない 証拠 じ や。 これで も 世界に 

伝統 を 誇る 英国 海軍 か」 

副官が その 時 恐る恐る 少将の 前に 出て きた。 

「検閲 点呼の ことにつ きまして、 至急お 耳に 入れたい 

ことが ございます」 

「なんじ や、 検閲 点呼の ことじ や。 君 は 気が 変にな つ 

たの か。 日本 潜水艦 現る とさわ いでいる 最中に、 検閲 

点呼の ことにつ いても ないじ やない か」 

「はつ、 しかし 重大 事件で ございま すので。 —— 分隊 


長 フランク 大尉が、 只今 機関 部で、 ピストル を 乱射い 

たして おる そうであります。 当直 将校からの 報告で あ 

ります」 

「なに、 フランクが ピストル を 乱射して いるって。 誰 

を 撃った のか」 

「さあ、 それに ついては まだ 報告が ありません。 なに 

しろ 第 四 エンジン 室内の 電灯 は 消え、 銃声ば かりが は 

げしく 鳴つ ております そうでして  」 

「ええつ、  」 

とき もとき、 日本 潜水艦の 追跡 を うけてい る 最中 だ 

というのに、 突如と して 飛行 島内に 起った フランク 大 


尉の 暴挙！ 

リット 少将 は 蒼白と なって、 傍の 椅子に くずれ かか 

るよう に 身 をな げた。 

電灯の 消えた 第 四 エンジン 室の 暗闇 中で は、 そ もい 

かなる 椿事が ひきおこされて いるので あろう か。 

フィリッピ ン人 カラ モを 装う 川上 機関 大尉の 安否 は、 

果して 如何？ 

ェ ン ジン 室の 乱闘 


試運転 中の 飛行 島の 艦 側に、 暗夜の 出来事と はいえ、 

あろう ことか あるまい ことか、 仮想敵国の 日本の 潜水 

艦ホの 十三 号が、 皮肉な 護衛 をして いたのに 誰も 気が 

つかなかった と 聞く さえ 腹が立つ ところへ、 今 また、 

あれ だけ 注意 を 与えて おいた のに、 機関 大尉 フランク 

が、 大事な 第 四 エンジン 室で ピストル を 撃って 暴れて 

いると いう。 リット 少将が 司令塔の 床 を 踏みならして 

怒って いるの も 無理 はない。 

「誰でもい い。 フランク を 取り 抑えて こい」 

副官 はス ミス 中尉と 顔 を 見合わせた。 


「では 私が ス ミス 中尉と 一 しょに とりしずめて まいり 

ましょう」 

「うん、 早く ゆけ。 ぐずぐずして いると、 大事な わが 

飛行 島の 機関 部に、 どんな 大損 傷が 起る かもし れん。 

海軍 士官 はたく さん あるが、 飛行 島 はかけ がえ がない 

の だからな」 

「えつ？」 副官 は、 ちょっと 自分 も 一し よに 侮辱され 

たように 感じて、 むっとし たが、 そのまま ス ミス 中尉 

をうな がして、 下へ 急ぎお りていった。 

「馬鹿な 奴 じ や」 

リット 少将 は、 吐き だすよう にいって、 展望 窓のと 


ころへ 歩いて いった。 そこから は、 まるで 仕掛 花火が 

さわぎ 

はじまって いるよう な 海上の 騒が 見えた。 幾 十条の 

探照灯が、 網の 目の ように 入 まじって、 海上 を 照らし、 

爆雷の 太い 水柱が むくむ く あが つてい る。 

「け！ あそこに も大ぜ いの 馬鹿者が 英国 海軍の 恥 を 

さらして い る」 

リット 少将 は、 拳固 を かため、 展望 窓の ところでぶ 

るぶ るふる わせた。 

XXX 

ところで、 第 四 エンジン 室の 騒と いうの は —— 

さきほど 分隊長 フランク 大尉 は、 リット 少将のと こ 


ろへ 電話 を かけて、 第 四 エンジン を 日本 将校 力 ワカ ミ 

らしい 男が 操って いるから、 試運転 を 一時 中止して、 

彼 を 引 捕らえた いからと 申し出た。 

リット 少将 は、 とんでもな いという 声色で、 自分 は 

さっきから 直接 伝声管で もつ て 彼と 連絡して いるが、 

あれ は 実に 見事な 運転ぶ り を 示して いる。 一たい カヮ 

こうしょう 

カミ なんかに、 英国 海軍 工廠が 秘密に 建造した デ ィ ー 

ゼル • エンジンの 運転が できる はずがない ではない か。 

あれ は、 自分で 名乗 を あげてい たように、 フィリッピ 

ン人 カラ モ とい う 依託 学者で 、 ロンドンの 英国 海軍 ェ 

廠 にあって エンジン 製造に 従事して いた 者で、 ェンジ 


ンには 相当く わしい からこ そ、 ああして 立派な 操作 を 

やって いるの だ —— と叱リ つけた。 

なお も フランクが 抗弁した ところ、 リット 少将 は大 

の 不機嫌で、 カラ モは 怪しくない、 自分が 保証す る。 

それよりも お前 は 分隊長の くせに 持 場 を 離れて いて、 

この 重大な 試運転 中い つ 呼んでも 伝声管の 向こうに 出 

てこなかった ではない か、 普通なら 処分す ると ころ だ 

が、 いま は 飛行 島の 実力 試験の 最中 だから 大目にみ て 

やる。 早く 持 場へ かえれと、 さんざん やっつけられた。 

分隊長 フランクが、 真青に な つて ェ ン ジン 室へ 引 楊 

げて 来、 そして 飽くまで カラ モの 正体 を あばいて みせ 


るぞと 決意 も かたく、 ピストル 片手に カラ モの 一挙 一 

動 を 監視して いた こと は、 すでに 知られた ところで あ 

る。 

カラ モと 名乗って いる わが 川上 機関 大尉 は、 冷やか 

に エンジンの 番を つづけて いた。 ピストルが どこへ 向 

いている か 俺 は 知らん ぞ といった 調子で ある。 生きる 

か 死ぬ るかの 問題なん か、 飛行 島に 紛れ こんだ 時から、 

もう 神仏に あずけて しまって あるの だ。 そして この 場 

合、 やがて 起るべき ある こと を 待って いた。 

だ だ だ つ と 靴音 も あらあらしく、 ケント 兵曹が 奥 か 

ら龃 けだして きた。 


「分隊長、 たいへんです」 

「たいへ ん？ ど、 どうした」 

「海底 牢獄の 囚人が 脱獄し ました」 


川上 機関 大尉の 決心 


海底 牢獄と いうの は、 飛行 島で 働いて いる 者の 中で、 

許して おけない ような こと を や つ た 人間 を 捕らえて、 

おしこめて おく 牢獄であった。 それ は 飛行 島 を 水上に 


浮かばせ ている 脚 柱の 下につ いている 鉄筋 コンク リ— 

トの 浮函の 中に 造って あった。 そこ は 水面より はるか 

の 下にな つてい るので、 海底 牢獄の 名が ついてい るの 

だ。 当時、 その 中に 放り こまれて いる 囚人 は 五、 六十 

人あった。 多く は 建設 役人の 命令に 反抗した 中国人 や 

印度人であった。 

「え、 脱獄した つて」 

と 分隊長 フランクが 聞き かえす と、 ケント 兵曹 は、 

「そうです。 私が 倉庫 エレべ— タ— で 下へ おりようと 

しました ところ、 エレべ ー タ ー の綱条 にっか まって 脱 

獄囚が 下から どやどやと 上 つ てきた のに はお どろき ま 


した」 

「綱条 にっか まって 上る なんて、 そんな ことができて 

たまる か」 

「でも、 噓 じゃあり ません。 ほら、 彼奴 等が やって き 

ました。 足音が します。 あそこ を ごらんなさい」 

その 言葉の したに、 エンジンの 奥から、 うわ ー つと 

とびだして きたの は、 印度人の 一団であった。 奥が 暗 

いので、 まるで シャツと ズボンが 攻め よせてき たよう 

に 見える。 

「あ、 とうとう やって きたな」 

先頭の 印度人 は、 監守 をな ぐり 殺したら しい 血染の 


鉄棒 を ふり かぶって、 フランク 大尉に 肉薄す る。 

「仇敵、 英国人め。 圧政に くるしむ わが 印度 同胞のう 

らみを 知れ！」 

「な、 なに を —— 」 

だ— ん！ 

フランク はついに ピストルの 引金 を ひいた。 

印度人の 魂ぎ る 悲鳴 —— 空 をつ かんで、 鉄板の 上に 

氟れ た。 

「あ、 仲間 を 殺した な。 それ」 

とさ 

残りの 印度人 は、 鬨の声 を あげて、 うわ ー つと とび 

だしてく る。 


だ ー ん、 だ— ん。 

フランク 大尉 は、 電灯の 光に 見える 敵 を 夢中で 射撃 

する 

飛道具 を もたぬ 印度人 は、 かわいそうな ほど、 ばた 

ばた 倒れる。 気の毒に も、 みんな フランク 大尉の 弾の 

犠牲になる かと 思われた。 そのと き —— 

がち や— ん。 

電灯が 消えた。 誰か 電灯に ス パンナ— を なげつけた 

者が ある。 また つづいて、 電灯 はが ちゃんと 消える。 

室内 は 暗黒と なった。 

なさけ 

エンジン を 操作しながら、 川上 機関 大尉の 情の 早 


業だった の だ。 

実 をい えば、 第 四 エンジン 係の ゼリ ー 中尉 以下が 

ぶつ 倒れた の も、 川上 機関 大尉の やった ことであった。 

彼 は、 万一 の 用に もと 肌身 はなさず つけて いた、 ある 

無色 無臭の 毒 瓦斯 を 室内に 放 つたので あった。 

フランク 大尉に、 三十 六 基の ェ ン ジンの 仕様書 を さ 

がして 持って くるよう にと、 副官の 声色 を 使って 電話 

を かけた の も、 これ また 川上 機関 大尉であった。 

それから また 印度人の 脱獄 も、 川上 機関 大尉が 手 を 

貸した のであった。 その 中には、 彼が この 飛行 島へ 上 

陸 以来、 人に かくれて いろいろ 彼の 面倒 を みてくれた 


印度 志士 コロ— ズ氏 もま じってい たの だ。 

なぜ 川上 機関 大尉 は、 こんな こと を やりだし たの 

力？ 

彼 は、 飛行 島と いう もの を、 隅から隅まで 調べて ゆ 

くにしたがって、 それが 彼の 考えて いたよりも はるか 

に 恐し い 攻撃 武器で ある ことが 分かった からだ。 

はじめの うち は、 構造 や 性能な どが あらまし 分かれ 

ば、 あと は 勇敢 無比 を 世界に 誇る わが 海軍の 爆撃機 や 

軍艦で もって、 とにかく ぶつ 潰せる ものと 思って いた- 

ところが、 島内 を しらべて ゆく と、 なかなか そんな 

生やさし いもので はない。 いかに 勇敢 無比な わが 海軍 


の 精鋭 を もってしても、 これ は 相当の 犠牲 を 出さない 

では 攻めお とす ことができな いと 分かった。 なにしろ 

二十 インチの 巨砲で ある。 ものすごい 高角砲で ある。 

べらぼうに 厚い 甲板の 装甲で ある。 恐し く 用心 をした 

二重 三重の 魚雷 防禦 網で ある。 これで は 何 を もって 

いっても、 ちょっと 歯が たたない ように 思われる。 な 

る ほど、 大英 帝国が 莫大な 費用と 全科 学力と を かたむ 

けて 造った だけの 大 飛行 島で ある。 

難攻不落の 浮城 だ。 

「これ は 帝国 海軍に と つ て 実に 由々 しき こと だ」 

川上 機関 大尉 は、 ひそかに 天 を 仰いで 長大息し たの 


であった。 

その上に、 気に かかる の は、 彼の 秘蔵して いた ペン 

キ 缶に 仕 かけて ある 短波 無電 器が なくなって、 今は祖 

国 日本へ この 重大な 心配 を 通信す るみち が なくなった 

ことで ある。 現に、 試運転の 夜、 ホ型 十三 号 潜水艦が 

飛行 島に 近づいて、 川上 機関 大尉 あてに、 いくたび も 

呼 出 信号 を かけた が、 ついに 大尉の 応答が 得られな く 

て、 艦隊 本部へ 向け、 

「川上 機関 大尉の 応答な し」 

の 無電 をうた せた ほどだった。 

とにかく わが 勇士 川上 機関 大尉 は、 そこで 一大 決心 


を かためた のであった。 

それ は 一 たいどん な 決心であった ろうか。 

曰く —— 「俺 はこの、 飛行 島 を、 自分の 力で もって 

占領す る ことにき めた！」 

なんという 無謀な、 そして 大胆な 決心であろう。 

厶な また 

飛行 島をモ ー タ ー • ボ— ト とすれば、 その 舷 を 匍 

う 船虫 ほどの 大きさ もない 川上 機関 大尉が、 どうして 

飛行 島 占領な どと いうで つかい ことができる もの か。 

しかし わが 川上 機関 大尉 は、 いかなる 自信が あって 

の 上 か、 敢然と して 実行 計画 をた てた。 そして やっつ 

けた ことと いうの が、 上に のべた 三つの こと —— 第 四 


エンジン 部員 襲撃、 フランク 分隊長の てんて こ 舞、 海 

底 牢獄の 一 部の 破壊であった。 

だが 飛行 島 は、 あまりに も 大きい。 はたして 豪胆 勇 

士 川上の 偉業 はと げられ るであろう か。 


試運転 最後の 頁 


暗黒 中で ピストルの 撃 合が 行われて いるの を 見て、 

龃 けつけ た 副官 もス ミス 中尉 も、 事の 容易で ない こと 


を さと つ た。 

ひきつれ ていった 部下に 命じて、 エンジン 室内 を 

ぱっと 照らさせて みると、 脱獄囚 相手に、 ピストルの 

乱射 を やつ ている フランク 大尉の 姿が 見えた。 

戦闘員 は、 ピストル を かざして、 わ— つと 室内へ お 

どり こんだ。 

はげしい 銃声。 

響き 鳴る 金属 音。 

地獄の 中の ような 乱闘と 悲鳴。 

いかに 印度 志士が 慄悍 であると はいえ、 十分 武器 を 

も つたこう も大ぜ いの 兵員に とりかこまれて は、 どう 


にもなら ない。 彼等 は、 無念の 唇 を かみつつ、 いくつ 

かの 貴い 同胞の 死体 を そこにの こした まま、 奥 ふかく 

逃げ こんで しまった。 

副官 は、 フランク 大尉の 傍に すすみより、 

「少将 閣下 は、 試運転の 最中に 君が ピストル を 乱射し 

ている というので、 その 不謹慎 さ をお 怒りに なって い 

たが、 この 場の 有様 を 見て は、 君の やった こと は 無理 

ではない。 いや それよりも 英国 士官の 模範と すべき 君 

の 勇敢 さに ついて、 少将 閣下 は 勲章 を 本国へ 請求な さ 

る ことだろう。 よくやった、 フランク 分隊長！」 

といって、 かたい 握手 を 求めた。 


フランク は、 脱獄囚の ために 虐殺され るかと 思った 

のに、 うまく 命び ろい して、 夢心地と いったと ころで 

あった。 

が、 しばらくして、 はっと われに かえり、 

「あ、 そうだ。 怪 フィリッピ ン人 カラ モは どうしたろ 

う」 

「怪 フィリッピ ン人？ なんだい」 

「ほら、 お忘れに なりました か。 さっき 少将 閣下に 申 

し 出て 斥けられた あれです。 例の 日本 将校 力 ワカ ミが 

化けて いるの じ やない かと 思う 怪しい 奴です。 つい 

さっきまで、 その 辺で ェ ン ジン を 操作して いました が 
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と、 懐中電灯 を エンジン 運転台の 方に 向けた。 

だが、 なんの こと だ、 そこに は 誰の 姿 もなかった。 

見える の は パイロット • ランプ や 油圧計 や 廻転 計な ど 

の 器械ば かりであった。 計器の 針 は、 途方もない とこ 

ろへ かたむいて、 エンジン は いまにも 壊れそう な 怪し 

い 響 をた てて いた。 

「おや、 いない ぞ」 

と、 首をかしげた フランク は、 つづいて 受 持の 第 四 

エンジンの 乱調に 気づき、 さっと 顔色 を かえ、 

「たいへん、 エンジンが 爆発す る！」 


と、 運転台へ とびあが ると、 ハンドル をぐ つと ひねつ 

た。 それから 安全弁 を ひらく やら、 給水 パイプの コッ 

クを ひねる やら 大騒ぎ をして、 やっと ェ ン ジンの 壊れ 

るの を 救った。 

エンジン は、 ついにば つたり 停って しまった。 

「あいつ は、 とうとう 逃げて しまいました。 やっぱり 

日本 将校 力 ワカ ミだ つたの だ …… 」 

フランク 分隊長 は、 印度人に 殴られた 腰の あたり を 

痛そう にさす りながら、 副官と ス ミス 中尉に いった。 

副官た ち も、 あれほど 島内 を 懸賞まで つけて 探した 

川上 機関 大尉が、 まさか その 下 を くぐりぬ けて 生きて 


いると は 信じなかった けれど、 分隊長の 話 を 聞けば 怪 

しい ふし も あるので、 すぐさま 非常 手配 をした。 

だが、 川上 機関 大尉ら しい 東洋人の その後の 行方に 

ついては、 誰もた しかな 報告 をして くる もの はいな 

かった。 

一 方、 飛行 島 を 離れた 海面に、 警備の 飛行隊と 艦隊 

とで 追い かけまわ していた 日本の 潜水艦 ホ型 十三 号 は 

どうしたの であろう か。 

司令塔の リット 少将 は、 金モ ー ル 燦然た る 軍帽 をぬ 

いで、 傍の コンパスに 被せ、 さも 疲れたら しく 腰を籐 

椅子に 埋めて、 電話に かかって いた。 


「なんじ や、 警備 飛行 団長？ たしかに 急降下爆撃で、 

潜水艦 を やっつけ たって？ そのこと なら、 もっと 前 

に 報告が 届いて いるよ。 いや、 よろこぶ などと はもつ 

ての 外 じ や。 あれ は 同じ 潜水艦で も 口 ー ズ号 だ。 舵 器 

を こわして 列 外に 出た ところ を、 味方の 飛行機の ため 

に 空爆され たといって、 潜水 艦隊 は 怒って いる ぞ。 出 

直せ 出直せ」 

リット 少将 は、 苦りき つて 受話器 を 置いた。 すると 

また 呼出しの 明りが ついた。 

「おお、 リット 少将 だ。 なに、 警備 艦隊 司令官 か。 I 

I うん、 爆雷 を 五十六 阃放 りこんで、 どうしたと。 I 


I やった、 日本の 潜水艦 を か？ 話 だけ 聞く と、 大手 

柄 をた てた よう だが、 敵の 潜水艦が 沈んだ のなら、 海 

面い つ ぱいに 下から 油が 浮いて くるの を 見たろう な。 

—— なに、 それ は 見えなかった？ なにしろ 夜の こと 

で、 探照灯 も あま リ 役に立たず。 —— もう、 しゃべる 

の はよ せ。 子供が 司令官に なって いる わけ じゃある ま 

いし」 

リット 少将 は 憤慨の 極、 受話器 を 叩きつ けた。 

「う— ん、 今の 若い者 は、 魂が 腐つ とる」 

といって、 傍 を ふりむく と、 呼び もしない 分隊長 フ 

ランクが 立って いた。 


「あ、 貴様 は —— 」 

「少将 閣下。 力 ワカ ミが 生きて いる 確かな 証拠 を 申し 

上げに まいりました」 

「なんじ や、 力 ワカ ミ？ 力 ワカ ミの 亡霊に やわし は 

用 はない わい。 生きて いるものなら、 貴様 ひっかつ い 

で、 ここへ 連れて こい。 —— ああ これで もし わしが 神 

経 衰弱に ならなかった としたら、 それ は 医学界の 一大 

不思議 じ や」 

非戦闘員の 帰還 


途中まで は、 たいへん うまくいった 飛行 島の 試運転 

も、 一 回のお わりのと ころで、 思わぬ 邪魔 ものに とび 

だされ、 はじめは 大 機嫌だった リット 少将 も、 おわり 

に は 半分 気が 変な ようになって しまった。 

演習の 時間表な ど、 めちゃめちゃ になって しまった。 

それでも 飛行 島 は、 まず 無事に 元の 錨地へ 帰着す る こ 

とがで きた。 錨 を がらがらと 入れた とたんに、 東の 空 

が 白み だした という わけで、 実に 際どい ところで 間に 

あつたの だった。 


警備の 飛行 団も 艦隊 も、 ほっと 一息つ いた。 

リット 少将 も、 はじめて ベッドに 入った。 

それから 七日の 日数が たった。 

不思議と、 それ は おだやかな 日が つづいた のだった。 

リット 少将 は、 その 間な に をして いたのであろう。 

彼 は 「鋼鉄の 宮殿」 に 幕僚 を よびあつめ、 警戒 を 厳 

重に して、 会議に 余念がなかった。 その 間、 島内の 検 

挙も、 手が ゆるめられて いたよう だし、 飛行 島 建設に 

したがっていた 三千 人の 技師 や 労働者た ち も、 もう 仕 

事がない ので、 もっぱら 共 楽 街へ 入り こんで、 底ぬ け 

あそび 

遊に 昼に 夜 をつ ぎ、 夜に 昼 をつ ぎして いた。 


さて 七日た つた その 日の こと。 

飛行 島 建設に したがった 技師 や 労働者 は、 全部 甲板 

にあ つめられた。 

リット 少将より お礼の 言葉が あると いう 噂だった。 

それ は 偽りではなかった。 

リット 少将 は、 一 段と 高い 壇上に のぼり、 マイク を 

前にして 立った。 

「や あ、 諸君。 飛行 島の 建設に 従事せられ たる 各国の 

技術者、 および 労働者 諸君よ」 

と、 リット 少将 は 身ぶ りよろ しく、 演説 を はじめた _ 

「諸君の 秀でた る 技倆と、 おどろくべき 忍耐と によつ 


まもりがみ 

て、 この 南シナ海の 護 神 は、 たいへん 立派に 出来た。 

我輩 は、 世界人 類に 代って、 この 大事 業 をな しとげた 

諸君に 感謝 を ささげる。 —— さて 仕事 も だいたい 終つ 

たので、 本日 はこれ より 諸君 全部に 対し、 週給の 二十 

倍に 相当す るボ— ナス を 給与す る。 これが 我輩の なし 

能う ところの 最大のお 礼で ある。 それが 終了した 後で、 

汽船 ブル—. チャイナ 号 を 提供す る。 諸君 は 皆、 この 

チャイナ 号に 乗って、 それぞれ 帰国しても らいたい。 

汽船 は、 この 飛行 島 を 出る と、 まず 香港に 行き、 次に 

シン ガポ— ル、 次に コロン ボ まで ゆく。 ボ— ナス をう 

けと ると きに、 諸君 は どの 港で 下りる か、 それ を 申し 


出ても らいたい。 汽船の 出発 は、 なるべく 早くしたい 

とおもう が、 準備の 都合 も あり、 夜に 入る とおもう。 

いや、 どうも ながなが ありがとう」 

リット 少将が、 いつもに 似合わぬ 和やかな 態度で 挨 

拶 をお わると、 週給の 二十 倍の ボ— ナスに 興奮した 大 

衆 は、 口笛 を ふき、 足 を ふみならし、 帽子 を ふって ゥ 

ラ ー を 唱えた。 

いよいよ 仕事 はお わった の だ。 

そして 今日は、 たん まリボ ー ナス を もらって、 なつ 

かしい 自分の 国へ 帰れる の だ。 

国に 帰れば、 妻子が とびついて くるだろう。 弟 や 妹 


が、 御馳走 を もって 迎えに でて くるだろう。 年老いた 

両親 は 涙 を だして よろこぶ だろう。 その 眼の 前へ、 こ 

の 飛行 島で 稼ぎた めた 金 をみ せて やる の だ。 みんな、 

そのような 大金 をみ たこと がない ので、 気が 遠くなる 

かもしれ ない。 —— などと、 黒 いのも 黄い ろ いのも、 

褐色な の も、 白 いのも、 それぞれ はちきれる ような 歓 

喜に 酔 つばらつ てし ま つ た。 

リット 少将 は、 この 有様 をみ て、 たいへん 満足の よ 

うで あ つ た。 

ボ— ナス は、 ほんとうに 手渡された。 

香港で 下して くれと いう 者 も あれば、 コロン ボ より 


もっと 先へまで 送って くれないので すかと、 慾ば つた 

質問 をす る 者 もあった。 

皆 は 一 旦 解散した のち、 自分の 荷物 を まとめる と、 

また 飛行 島の 甲板の 所定の 位置へ 帰って きた。 爆笑の 

花園みたい である。 誰の 機嫌 もい い。 

そのうちに、 海底 牢獄に つながれ ていた 囚人まで が 

解放され たうえ、 これに もや はり それ 相当の 慰労金 を 

さずけられ、 甲板へ さしてに こに こ 顔で 現れた のに は、 

皆 を さらに おどろかせたり、 よろこば したりな どした。 

「リット 少将て えの は、 あんなに 話が わかる 人 だと は、 

今日の 今日まで 思って なかった よ」 


「そうよ な あ。 まったく お前の いうと おりだ。 リット 

少将 さま は、 話が わかりす ぎて、 気味が わるい くらい 

だよ。 俺 はな、 うちの 女房に、 ダイヤモンドの 指環 を 

か つ て やる つもり だ」 

いやもう、 どこの 固まりで も、 リット 少将 は 福の 神 

さまの ように、 あがめられ ていた。 

とうとう 夜に な つ た。 

甲板 は、 真昼の ように 明るく 照明され ている。 二 万 

四千 トンの 輸送船 ブル— • チャイナ 号 は、 桟橋に びた 

りと よこづけ になり、 皆の 乗り こむ の を 待って いる。 

しかし 乗船 命令 は、 なかなか 出なかった。 


午後 八 時が 九 時に なり、 十 時に なった。 

そろそろ 不平 をい う 者 も 出て きた。 

英国 軍人 以外 は 皆 立ち去らせ るので、 島内の 捜索 を 

さらに 厳重に やって いて、 それで 出発 時刻が おくれる 

ん だと、 どこから 聞き こんだ のか、 したり 顔に 説明す 

る 者 も あ つ た。 

午後 十 時が、 十 一時にな リ、 十二時 を まわった。 

「今夜 はもう 出発 とりやめで、 明朝に 延期にな るんだ 

ろう」 

などと 噂して いると ころへ、 午前 一時にな つて、 突 

然 乗船 命令が 出た。 


一 同 は、 水兵た ちの 制する の もき かず、 われがちに 

桟橋へ 殺到した。 それ を 一 人 一 人 乗船させる。 

三千 何百 人の 乗船に は、 たいへん 手間 どった。 時刻 

は 午前 一 一時 半に なった。 

囚人 も 皆の りこんだ。 

一番 後から 乗った の は、 白い 病 衣 を まとった 東洋人 

を 中心に した 四 人づれ であった。 白い 病 衣 は 外ならぬ 

杉 田 二等 水兵の 姿であった。 傍に は、 可憐なる 梨花と 

二人の 英国人 看護婦 もつ きそって いた。 

ああ 皆、 船に のって 飛行 島 を 出て ゆく の だ。 ああ 意 

外 も 意外 杉 田 二等 水兵 も、 これでつ いに 一命 を 拾った 


らしい。 まことに 意外なる リット 少将の 慈悲で は ある。 

司令塔から は、 リット 少将が 双眼鏡 片手に にこに こ 

笑って、 この 有様 を 見て いる。 


非道と 正義 


フランク 大尉が 唇 を ぶるぶる ふるわせ、 つかつかと 

少将の 傍へ よって 来た。 

「少将 閣下。 あれほど 私が 御注意 申し あげました のに 


も かかわらず、 私が 力 ワカ ミ だと 申す 人物 を、 あの 船 

の 上へ 逃がして おしまいに なリ ましたね」 

リット 少将 は、 フランク 大尉の 方へ 顔 を 向けて、 

「もう 力 ワカ ミ のこと はく どくい うな。 たとい この 上 

力 ワカ ミを 捕らえ、 この 飛行 島に 監禁して おいた とこ 

ろが、 邪魔に こそ なれ、 なんにも ならない の だ。 お前 

も 知っている とおり、 本国からの 訓令に より、 明日 は 

. J の 飛行 島が い よ いよ 重大 任務 を 帯び て 某 方面 へ 出動 

する ので はない か。 もう 力 ワカ ミ のこと は、 忘れよう 

ではない か。 そして 一路、 敵国 艦隊 を 撃滅す る ことに、 

専心す るの だ。 まあ わしの する こと を 見て いるが い 


い」 

リット 少将 は、 うす 気味が わるい ほど、 上々 の 機嫌 

だった。 

この 老獪なる 建設 団長 —— いや、 七日 前に 本国から 

の 電信に より、 あらたに 極東 艦隊 飛行 島 戦隊 司令官に 

任命され た リット 少将 は、 なぜ そんなに 機嫌が よいの 

であろう？ 

実は、 これに は 深い 仔細が あつたの である。 リット 

司令官の 胸中に は、 戦隊の 首脳部の ほんの 数名に しか 

知らせて ない ある 策略が 宿って いたので ある。 

では、 その 策略と いうの は？ 


大量 の 非戦闘員 を 出発 さ せる というのに、 わざわざ 

真夜中 をえ らんだの は、 なぜか。 

監禁 囚人 はもち ろん、 大事な 俘虜 杉 田 二等 水兵 や、 

力 ワカ ミの 容疑者な ど を、 同じ 船に のりこませ たの は、 

なぜか。 

それ 等の 事柄 を、 いま 飛行 島の 建設が おわった こと 

と 思い あわせて、 読者 はなに、》 J とか を 胸の うちに 感じ 

ないで あろう か。 

なんとなく 重苦しい 予感！ 

いや、 もっと はっきり いいあてて いい。 

もう 一 つ、 考える 材料が できた。 それ は 飛行 島 を 放 


れて 香港へ 行く はずの 汽船 ブル— • チャイナ 号が、 奇 

怪 にも 今 それと 反対に、 真南に 航行して いる ことで あ 

る。 

リット 少将が、 にゃにゃ 笑って いる。 

それと は 露知らず、 さんざん 酔 払って 乗船した 帰還 

団体の 誰も 彼 も は、 船が どっち を 向いて 走って いるの 

か、 そんな こと は 知ろうと しないで、 なお も 酒 壜をか 

かえて、 わ あわ あ 騒いで いた。 

午前 三時 十五 分！ 

恐るべき 悪魔の 翼 は、 ついに 汽船 ブル—  • チャイナ 

号 をつ つんだ。 


もしも 非常に 敏感な 人が 船 上に いたと したら、 その 

人 は 最初、 相当 おびただしい 飛行機の 爆音 を 耳に した 

であろう。 それ は 英国 空軍に 属する 警備 飛行 団が 飛行 

している の だと 思った であろう。 そうだ、 まさしく そ 

のとお リ であった。 

次に その 敏感なる 人 は、 汽船 ブル—. チャイナ 号の 

左前 方に、 ほほ 並行の 進路 を 保って、 六隻 からなる 駆 

逐 艦隊の 明りが 走って ゆく の を 見た であろう。 そして、 

それ は 英国 海軍に 属する 警備 駆逐 戦隊 だと 思 つたで あ 

ろう。 それ もまた、 まさしく そのと おりであった。 

空と 海と からして、 汽船 ブル ー . チャイナ 号 は 護衛 


されて 安全なる 航海 を つづけて いるの だ —— と 思った 

であろう。 

だが 次の 瞬間、 到底 信じられない ことが 突発した。 

甲板 上の 灯火が、 暗い 海 を 船の まわり だけ を、 ほの 

い るか 

明るく 照らして いたが、 その 光の 中に、 突然 海豚の 群 

のように きらきら 光る 銀色の 魚雷が 群 をな して 船側 目 

がけて とびこんだ —— と 思ったら、 次の 瞬間、 天地 も 

裂けと ぶような 大 爆発が 船 内に ひびきわたり、 汽船 は 

吹きと ぶような 大 衝動 をう けた。 

「な、 なに 故の、 味方の 攻撃 か」 

といぶ かる 暇 もな く、 こんど は 甲板の 上へ 爆弾の 


雨！ 

ど どん、 ど どん。 

、、ゝ  ノ、、 、ゝ  ノ ヽ、、 ゝ  ^  o 

力. 1 ん 力. 1 ん 力. 1 ん 

たちまち 起る 地獄変の 絵巻 —— 船体 は 火の 嵐に 吹き 

ちぎられて、 みる 間に、 どろどろと 怒れる 波間に 吸い 

こまれて ゆく。 

到底 筆紙に 書き あらわせない 暗夜 海上の 大 惨劇で 

あった。 

生存者 は 幾人 あるだろう。 おそらく 皆無と こたえる 

のが、 当ってい るだろう。 

汽船 ブル！ チャイナ 号 は、 四千 人に ちかい 乗組員 


と 船客 もろとも、 電光の 閃きの ような ほんの 一瞬 時に 

して、 影 も 形 も なくなった。 

それ は 誰が やった のか？ 

やった の は、 何者 だか 分かって いる。 

しかし 憎むべき は、 それ を 命じた 者 だ！ 

リット 戦隊 司令官 だ！ 

リット 少将の、 うす 気味 わるい 微笑の 謎 は、 ここに 

はじめて 解けた の だ。 

r 飛行 島 の 秘密 は、 永遠 に 完全 を 護ら なければ ならな 

い」 

彼 は それ を 神の 前で いい 放ち、 そして 実行した の だ。 


なんと いう 非道な ことであろう。 

利益の ために は 手段 を 選ばず 恥 も 知らない という、 

やり方が これで ある。 

あわれ、 誰も 彼 も、 みな 死んで しまった。 一 々名前 

を あげる こと さえ、 われわれに は 忍びない ではない か 

しかし 眼を蔽 つていて はならない。 そのな かに 世界 

の 公敵が 大手 を ふ つ て 闊歩す るの を 見お として はなら 

ない。 

だが、 正義 は 神で ある。 飛行 島 を 出発した ときの 汽 

船 ブル—. チャイナ 号に 乗って いた 者の なかで、 危く 

命び ろい をした 者が 少く とも 一 一人 はあった。 


その 二人 は、 今 暗い 海上 を 互に 呼び あい、 励まし あつ 

て 泳いで いる。 

「どう だ、 見た か。 ずいぶん ひどい こと を やった じ や 

なレ 力」 

「は、 見ました。 全くお どろき ました。 しかし 上官の 

機敏なる 判断に は、 もっとお どろき 入ります。 もう 十 

分、 あの 船の 上で ぐずぐずし ていたら、 今ごろ は 五体 

ばらばらに なると Y ろでした」 

「うむ、 俺の 判断に 狂がなかった というよりも、 これ 

よみ 

は 日本の 神々 が、 われ 等の 使命 を嘉 せられて、 下した 

まえる 天佑と いう もの だ。 おい 杉 田、 貴様が 意外に 元 


気で、 こんなに 泳げる というの も 天佑の 一 つ だぞ」 

「は、 私 は 船 内で 上官のお 顔 を 見つけた とき は、 うれ 

しさの あまりに、 大声で 泣きたくて 困りました。 とう 

とう 脱 艦 以来の 目的 を 達して、 川上 機関 大尉と 御 一 

しょに、 飛行 島 攻略に 邁進して いるんだ と 思う と、 腕 

が 鳴って たまりません」 

「うん、 愉快 じ や。 しかし こんど 飛行 島で 顔 を 見られ 

たら、 そのと き は 相手 を 殺す か、 こっちが 殺される か 

だぞ。 なぜと いえば、 飛行 島の 上に は、 東洋人 はもう 

ただの 一 人 も いないの だからな あ」 

「なに 大丈夫です。 そのと き は 日本刀の 切味 を、 うん 


と 見せて やります よ」 

わるだくみ 

川上 機関 大尉 は、 早く も リット 少将の 悪 企 を 察し、 

汽船 ブル—. チャイナ 号 出帆の 約 二十 分 後、 二人 は 夜 

の 闇 を 利用して ひそかに 海中に すべりこみ、 この 大危 

難から 免れた ので ある。 

川上、 杉 田の 両 勇士 は、 目 ざす 飛行 島に 果して 無事 

泳ぎつ くこと が 出来る だろう か。 その 夜の 南シナ海 は、 

風 次第に 吹きつ のり、 波浪 は怒リ はじめた。 杉 田 二等 

水兵 は、 まだ 十分に 快復し きってい ない。 心配な こと 

である。 


ついに 国交 断絶！ 


五月 十七 日。 —— 

この 日 こそ、 千古に わたって 記憶 せらるべき 重大な 

日と な つ た。 

東洋 一帯 を、 有史以来の 大戦 雲が、 その 真黒な 大翼 

の 下に つ つんで しま つ た 日 だ。 

飛行 島の 朝 まだき、 飛行甲板の 上に は、 一 台の 軽 旅 

客 機が、 今にも 飛び だしそう な 恰好で、 しきりに プロ 


ペラ— を まわし、 エンジン 試験 をつ づけて いた。 

この 軽 旅客機 は、 実は 一昨夜 この 飛行 島に やって き 

たの だ。 飛行機が 着 島す ると、 夜 だとい うのに リット 

提督 は わざわざ 出迎えた。 飛行機の 中から は、 二人の 

巨漢が 下りて きて、 リット 提督と、 かわるがわる かた 

い 握手 をした。 それ以来 ずっと、 この 軽 旅客機 は、 今 

にも 飛び だしそう な 恰好で、 飛行甲板に いるので あつ 

た。 

その 二人の 巨漢 は、 今な お 鋼鉄の 宮殿の 中に おいて、 

リット 提督 やその 幕僚と 向きあって いる。 誰の 眼 も、 

まるで 兎の 眼の ように 赤い。 ゆうべから こっち、 徹夜 


でもって 相談が すすめられ ている らしい。 したがって 

その 相談の 重要性に ついても 大方 察しが つくであろう。 

リット 提督 は、 卓上に ひろげた 大きな 世界 地図 を 前 

ごうぜん 

にして、 傲然と 椅子の 背に もたれて いる。 左手に しつ 

かりと 愛用の パイプ を 握って いるが、 火 はとく の 昔に 

消えて いた。 よく 見る と、 広い額の 上で、 乱れた 銀髪 

が ぶる ぶ ると 小さく 震え ている のが 分かる だろう。 

「さあ、 どうされ るな。 イエス か、 ノウ か、 はっきり 

御 返事が ねがいたい」 

提督 は、 そういって、 二人の 巨漢に 火の ような 視線 

を 送った。 


この 巨漢た ち は 誰であろう。 

一人 は、 例の ソ連の 特命 大使 ハ パノフ。 もう 一人の 

巨漢 は、 その 服装で 分かる ように ソ連 武官 —— くわし 

くいえば、 極東 赤旗 戦線 軍 付の ガ ー リン 大将であった。 

この 両 巨漢 は、 リット 提督 を 前にして、 しばらく 小 

声で 言葉の やりと リを していた が、 そのうちに 両者の 

意見が 一致した らしく、 ガ— リン 大将 は、 すっくと 席 

から 立ち上った。 

「わが 極東 赤旗 戦線 軍 を 代表して、 本官 は 今 英国 全権 

リ ッ ト 提督 閣下に 回答す る の 光栄 を 有する ものです。 

わが 軍 は、 ここに 貴 提案 を 受諾し、 只今より 二十 四時 


間 後に おいて、 まず 大空 軍団の 出動から はじまる 全軍 

の 日本 攻略 を 決行 い たします」 

リット 提督 は 本国 政府から、 英ソ 秘密 会談に ついて、 

とくに 英国 全権の 重い 職務 を 与えられて いたので あつ 

た。 

「私 も、 ともに お 約束し ます」 

ハ パノフ 大使 も、 後から 立って、 同じ こと を 誓った。 

リット 提督 は、 それ をき いて 喜色満面、 パネ 仕掛の 

ように 椅子から とびあがって、 両 巨漢と、 いくたび も 

かたい 握手 を かわした のであった。 

「ああつ いに 貴国の 同意 を 得て、 こんな うれしい こと 


はない。 英ソ 両国の 対日 軍事同盟 はついに 成立した の 

である。 では 今よ リ 両国 は 共同の 敵に 向かって、 北方 

と 南方との 両方 向から 進撃 を 開始しょう」 

「しかし リット 提督。 その 軍事同盟の 代償に ついては、 

どうか くれぐれも 約束ち がいの ないように 願います る 

ぞ」 

「いや、 それ は 本国 政府より、 特に 御 安心 を 願うよう 

にと いう ことであった。 わが 英国 は、 印度の 平穏と 中 

国の 植民地 化さえ なしとげれば、 それでい いので あつ 

て、 日本 国の 小さい 島々 や 朝鮮半島 など は、 一向 問題 

にして いないの である」 


「それ なれば まことに 結構です。 それ はとに かく、 わ 

が ソ連と 英国と は、 もっと 早くから 手 を 握るべき で 

あった。 なぜなら、 わが ソ連 政府 は ユダヤ人で 組織せ 

られ ている し、 また 貴国の 政治 は ユダヤ 人の金の 力に 

よって 支配せられ ている ので あるから、 早くい えば、 

本家の 兄と、 そして 養子に いった 弟との 関係み たいに 

切っても 切れない 血族な のです からね え」 

この 会話で もって 察せられる ように、 英国 はついに 

ソ連 を 仲間に ひき 入れ、 日本の 前に 武器 を もって 立つ 

たのであった。 

ことが ここまで はこぶ までに は、 英国 はずい ぶんい 


ろい ろの 策略 をつ かった が、 殊に 横須賀 における 日本 

少年の 英国 水兵 殺害事件 は、 対日 戦 を 起す のに 一 番都 

合の よい 口実と なった。 しかし それ は どこまでも 口実 

なのであって、 対日 戦の 根源 ははる か 日中戦争 にあつ 

た。 いや、 それよりも もっと 前、 英国 系の ユダヤ 財閥 

が、 日本 追い出しの 陰謀 を 秘めて、 中国 を 植民地 化す 

るた めに 四 億 ポンドと いう 沢山の 資本 をお ろした とき 

に はじま つ たという のが ほんとうであろう。 

ついに この 日、 五月 十七 日！ 

ここに わが 帝国 は、 北と 南との 両方から、 世界一 の 

陸 空軍 国と、 世界一 の 海 空軍 国との 協 同大 攻撃 をう け 


る ことと な つ た。 

もちろん 宣戦布告 などの こと はなく、 英ソ 両国の 精 

鋭 軍団 は、 一 方 的に 軍事行動 を 起した のであった。 

ああ 危 い かな 大日 本 帝国！ 

懐中 ひそかに、 恐るべき 武器 を 忍ばせ、 なにく わぬ 

顔して 近づいて くる 仮面の 善隣 を、 はたして わが 帝国 

は 見破る ことができる かどうであろう か。 

軽 旅客機が、 ハ パノフ 大使と ガ ー リン 将軍 をのせ、 

爆音 高く 朝日 匂う 大空に まいあがり、 いずこ ともなく 

姿を消す と、 それに つづいて 飛行 島内に は、 剛曉た 

る 喇叭が、 隅から隅まで ひびきわたった。 


渡洋 作戦 第 九 号に よる 出航 準備 だ！ 

いよいよ 極東の 戦雲 は、 一陣の 疾風に うちの つて、 

動きだし たので ある。 

飛行 島 出動 

飛行 島 は、 俄然 活気 をお びた。 

まだ 収容し つくさな か つ た 爆撃機 や 戦闘機な どが、 

シン ガボ— ル から 海 を 越えて 続々 と 到着し、 飛行甲板 


にまい 下りた。 中には 飛行 池に 着水す る 水上 機 も あつ 

お お わらわ 

た。 総出の 整備 員 は、 汗 だくだくの 大童 となって、 新 

着の 飛行機 を エレべ ー タ ー にの せ、 それぞれの 格納庫 

へ おろした。 

弾薬庫 は 開かれ、 二十 インチ 砲弾 を はじめ 数々 の 砲 

弾が、 それぞれの 砲塔へ おく リゃ すいように、 改めて 

並べ かえられた。 

甲板 や 舷側から、 戦闘に 不用な もの は、 ことごとく 

取 除かれた。 

室内に おいても、 不用な 箱 や 卓子な どが 別にせられ、 

そして 甲板から 海中へ 投げ捨てられた。 


秘密 砲塔 を 隠して いる 仮装 掩蓋 は、 しばしば 電気の 

力 を かりて、 取 外されたり、 また 取 付けられた。 

共 楽 街 は、 大勢の 水兵の 手に より、 片端から うち 壊 

され、 小屋と いわず、 道具と いわず、 映写機の ような 

高価な ものまで 惜し気 もな く 海中へ 叩き こまれた。 

こうして 夕方ち かくに は、 飛行 島の 内外 は、 生まれ 

かわつ たように 軍艦ら しくな つ た。 

海 を 圧する 浮城、 飛行 島！ 

丁度 そのと き、 この 飛行 島 戦隊に 編入 せられた 巡洋 

艦、 駆逐艦、 水雷艇、 潜水艦、 特務 艦な どが 合わせて 

四十 六 隻舳艫 を ふくんで 飛行 島の まわりに 投錨した。 


リット 提督 は、 得意満面、 大した 御機嫌で 司令塔 上 

き か 

から 麾下の 艦艇 を じ つ と 見 わたした。 

「ほほう、 わが 飛行 島 戦隊の 威容 も、 なかなか 相当な 

もの だ。 これなら 日本の 本土 強襲 は、 案外 容易に 成功 

する であろう」 

提督 は、 戦わない うちに、 自分の 戦隊の 勝利 を ふか 

く 信ずる ようにな つ た。 

やがて 夜と なった。 

一 切の 出航 準備 は 成った。 

ただ 一 つ 気が かりな こと は、 昨日に ひきつづき 風が 

依然として 治らない ことだった。 


午後 八 時、 リット 提督 はついに 出航 命令 を 下した。 

「錨 揚げ！」 

命令一下、 電動機 は 重 くるしい 唸 を あげて 太い 錨 鎖 

を がらがらと まきあげて いった。 

このと き 飛行 島内の エンジン は、 一基 また 一基、 だ 

ん だんに 起動され ていって、 その 響 は 飛行 島の 隅々 ま 

で も) 」 と) 」 とと 伝わ つてい つた。 巨大 の ェ ンジ ン 群の 

はげしい 息づ かいだ。 

「前進！ 微 速！」 

山の ような 飛行 島 は、 しずかに 海面 を ゆるぎ だした _ 

麾下の 艦艇 もまた、 順序 正しく 航行 を はじめた。 


駆逐 戦隊の 横 列 を 先頭に、 それに やや 後れて 潜水 戦 

隊が つづき、 その 次に 前後左右 を 軽巡洋 戦隊に とりま 

かれて 飛行 島の 巨体が 進み、 最後 列に は 特務 艦 や 病院 

船、 給油船が 臆病ら しく 固まり、 殿 に は 巡洋艦 を 旗 

艦と する 別の 駆逐 戦隊が し つ かり 護衛して いた。 

航空 部隊の 一部 は、 全 艦隊の 外 ニキ ロメ ー トルの 円 

周に そい、 はるかな 高度 をと つて、 ぐるぐ る 旋回し、 

夜暗と はい いながら 不意 打の 敵に 対する 警戒 を 怠らな 

かった。 

ああなん という 堅い 陣形であろう。 海面、 海底、 空 

中の 三方 面に 対し、 いささか も 抜 目の ない 厳戒ぶ りで 


あった。 さすがに これ こそ 世界一 の 海軍 国と して、 古 

き 伝統 を 誇る 英国 艦隊の 出動ぶ リ であ つ た。 

風 はしき りに 吹き募り、 暗夜の 海面に、 波浪 は 次第 

に 高い。 赤 や 青 や 黄の 艦艇の 標識灯 さえ、 ときには 光 

を 遮られ、 しばらく 見えなくなる こと さえあった。 そ 

れは 艦首に ど つ とぶ つかる 怒濤が、 滝の ように 甲板 上 

に 落ちて くるせ いだ つ た。 

「ほう、 外 はいよ いよしけ 模様 だな」 

「うむ。 しかし 不連続線 だそう だよ。 いまに はれる だ 

ろう」 

細い 艦 内 通路 を、 肩 をなら ベて 歩いて ゆく 若い 士官 


の 会話 だ。 

出航 用意から はじまって ここまで、 まるで 火事場の 

ような 忙し さの 中に きりきり 舞 をして いた 飛行 島の 乗 

組 員た ち は、 やっと 一 息つ く 暇 を 見出した。 艦 内 士官 

酒場へ 入る と、 そこで はしき リに コップの かちあう 音 

がき こえ、 葉巻の 高い 香が 匂って いた。 

「一たい これから わが 飛行 島 は、 どんな 任務に つくの 

かな あ」 

若い 機関 部の 士官が、 これ はまた 頼りない 質問 を、 

ある 主砲の 分隊 付 をして いる 同僚に 出した。 

「なんだ、 これから どんな 任務に つくの か だって、 そ 


いつは、 いくら 機関 部 だって、 ひどい 質問 だ。 分かつ 

ている じ やない か、 日本の 本土 を 南の 方角から 強襲す 

るの だ」 

「やっぱり そうか。 南の 方から 強襲す るの か」 

「な あんだ、 君に も 分かって いるん じ やない か」 

「そういう 話 は、 機関 部で も、 もっぱらの 噂なん だ。 

しかしそう 簡単に、 敵の 本土に 近づける かな あ」 

と、 たいへん 心配そう である。 


極秘の 作戦 


「はは あ、 分かった。 君 は 日本の 艦隊が どのように 猛 

烈な 抵抗 をす るか、 それ を 心配して いるんだろう」 

と、 分隊 付の 士官 は、 赤い 顔 を 前に つきだした。 

「そうさ。 大きな 声で はいえない が、 連盟 脱退 後の 日 

本 艦隊 は どこまで 強いの か、 底力の 程度が わからない 

てえ こと だぜ」 

機関 士官 は、 だいぶん 恐 日 病に かかって いるら しい。 

「心配す るな。 こっちの 作戦に もぬ かり はな いんだ。 

いいかね、 こうなん だ。 近く ゥラ ジボを 根拠地と する 


ソ連 艦隊が、 北方から 日本海 を衝 こうと する 一方、 わ 

れ われ は 南から 同時に 衝く。 そうなる と 日本の 艦隊 は、 

いきおい 勢力 を 二分せ にやな らん じ やない か。 そこが 

付け目 なんだ。 日本の 艦隊 をして、 各個 撃破の 挙に出 

でしめ ない のが、 そもそも 英ソ 軍事同盟の 一等 大きな 

ねら いどころ 

狙 所な の だ」 

「ふ— む、 うまい こと を 考えた な あ」 

機関 士官 は、 嬉しそうに、 はじめてに やりと 笑った。 

「それみ ろ、 いくら 優勢 海軍で も、 二分され て は、 一 

匹の 鮫が 二 匹の 鮭に なった ような もので、 まるでお と 

なしい もの さ。 そこ を 狙って、 こっち は 爆弾と 砲弾と 


でもって、 ど ど ど どっと やっつける」 

「おい 大丈夫 かね。 しかし 日本の 連合艦隊 は、 今 も 南 

洋 付近に 頑張って いるの じ やない かね。 そして われ わ 

れは 当然、 生の ままの 連合艦隊に ぶっかる ような こと 

にな るん じ やない か」 

「大丈夫 だと も。 今ごろ、 敵の 連合艦隊 は、 大騒ぎで 

北 艦隊と 南 艦隊と に 二分され、 ゥラ ジボに 向かう やつ 

は、 重油 を ふんだんに 焚いて、 波 を 蹴た てて 北上して 

いる ころだろう。 北上 組 は 巡洋艦 隊で、 南洋の 辺に 

残って いるの は 主力艦隊だろう よ」 

お き 

「うむ、 すると 戦艦 淡路、 隠岐、 佐 渡、 大島 や、 航空 


母艦の 赤 竜、 紫 竜、 黄 竜な どと いうと ころが われわれ 

を 待って いる わけ だね。 相手の 勢力 は 二分され たと 

いっても、 これ は 相当な 強敵 だ。 わが 飛行 島 戦隊に 

とって は、 烈しす ぎる 大敵 だ。 僕 は、 とても 勝利 を 信 

ずる ことができない」 

機関 士官 は、 また 蒼くな つた。 

「あつ はつ はつ はつ。 貴公に や、 臆病 神が ついていて、 

放れない らしい。 そこのと ころに は、 こういう 作戦が 

あるんだ。 いいかね。 南洋 方面に いる 日本の 主力艦隊 

に対して は、 わが 東洋 艦隊が 総が かりで もってぶ つか 

る ことにな つてい るんだ。 しかも こちらから 積極的に、 


敵の 根拠地 を 襲撃す るんだ。 戦闘 水面 は、 おそらく マ 

リア ナ海 一 帯であろう」 

「ふ— ん、 わが 東洋 艦隊 は 印度 や シン ガボ— ルゃ 香港 

を 空つ ぼに して 日本の 主力艦隊に かからに や 駄目 だ」 

「もちろん のこと さ。 しかし こういう 場合 を 考えて、 

わが 東洋 艦隊 は 約 三 倍大の 勢力に 補強され て あるから、 

心配 はない。 そうして 敵艦隊に 戦闘 を させて おいて、 

一方 わが 飛行 島 戦隊 は、 戦闘 地域の 隙 を 狙って、 東径 

百 四十 度の 線 —— というと、 だいたい 硫黄 列島と ラサ 

島との 中間 だが、 そこ を 狙って 北上す るんだ。 そうな 

ると、 われわれ は 明 放しの 日本 本土の 南方 海面に 侵入 


でき るんだ。 そこで 早速 飛行 島から 爆撃 飛行 団を 飛ば 

せて、 一挙に ト— キヨ— を 葬り去 るんだ。 なんという 

いい 役 どころではない か。 われわれ 飛行 島 戦隊なる も 

の は、 日本 攻略 戦の 主演 俳優み たいな もの だ。 大いに 

その 光栄 を 感謝し なけり やならん」 

「ほほう、 わが 飛行 島 戦隊 は、 日本 攻略 戦の 花形 俳優 

にあた るの かね。 ああ それ はすば らしい 幸運 を ひきあ 

てた もの だ。 さあ、 それなら ここで 一 つ、 景気よ く 

まえいわい 

前 祝 として 乾杯 しょうじゃ ないか」 

「よかろう。 さあ はじめる ぞ。 皆、 こっちへ よって 来 

い」 


「よし、 集った ぞ」 

「では、 はじめる。 飛行 島 戦隊の 戦士た ち、 ばん ざ— 

い」 

「ばん ざ— い。 —— この 次 は、 飛行 島 をョコ ハマの 岸 

壁に つけたと きに、 乾杯 しょうや」 

「ああ それが いい。 愉快 愉快」 

士官 酒場 は、 すっかりお 祭 騒に なって しまった。 


濡れる 二 勇士 


「おい 杉 田、 どう だ、 傷痕 は 痛む か」 

飛行 島の 縁の下 ともいうべき 組立 鉄骨の 間で、 声が 

した。 

あたり は 真暗で、 人の 輪郭 も 見えない。 ひゆう ひゆ 

うと 鉄骨の 間 をぬ つ てく る 烈風の 響、 ざ ざ ざ— つと 支 

は 

柱 を 匐い のぼる 激浪の 音に、 応える 人の 声 はもみ 消さ 

れて 聞えない。 

「そんな 弱気 を 出して はい かんじゃ ないか。 いや、 俺 

の マ J と なぞ 心配し な いでいい」 

「であり ますが  であり ますが、 上官の 足 手 まとい 


になる 杉 田であります。 杉 田 は 早く 死んで しまいたい 

のです。 私が 死ねば、 上官 は、 それ こそ 何事に も わざ 

わい されずに、 思いきって 奮闘で きる のであります。 

ああ 私 は、 上官に 大 迷惑 を かける ために、 ついて まいつ 

たような ものです。 ざ、 残念 この 上 もありません」 

わ— つと 男泣きに 泣く 声が、 風の 間に 聞え た。 二人 

の 会話 は、 ちょっと 杜絶え たが、 

「ああ、 もう 何もい うな、 杉 田。 川上 は、 そんな こと 

をなん とも 思つ ちゃい ない ぞ。 敵と 闘って、 名誉の 戦 

傷 を 負った 貴様 じ やない か。 普通なら、 病院船の 軟ら 

かい ベッドの 上に 横たわって、 故国の 海軍 病院に 送還 


される 身の上 だ。 しかし ここ は 敵地 だ。 いや 敵地 どこ 

ろか、 敵の 懐の 中な の だ。 可哀 そうだが、 これ 以上、 

どうして やりよう もない」 

「も、 もったいない ことです。 上官、 もう 沢山です」 

「うん、 泣くな。 俺の いいたい こと は、 そういう 重傷 

をう けた 身で いながら、 今 もこの 潮に 洗われて いる 鉄 

骨の 間で 頑張って いる 貴様 のお どろくべき 忍耐力 を褒 

めて やりたい の だ。 おい 杉 田、 貴様ぐ らい 立派な 帝国 

軍人 はない ぞ。 そして また 貴様ぐ らい 上官 思 の 忠勇 

なる 部下 はない ぞ」 

「上官、 もう 杉 田 は …… 」 


といって、 その後 は 波浪の 砕ける 音に 消えて しまつ 

たようで ある。 

療養 まだ 半ばに して、 汽船 ブル—. チャイナ 号から 

海中に とびこんだ 杉 田 二等 水兵 は、 いくたび か 波浪に 

のまれよ うとした。 そのたび に 川上 機関 大尉の 逞しい 

できし 

腕が 傍から さしのべ られ、 彼 は 溺死から 救われた の だ。 

そしてつ いに、 目 ざす 飛行 島の 鉄骨に とりつく ことが 

できた のだった。 

今では 飛行 島 上に は、 英人 以外の 乗組員 はた だ 一 人 

もい なかった。 だから 彼等 二人 は、 よしや 飛行 島に 泳 

ぎつ いたと しても、 もし 島内で その 姿 を 発見 されれば、 


たちどころに 引 捉えられなければ ならなかった。 折よ 

く 飛行 島 は 出航 準備で 島内の 警戒が ゆるんだ ので、 一 一 

人の 隠れ場所 は 安全と なった が、 それ は 一時の ことで 

ある。 彼等の 運命 は、 依然として 風前の灯であった。 

だが 日 東男 児 は、 いかなる 危険 を も 恐れない。 いか 

なる 艱難 も、 よくこれ を 凌ぐ ので ある。 ことに 川上 機 

関大 尉に は、 まだ はたしお わらない 大 任務が あった。 

それ は 飛行 島の 偵察 だ。 いや それば かりで はない。 彼 

は 一命 を 賭して、 飛行 島の 爆沈 を 計画して いるので 

あった。 この 恐るべき 大 飛行 島 を、 このまま 祖国の 近 

海に 近づけて は、 たまる もので はない。 二十 インチの 


巨砲 群、 八十 台に あまる 重爆 機隊、 そういう ものの 狙 t 

いってんばんじょう 

の 前に、 一 天 万乗 の 君 まします 帝都 東京 を はじめ、 祖 

国の 地 を 曝させて はたい へんで ある。 一命の あらん か 

ぎり、 彼 は 飛行 島の 爆破 を 断行す る 決心だった ので あ 

る。 

杉 田 一 一等 水兵 は、 上官の 後を慕って この 飛行 島に 泳 

ぎつ いたが、 上官の この 大 決心 を 察して いた。 彼 は 上 

官の 腕と なり 脚と なって 働こうと 思って いた。 しかし 

不幸に も 敵弾 をう けて、 今では 平生の 十分の一 の 力 も 

ない。 自分が 生きて いたので は、 川上 機関 大尉が、 自 

由に 活動で きない。 この 上 は 無念ながら、 せめて 自殺 


して、 大尉の 足 手 まといに なること を 避けたい と 思つ 

たが、 早く も それ を 悟った 川上 は、 杉 田 二等 水兵 をき 

びし く 叱りつ け、 そして 励まして いるの だった。 この 

ところ 杉 田に とって は、 生きる に 生きられず、 死ぬ に 

死なれぬ 苦し さであった。 

「おい 杉 田」 

川上 機関 大尉の 声 だ。 

「はい」 

「俺 はこれ から、 ちょっと 上への ぼって、 飛行 島の 様 

子 を さぐって くる。 お前 は、 短気 をお こさず、 ここに 

待って いろ」 


「はつ。 上官、 杉 田 も ぜひお つれく ださい。 私と て 敵 

の 一 人 や 二人 は I -」 

「いや、 まだ 襲撃 を やる わけで はない。 いずれ 襲撃 を 

やる とき は、 かならず お前 を つれて ゆく。 それ を 楽し 

みに 待って おれ。 今 は 偵察に ゆ くんだ。 敵状 を 知らね 

ば、 斬リ こみょう もないで はない か」 

と、 川上 機関 大尉 は 持って いた 日本刀の 柄 を 叩いた。 

この 日本刀 は、 大尉が 一 振、 杉 田が 一 振 もっていた。 

こんなと ころで 日本刀 を 手に入れ たの は、 不思議と い 

う ほか はない が、 実は これに も 神明の 加護が あつたの 

である。 それ は 川上が ブル— • チャイナ 号に 乗船した 


ときの ことだった。 彼 は 飛行 島に 潜入した ときに 近づ 

きにな つ た 比島の 志士 カナ モナ 氏が 数 本の 日本刀 を 

持って いるの を 見て、 無理に ねだって、 二 本 を 譲りう 

けた ものであった。 それ は 二人の 勇士に とって、 この 

上 もな き 利器であった。 

「はつ、 では 杉 田 は、 ここで 部署 を 守って おります」 

「よし、 しっかり 頼んだ ぞ」 

「では、 御 無事 を 祈って います」 

「うむ、 行って くる。 くれぐれも 短気 をお こして はな 

らん ぞ。 —— ああそう だ。 俺が 行って しまって、 力の 

ない お前が、 万一 激浪に さらわれ てはいけ ない。 そう 


いう 危険の ないように、 お前の 体 を、 この 鉄骨に しば 

りつけ ておいて やろう」 

川上 機関 大尉の 心 は、 どこまでも 注意ぶ かく、 そし 

て 傷つけ る 部下の 身の上に やさしかった。 


小暗い 下 甲板 


川上 機関 大尉 は、 半裸体に、 日本刀 を 背中に 斜に負 

い、 組立 鉄骨 をの ぼって いった。 


鉄骨の 表面 は、 海水に じめじめと 濡れて いて、 リベ ヅ 

トに足 を かける と、 そのままず るず ると 滑リ おちて 腕 

とうはん 

をす りむいたり、 足の 生爪 を はがしたり、 登攀 はな か 

なか 容易な 業ではなかった。 それでも 三十 分 あまりの 

後、 彼 はとうとう 最下 層の 甲板まで たどりついた。 

甲板の 隅で、 川上 機関 大尉 はしば らく 息 を いれて い 

たが、 そのうちに 元気 をと りかえ した ものと 見え、 そ 

の 狭い 通路 を 匐うよう にして そろそろと 場所 をう ごき 

だした。 

すると、 真正面から、 いきなり あらあらしい 足音が 

近づいた。 


川上 機関 大尉 は、 はっと 体 を 縮めるな リ、 飛鳥の よ 

うに カンパ ス のうしろ に とびこむ と、 その かげに 平蜘 

蛛 のように ぴったりと はりついた。 

やがて 彼の 眼の 前 を、 長身の 水兵が 鼻唄 まじりで、 

風の ように 通りす ぎた。 

(おお、 気づかれずに すんだ か。 もちつ とで 鉢 合せ を 

して、 呼 笛で も ふかれる ところであった) 

川上 機関 大尉 は、 ほっと 胸 をな でながら、 積み かさ 

ねられた カンバスの 山の かげから 姿 を 現した。 

すると 今度 は、 反対に 後方から、 別の あらあらしい 

足音が 聞え た。 


(あつ、 見つかって はたい へん！) 

もう カンバスの 山に かえる 暇はなかった ので、 思い 

きって 通路 を 向こうへ、 つつ ー と 栗鼠の ように 龃 けぬ 

けた。 

(どこか、 隠れる ところ はない か) 

と、 そこに 見えた 横道に とびこむ と、 これが なんと 

行き どまり の 袋小路 だ つ た。 

(しまった！) 

と 思った が、 もうお そい。 

足音 はいよ いよ 近づいた。 息 をのむ 間もなく、 飛べ 

ば 二足 ほどの 向こうの 角へ 一 人の 下士官が 姿 を 現した。 


(見つかった) 

下士官 は、 川上 機関 大尉の とびこんだ 袋小路へ 顔 を 

向けた。 そして あっとい うなり、 たじたじと 後へ さ 

がった が、 すばやく 右手 を 肩に かけた サックに 伸ばし 

たと 思う と、 とりだした 一挺の ピストル。 

もうお しまいだった。 

「えい！」 

川上 機関 大尉の 体が 前 かがみに なった と 思ったら、 

右手に さ つ と 閃いた 白刃！ 

ばさりと いう 純い 物音と、 う  むと いううな り 声 

とが 同時にお こった。 下士官 は ピストル を がらり と投 


しぐさ 

げすて ると、 首のと ころへ 手 を もってゆ くような 仕種 

をした が、 そのと き はもう 甲板の 上に、 仰向けに なつ 

い き 

て 倒れ、 呼吸が たえて いた。 

じつに 見事な 腕の 冴であった。 相手の 下士官 は、 つ 

いに 一発の 弾丸 も 放たないで、 あの世へ 旅立った の だ。 

「おお、 この 服装が 欲しかった の だ」 

川上 機関 大尉の 狙って いたお 土産 は、 向こうから 転 

がり こんだ ような ものであった。 彼は龃 けよ るな り、 

早い ところ 倒れて いる 下士官の 服 を 脱がして しまった。 

そして すばやく 自分の 身に つけた。 傍に 転がって いる 

下士官 帽も 役に たった。 彼 はすつ かり 英国 海軍の 下士 


官 になり すました。 百 八十 鹏の 長身 を もった 川上 機 

関大 尉に、 それ はちょう ど 頃 合の 制服だった。 

(や あどう も、 すっかり 結構な 支度 を 頂戴して しまつ 

た。 遺骸に 御礼 をい つて、 人に 見られな いうちに、 片 

づけて しまおう) 

大尉 は、 下士官の 遺骸 を 横 抱に かかえ、 舷側から 海 

中へ 放り こんだ。 逆 まく 波 は、 その 遺骸 をのんで 

ちょっとした 水煙 をた てた が、 水 音 は 嵐に 消されて、 

それほど 耳に たたな か つ た。 

「おう、 どうしたんだ」 

突然、 うしろから 肩 を 叩かれた。 それ はまった く 思 


いがけ ないで きごと だった。 

その 瞬間、 川上 機関 大尉の 脳髄 は、 びりびりと 痺れ 

た。 とうとう 見つかった のか。 

「おや、 ここに 変な ものが 転がって いる。 これ は 日本 

刀 じ やない か。 そして、 あつ、 たいへんな 血 だ！ お 

い、 これ は 一 体 どうしたんだ」 

とうとう 最悪の 場合と な つ た。 

しかし、 あわてて はいけ ない。 

「な あに、 大した ことで はない よ」 

「なに？」 

「黙れ！」 


川上 機関 大尉 は、 くるりと 身 を かえす が 早い か、 相 

手の 脾腹 めがけて、 得意の 当 身 を 一 つ、 ど ー んと 食わ 

せた。 

「う ー む」 

へたへ たと 足 許に 崩れる ように のびたの を 見れば、 

これ も 下士官だった。 なんと 弱い 奴ば かりで はない か。 

(そうだ。 杉 田の 用に、 この 下士官の 服 を もらって ゆ 

こう) 

川上 機関 大尉 は、 また 相手の 服 をぬ がせに かかった。 

ところが、 この 相手 は なかなか 手強い 奴だった。 彼 

は 人事不省 を 装って いたの だ。 だから 川上 機関 大尉の 


ちょっとの 油断 をみ すますな り、 隠し もっていた 呼 笛 

を 口に あてて、 ぴ ー いと 一声 高く、 乗組員に 急 を つげ 

た。 

「うむ、 やった な！」 

川上 機関 大尉 は、 電気に かかった ように とびあがつ 

た。 そこへ つけこんで、 相手の 巨漢 は、 むず と 組みつ 

いてきた。 

川上 機関 大尉 は、 舷に 押しつけられて しまった。 大 

した 力の 相手だった。 川上 は 懸命に、 相手の 胸 許に 

こっちの 頭 をつ けて、 押し潰され まいと 耐えて いるが 

相手 は 勝ち誇った ように、 いよいよ ぐんぐん 押しつけ 


る。 

川上 機関 大尉の 武運 は、 眼に 見えて 悪くな つた。 そ 

うでな くと も、 ここ 連日の 苦闘と 空腹と に、 かな リ疲 

れ ている 川上 機関 大尉だった。 はりきった 牡牛の よう 

な 英国 下士官と は、 とても まともな 力 くらべ はでき ま 

いと 思われた。 

そのと き、 向こうの 方で、 あわただしく 集合 喇叭が 

鳴った。 さっきの 呼 笛 を 聞きつ けて、 警備 班が 出動 を 

はじめた らしい。 早く も 奥の 通路から、 入リ みだれた 

靴音が 聞え てきた。 こうな つて は、 わが 川上 機関 大尉 

がいかに 勇猛で あると いっても、 敵勢 を 押し かえす こ 


と は、 まず 困難で はない かと 思われた。 

壮図 はついに 空しく、 わが 大勇 士 川上 機関 大尉 は 飛 

行 島の 下 甲板に 散る のであろう か。 

もし そんな ことがあれば、 いま 組立 鉄骨の 間に 病体 

を しばりつけて、 ひたすら 彼の かえり を 待ちわび てい 

る はずの 杉 田 二等 水兵 は、 どうなる であろう か。 

このと きわが 勇士の 様子 をみ る なれば、 彼 は、 猛牛 

の ごとき 敵の 下士官と がっち リ 組みあった まま、 一、 

二、 三、 四と しずかに 呼吸 を かぞえて いた。 そして 彼 

の 眼 は、 ときどき ちらりと 足 許に 転がって いる 日本刀 

の 方へ うごいて いた。 


川上 機関 大尉 は、 いま 何 を 考えて いるので あろう か。 

さ わぎ 

飛行 島 戦隊 は、 この 騒 をよ そに、 風雨 荒れ狂う 暗闇 

の 南シナ海 をつ いて、 ぐんぐん 北上して ゆく ので あつ 

た。 


消えぬ 怨 


「リット 少将！」 

提督 は、 わが 名 を 呼ばれて びっくりした。 その 声 は 


少女の 声であった。 

「リット 少将！」 

また 呼んだ。 

リット 少将 は、 その 声の する 方 を 見た。 そこ は 真青 

な 海原だった。 絵に 描いた ような 美しい 夜の 海原 だつ 

た。 少女の 声 は、 すぐ 下の 波の 間から 聞え るの だった。 

「誰か？」 

「私です」 

それ は 聞いた ことの ある 声だった。 しかし リット 提 

督に は、 声の 主の 姿が 見えなかった。 

(不思議な ことがあれば ある もの …… ) 


提督 は 念のために 舷の ところまで 歩いて いった。 そ 

して 舷側に つかまつ て 下 を 見た。 

「おお」 

提督 はぎ くりとした。 

しぶき 

舷側 を 洗う 白い 飛沫の 上に、 一 人の 少女の 寝姿が 

あった。 梨花 だ。 中国 少女の 梨花 だ。 鋼鉄の 宮殿の 中 

を、 栗鼠の ようにち よこち よこと とびまわって、 雑用 

をつ とめて いた 梨花の 姿 だ つ た。 

「梨花 か。 なぜ そんなと ころに 寝て いるんだ。 波に さ 

ら われて しまう ではない か。 早く 甲板へ あがって こ 

い」 


「リット 少将。 私 は、 甲板へ あがりた くても あがれな 

いんです の。 リット 少将、 手 を 貸して ください。 私 を 

ひっぱり あげてく ださい」 

「ふん、 厄介な 奴 じ や。 ほら、 手 を 出せ」 

提督 は 手 を 出して、 梨花の 手 を 握った。 それ はび つ 

くりす る ほど 冷たい 氷の ような 手であった。 少女 一人 

くらいと 思って、 提督 は ひっぱり あげに かかった が、 

どうした のか 大盤石の ように 重い。 

「う— ん、 これ は 重い。 梨花 どうした のか。 お前な に 

か 腰に ぶらさげて いるので はない か」 

「ええ、 わたくしの 腰から 下に、 皆さんが ぶらさがつ 


ている のです わ」 

「皆って、 誰の こと だ」 

提督 は、 ぎょっとして、 改めて 海面 を 見お ろした。 

そのと き 不思議に も、 海の 中 は 電灯が ついた ように、 

明るくな つた。 そして 梨花の 腰から 下に とりすがって 

いる 真青な 顔 をした 二人の 看護婦の 姿が 見えた。 また 

その 看護婦の 下に は、 顔 や 肩 を 赤く 血に 染めた 大勢の 

苦力が ぶらさがつ ている。 その また 下に、 川上 機 関大 

尉 や 杉 田 二等 水兵 も 見える。 そのほか 印度人 ゃフィ 

リツ ピン 人 や 白人 や、 見れば 見る ほど 何百 人と いうた 

いへんな 数で ある。 彼等 は、 海底に 横たわる 一隻の 汽 


船の 船腹 を 足場と して、 人 梯子 を よじのぼって くる。 

海底に ある 地獄の 風景 だ！ 

ぐ ー つと、 肩 もぬけ そうな 強い 力が、 リット 提督 を 

海中へ ひっぱり こもうと した。 

「こら、 無茶 をす るな」 

そのと き 提督 は、 海底に 横たわる 船腹に ブル！ チヤ 

イナ 号と いう 船 名 を 読んだ。 

「あ 、ブル！ チャイナ 号！ わしが 沈めた 汽船 だ。 

さて は、 この 連中 は」 

提督の 背筋が 急に 冷たくな つ た。 

「うつ、 亡者 ども、 わし を 海中へ ひっぱり こもうと い 


うの か。 なにく そ、 ひっぱり こまれて たまる か」 

提督 は、 あぶら 汗をかいて、 うん うんうな り だした- 

ひっぱり こまれまい とする が、 刻一刻、 提督の 体は舷 

を 超えて 海面へ 落ちよう とする。 恐し い 執念 だ。 —— 

「リット 提督！」 

提督の 耳に、 はげしく 扉 を 叩く 音が 聞え た。 

「うう. I ん うう- 1 ん」 

「提督、 どうされ ました。 ス ミス 中尉です」 

「なに、 ス ミス 中尉。 お前 も か」 

と 叫んだ が、 途端に 提督 は 夢から はっと 覚めた。 彼 

は ベッドの 中で、 自分で 自分の 喉 を しめてい たの だ。 


「ああ 夢だった か。 恐し い 夢 もあった もの だ。 ああ、 

夢で よかった」 

提督 は、 全身 汗 びっしょりだった。 

つづ いて はげしい ノックの 音！ 

「提督、 ど、 どうされ ました。 ス ミス 中尉です。 早く 

ここ を 開けて 下さい」 

「おお」 提督 は ほっと 大きな 息をついて、 ベッドから 

よろよろと 下り、 「ス ミス 中尉 か。 いま 開けて やる」 

扉 を 開ける と、 外 は 真暗で、 嵐 を 呼ぶ 物凄い 潮風が、 

ひゆう ひゆう と 鳴って いた。 そして、 きりっとした 武 

てさげ 

装に 身 を かためた ス ミス 中尉が、 片手に は手提 電灯 を、 


また 片手に は ピストル を 握り、 一隊の 水兵 を ひきつれ 

て 立って いた。 


非常呼集 


「おお、 ス ミス 中尉 か。 よく 来て くれた。 しかし 夜中、 

一 たいこれ は 何 ごと か」 

おぼえ  しいた 

リット 提督 は、 心に 覚の ある 悪夢に 虐げられ、 ま 

だ 幾分の 弱気で 中尉に すがりつかん ばかりだった。 


「ああ 提督 閣下」 とス ミス 中尉 は、 まじま じと 正面 か 

ら顔 うちな がめ、 

「御 病気ではなかった のです ね。 それ はよ かった」 

「うん、 —— 」 

「提督 閣下。 哨戒 艦から、 しきりに 信号が あります。 

どうも わが 飛行 島大 戦隊 を 外部から 窺って いるもの が 

ある 様子です」 

「なに、 外部から 窺って いるものが あると いうの か。 

また 日本の 潜水艦 か」 

「いや、 それ はま だはつ きり 分かって いません。 とに 

かく、 わが 戦隊 は 目下 極秘 航行 中であります ので、 無 


電を 発する こと を 禁じて あります ため、 信号が なかな 

かそう 早く は 取れない のであります。 無電 を 出す こと 

をお 許しに なりません と、 わが 大戦 隊は いざと いうと 

きに、 大 混乱 をお こすお それが あります」 

「いや、 無電 を 出す こと を 許せば、 わが 飛行 島大 戦隊 

の 在所 を、 敵に 知らせる ような もの じ や。 そいつ は 絶 

対に 許す ことができぬ」 

リット 提督 はこの へんで、 やっと ふだんの 提督ら し 

い 威厳 を とりもど したよう であ つ た。 

「は あ、 分かりました」 

ス ミス 中尉 は、 やむ を 得ない という 顔 をして、 


「では 当直へ、 そのよう に 伝達いた します」 

「うむ」 

ス ミス 中尉が、 室 を 出て ゆこうと した 時、 

「ああ ス ミス 中尉。 ちょっと 待て」 と 提督 は 声をかけ 

た。 

「は あ、 何 か 御用であります か」 

「わし は 今夜 司令塔 へ 詰めようと 思う。 だから あと 三 

十分 も 経ったら、 ここへ 迎えに きて くれん か」 

「はい、 かしこま リ ました。 すると 今夜 はもう お寝み 

にならない のです か」 

「うん、 わし は 今夜、 もう 寝る の はよ した」 


「御尤もです。 私 も 今夜 あたり、 どうも 何 か 起り そう 

な 気がして なりません。 提督が 司令塔に お詰めく だ さ 

れば、 わが 飛行 島の 当直 全員 もたい へん 心丈夫です」 

ス ミ ス 中尉 は、 提督が 悪 夢に おびえて 睡られ なく 

なった の だと は 知らないから、 リット 提督が 司令塔へ 

出かける ようで は、 今夜 はよ ほど 警戒し なければ なら 

ぬわけ が あるの だと 思った。 

リット 提督 も、 ス ミス 中尉 を 戸口まで 送った が、 彼 

の 耳に は、 甲板の 索具に あたって 発する すさまじい 嵐 

の 声が、 なんだか 亡霊の 呻 声の ように 思われた。 

中尉が 水兵た ちをひきいて 立ち去ろ うとした 時、 は 


るか 後方の 下 甲板から、 警笛が ひゆ— つ とひび いた。 

そして ピストルの 乱射の 音に つづいて、 うわ— つと い 

う 鬨の声が あがった。 

「あ、 あれ は 何 だ」 

リット 提督 は、 きっとな つた。 

「さあ、 どうしたので しょうか」 

ス ミス 中尉 も 怪訝な 面 持であった。 彼 はま だ 何の 報 

告 もうけて いない。 

その 時、 甲板 を 一散に こっちへ 龃 けて くる 下士官が 

あった。 彼 は、 提督 室から 洩れる 灯 かげ を 片面に うけ 

て 立 つ ている ス ミス 中尉 を 認める や、 


「おお ス ミス 中尉！」 

と、 息せ ききって 声をかけた。 

ス ミス 中尉が、 何 かいおう とした 時、 かの 下士官 は、 

息 を はずませて 叫んだ。 

「ス ミス 中尉、 飛行 島内に、 怪漢が まぎれこん でいて、 

下士官が 二 名 やられました。 すぐ 下 甲板へ おいで を 願 

レ ます」 

「なに、 怪漢が まぎれこん だと。 よし、 すぐ 行く。 全 

隊、 龃 足！」 

ス ミス 中尉 は、 怪漢 暴行 中との 知らせ をう け、 さて 

こそ 大事 件 発生 だとば かり、 下士官の いう こと をよ く 


も 確め ず、 宙を とぶ ようにして 龃 けだして いった。 

残ったの は、 伝令と 称する 下士官 ひとりと なった。 

リット 提督 は、 不安の 面 を 向け、 

「おい、 下 甲板で、 どんな ことが 起った のか。 早く そ 

の 様子 を 話して 聞かせよ」 

「はい。 大変な ことにな りました。 怪漢 はやが てこつ 

ちへ やって来る かもしれ ません。 提督、 どうか 奥へ お 

はいり 下さい」 

「うむ、  」 と、 提督 は、 後退り しながら、 はっと 

した 思い いれで、 

「おお、 お前 は 誰か」 


「私 は —— 」 

「お前 は 怪我 をして いる じ やない か。 胸のと ころが、 

血で 真 赤 だぞ。 お前 は それに 気がつかん のか。 おや、 

右の 腕 も —— 」 

「リット 提督 閣下。 御 心配く だすって、 なんとも 恐れ 

いります。 が、 まあ 中へ おはい リ 下さい」 

かの 血 まみれの 下士官 は、 提督に つづいて、 ひらり 

と 室内へ はいった。 そして 扉 を ぴたりと 閉めた。 その 

とき 提督 は、 かの 下士官が、 なに か 棒 切の ような もの 

を、 後に さげて いるの を 認めた。 それ は 室内に はいつ 

て、 電灯の 光 を 反射して、 きらり と 閃いた。 


「うむ、 お前 は —— 」 

提督 は、 驚きの あまり、 言葉 を 途中で のんだ。 そし 

て 顔面 蒼白！ 

この 下士官 こそ、 誰あろう、 われ 等が 大勇 士、 川上 

機関 大尉、 その 人で あつたの だ。 


巨人 対 巨人 


リット 提督 対 川上 機関 大尉！ 


巨人と 巨人との、 息づ まるよう な 対面 だ。 飛行 島 は、 

まだ 何事 も 知らず、 闇夜の 嵐の なか をつ いて、 囂々 と 

ばくしん 

北東へ 驀進し つづけて いる。 

どうして 川上 機関 大尉が ここへ 姿 を 現した か。 彼 は 

下 甲板の 格闘で、 強力 無双の 敵 下士官の ため、 すでに 

手籠に あおうと したが、 幸いに も 伸ばした 右手が、 甲 

板に 転がって いる 日本刀に かかった ので、 苦 もな く 強 

敵 を斃す ことができ、 そのまま 血 刀 を ひ つ さげて、 リツ 

ト 少将 を 襲った のであった。 

「うむ、 お前 は —— 」 

リット 提督 は、 じ わじ わと 後へ 下って ゆく。 


「提督、 もう どうぞ その 辺で、 お 停り ください」 と、 

川上 機関 大尉 は どっしりした 声に、 笑み を ふくんで 

いった。 

「うむ、 I 」 

提督 は、 もう 唸る ばかり だ。 銀色の 頭髪が、 かすか 

に 震えて いる。 

「提督。 今日までに、 よそながらち よくちよ くお 目に 

かかり ましたが、 こうして 正式に 顔 を 合わし ますの は、 

只今が はじめてであります。 申しお くれ ましたが、 私 

は 大日 本 帝国 海軍 軍人、 川上 機関 大尉であります」 

「うむ、 力 ワカ ミ！ 貴様 は、 まだ 生きて いたの か」 


「そうです。 生きて いる 力 ワカ ミ です。 こうして 親し 

くお 目に かかれる こと を、 永い 間 待ち望んで いました。 

私と しまして は、 この 上ない よろこびであります」 

「もう わかった。 そんな こと はどうで もよ い。 わしの 

室へ、 物 取の ように 闖入す るなん て、 無礼で はない か。 

な、 何用で はいって きたの か」 

「いや、 その 御 挨拶 は 恐れ入りました。 宣戦布告 はな 

くと も、 わが 帝国 領土 を 攻撃せ よとの 戦闘 命令 は、 口 

ン ドンより すでに 貴下の 懐へ 届いて いる はずで はあり 

o ろ 

ません か。 お分かりに ならねば、 提督の 後に 展げて ご 

ざ います 海図の 上 をお 調べ になります ように」 


超 航空母艦 飛行 島が 、日本 空爆の 目的 を もって、 刻々 

わが 本土に 近づきつつ ある こと を 指されて、 リット 提 

督は眼 を 白黒。 

「それが どうした。 何もお 前の 指図 はう けない」 

「そうはまい りません。 貴下の 生命 は、 いま 私の 掌中 

にある のです ぞ」 

といって、 川上 機関 大尉 は、 血に 染んだ 日本刀 を 前 

に 廻して き つ と 身構えた。 

リット 提督 は、 それ を 見る と、 ぶるぶると 身ぶ るい 

した。 日本刀の 持つ 底 しれぬ 力が、 この 提督の 荒胆を 

ひしいだ の だ。 


「斬る か。 斬る の は 待て。 な、 なに を わしに 要求す る 

のか」 

「それなら 申し上げます。 飛行 島の 内部 は、 すっかり 

見せて いただきました から、 私 は 今、 この 飛行 島 を そ つ 

くり 頂戴した いと 思う のです。 分かりました か」 

「な、 なに をい うの か。 そ、 そんな 馬鹿げた こと を」 

「いや、 すこしも 馬鹿げ てはいません。 貴下 を 征服し 

ている 私 は、 飛行 島 を こっちへ お渡しな さいと 命令し 

て も、 何もお かしい ことはありません。 飛行 島の 進路 

は、 このまま 変えなくても よろしい。 しかし 今後、 す 

ベての 命令 は 私が 出します。 そこで、 まずす ぐ 無電 班 


長 をよ び 出して、 波長 四十 メ— トルの 短波 装置 を 起動 

する よう 命じて ください。 その上で 私 は、 本国の 艦隊 

へ、 飛行 島 占領の 報告 をす るつ もりです」 

「ば、 馬鹿な、 誰が そんな こと を —— 」 

「命令に したがわねば、 私 は 閣下 を 斬り、 私の 使命 を 

果 すまでで あります。 覚悟 をなさい」 

すると 提督 は、 なに を 考えた か、 急に 眼 を かがやか 

し、 

「待て。 命令に 従う。 では、 無電 班長 を 呼び だすから、 

あと は 思うよう にやり たまえ」 

「うむ、 よくい われた」 


提督 は、 二、 三 歩 歩いて、 卓子の 方へ 近づいた。 

「提督。 自由に 動いて はいけ ません」 

「いや、 電話 を かけて、 班長 を 呼び だすの だ」 

提督 は、 卓子に かがんで、 受話器 をと りあげた。 

「おい、 無電 班長 を よんでくれ」 

そういって 提督 は、 すぐ 元の ように 受話器 を かけた _ 

「力 ワカ ミ君。 いまに ベルが 鳴って、 無電 班長が 電話 

に 出る」 

「そうじゃ ありますまい。 ほら、 そこに 見える の は 何 

です か。 貴下が 卓子の 下から 右手に 摑ん だもの は I 

I」 


「えつ」 極度の 狼狽 をみ せて、 提督 は 態度 を 一 変した。 

彼の 顔 は、 興奮に 燃えて いる。 その 右手に は、 一挺の 

ピストルが しっかと 握られ、 狙 はものの 三メ— トルと 

はなれて いない 川上 機関 大尉に つけられ、 ど ど ど ど— 

んと つづけざまに 数 発の 銃声！ 


乂 土.. 


「卑怯者！」 


と 叫んだ の は、 川上 機関 大尉だった。 

大喝 一声、 とびく る 銃弾 を ものともせず、 彼 はばつ 

と 身 を ひるがえして、 提督の 手 もとに おどりこんだ。 

近距離の 射撃が、 一向、 効 を 奏さなかった の は、 提 

督が あまりに 気 を あせ つ ていたた めで あ つ た。 

「しま つた」 

と 思った とき は、 もうす でに 遅かった。 ピストル を 

握って いた 提督の 右手 首 は、 硬い もので 強く たたかれ 

た。 

(斬られた？) 

と 思った が、 違って いた。 提督 は ピストル を ぼろり 


と 床に 落した。 右手 はま だ ちゃんとつ いていた。 だが 

切れて 落ちそう に 痛む。 左手で それ をお さえて、 提督 

はへ たへ たと 絨毯のう えに 膝 を ついた。 

川上 機関 大尉 は、 刀の 背で 峰 打 をく わせた のだった。 

提督 は、 その 次の 瞬間、 川上の ために 真 向から 日本 

刀で ざく りと 斬り さげられる だろうと 覚悟 をして、 両 

眼 を 閉じた。 

だが 一向に、 太刀 風が 聞え てこない。 提督 は 不思議 

に 思って、 眼 を 細目に ひらいて みた。 川上 は 刀 を さげ 

かまえ 

て、 じっと 立って いる。 斬りつ ける 構で はない。 

「川上 機関 大尉。 貴下 は なぜ 余 を 斬らない のか」 


川上 は 叱りつ ける ように、 

「日本人 は 勝って 情 を 知る。 貴下 はもう 完全に 敗け た 

の だ。 ピストルに は 手が 届かない。 貴下 は 無力 だ」 

「なぜ 斬らない のか、 余に は 分からぬ」 

「分からないでも よろしい。 飛行 島 は 私が もらい まし 

た。 だが、 貴下が 呼び だした はずの 無電 班長が 出て こ 

な いのは どうした わけ か」 

そういつ ている とき、 扉が どんどんと、 破れん ばか 

リに 叩かれた。 扉の 向こうに は、 大勢の 声が 喚いて い 

る。 

「提督、 ス ミス 中尉です。 今 助けます から、 頑張って 


ください」 

ス ミス 中尉が、 急 を 知って 引返して きたので あった _ 

そのと き、 電話の ベルが 鳴り だした。 

「提督、 電話に 出て 下さい。 そして その 電話 を、 無電 

機に つなぐよ うに 命ずる のです」 

提督 は、 川上 機関 大尉の 命令と、 今にも 破壊し そう 

な 扉の 両方に 気 を とられて、 まごまご している。 しか 

しついに 電話に 出て、 川上の いいつけ によ リ 命令 を 発 

した。 電話 は 無電 機に つながれ たらしく、 提督 は 絶望 

の 色 をう かべた。 

扉 は、 もう 一息で 破壊され るであろう。 しかし 川上 


機関 大尉 は、 電話機 を 提督の 手から ひったくった。 

「ああ、 大日 本 帝国 海軍、 艦隊 本部へ 報告。 只今、 川 

上 機関 大尉と 杉 田 二等 水兵と は、 英国 海軍の 大航 空母 

艦 飛行 島 を 占領せ リ —— 」 

ああなん という 奇抜な 報告だろう。 飛行 島から 発せ 

られ たこの 日本語の 電話 は、 かならずや 日本人の 何人 

かに 聞き とられた に 相違ない。 

その 瞬間、 重い 扉 は ど ー んと 叩き やぶられた。 大勢 

の 士官と 水兵との 食いつ きそうな 顔が 見えた。 あつ、 

危ぃ。 次の 瞬間、 弾丸の 雨、 銃剣の 垣 だ！ 

しかし 川上 機関 大尉 は、 まだ 電話機 を 離さなかった。 


生死 を 超えた 毅然た る 勇姿 だ。 

「_ —— 大日 本 帝国、 ばん ざ— い」 

ちゅうせん 

その 声が 終る が 早い か、 電話機 は 紐 線 もろともぶ 

つりと ひきちぎられた。 川上が 力ま かせに ひきちぎ つ 

たの だ。 彼の 腕が ぶ— んと 鳴った。 

がち や— んと 烈しい 音が して、 提督 室の 天井に 点い 

ていた 電灯が 笠 もろとも、 粉々 に 壊れ 散った。 川上 機 

関大 尉が、 電話機 を なげつけ たの だ。 狙 は あやまた な 

かった。 室内 は 一瞬に して 真暗に なった。 

「力 ワカ ミを 逃がすな。 撃て！」 

逆上した か、 ス ミス 中尉が 叫んだ。 


銃声が つづいた。 暗中に、 銃口から 吐き だされる 鯖 

色の 焰。 

うわ— つと、 奥の 方で うめいた 者が ある。 そして 床 

の 上に 転がった らしい 物音。 

川上 機関 大尉が やられた のか？ 

いや、 彼 は 飛鳥の ように 身 を かわして、 出入口に す 

りよる と、 警備隊と 入れ かわって、 さっと 外に とびだ 

した。 

甲板 は 冷たい 雨と 風と にたた かれて いた。 しかし 夜 

明が 近くな つたと みえ、 空が ぼんやり 白んで いた。 

甲板 を 昇降口の 方へ 一散に 走りながら、 川上 機 関大 


尉 は 組立 鉄骨の 間に 残して きた 杉 田 一 一等 水兵の こと を 

心配した。 もう 夜が 明ける とすると、 早く 彼 を どこか 

別のと ころへ 隠さなければ ならない。 あの ままで は、 

き つ と 見つ か つ てし まう であろうと 思 つ た。 

太い 鋼索 をた よりに、 昇降 階段 をす ベる ように 蚯け 

おりて いたと き、 とつぜん 彼の 鼻先に ど— んと 大きな 

音が して、 空中に 赤と 青との 星が ばらばらと 散った。 

花火 だ。 

「あつ、 花火 信号 だ。 非常 警報 だぞ。 全 戦隊に 呼び か 

けた ものら しいが、 はて 何 ごとが 起った のか しら」 

と、 いぶかる 折し も、 下の 飛行甲板から 叩きつ ける 


ような 爆音が 起り、 一 台の 飛行機が ぶ— んと 滑走路 を 

走リ だした。 そして 飛行 島 を 飛び だした。 

「おお、 飛行機の 出動 だ。 いまごろ 何事が 起った とい 

うの か」 

川上 機関 大尉 は、 つぎつぎに 起る 不審な 出来事に、 

小 首をかしげ たが、 そのと き 後に あたって、 わ ー つと 

かんせい 

いう 喊 声が 聞え、 それと 同時に、 ぴゅ— んと 一 発の 弾 

丸が 頭の 上 を かすめて すぎた。 

「見つかった らしい。 よし、 こんなと ころで 撃 たれて 

はならぬ。 もう 一 息 だ」 

川上 機関 大尉 は、 残りの 階段 を 一気に かけおりた。 


また 一 台の 飛行機が、 爆音 高く 飛行甲板の 上 を 走り去 

るの が 聞え た。 

, J のとき 川上 機関 大尉の 頭の 中に すばらしい 考えが、 

電光の ように 閃いた。 


天の 与 


「そうだ。 千載 一 遇の 機会が 向こうから やって きたの 

だ。 これ も 神様の 助であろう」 


川上 機関 大尉 は、 ちょっと 眼 を 閉じて、 黙禱 した。 

そして 次の 瞬間に は、 大尉 はは や 日本刀 を 片手に さげ、 

飛行甲板 を 匐うよう に龃 けだした。 

彼の 眼 は、 飛行機の 出発点に そそがれ ている。 そこ 

に は、 微かな 灯火が 光って いた。 下から エレべ ー タ— 

が 飛行機 をのせ て 上って くる。 四 五 台の 飛行機が 翼 を 

すれすれに、 ごたごた している のが 見える。 大勢の 整 

備 員が、 その 間 を 入りみ だれて 走って いる。 エンジン 

を かけて いる 者 も あれば、 別な ところに 設けられた 爆 

弾 庫の 口から 爆弾 を かついで、 廊下 づたいに 甲板へ 出 

て、 飛行機に 積んで いる 者 も ある。 爆弾 庫の 口 は、 鋼 


鉄 宮殿の 一角に 隠れて 設けられて あり、 爆弾 ははる か 

下の 艦 底に ある 爆弾 庫から、 エレべ— タ— にの つて 入 

れ かわり 立ち かわり するすると 上つ てく るので あった _ 

川上 機関 大尉が 眼 をつ けたの は、 いま 飛行機に 積も 

うとして いる 爆弾であった。 

爆弾 は、 爆弾 庫 口から 水兵の 手に よって 甲板に 運ば 

れ、 ひとまず 飛行機 エレべ— タ— 脇の 甲板の 隅に 積み 

かさねられた。 すると 飛行機 づきの 整備 兵が、 その 爆 

弾の 山から 一個 ずっとって、 飛行機の 胴に つりさげる 

のであった。 川上 機関 大尉 は、 なにく わぬ 顔 をして、 

爆弾の 山に 近づいた。 


「さあ、 今 だ」 

彼 は、 大胆に も、 無造作に 一 個の ニキ 口 投下 破 甲 爆 

弾 をむ ずと 小脇に 抱えと る や、 なに 食わぬ 顔 をして、 

すたすたと 歩き だした。 

誰も、 これ を 怪しむ 者がなかった の は、 天佑と いう 

べきであった。 誰も 忙しく 立ち働いて いたので、 気が 

つかなかった の だ。 

彼 は悠々 せまらぬ 態度で、 鋼鉄 宮殿の 中にはい つた。 

中から 一 人の 水兵が 出合いが しらに、 川上 機関 大尉に 

ぶっかった。 はっと 思う 瞬間だった が、 水兵 はお どろ 

いて とびのく なり、 挙手の 敬礼 をして 走り さった。 


だが、 油断 は 大敵であった。 

細心の 注意 を もって、 川上 機関 大尉 は、 うす 暗い 廊 

下 を 奥へ 進んで ゆく。 彼の 目的 は、 一たい どこに ある 

のであろう か。 

いうまでもなく、 爆弾 庫 を 狙って いるので ある。 小 

脇に 抱えて いる 投下 爆弾 を、 爆弾 庫に なげこんで、 一 

挙 にして 飛行 島 を 破壊し 海底に 沈めて しまおうと いう 

のであった。 

なんという 破天荒の 計画であろう。 またなん という 

大胆な 行動であろう。 

爆弾 庫の 口が、 やっと 見えた。 


川上 機関 大尉 は、 さあもう 一 息 だとば かり、 爆弾 を 

小脇に しっか リ 抱えて、 つつ ー つと 小足 早に 龃 けだし 

た。 

「待て！」 

いきなり 後から、 川上 機関 大尉の 肩 をつ かんだ 者が 

ある。 

ふりはなして、 走ろうと すると、 また 肩 をつ かまれ 

た。 

「待て！ 怪しい 奴 だ」 

大力で もって、 川上 はずる ずると ひきよせられた。 

誰？ ふりかえ ると、 フランク 大尉であった。 


「あ、 貴様、 まだ 生きて いたの か。 そんな 恰好 をして 

いても 俺 はだ まされな ぃぞ」 

「えい、 放せ」 

「放して たまる か。 そこに 抱いて いるの は 爆弾で はな 

いか。 おい、 それ を どうす る 気 か」 

「なに を！」 

フランク 大尉 は、 鉄拳 を 固めて 川上 機関 大尉の 頤を 

狙って つきだした。 二人の 組 打と なった。 爆弾 は どん 

と 下に 落ちて、 ごろごろと 壁の 方へ ころがった。 

川上 機関 大尉 も 懸命 だが、 フランク 大尉の 強い こと 

といったら、 話に ならぬ。 


組 打が 長び いて、 フランク 大尉の 加勢が 五 人 十 人と 

ふえて 来て は 面倒 だ。 機関 大尉 は 気が 気ではなかった。 

(残念 だ！ もう 一歩と いうと ころで —— ) 川上の 
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腸 は ちぎれる ようであった。 

そのと き 何者か、 川上 機関 大尉の 落した 爆弾に 蚯け 

よって、 ひょいと 肩に かついだ 者が あった。 


輝く 一 一  勇士 


「おお、 その 爆弾に 手 を ふれる 奴 は、 うち 殺す ぞ」 

川上 機関 大尉 は、 必死で 呶 鳴った。 

「上官、 もうす つかれ 敵に 囲まれました。 爆弾 は 上官 

に 代り、 私が 持って 投げ こみます」 

「おお 杉 田 か。 貴様 はどうして ここへ」 

「どうして 私ば かりが じっとして いられましょう。 私 

は 縛られた 紐 をと いて 下 甲板に 上り 爆弾 庫 を 狙って 来 

たのです。 が、 今 ここで 会う の は、 天の 引合せです。 

—— や、 機関銃 隊が 出て きました。 もう 猶余 はな リま 

せん。 では 上官、 お別れです」 

「おう 杉 田。 では 頼む ぞ。 爆弾の 安全弁 を 外す こと を 


忘れるな」 

敵と 引 組んだ まま 甲板に 転んで いる 川上 機関 大尉 は、 

フランク 大尉の 鉄拳の 雨に 叩かれながら、 喉 も はり さ 

ける ように 叫んだ。 

杉 田の 返事 は、 もうなかった。 

甲板の 薄明の 中に、 重傷 まだ 癒えぬ 杉 田 二等 水兵が、 

爆弾 をし つかり 小脇に 抱いて、 ととと つと 走って ゆく 

その後 姿が 見えた。 川上に とって、 それが 杉 田 二等 水 

兵の 見納 となった。 

「 —— 天皇陛下、 ばん ざ ー い」 

血 を 吐く ような 絶叫が かすかに 聞え た。 それ は 正し 


く 杉 田 二等 水兵の 声であった。 そのと き 彼の 姿 は、 爆 

弾 庫の 口から 消えて いたの だ。 彼 は 爆弾の 安全弁 を 外 

すと、 そこへ 飛び だした 敵の 水兵 を 片手で 殴り倒す が 

早い か、 爆弾 を 抱えた まま、 爆弾 庫の 中に 身 をお どら 

せて とびこんだ。 川上 機関 大尉に 代り、 身 を もって こ 

の大 任務 を 遂行した のであった。 

杉 田の 姿が 見えなくなる と、 川上 機関 大尉 は、 全身 

の 力 を ふる つ て 逆に フランク 大尉 を しめあげた。 

「うう つ 」 

「えい！」 

一秒、 二 秒、 三 秒 …… 。 その 時び かり！ 眼 も くら 


むような 一 大 閃光！ 

途端に 二人の 転がって いる 甲板が、 鰐の 背中の よう 

に 震え だした と 思った 剎那、 が、 が、 が— んと 百雷が 

一 時に 落ちた ような 大 爆音！ 

空気 は 裂けて、 猛獣の ように 荒れ狂った。 鼻 をつ く 

硝煙、 真 赤な 火焰、 ひっきりなしの 爆音、 それに 呼応 

して 天空 高く とび 上る 大水 柱！ あたり は 闇黒と 化し、 

天地 も 瞬間に ひっくりかえつ たかと 思われた。 なんと 

いう 凄絶な 光景で あ つ たろう。 

XXX 

「長 谷 部 少佐、 今の を 見た か」 


「は、 見ました。 司令官。 飛行 島が 爆破した ので は あ 

ります ま レカ」 

「うむ、 そうか もしれ ない」 

駆逐艦 清風の 艦橋で、 双眼鏡 を 手に とって 語る 二人 

の 将校が あった。 

駆逐艦 清風 は、 いま 浮かぶ 飛行 島へ、 海上 あと 十キ 

口のと ころまで 近づいて いた。 その後に 従う の は、 い 

ずれ も 帝国 海軍が 快速と 攻撃力と を 誇る 最新 一 等 駆逐 

艦 十六 隻だ。 いや、 それだけ ではない。 そのす ぐ 後方 

に は、 水雷 戦隊が 暁闇の 波浪 をのり きって 驀進しつつ 

ある。 そのうちに、 灰色の 雲間 を 破って、 わが 海の 荒 


鷲隊が 勇姿 を 現す ことであろう。 主力艦隊 も、 堂々 と 

こちらへ 前進しつつ あるのに ちがいない。 

艦艇の マストに は、 戦闘 旗が ひらひらと ひるがえつ 

た。 

飛行 島大 戦隊 は、 夜 明と ともに、 わが 艦隊に 頭 をお 

さえられた 形だった。 まだまだ 海戦 は 起らない ものと 

思って いたのに、 不意に 日本 艦隊が 現れた のだった。 

飛行 島大 戦隊 は 狼狽の 色 を かくしきれ なか つ た。 

いや、 もし、 こういう 際に、 リット 提督の 乗る 飛行 

島が ちゃんと していて くれれば、 たとい 駆逐 艦隊 現れ 

ようと も 海の 荒 鷲が 襲い かかろう とも、 また 主力艦隊 


が 押しよ せて 来ようと、 飛行 島の 持つ 二十 インチの 巨 

砲が 物 をい うで あろうし、 島内に かくされた 無数の 新 

鋭 駆逐 機 や 雷撃 機が 凄じい 威力 を 表した であろうに、 

今 はすべ てが、 後の祭と なって しまった。 

いくさ 

飛行 島 は、 ついに 戦の 前に 爆破して しまったので 

ある。 そして その 残骸 は、 がくりと 傾き、 艦 列から は 

るか 後方に おくれて、 いたずらに 波浪の 洗う に まかせ 

ている のであった。 

殷々 たる 砲声が、 前方の 海面に 轟き はじめた。 

いよいよ 彼我の 砲撃 戦が はじまった。 こうな つて は、 

飛行 島大 戦隊 も 逃げる わけに ゆかない。 


こわれ かかった 飛行 島 を 後に のこして、 全 艦隊 は 死 

にものぐ るいに、 日本 艦隊の 左翼 方面へ つっかかって 

いった。 ここに 壮烈なる 世紀の 大海 戦の 幕が 切って 落 

された のだった。 

雨 は 重く、 風 はいよ いよ 烈しく、 空 はます ます 低く 

たれた。 砲煙 爆 煙 は、 まるで 濃霧の ように 海面 を蔽っ 

た。 砲声 はいよ いよ 盛んに、 空中 部隊 は エンジン も 焼 

けよ と 強襲に 出で、 そして あちらこちらに、 炎々 と 艦 

上の 火災が 眺められた。 

次第に 北方に 移動し ゆく 大海 戦の 煙の 中 をく ぐ つ て、 

突如 勇姿 を 現した 一 隻の わが 駆逐艦が あった。 


それ は 長 谷 部 少佐が、 昇進と ともに 艦長と なった 駆 

逐艦 清風であった。 艦橋に 立つ 少佐の 前に は、 古谷 司 

令官の 鶴の ような 長身が 見える。 

「おお、 司令官。 あれに 飛行 島が 見えます。 あ、 なん 

と いう 惨状！」 

さすがの 長 谷 部 少佐 も、 あまりの 無慚な 飛行 島の 有 

様に 眼を蔽 いたい ほどだった。 

「うむ、 こいつに ほんとうに 向かって 来られて は、 わ 

が 艦隊 も 相当 苦戦に 陥った であろう。 おお 長 谷 部 少佐、 

あれ を 見よ。 飛行 島 はしず かに 沈没して ゆく ぞ。 今の 

うちに、 例の 川上 等 を 捜索して はどう だ」 


「は。 では 直ちに 出かける ことにしましょう」 

駆逐艦 清風 は、 速力 を ゆるめて、 静止へ —— 。 モ ー 

タ ー • ボ— トが、 舷側から おろされた。 長 谷 部 少佐 を 

指揮官と して、 決死の 戦闘員 十五 名が のりこんだ。 

ボ— トは 巧みに 本 艦 を はなれ、 舳を 飛行 島に 向け、 水 

煙 をた てて 驀進して ゆく。 

長 谷 部 少佐 は、 船首に 立って、 友の 姿 はいず こぞと 

海面 を 流る る 死体の 一 つ 一 つに 注意 をく ばる。 

「あ、 日本刀の 鞘みたい な もの を 背負って いるの が、 

左舷 前方に 見えます」 

突然 眼 のさと い 水兵が 叫んだ。 


「日本刀 を 背に？ どこ だ」 

「指揮官、 あれです」 長 谷 部 少佐 は、 水兵の 指す 海面 

を 見た。 扉 か 卓子 かわからない が、 とにかく 大きな 板 

片の 上に、 背中に 黒 鞘 を 背負って うつぶし ている 半裸 

体の 人間が あった。 

「おお、 あれ だ。 早く」 

少佐の 命令で、 ボ— ト はす— つと その 方へ よって 

いった。 そして 手練の 水兵が 棒と 綱と でもって、 巧み 

に 半裸体の 人間 を艇 内へ 拾い あげた。 

「あ、 日本人ら しい。 ひどく 右腕 を やられて いる」 

「おお 川上 だ。 川上 だ。 川上、 長 谷 部が 救いに 来た ぞ」 


長 谷 部 少佐 は、 救われた 人の 骨ば つた 顔 を 見る や、 

われ を 忘れて 龃け よった。 軍医が、 前に 出て きて、 心 

臓に 耳 を あてた。 

「どう だ、 助けて やれない か」 

「ああ 指揮官、 心臓 は 微かながら まだ 動いて います。 

すぐ 注射 をし ましょう。 多分、 大丈夫でしょう」 

「そうか。 では 早い とこ、 頼む」 

長 谷 部 少佐 は、 友の くぼんだ 眼窩の あたり をうる わ 

しげに 見つめて いた。 注射 は 一 本 一 一本 三本と つづけら 

れた。 

そのと き 少佐 は、 川上 機関 大尉の くぼんだ 眼窩の 中 


に、 丸い 眼球が かすかに うごく の を 見つけて、 おどり 

あが つ た。 

「あつ、 生き かえった。 おい 川上、 しっかり しろ。 俺 

だ、 俺が 分からん か。 俺 は 長 谷 部 だ」 

と、 川上の 手の甲 をた たきつつ、 声 を かぎりに 呼べ 

ば、 

「おお、 —— 」 

川上 機関 大尉 は、 微かに 声 を 発した。 そして 光の な 

い 眼で あたり を 見 まわして いたが、 そのうちに、 少佐 

の 手 をぐ つと 握り かえした。 彼の 頰に は、 だんだん 血 

の 色が 浮かび あがった。 


「おお、 気がつい たか。 川上、 貴様 はたい へんな 手柄 

をた てた な。 羨ましい ぞ」 

「な あに、 —— 」 川上 は 口 を も ごも ごした。 

「な あに、 どうした というの か」 

「いや、 飛行 島 を 爆破した の は、 俺 じ やない。 あの、 

脱走兵 杉 田 二等 水兵の 手柄 だよ。 身 を もって 爆弾 庫に 

とびこんだ あの 水兵 を、 皆して 褒めて やってくれ。 俺 

ま  俺 ま  」 

川上 機関 大尉の 眼から、 熱い 涙が、 せき を 切った よ 

うに あふれて きた。 そして 潮 やけした 頰 をった つて、 

幾条 かの 涙の 道 をつ けた。 


ああ、 なんという 謙遜な 言葉であろう。 ああ、 なん 

という 部下 思いの 言葉 であろう。 

彼 は、 自分の たてた 大功 を 誇らず、 まず 何よりも 忠 

勇な 部下で あり、 そして また 一 度 は 脱走兵の 汚名 を 着 

た 杉 田の ために、 その 功 を 称えた のであった。 

「いや、 よく 分かつ とる」 と、 長 谷 部 少佐 は 戦友の 手 

を やさしく 撫で つ つ、 

「杉 田 も、 えらい 奴 だ。 貴様が 優しくて 強いから、 そ 

ん ないい 部下が できた の だ。 結局 やっぱり 貴様が えら 

いという ことになるの だ。 さあ、 飛行 島 は、 ついに 爆 

破され た。 これで 英国の 間違った 永い 間の 悪夢 も、 


きっと 覚め、 東洋に おける 大日 本 帝国の 正しい 地位 を 

考えな おす ことにな ろう」 

その 飛行 島 は、 いま 戦友に 抱えられた 川上 機関 大尉 

の 肩 越しに、 ぐるつ と 一転して、 前世紀の 巨獣の 頤の 

ような 組立 鉄骨 やおび ただしい 浮標 をぬ つ とっき だし、 

最後の 醜 体 を さらした かと 思う と、 こんど は 急に 海底 

に 吸い こまれる ように、 ずぶ ずぶと 沈んで しま つ た。 

そして その あとに は、 凄じい 水泡と 大きな 渦が、 いつ 

まで もぐる ぐる ま いていた。 

それにしても 飛行 島の 主、 リット 提督 はどうな つた 

であろう か。 彼の 行方 を 知って いるもの は、 ただの 一 


人 もない、 しいて 知りた ければ、 かの ブル！ チヤ ィ 

ナ 号の つきない 怨 をのせ て、 いつまで もぐる ぐる 廻つ 

ている、 あの 飛行 島の 沈んだ あとの 大きな 渦巻に 聞い 

て みるがいい。 
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